


はしがき

　本書は「コミュニケーション能力を育む小中高の英語教育」をテーマに、「講演会や公
開シンポジウム等の開催により、小学校・中学校・高等学校を繋ぐ英語教育連携支援の拠
点拡充及び人的ネットワーク形成」を目的として、2012年 8月 26日（日）、12月 22日（土）・
23日（祝・日）に開催されました、愛知教育大学教育創造開発機構　小中英語教育支援部
門主催の「講演、シンポジウム」「教員研修会」で、実践報告、研究発表を務めて頂いた
先生方を中心にして執筆頂いた原稿を掲載しています。
　21世紀のグローバル化時代を生きる子ども達の教育の充実を図ることを目的として、
学習指導要領が改訂されました。新学習指導要領は、小学校では 2011年度より、中学校
は 2012年度より全面実施とされ、高等学校においては 2013年度 4月 1日の入学生から順
次適用することとなっています。これらの学習指導要領では、「確かな学力を育む英語コ
ミュニケーション活動の一層の充実」が求められています。そして、小学校では新設され
た外国語活動で児童の発達段階に適した効果的な授業、中学校では外国語活動を活かした
英語の授業や 4技能の総合的な指導、また、語彙数や授業時間の増加に対応した指導、更
に、高等学校では英語による授業展開を要請されています。
　愛知教育大学外国語教育講座では、「文部科学省特別経費プロジェクト経費―高度な専
門職業人の養成や専門教育機能の充実」の事業で、「小学校外国語活動を前提とした小・中・
高での英語関連科目の連携を進める英語教員養成カリキュラムの開発と授業実践力を高め
るための教育改革」を 2010年度より 4年間の計画で実施しています。この事業は、「教員
養成大学という本学の特性を活かし、大学と学校現場の連携を通して、有効な英語コミュ
ニケーション活動の創造と授業モデルの開発を行い、併せて実践力のある教員養成と現役
教員のリカレント教育の拡充を図る。」ということを目的としています。
　これまで、愛知教育大学外国語講座では、指導者養成についての調査研究、その研究を
踏まえた上での実践学研究として現場の教員や教育大学の学生を対象にした研修会を開催
してきました。また、効果的な指導法やカリキュラム、評価、小中連携等の研究もしてき
ました。
　2010年度からは、「文部科学省特別経費プロジェクト経費」により新設した「小中英語
支援室（2011年度からは愛知教育大学教育創造開発機構　小中英語教育支援部門）」を主
たる研究・教育実践の拠点として、小中学校の現場で行ってきた研究や資料収集、及び、
大学と学校現場の連携を通して小中高の連続性を見据えた、英語コミュニケーション活動
の創造と授業モデルの策定を行うことと、現職教員研修及び教員養成プログラムを策定す
ることを目的に、以下の 5つの柱を立てて取り組んでいます。

　⑴　新学習指導要領に基づく小学校「外国語活動」から中学校・高等学校「英語教育」
への英語コミュニケーション活動の創造等に対する連携プランの提案　



　⑵　特色ある大学教育の実現に向けた教員養成カリキュラムの研究開発とその検討
　⑶　教員養成大学としての指導実践力を向上させるための教育
　⑷　教員研修やリカレントプログラムの提示　
　⑸　講演会や公開シンポジウム等の開催により、東海地区の小学校・中学校・高等学校

をつなぐ英語教育連携支援の拠点拡充及び人的ネットワーク形成
　
　具体的には、第一には、英語コミュニケーションの教育実践や小学校外国語活動実践を、
附属学校、及び地域協力校において行っています。第二には、質の高い授業実践を収録し
たビデオと指導案を、アーカイブとして蓄積しています。これは、学生の教育実習に役立
つだけでなく、授業提供者自身に対して指導のリフレクションを促し、熟練した英語教師、
外国語活動を行う教師の理想的授業実践の研究や教員の成長のあり方を科学的に研究する
ことを可能にしています。第三には、全学生、とりわけ、初等教育養成課程の学生が、小
学校外国語活動で指導できるように、英語コミュニケーション能力向上のために、TOEIC

を導入した英語教育を行っています。第四には、英語教育の専門家や現場経験の豊富な実
践家や、小中高の教師、教育委員会の指導主事等を招き、①新学習指導要領に基づいた授
業の在り方、②質の高い授業の展開、③小中連携を踏まえた授業デザインやカリキュラム
の構築、④効果的な授業実践等についての講演とシンポジウムを開催しました。そして、
参加した教師や大学生に「これからの英語教育」について考える場を提供しました。第五
には、教育現場へ学生を派遣して、授業観察及び補助をしました。また、学生にはポートフォ
リオを作成させて、自己研鑽へと繋げています。さらに、講演会や研修会を通して、地域
の現場の教師と学生が交流する機会を設けました。
　この様に、「愛知教育大学教育創造開発機構　小中英語教育支援部門」の取り組みは、
教員養成大学と教育現場が連携して教育を行うことにより、実践力を備えた教員を養成す
ることができると思います。さらに、研修会や講演会、シンポジウムを開催することで、
現場との連携を深めるだけでなく、現役教員のリカレント教育の場を提供し、また、教育
実践モデルを共有するネットワークの中心としての役割も果たすことができると思ってい
ます。
　小学校外国語活動は、これまでも多くの小学校で、試行的に外国語（英語）の学習が行
われてきましたが、2011年度からは必修化となり日本全国全ての小学校で外国語（英語）
活動が始まりました。そして、小中連携、小小連携のあり方や、英語コミュニケーション
活動の充実、特別支援学校の授業展開、評価のあり方等、必修化となってみえてきた課題
も山積しています。
　中学校の英語教育は、小学校外国語活動の目標である「コミュニケーション能力の素地
の育成」を踏まえて、中学校英語教育の目標の「聞くこと、話すこと、読むこと、書くこ
となどのコミュニケーション能力の基礎を養うこと」へと繋がる指導、すなわち、小中連
携の英語コミュニケーション活動を充実させることが課題であると思われます。



　2012年度より学習指導要領が施行され、授業時間数も週 1時間増加し、週 4時間とな
りました。中学校では、「読むこと」､ ｢書くこと」の発信型の指導に対して充実を図るこ
とを重視し、また、「聞くこと」「話すこと」「読むこと」｢書くこと」の四つの領域をバラ
ンスよく指導することが求められています。
　高等学校の英語教育においては、生徒が情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝え
たりするコミュニケーション能力を養うことを目標にしています。そして、中学校での学
習の基礎を踏まえて、「聞くこと」「話すこと」「読むこと」｢書くこと」の四技能を総合的
に育成するための統合的な指導をすることが求められています。
　これらのことから、学習指導要領に基づいて小学校外国語活動から中学校や高等学校の
英語教育の連携、外国語活動と英語教育の質の向上、及び、実践的な指導方法等、教員養
成大学の学生や現場での先生方に「明日の指導に活かせる授業創り」に是非参考にして頂
きたいとの期待を込めて、各々の先生方に執筆して頂きました。なお、執筆して頂いた先
生方におかれましては、年度末の大変お忙しい中、本書のために時間を割いて頂きました
こと、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

　　　2013年 3月吉日

愛知教育大学教育創造開発機構　小中英語教育支援部門　
愛知教育大学外国語教育講座　　　本プロジェクト代表　

高橋美由紀　
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『Hi, friends!』と中学校教科書を活用した小中英語教育
－コミュニケーション能力育成のために

高橋　美由紀
（愛知教育大学）

概要

本論文は、文部科学省の趣旨を踏まえて、小中連携の外国語（英語）教育を円滑に行うた
めに、また、コミュニケーションの素地から基礎へと繋げる効果的な活動について、外
国語活動と中学校の英語教育で使用されている教科書を活用して、具体的な指導につい
て提案する。はじめに、学習指導要領にみられる小中連携の部分を提示し、次に、『Hi, 

friends!』と中学校の教科書を使用して具体例を示す。
 

キーワード：小中連携、『Hi, friends!』、コミュニケーション能力の育成

1.はじめに
　2011年度から小学校外国語活動が導入され、2012年度からは中学校において新学習指
導要領の全面実施が始まった。外国語活動の趣旨は、（1）グローバル化への対応、（2）中・
高等学校でのコミュニケーション能力を育成するための素地をつくること、（3）教育の機
会均等の確保や中学校との円滑な接続の観点から、国として共通に指導する内容を示すこ
と、である（文部科学省 2008a:5）。そして、文部科学省は、2012年度より、外国語活動
の　新教材として、『Hi, friends!』を希望する全国の小学校に配布している。この教材は、
2009年度から 2011年度まで配布された『英語ノート』における課題等を踏まえて、外国
語活動の一層の充実を図ることを目的として作成された。『Hi, friends!』の特徴としては、
『英語ノート』と比較すると、デジタル教材が充実していること、中学校の英語教育を考
慮した内容であること、とりわけ、コミュニケーション能力の基礎へとつながる活動が多
いこと等が挙げられる。
　一方、中学校外国語科改訂の趣旨の一つには、「小学校段階での外国語活動を通じて、
音声面を中心としたコミュニケーションに対する積極的な態度等の一定の素地が育成され
ることを踏まえ、指導内容の改善を図る」と述べられている。これらのことから、小中の
円滑な接続が求められており（文部科学省 2008b：3）、2012年度から導入されている中学
校の教科書には、小学校外国語活動から中学校英語教育へ円滑に橋渡しができるような内
容が、盛り込まれている。しかしながら、小中連携の外国語（英語）教育の指導法、カリ
キュラム、教材等の課題が山積しているのが現状である。
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2.学習指導要領について
2.1.小学校外国語活動と中学校外国語科の連携
　表 1は、新学習指導要領における小学校外国語活動（2011年度導入）と中学校外国語
科（2012年度導入）の目標として設定されたものである（文部科学省 2008a: 7）（文部科
学省 2008b:6）。
　小学校外国語活動では、音声により慣れ親しむ活動を通して、コミュニケーション能力
の素地を育成することが求められており、中学校英語教育では、小学校外国語活動を踏ま
えて、4技能を総合的に育成することが求められている（文部科学省 2008b：8）。

表 1：小学校外国語活動と中学校外国語科の目標（下線は筆者）

小学校外国語活動の目標 中学校外国語科の目標
「外国語を通じて、
言語や文化について体験的に理解を深め、
積極的にコミュニケーションを図ろうとす
る態度の育成を図り、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しま
せながら、コミュニケーション能力の素地
を養う。」

「外国語を通じて、
言語や文化に対する理解を深め、
積極的にコミュニケーションを図ろうとす
る態度の育成を図り、
聞くこと、話すこと、読むこと、書くこと
などのコミュニケーション能力の基礎を養
う。」

　小学校外国語活動の目標は、次の三つの柱で成り立っている。
　①外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深める。
　②外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。
　③外国語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる。
　①は、児童の幅広い言語に関する能力や国際感覚の基盤を培うため、国語や日本の文化
を含めた言語や文化に対する理解を深めることの重要性を述べている。そして、その際に
は、体験を通して理解を深めることとしている。②は、コミュニケーション能力の素地を
育成するためには、コミュニケーションへの積極的な態度を身に付けることが重要である
と述べている。すなわち、日本語とは異なる外国語の音に触れることにより、外国語を注
意深く聞いて相手の思いを理解しようとしたり、他者に対して自分の思いを伝えることの
難しさや大切さを実感したりしながら、積極的に自分の思いを伝えようとする態度を育成
することである。さらに、ジェスチャーなど言葉によらないコミュニケーションの手段等、
体験を通して様々なコミュニケーションの方法に触れさせることも大切であると述べてい
る。③は、児童の柔軟な適応力を生かして、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ、
聞く力などを育てることであり、体験的に「聞くこと」「話すこと」を通して、音声や表
現に慣れ親しむこととしている。
　そして、これら三本柱を踏まえた活動を統合的に体験することで、中・高等学校等にお
ける外国語科の学習につながるコミュニケーション能力の素地をつくろうとするものであ
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る。また、「コミュニケーション能力の素地」とは、小学校段階で外国語活動を通して養
われる、言語や文化に対する体験的な理解、積極的にコミュニケーションを図ろうとする
態度、外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみを指したものである。そして、これら
は、中・高等学校の外国語科で目指すコミュニケーション能力を支えるものであり、中学
校における外国語科への円滑な移行を図る観点から目標として明示されている（文部科学
省 2008a:7-9）。
　一方、中学校外国語科では、小学校外国語活動を踏まえた言語活動への配慮事項が加え
られている。
　小学校段階で、体験的な活動を通して育んだ「コミュニケーション能力の素地」を、中
学校の英語教育で「コミュニケーション能力の基礎」を育成することに繋げていくことが
大切である。」として、次の三つを念頭に置くこととしている。
　①外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深める。
　②外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。
　③聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う。
　①は、言語や文化に対する理解では、外国語の学習において、その言語の仕組み、使わ
れている言葉の意味や働きなどが分かるようになることや、その言語の背景にある文化に
対する理解を深めることが重要である。そして、同時に日本語や日本文化に対する理解が
深まることが期待されている。②は、コミュニケーション能力の育成のためには、積極的
に自分の考えを相手に伝えようとしたり、相手を理解しようとするなどのコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成が必要である。一定の基本的な知識や技能を身に付けて
いても、それを活用して実際にコミュニケーションを行うことが大切である。③は、小学
校に外国語活動が導入され、特に音声面を中心として外国語を用いたコミュニケーション
能力の素地が育成されることになった。このため、中学校段階では、「聞くこと」「話すこ
と」に加え、「読むこと」「書くこと」を明示することで、小学校における外国語活動で育
まれた素地の上に、これらの 4技能をバランス良く育成することの必要性が強調されてい
る（文部科学省 2008b:6-7）。
　また、外国語科の目標を踏まえ、「英語」では、「聞くこと」「話すこと」において、小
学校外国語活動が導入されたことで、「英語を聞くことに慣れ親しみ」という文言が、「初
歩的な英語を聞いて」という文言となった。
　表 2は中学校外国語科（英語）の目標の現行と 2012年度から実施される学習指導要領
をまとめたものである。中学校における外国語科改訂の趣旨では、四つの基本方針に基づ
いて改善が図られた。

　　（第 4番目）
　　○中学校における「聞くこと」、「話すこと」という音声面での指導については、小学
校段階での外国語活動を通じて、音声面を中心としたコミュニケーションに対する積
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極的な態度等の一定の素地が育成されることを踏まえ、指導内容の改善を図る。併せ
て、「読むこと」、「書くこと」の指導の充実を図ることにより、「聞くこと」、「話すこ
と」、「読むこと」及び「書くこと」の四つの領域をバランスよく指導し、高等学校や
その後の生涯にわたる外国語学習の基礎を培う。

　　（改善の要点）
　　　今回の改訂では、小学校に外国語活動が導入され、特に音声面を中心として外国語
を用いたコミュニケーション能力の素地が育成されることになったことを踏まえ、中
学校段階では、「聞くこと」、「話すこと」に加え、「読むこと」、「書くこと」を明示す
ることで、小学校における外国語活動ではぐくまれた素地の上に、これらの四つの技
能を総合的に育成することとしている。同じ趣旨から、英語の目標においても、「聞
くこと」、「話すこと」の領域にかかわる記述に盛り込まれていた「慣れ親しみ」とい
う文言が削除されている（文部科学省 2008b：2-3）。

表 2：2011年度までと 2012年度からの中学校外国語科（英語）目標

2011年度までの学習指導要領 2012年度からの学習指導要領
（1）英語を聞くことに慣れ親しみ、初歩的
な英語を聞いて話し手の意向などを理解
できるようにする。

（2）英語で話すことに慣れ親しみ、初歩的
な英語を用いて自分の考えなどを話すこ
とができるようにする。 

（3）英語を読むことに慣れ親しみ、初歩的
な英語を読んで書き手の意向などを理解
できるようにする。

（4）英語で書くことに慣れ親しみ、初歩的
な英語を用いて自分の考えなどを書くこ
とができるようにする。

（1）初歩的な英語を聞いて話し手の意向な
どを理解できるようにする。

（2）初歩的な英語を用いて自分の考えなど
を話すことができるようにする。

（3）英語を読むことに慣れ親しみ、初歩的
な英語を読んで書き手の意向などを理解
できるようにする。

（4）英語で書くことに慣れ親しみ、初歩的
な英語を用いて自分の考えなどを書くこ
とができるようにする。

2.2.中学校外国語科（英語）にみられる小学校外国語活動との連携
　中学校の学習指導要領において、小学校外国語活動が導入されたことを考慮して、円滑
に接続ができるように配慮されている。以下は、その箇所である。

2.1.「第 2節　英語」
（1）言語活動
　ア．聞くこと
　小学校における外国語活動の導入に伴い、小学校段階で「聞くこと」についてある程度
慣れ親しんでくることとなるので、生徒が「聞くこと」について実際にどの程度の状況に
あるのかを適切に把握しつつ、その状況に応じて、この事項に関する指導の重点の置き方
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について柔軟に対応することが必要となる。
　イ．話すこと
　「ア 強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく
発音すること」と改訂前に「音声の特徴に慣れ」としていたものを、「英語の音声の特徴
をとらえ」としたのは、外国語活動が導入され、音声面での一定の素地があることを受け
て一歩進めた。
　ウ．読むこと
　「読むこと」の領域の学習は中学校から導入されることを考慮し、小学校からの円滑な
接続を図るよう留意することが大切である。

（2）言語活動の取り扱い
　第 1学年において言語活動を行う際には、小学校における外国語活動で慣れ親しんだこ
とのあるような身近な言語の使用場面や言語の働きを取り上げることで、中学校における
外国語の学習の円滑な導入を図ることが重要である。
　
　ア 第 1学年における言語活動
　小学校における外国語活動を通じて音声面を中心としたコミュニケーションに対する積
極的な態度などの一定の素地が育成されることを踏まえ、身近な言語の使用場面や言語の
働きに配慮した言語活動を行わせること。その際、自分の気持ちや身の回りの出来事など
の中から簡単な表現を用いてコミュニケーションを図れるような話題を取り上げること。
（4）言語材料の取り扱い
　ア　「発音と綴りとを関連付けて指導すること」
　小学校において外国語活動が導入されたことを踏まえ、今回の改訂で新たに示された。
　小学校における外国語活動では、音声を中心に慣れ親しみ、それを受けて中学校では文
字を通した学習が始まることから、音声と文字の関係に触れた学習をすることが適切であ
ることを示した。

2.2.指導計画の作成と内容の取り扱い
（1）指導計画の作成上の配慮事項
　・第 1学年においては、特に、小学校における外国語活動の内容や指導の実態を十分に
踏まえること

　特に、第 1学年においては、実際に入学してくる生徒が在籍していた小学校において、
どのような単語や表現を用いた活動が行われていたるかを把握することが求められている。

3.小学校外国語活動教材『Hi, friends!』
　新学習指導要領では、小学校外国語活動から中学校英語教育へと円滑に接続することが
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求められている。文部科学省では、外国語活動の新しい教材として、『Hi, friends!』を作成し、
2012年度から全国の希望する小学校に無償で配布している。これは、2009年度から 2011

年度まで配布された『英語ノート』における課題等を踏まえて、外国語活動の一層の充実
を図ることを目的としている。現在、5年生は『Hi, friends! 1』を 6年生は『Hi, friends! 2』
を使用した外国語活動が実施されている。
　『Hi, friends!』では、どの単元にも「Let’s Listen」、「Let’s Sing/Chant」、「Let’s play」、「Activity」
が設定されている。「Let’s Listen」、「Let’s Sing/Chant」では、気付く・慣れ親しむ活動、「Let’s 
play」では、慣れ親しむ活動、「Activity」では、コミュニケーションを図り、楽しさを体
験する活動であり、こられの活動を行うことが外国語活動では大切であるとされている（直
山 2012:18）。
　一方、筆者らが、2009年度に作成した『Hello, kids!』では、小学校における英語活動を
効果的に行うために、各単元全てに、「Let’s Listen」、「Let’s Sing（Chantを含む）」、「Let’s 

play」、「Activity」を設けた。
　「Let’s Listen」では、気づく・理解する活動として「CDを聞こう」、「Let’s Sing（Chantを含む）」
では、真似る・慣れ親しむ活動として「楽しく歌おう」、「Let’s play」では、慣れ親しむ・使っ
てみる活動として「ゲームをしよう」、「Activity」では、使ってみる・コミュニケーション
を楽しむ活動として「チャレンジしよう（実際にコミュニケーションを図る活動）」とした。
　したがって、『Hi, friends!』と『Hello, 

kids!』では、活動『Hello, kids!』趣旨や内
容が類似しているため、ここでは著作権
の関係上、『Hello, kids!』で具体例を示す。
また、紙面の関係上、「Let’s Sing（Chant

を含む）」の活動のみを示す。

3.1.「Let’s Sing（Chantを含む）」の活動
　『Hi, friends!』には「慣れ親しむ」活動として、チャンツが多く導入されているが、歌は、
“Hello Song” と“Sunday, Monday, Tuesday” のみである。小学校高学年ではメロディーを
つけて発話する歌よりもチャンツの方が、児童の発達段階には適していると思われる。し
かし、言語教育で活用されている歌には、①語彙や表現に慣れるための歌、②文化的な資
料の歌等がある。したがって、②の文化的な資料の歌を体験的に学ぶためには、歌の効果
を無視できない。
　以下は外国語活動で歌を指導する時の重要な点である。
（1）児童が新しく習う語彙や表現に慣れるためには、できるだけ簡単なメロディーで繰り
返しの多い歌を利用する。

（2）歌を歌いながら、ジェスチャーを付けたり、手拍子をしたりすることは有効であり、
高学年では、絵カードにタッチしたり、カードを歌詞に併せて並び替えたり、絵と文字

（『Hello, kids!』（2009:1）
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を合わせたりする活動などを通して歌うことも効果がある。これらの活動は、児童が語
彙や表現を容易に思い出す手がかりとなる。

（3）児童が「言語や文化について体験的に理解を深める」ためには、ナーサリーライムや
英語圏のポピュラー音楽、更に、“Happy birthday to you” などの世界で歌われている歌は、
国際理解教育や文化的な資料として有効な教材である。これらの歌を授業で活用する時
には、絵や写真、動画で、その歌が持つ文化的な背景を示すことから始める。

　「曜日の歌」

　

　この歌は曜日を覚える目的の歌であるが、アルファベットを学習する際に、文字をジェ
スチャーで表現することでも効果的である。発達段階に応じて、身体で表現する方法では
なく、歌いながら指で空中に文字を書いて表現する方法でも良い。

「文房具を数えるチャンツ」
　児童に文房具を“How many pencils?”と複数形を教える前の段階として、単数と複数の
それぞれの言い方に気付き、慣れ親しませるためにこのチャンツを使用すると効果的で
ある。指導者が「One eraser」と言いながら、一個の消しゴムを手に取り、手を一回叩く、
次に「Two erases」と言いながら、2個の消しゴムを手に持ち、手を二回叩く。

（『Hello, kids! 1』20）

 （『Hello, Kids! 2』: 12）



－8－

　　　　　　（X＝手を 1回叩く）
　　　　　　　One eraser.X Two erases. X X

　　　　　　　One notebook. X Three notebooks.XXX

　　　　　　　One pencil.X Four pencils. XXXX

　　　　　　　One marker.X Five markers. XXXXX　　　　　（『Hello, Kids! 2』: 12）

「ジェスチャーをつけて歌う」
　感情や様子を伝えるために、表情やジェスチャーを使用することの大切さ、ジェスチャー
の国際比較等、コミュニケーションの素地を育成することができる活動も効果的である。
筆者が行った授業で、「Hello Goodbye」（The Beatles）の歌などを、ジェスチャーを付けて
歌う活動は、高学年に効果的であった。

 

4.中学校英語教育へ繋げるための外国語活動
　「体験的に学んだ外国語活動」を「4技能を総合的に育成する中学校の英語教育」へと
繋げるためには、小学校で行ってきた活動を基にして、中学校での学習を進めていくこと
である。すなわち、児童が体験を通して言葉（外国語）の面白さや豊かさに気付く活動を、
中学校の外国語の知識・理解の活動へと繋げていくこと、また、外国語の語彙や表現への
慣れ親しむ活動を、外国語表現の能力と外国語理解の能力を育成する活動へと繋げていく
ことが必要である。
　中学校英語教育の「入り口」では、『Hi, friends!』を活用した授業を行うことで、生徒
の実態を把握することができる、また、生徒が慣れ親しんだ音声面での活動（あいさつ、
好きな物、身の回りのもの、できること等）を通して英語の授業を行うことで、音声中心
の「慣れ親しむこと」から 4技能の学習への移行が円滑にできると思われる。

（『Hello, Kids! 2』:28-29）
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4.1.『Hi, friends!』と中学校の英語科教科書を活用した言語活動
　新学習指導要領において、小学校では、外国語でのコミュニケーションを体験させるに
あたり、コミュニケーションの場面や働きを取り上げることとしている。そして、コミュ
ニケーションの場面では、「特有の表現がよく使われる場面」と「児童の身近なくらしに
かかわる場面」があり、「コミュニケーションの働き」には、「相手との関係を円滑にする」
「気持ちを伝える」「事実を伝える」「考えや意図を伝える」「相手の行動を促す」であると
明記されている。一方、中学校では、言語活動を行う際には、言語の使用場面や言語の働
きを取り上げることとしている。そして、言語の使用場面では、「特有の表現がよく使わ
れる場面」と「生徒の身近な暮らしにかかわる場面」があり、言語の働きについては、「コミュ
ニケーションを円滑にする」「気持ちを伝える」「情報を伝える」「考えや意図を伝える」「相
手の行動を促す」であると言及され、第 1学年において言語活動を行う際には、外国語活
動で慣れ親しんだ言語の使用場面や言語の働きを取り上げることで、中学校英語教育への
円滑な接続ができることが述べられている（文部科学省　2008a:21, 2008b:21）。

自己紹介
　自己紹介や挨拶では、『Hi, friends! 1』の Lesson 1 と中学校の教科書の挨拶・自己紹介の
学習を活用した活動としては、外国語活動の「挨拶」の活動にみられる場面を使用して、
中学校で最初の時間に自己紹介を行うことが望ましい。一方、中学校の教科書にある最初
の「のりしろ部分」を使用して、外国語活動を行うことも有効である。

　例えば、SUNSHINE ENGLISH COURSE 1 の Let’s Start ③の「自分のことを言ってみよう」
や、NEW HORISON の Multi ＋ 1「自己紹介」にあるモデル文を参考にした活動を行うこ

（『Sunshine kids book2』: 38-41）
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とができる。また、スピーチとして、名前、誕生日、好きなもの、きらいなもの、なりた
いもの等をメモ書き程度に書き、友だちの前で発表する活動は、小学校外国語活動の仕上
げとして、また、中学校の最初の授業で行うことが望ましい。

一日の生活を伝えよう
　『Hi, friends! 2』の Lesson 6 と中学校の教科書の時刻を尋ねる学習を活用した活動
　友だちの一日の過ごし方をインタビューして、自分の一日と比べて、わかったことや気
付いたことを話す、また、インタビューで使用する英語に慣れ親しむ活動を行う。

　SUNSHINE ENGLISH COURSE 1（56-57）の Speaking 1「時刻をたずねる」活動にある「時
刻の言い方」「What time is it?」「What time do you usually eat lunch?」等の対話文、また、日
課表に自分の時間を記入し、友だちと対話して自分の時間を書き入れる活動「A: I get up 

at six thirty. What time do you get up?  B: I get up at seven (o’clock.)」は、外国語活動のインタ
ビュー活動で使用している内容である。したがって、この教材を有効に活用することも可
能である。

買い物をしよう
　『英語ノート』と『Hi, friends! 1』の Lesson 9と中学校の教科書（1学年・2学年）の買
い物の学習を活用した活動
　小学校外国語活動で慣れ親しんだ教材や語彙、表現を使用し、更に、その応用として、
中学校の教科書の表現を使用する。『NEW HORIZON English Course1』の「色」（P.11）に

（『Sunshine kids Book 2』: 8-9）
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ある、ものと色の表を使用して、ペアで「欲しいものインタビュー」を行う。更に、「Speaking 

＋ 4買い物（NEW HORIZON English Course2：80-81）」の以下の表現を使用して活動に幅
を広げる。単数と複数の言い方で児童の混乱を招くので、慣れてくるまで外国語活動では、
単数の語彙だけを扱った方が良い。

　A: Hello. May I help you?

　B: Yes, please. I’m looking for a jacket.

　A: What color are you looking for?

　B: Something dark.

　A: How about this green one?

　B: Oh, that’s cool. But it’s too small for me.

　A: Shall I show you a bigger one?

　B: Yes, please. Oh, that is nice. How much is it?

　A: It’s 8,000 yen.

　B: OK. I’ll take it.

5.おわりに
　新学習指導要領では、小学校外国語活動は高学年に必修で導入され中学校の英語教育に
接続されることになった。そのため、中学校英語教育では外国語活動を活かした指導が求
められている。現在、中学 1年の教科書には、外国語活動で児童が学習した内容がはじめ
の部分で掲載されている。しかしながら、その多くは外国語活動で使用した語彙やアルファ
ベットの復習等がドリル的に行う内容となっている。
　小学校から中学校への円滑な橋渡しを行うための教材として、児童がこれまで慣れ親し
んだ『Hi, friends!』等、小学校外国語活動のテキストを活かし、更に、外国語活動で中学
校の教科書をコミュニケーションの状況設定をした上で、体験的な活動として取り入れれ
ば、小中連携の英語教育としては効果的である。

（写真：小学校で学習した
教材を中学校 2 年の授業
「Speaking ＋ 4買い物（NEW 

HORIZON English Course2：
80-81）」で活用した授業 T市
　筆者が指導した授業にて）
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外国語の授業における教師の意思決定の方法と根拠を省察する

稲葉　みどり
（愛知教育大学）

概要

　本稿は小中高英語教育教員研修会 1で筆者が担当させていただいたワークショップ「外
国語の授業を支える教師の意思決定について考えてみよう」の内容に理論的な枠組み、関
連研究、及び、ワークショップ参加者の方々から得た意見や現場の情報等を盛り込み加筆
したものである。ここでは、教師の意思決定の方法や根拠について、自分の指導をふり返
る省察（refection）という手法を援用して考察を進める。先ず、教師が授業でどのような
活動をしているかを洗い出し、それを整理して分類する。次に、教師はどのような場面で
意思決定が必要なのかを考える。そして、その意思決定はどのような根拠に基づいて行わ
れるかを明らかにする。特に、意思決定を左右する個々の教育機関等の「指導の文化 2」、及
び、意思決定に影響を及ぼす教師のビリーフについて考える。最後に、関連分野の研究を
紹介する。本稿では、どのように教えるかの最良の方法を提示するのではなく、それを考
える能力の育成をめざす。効果的な指導法を探求するのではなく、どうやったらそれを見
いだせるかを議論する。省察により自分の指導に関する情報を収集し、批判的省察（critical 

reflection）により、内省力を高め、教師が成長するための指導や活動の豊かな評価視点を
養うことを目的としている。

キーワード：英語教員研修、意思決定、ビリーフ、省察、批判的省察

1.はじめに
　外国語 3の授業を行うとき、教師は様々な場面で意思決定をしなければならない。教師
は絶えず多くの選択肢に直面し、その中からその授業に最も相応しいものを選択すること
が求められる。教師が選択する内容（教える内容や指導法を含む）をここでは「意思決定」
と呼ぶ。教師の意思決定は指導、学習に大きな影響を与える。そして多くの場合、これは
教師の指導能力と見なされる。Shavelson（1973:143-145）は「どんな指導行為も、意識的
であれ、無意識的であれ、意思決定の結果である。非常に優れた教師を際立たせているも
のは、例えば高尚な質問ができる能力ではなく、そのような質問をいつすべきかを決める
能力である 4」と述べ、指導における意思決定の重要性を説いている。本稿では、外国語
の授業を支える教師の意思決定の方法、根拠や背景にあるものを考察し、コースデザイン、
授業の構成、教室活動を考える際の理論的、実践的な基盤の構築をめざす。
　ここでは、最も効果的な指導法を提示するのではなく、それを考えることのできる教師
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（自分も含め）の養成を目的としている。どう教えたら良いかを探求するのではなく、ど
うやったら最善の方法を見いだせるかに焦点を置く。なぜなら、どのような教授法や指導
法が一番効果的かはその場の学習環境（学習者や目的等）で決まるからである。ある学校
のあるクラスでうまくいった授業が必ずしも自分の授業で最良の方法であるとは限らな
い。教育実習において、ある実習校で学んだ指導法はそのままでは別の学校に応用できな
いこともある。教師として身につけるべきことは、自分が成長できる力を持つことである
と信じている。どのような方法が一番良いのかではなく、意思決定の拠り所となる視点を
豊富に持ち、教育実践の場において適切に判断できる能力を養うことが大切である。省察
により自分の指導に関する情報をできるだけ多く収集し、批判的省察により、内省力を高
め、教師が成長するための手段や手がかりを探る。

2.外国語教師の教授活動
2.1.教師の行う仕事や活動を挙げてみよう
　外国語の授業を行うとき、教師は授業の計画から実施、その後に至るまで様々な教授活
動を行なうが、それはすべて教師の意思決定の結果である。ここでは教師がどのような場
面で意思決定をしているかを確認するために、教師が行っている教授活動全体をふり返っ
てみよう。
　教師は通常、「教材を決めて学習活動を提供する」「学習者が新しい学習に対応できるよ
うにする」「質問をする」「ドリルを行う」「理解をチェックする」「学習者の学習をモニター
する」「フードバックを提供する」「復習する」等を行なっている。
　ワークショップの参加者から提示 5された活動を紹介しよう。教室内での活動としては、
「学習者それぞれのレベルの把握」「新出文法の補足」「生徒の学習態度の把握」「効果的な
教材の使用方法の提示」「質問に答える」「ノートや音読の頑張り紹介」等が挙げられた。
　教室外の活動としては、「事前準備」「目標の設定」「効果的な授業の創造」「（新出の文
法等をスムーズに導入できるように）前単元との系統性を考える」「効果的な活動の創造」
「モデルカリキュラムの作成」等の授業づくりに関するもの、「ワークシートの作成」「効
果的な教材の選択」「教材研究」「ビデオ撮影を用いた発表活動（言語活動）」「VTRや CD

等のメディアの利用」等の教材・教具に関わるものが挙げられた。
　この他に、「興味や関心を持たせる活動をする」「外国文化に興味をもたせる」「動機づ
け」「意欲をもたせる」「メタ認知力を高める」等の学習意欲向上に関わる活動も提示され
た。さらに、教師の仕事として、「テスト作成」「宿題・課題の点検」「理解の確認」「学習
効果の測定」「評価をする」等の評価に関わる活動や、「教科通信の作成」等の教育管理面
での活動、「学習者としての後ろ姿を見せる」等も挙げられた。経験豊かな教師は視点も
豊富であることがうかがわれる。これはほんの一例で、教師はこの他にも様々な活動を行
い、それぞれの場面で意思決定を求められていると言える。
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2.2.教師の教授活動を整理・分類しよう
　教師が通常行っている教授活動を整理して分類してみよう。Richards & Lockhart（1996）
は、教師の教授活動を次の 9つのカテゴリーに分類している。学習教材や学習項目・内容
を提示する「指示活動（Presentation activities）」、提示された項目を練習するタスクを伴う「練
習活動（Practice activities）」、学習内容を覚える「記憶活動（Memorization activities）」、音
声や文章等から外国語の意味を把握する「内容理解活動（Comprehension activities）」、提
示され、理解し、練習した知識や技能を自分の意思表現に活用する「応用活動（Application 

activities）」、学習法や学習方略等の学習へのアプローチの方法を育成する「方略活動
（Strategy activities）」、興味・関心を高める、動機づけをする、達成感を与える、不安を取
り除く等に関わる「情緒上の活動（Affective activities）」、誤用の訂正等の言語使用に関す
る情報を提供する「フィードバック活動（feedback activities）」、個々の活動や指導目標の
達成度等を測定して診断する「評価活動（Assessment activities）」である。どのような教
授法や指導アプローチをとっても、教師はこれらの活動を行っていると考えられる。

3.教師の意思決定の過程と背景
3.1.授業を構成するのに必要な意思決定を考えよう
　外国語教育の実践において教師は様々な意思決定を行う。教材の選択、学習活動の提供、
質疑応答、ドリル練習、誤用の訂正、フィードバック、復習等、教師の行う活動はすべて
教師の意志決定に基づいている。教育実践において、これらの意思決定がどのように行わ
れるかを探ることは、教授活動を内省、改善、発展させていく上で有用である。Richards 

and Lockhart（1996）は、意思決定を行われる時期（段階）で、「計画意思決定 （planning 

decision）」、「相互作用的意思決定（interactive decision）」、「評価的意思決定（evaluative 

decision）」の 3つに分類している。
　計画意思決定とは、授業が始まる前の段階で行う意思決定である。授業を構成するのに
必要な意思決定で、授業の計画や指導案を考える際の意思決定と考えてよい。例えば、「授
業で学習者に何を学んでほしいか（指導目標）」「指導目標の達成のためにはどのような教
材を用いるか」「どのような教室活動を行うか」を決める。さらに「指導目標は既習項目
や既習事項とどのような関わりを持つか」「目標の達成にはどのぐらいの時間が必要か」「授
業をどのように区分して行うか」等を考える。何回かの授業の流れの中で、「当該の授業
がどのような位置づけになるか」を明確にすることも必要である。授業を進めるにあたっ
ては、「難易度はどのぐらいに設定するか」「学習者間の学力レベル差をどう扱うか」「注
意を払わなければならない学習者はいるか」、「教室活動ではどのようなグループやペアを
編成するか」「一部の学習者に対応している間、他の学習者にはどのように気を配るか」
等も考えておく。さらに、「授業中、学習者が理解しているかどうかをどのように確認す
るか」「授業が思い通りにいかなかった場合の代案はあるか」「時間が不足したり、余った
場合はどうするか」等も考慮に入れる。授業では「教師はどのような役割を果たすか」を
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明確にし、「クラスルーム・マネッジメントにはどのような指導技術を取り入れるか」も
ここに含まれる。
　ワークショップ参加者が計画意思決定で行う内容として挙げたことを紹介しよう。「本
時の目標」「時間配分」等の授業計画に関すること、「授業の流れを決める」「単元の系統
性を考える」等の授業の運びに関すること、「視点生徒への働きかけ」「どのような活動内
容が生徒の興味・関心・能力を効果的に引き出せるか」「1人でも多くの子どもが分かっ
たと思える内容を考える」「効果的定着がはかれる指導課程」等の指導方法に関すること
等がワークシートに書かれている。
　相互作用的意思決定とは、授業中の様々な局面における意思決定である。授業は学習者
と教師の相互の関わりの中で作られるいわば生き物である。いくら綿密に計画を立てても、
その計画を遂行するには、学習者との関わり中で絶えずさらなる意思決定をしていかなけ
ればならない。指導過程や学習状況は変化する動的なものである。刻一刻と変化する授業
の中で、教師は絶えず様々な意思決定を求められる。よって、相互作用的意思決定を適切
に行うことは教師にとって必須の指導技術と言えよう。
　相互作用的意思決定の構成要素には、授業中に起きていることを見定めること、自分の
指導が適切かどうかを確認すること、別の指導の選択肢が可能なことを認識すること、ど
のように進めるか選択すること、選択の結果を評価すること等が考えられる。教師は自分
の行う個々の指導が適切かどうか絶えず確認し、授業がうまく進行していれば続行し、問
題点を発見すればそれに対応する措置を講じることが相互作用的意思決定である。
　授業が進行している間、教師は絶えず指導をリアルタイムでふり返る。意思決定の過程
で行う省察の例として、「学習者は授業内容を理解しているか」「説明や練習は指導目標に
合っているか」「難易度は適切か」「学習者にもっと情報が必要か」「学習者は授業に参加
しているか」「どうしたら学習者の注意をもっと引きつけられるか」「教師が教え込みすぎ
て学習者の活動が少なくなっていないか」「時間がかかり過ぎていないか」「計画通りに進
んでいるか」「別の指導法のほうがいいのか」等が挙げられる。
　ワークショップ参加者が相互作用的意思決定で行う内容として挙げたことを紹介しよ
う。まず、「時間管理（タイムマネジメント）」「興味を持って授業に参加しているか」「学
習者の活動の場があるか」「指名や音読状況等から習熟度をチェックする」「よく分かる学
習者のみの反応で授業を進めていないか」等、授業の進め方や学習内容の理解に関わるこ
と、次に、「視点生徒への働きかけ」「モデルにだれを使うか」「モデルとなる生徒やハイ
レベルな生徒をいつ、どの場面で活躍させるか」「（特に苦手な子に対して）どこでほめるか」
「教えてほめることを常に意識」等の生徒の心を動かすこと、そして、「つまずきの発見」「効
果的フォローをいつどの場面でするか」等のフィードバックのタイミング等が挙げられて
いる。
　評価的意思決定とは、教師が授業の後で行う授業の評価に関するものである。評価的意
思決定は、授業の効果や今後の方向を決定するための情報を得るのに重要な意思決定であ
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る。評価的意思決定の過程で行う省察の例として、「指導は適切でうまくいったか」「授業
のよい点、悪い点は何か」「学習者は学ぶべきことを学んだか」「難易度は適切であったか」
「全員が授業参加していたか」「授業の準備を十分に行ったか」「もう一度教え直す内容は
あるか」「この次の授業として何をするべきか」等が挙げられる。評価的意思決定は次の
段階で行う計画意思決定に情報を提供し、計画意思決定は相互作用的意思決定の基礎とな
る。よって、計画意思決定、相互作用的意思決定、評価的意思決定は相互に関連している。
　評価的意思決定を行う際の要となるのは、評価規準である。教師は自分の指導を評価す
る場合、通例よい指導とはどのようなものかということについての見解を持っていて、そ
れに基づいて判断する。例えば、教師を基盤においた見方では、「指導計が画通りに進ん
だか」「教材の提示や活用がうまくいったか」「練習や説明がうまくいったか」「活動に学
習者がうまく反応したか」「カリキュラムや機関が設定する目標を達成できたか」等を評
価する。一方、学習者中心の指導形態に基盤をおいた見方では、「本当に学習者のニーズ
に合っていたか」「学習者の言語運用を促進したか」「学習者の言語習得に沿っているか」「学
習方略が一致しているか」等、学習者に焦点を当てた評価方法を用いる。評価の視点は異
なっても、評価の規準を大きく支配するのは、教師個人の持つ教育理念、価値観、信条等
である。
　ワークショップ参加者が評価的意思決定で考察する内容として挙げたことを紹介しよ
う。「設問は適切か」「生徒がみなこちらを向いて話を聞いていたか」「寝てないか」等の
指導の方法に関すること、「下位層の子もわかったか」「補足事項はあるか」「次時に教え
直す（学び直す）必要のある事項はあるか」「教科通信で補充する内容はあるか」等の授
業の理解に関すること、また、「リクレーション・シートへのフィードバックをする」「活
動内容についての生徒の自己評価を資料として情報を得る」等の生徒や教師へのフィード
バックを行うことが挙げられている。

3.2.教師の意思決定の根拠・背景を明らかにしよう
　これまで授業を構成する上で様々な意思決定が必要であることを述べたが、それでは
いったい教師は何を根拠に意思決定しているのだろうか。ここでは、教師の意思決定の根
拠や背景にあるものを探ろう。一般には、「学習や指導の目標」「価値観」「信条」「指導の
ための専門知識」「指導から得られる生き甲斐感」「仮説」「共有している仕事に関するビリー
フや知識」「学校文化・文化的要素」「教師の指導哲学」「教師の個性とそれぞれの指導ス
タイル」等が考えられる。
　ワークショップ参加者が教師の意思決定の根拠として挙げたことを紹介しよう。「指導
目標」「現研のテーマ、（個人、学校）」等、学習目標に基づくもの、「教師の学習経験」「知
識」「価値観」等、教師の個人の考えに基づくもの、「生徒の実態」「目の前のこどもの様子」
「適性を見る」等、生徒の学習状況に基づくもの、「クラス集団、生徒との人間関係」等、
人間関係に関わるもの、特に、「学校経営方針」「勤務校の指導方針」「学年経営方針」等、



－18－

教育機関の教育方針に関わるものを挙げた参加者は多く見られた。これは次節で扱う。

3.3.「指導の文化（culture of teaching）」とは
　指導の内容や過程に関して教師が抱いている目標、価値、ビリーフ等は、教師の意思決
定と行動の背景となる。同じ教育機関等で教える教師の間では共通理解されている考え方
として「指導の文化」（Feiman-Nemser and Floden, 1986）と呼ばれるものがある。例えば、
媒介語を使うかどうか等の教え方に関する信条ある。指導の文化は教師が意思決定をする
際にバックグラウンドとして機能する。よって、自分のまわりの教育現場ではどのような
「指導の文化」があるか客観的に把握しておくことが必要である。大抵の場合、指導の文
化はその教育機関の長年の経験と実績の中で培われてきたものであり、そこに所属する学
習者を教えるのに有効な方法の 1つのあり方であると考えられる。しかし、その教育機関
における指導の文化が他の教育機関でも通用するかどうかは分からない。教師の中には、
以前所属していた教育機関ではこのように教えていたので、その方法が別の教育機関でも
有効であると自己主張することもあろうが、必ずしも有効かどうか分からない。しかし、
なぜ指導の文化が異なるかに目を向けることは授業を省察するのに役立つ。
　研修会のワークショップでは参加した教員や大学生等の方々に自分の教育（学習）環境
等ではどのような指導の文化があるかを考えてもらった。ここでは、その中から指導の文
化としてワークシートに記述されたもの 6をいくつか紹介しよう。
　茨城県のある市立小学校では、学校独自の指導スタイルがあり、○○（小学校名）スタ
イルと呼ばれている。ふだんの教育実践の中ではそのスタイルを貫く。板書についても学
校の共通の理解があり、課題は青枠、まとめは赤枠で示すように教師は心がけている。計
画訪問や要請訪問等の訪問指導の中でも学校独自のスタイルで教科指導に励んでいるかど
うかが評価のチェック項目となっている。
　教員の研究活動について、愛知県のある市立中学校では、「研究指定（同じ教育目標・
指導法）」を通して生徒の学習か効果が上がり、教師は指導力の向上が望めるという思想
があり、研究指定をしないと教師が学ばないと考えられている。
　三重県のある市立教育研究所では、英語の授業はトレーニングで、All Englishで英語の
シャワーを浴びせることが効果的という考えが指導の背景にある。指名はあまりせず、ペ
ア活動やペア同士で発表する学習形態に重きを置いている。また、板書は最小限度にする
ようにつとめる等の共通理解がある。
　ある高校では、まず学習態度を教えることから始める。「ノートをとる」「提出物を出さ
せる」「ちゃんとした日本語で答える」「人の話を聞く」等の姿勢を身につけることを指導
の柱にする文化がある。
　愛知県のある予備校では、自主自立をモットーとし、自ら考え行動を起こさせるために
は、どういう指導をすればよいかを基軸として教育を進めている。例えば、「英語を学ば
せる」にはどうするか、また、「単語を覚えたいと思わせる」「テストでいい点をとりたい
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と思わせる」ことを指導で重視している。
　石川県のある国立大学附属高等学校では、1学年 3クラスのため、1人 1学年 1教科を
受け持つ方針がとられている。よって、担当教員はその教科を自由に教えるという文化が
ある。この場合、英語教育では和訳をどこまで授業内の活動として重きを置くかが教師の
よってかなり異なる点をどう捉えるかが課題となっている。
　ある市立中学校では、「英語＝体育」と考え、基礎・基本、トレーニングが大切という
認識がある。音読テストやスモールステップを取り入れている。
　愛知県のある市立中学校では指導案の書き方に共通の様式がある。また、生徒には提出
物を必ず出させるという指導方針が徹底している。
　大学生や大学院生からは、これまでの経験から習慣的になっていた学習や指導の方法が
挙げられている。例えば、「学校（高校）では電子辞書を使わない」「発表・発言のしかた
を徹底していて、例として意見を発表し終えたら『どうですか』と聞いたり、『～さんに
付け加えて ･･･』というパターンがある」「ノートの書き方に決まりがある」「大学合格を
めざす」「1コマで 1つ宿題を出す」「高校では毎日受業の始めにリスニングテストをする」
「読解中心で知識のつめこみ」「大学入試は定期テスト等で点がとれることを優先」「コミュ
ニケーション活動は生徒があまり乗り気でない傾向がある」「目先のテストの方が大切」「英
語の知識をアウトプットする機会が多い」等の記述が見られる。
　学校や教育機関において習慣的に行われている学習指導の方法や英語教育に対する考え
方はその機関の生徒の状況、受験への意識、保護者の期待、地域の特性等が背景にあり、
それなりの理由や実情に基づいていると考えられる。

4.教師の実践的思考の基盤
4.1.教師のビリーフと教授行動の関連性に着目しよう
　教師の意思決定の背景には、教え方、指導内容や指導過程に関して教師が抱いている目
標、価値、信念等がある。例えば、言語プログラムやカリキュラムについてどのような考
え方を持っているかは授業計画、目標設定、評価や効果の測定等に大きな影響を与える。
また、効果的な指導法や教室における教師の役割の捉え方が異なれば、授業の方法も変わっ
てくる。学習について教師が持っている信条は、導入、練習等の教室活動を行う上で判断、
決定の根拠となると考えられる。これらの言語学習の方法・効果等について人々が自覚的
あるいは無自覚的に持っている信念や確信をここではビリーフと呼ぶことにする。
　ビリーフは教師の実践的思考の背景を成し、授業においてとるべき教授行動の決定の根
拠となっている（Richards and Lockhart, 1996）。よって、教師は自分のビリーフや他の教
師のビリーフを確認・認識しておくことが重要である。自分の教授方法がどのような考え
方に基づいて構成され、実践されているかを明確にすれば、それが妥当かどうかを内省す
ることができる。また、他の教師と自分のビリーフと比較することにより、別の視点から
教授活動を考えるのにも役立つ。
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　教師は学習者のビリーフを把握しておくことも重要である。教師と学習者のビリーフの
不一致があると教室活動を円滑に進める妨げとなる。Riley（1997）は、ビリーフは学習
者の態度や動機付けと同じようにストラテジーの決定に直接関わると主張している。特に、
動機、態度、学習過程に影響を与えることを強調し、もし学習者のビリーフと指導の構成
に埋め込まれているビリーフの間に不適合があると、何らかの摩擦や不満が必ず生じるこ
とを指摘している。よって、教師と学習者の双方のビリーフを知っておくことも忘れては
ならない。

4.2.ビリーフはどのようにして形成されるか考えよう
　教師の思考の背景にあるビリーフはどのように形成されるのか考えてみよう。Richards 

& Lockhart（1996）は Kindsvatter, Willen, and Ishler（1988）を引用して、次のような 6つ
の主な要因を挙げている。先ず、言語学習者としての教師自身（自分）の経験である。全
ての教師はかつて学習者だったはずである。よって、指導に関するビリーフは往々にして
いかに教わったかを反映している。例えば、自分の尊敬する教師の教え方や指導法は自分
の指導にも取り入れる可能性がある。役に立ったと感じた学習法は自分の授業で紹介する
だろう。
　次に成功した経験である。指導の経験は教師の大きな影響を与える。授業がうまくいっ
た時に用いた活動や指導法は教師のビリーフを形成の主要な根源になるだろう。また、う
まくいかなかった経験も同じくビリーフに影響を与えると考えられる。
　次に、確立した習慣である。ある学校やその他の教育機関、市町村や学区域では特定の
指導スタイルや習慣が好まれている場合がある。これは学校文化、または、指導の文化と
も言える。実際に研修会の参加者から挙げられたような指導の文化が日本の学校には存在
する。そのような場で教育を経験していると、その指導法のみが効果的であると思い込む
危険性も考えられる。
　次は、個人的な要因である。教師は特定の指導パターンや手順、活動について好みを持っ
ているであろう。例えば、活動にディスカッションやディベートを取り入れるのが好きな
教師もいれば、寸劇やドラマを取り入れるのが好きな教師もいる。歌やゲームをよく利用
する教師もいるだろう。それはその方法が教師の個性に合っていて教えやすいと感じてい
るからだろう。
　教育や研究に基づいた原理である。教師は心理学、第二言語習得論、教育学等から自分
が理解している学習理論を授業に応用することがある。例えば、共同学習に関する研修を
受け、それに共感した教師は自分の授業にもそれを取り入れたいと思うだろう。また、タ
スクを活用した学習法が第二言語習得研究で支持を得ているという情報を得た教師はそれ
を積極的に取り入れる可能性がある。
　指導法やアプローチから得られた原理である。教師は特定の指導アプローチや教授法が
効果のあるものだと信じ、常にそれに基づいた方法を授業で実行しようとするかもしれな
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い。例えば、コミュニカティブ言語教授法の有効性を信じている教師は授業でコミュニケー
ション活動に焦点を当てた指導法を採用するだろう。また、作文指導において、プロセス・
ライティングの有効性を信じる教師は、学習者同士のフィードバックを教師からのフィー
ドバックよりも多く取り入れるかもしれない。
　このように、教師自身の学習経験、成功体験（指導経験）、教える環境からの影響、個
人的な要因、言語教育に関する研究からの示唆、教授法に関する知識等が意思決定の背景
となっている。自分が外国語を学んだ時の経験が自分の教師としてのビリーフや指導にど
のような影響を与えているか、自分の個性が自分の教え方にどのように活かされているか、
自分の指導法はどのような外国語教育の理論や指導法の原理の影響を受けているか等を詳
しく把握しておくことは、自分の教育を改善していく上で大切である。なぜなら、いくら
すばらしい指導法も自分の学習者のニーズやレベル等に合わなければ、十分な効果を発揮
できないからである。

4.3.外国語教育に関する自分のビリーフを確認しよう
　ここでは、自分が持つビリーフを確認してみよう。ビリーフの確認を通じて、学習や指
導に関する省察を深めるのが目的である。教師（自分）は指導と学習に関してどんなこと
を信じているか、その知識はどのように組織化されているか、また、ビリーフは指導にど
のように影響しているかを外国語の学習に関するビリーフ、外国語の指導に関するビリー
フ、外国語のプログラムに関するビリーフについて、質問例 7を手がかりに考えていこう。
　先ず、外国語の学習に関して、どのようなビリーフを持っているのかを確認するための
質問例である。

　　①　外国語の学習をどのように定義するか
　　②　外国語学習ではどんな方法が一番よいか
　　③　どのように外国語に触れると学習が促進されるか
　　④　どのような学習者が上達するか
　　⑤　授業における学習者の役割をどのように考えるか

　学習をどのように定義するかは基本的ではあるが、むずかしい課題である。例えば、言
語知識を得ること、経験を通して体系的な原理を習得すること、暗記や読み書き等を通じ
て言語規則や語を身につけること、言語運用力をつけること等、様々な見解があるだろう。
　外国語学習ではどのような方法が一番よいかについては、例えば、言語規則（文法、語
法等）について説明受けて理解すること、いろいろな表現や語彙をたくさん覚えること、
母語に訳して理解すること、外国語を繰り返し聞くこと、言葉を繰り返し練習すること等
が考えられる。
　どのように外国語に触れると学習が促進されるかに関しては、例えば、自然なスピード
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で外国語を聞く、学習者のレベルに合ったスピードや語彙の外国語に触れる、英語のネイ
ティブ・スピーカー以外の外国語にも触れる、母語で内容を理解したものを聞く等が挙げ
られる。どのような学習者が上達するかは、例えば、外国語学習が好きな人、動機が高い
人、努力を惜しまない人、誤りをいとわない人、学習の機会をあらゆるところに求める人
等が考えられる。
　授業における学習者の役割をどのように考えるかに関しては、例えば、教室活動のパー
トナーである、学習者同士がお互いにフィードバックを提供できる存在である、授業でと
きにはモデルになり、ときには誤りを犯して授業の進行を助ける役割を果たす、競争心を
かき立て、学習に達成感を持たせる効果を生む等が挙げられる。
次に外国語の指導に関して、どのようなビリーフを持っているのかを確認するための質問
例である。

　　①　どのような教え方・指導法が効果的だと考えるか
　　②　どんな教材を使うか　
　　③　教室における学習者集団をどのように扱うか
　　④　教室における教師の役割をどのように考えるか
　　⑤　よい教師の特質はどのようなものか

　どのような教え方・指導法が効果的だと考えるかは、教師によって異なったな視点が考
えられる。一例として、コミュニカティブなタスクが有用と考える教師もあれば、パター
ン・プラクティスが効果的であると考える教師もあるだろう。
　どんな教材を使うかに関しては、例えば、文法、語彙、文型、練習、課題等が揃った総
合教科書を用いるか、読む、聞く、話す、書くという 4技能別の教材を選ぶか、質問する、
依頼する、断る等の機能を中心としたシラバスの教材を使うか、自己紹介、レストラン、
買物、病院等の場面を中心としたシラバスの教材を使うか等が考えられる。教材に媒介語
（母語）説明が入っているかどうか、文字が入っているかどうかも教材を選ぶ際に考える
だろう。また、与えられた教材を用いるのではなく、教師自作の教材・教具を用いるとい
う考えもある。
　教室における学習者集団をどのように扱うか、及び、教師の役割に関しては、例えば、
授業中発言したいときに挙手し、指名されたら起立して発言する方法もあれば、発言は挙
手する必要なくかなり自由にでき、答えるときも起立する必要がないような方法もあるだ
ろう。一方で、教室は教師により管理され、学習者は学びに来るものであると考え、教師
中心的に授業を進める方法もある。教室はリラックスした雰囲気で教師は学習者の質問や
発言を受け止めるような授業も考えられる。
　よい教師の特質については、指導目標を実現する、学習者の動機を高める、多彩な指導
法や経験を有す等、それぞれの教師の教育経験、教育理念に基づいた様々な姿が考えられ
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るだろう。
　次に外国語のプログラムに関して、どのようなビリーフを持っているのかを確認するた
めの質問例である。

　　①　効果的な言語指導プログラムにおいて一番重要な要素は何だと考えるか
　　②　何を教えるかをどうやって決めるか。
　　③　言語プログラムにおける教科書と教材の役割をどうあるべきだと思うか
　　④　言語プログラムにおける評価についてどのような考えを持っているか
　　⑤　言語プログラムがどのように変化するといいと思うか

　効果的な言語指導プログラムにおいて一番重要な要素は何だと考えるかに関しては、例
えば、外国語のコミュニケーション能力を育てること、外国語が好きになること、異文化
理解を深めること等から、テストで良い点がとれるようになること、受験に合格すること、
検定に受かること等まで様々な要素が考えられる。
　何を教えるかをどうやって決めるかについては、例えば、学習者のニーズや能力に合わ
せて決める、教材（教科書）の内容に沿って教える等が考えられる。言語プログラムにお
ける教科書と教材の役割をどうあるべきだと思うかについては、教科書で教える、教科書
の内容を教える、市販の教材を使う、オリジナルの教材を作成する、オーセンティックな
教材を用いる等が考えられる。
　言語プログラムにおける評価についてどのような考えを持っているかについては、目標
の達成度で評価する（到達度評価）のか、個人の伸びで評価する（個人内評価）のか、絶
対評価するのか、相対評価するのか、評価規準はあるか、評価の方法と指導アプローチが
一致しているか（例えば、コミュニカティブ・アプローチではそれに見合った方法で学習
者を評価しているか）等の検討事項が例として挙げられる。
　言語プログラムがどのように変化するといいと思うかというのは、教師は自分が参画し
ているプログラムで改善した方がよいと感じている問題点である。例えば、評価の方法が
アプローチと合っていない、クラスのレベル差に対応していない、学習者のニーズと合致
していない、担当する教師間で十分な共通理解が得られていない等の例がある。
　指導の文化で紹介したように、どんな言語指導プログラムであっても、そのプログラム
を提供する機関の持つ指導の文化や方針がある。そして、そのプログラムを提供する機関
で高く評価される特定の思考方法や活動方法がある。よって、プログラムは個々の教師の
集団的な判断やビリーフだけでなく、指導の文化を反映していると言えよう。文科省の指
導要領に基づく同じ教育目標でも、指導の文化や参画している教師のビリーフが異なれば、
異なった授業実践になるだろう。



－24－

5.研究紹介
　言語教育において、教師が学習者や教師のビリーフについて理解を深めることは、教授
法の開発、教師の育成の両面から意義があると考えられる。ここでは、外国語学習や外国
語教育に関するビリーフ研究のいくつかを紹介しよう。教師のビリーフや学習者のビリー
フ調査の方法については、Horwitz（1985, 1987）の開発した BALLIと呼ばれる言語学習
に関する調査方法（Beliefs About Language Learning Inventory）がある。これは、言語の学
習に関するビリーフ、教師の指導に関するビリーフ、外国語（言語）習得や言語そのもの
に対する考え方等を含めた質問項目から構成されている。BALLIは世界中の多く外国語
の学習や指導のビリーフ研究で用いられている。この研修会のワークシートにも BALLI

からいくつかの項目を抜粋して日本語に訳し、自分のビリーフを確認する質問として回答
してもらった。
　外国語教育においては、教師だけでなく、学習者がどのような学習意識、学習スタイル、
学習ストラテジー等を持っているかを知った上で、教師は教授法、教室活動を考えること
が大切である。稲葉（2012b）では、BALLIの中から日本の学校の英語教育に関連するも
のをいくつか取りあげ、中学生が外国語（英語）の学習についてどのような考え信条を持っ
ているか、どのような教え方で学びたいか等をアンケート調査した。また、教える側にも
類似の調査を行い、学習する側と教える側の意識を比較し、類似点と相違点を提示した。
稲葉（2010）では、BALLIの調査項目の一部を含むアンケート調査により、中学生の英
会話の学習意識を明らかにした。稲葉（2012a）では、平成 23年度の教員研修会のワーク
ショップ 5を基に参加者（教える側）がどのようなビリーフを持っているかを紹介した。
　学習者の持っているビリーフと言語学習の関係に着目した Abraham and Vann（1987）の
研究では、学習者のビリーフが学習へのアプローチの方法に影響を与え、それが今度は言
語学習の成功の度合いに影響を与えるというモデルを提案している。
　学習ストラテジーとビリーフの関わりを調査した研究もある。Yang（1999）は、BALLI

を用いて学習者のビリーフと用いるストラテジーの間には密接な関係（循環関係）がある
ことを検証している。また、Victori（1999）は、ビリーフと学習者が用いるストラテジー
の使用には関係があるが、学習の効果が見られる場合と見られない場合に分かれることを
提示している。
　White（2008）は学習者が持つビリーフの性質や言語学習に及ぼす影響について理解を
深めることの重要性を指摘し、その理由として、Rubin（1975）を引用し、学習者は自分
の持っているビリーフを正しいと信じ、それを拠り所として自分の経験をどう解釈するか、
または、どのように行動するかを決定するからであると主張している。また、Sigel（1985）
と Benson and Lor（1999）は、ビリーフは学習者が特定の学習内容や状況の筋道を通し、
うまく対処していく認知の根源というふうに理解できると結論づけている。
　外国語学習や指導に関するビリーフは国や地域によっても違いがあり、インターナショ
ナルに見たビリーフの研究もある。久保田（2006）は日本語教育における海外で教えるネ
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イティブ・スピーカーの教師とノンネイティブ・スピーカーの教師のビリーフの違いを研
究している。呉（2006）は、日本人教師と韓国人教師のビリーフの比較を通じて韓国にお
ける日本語教師のビリーフの特徴を明らかにしている。その他にも様々な国や地域でビ
リーフに関する研究は盛んに行われている。

6.おわりに
　本稿では、外国語教育における教師の意思決定やビリーフについて省察の方法や手順を
紹介した。他の教師等の外部からのコメントや助言は指導の改善のために有用であるが、
自分自身の教授活動をふり返ることでも、指導について多くのことを学べると信じている。
なぜなら、自分の授業については教師自身が一番詳しく知っているからである。本稿が経
験の浅い教師の方にも、経験を積んだ教師の方にも、自分の教授能力に見合った観点や基
準で自分の指導を批判的に省察し、教師としてさらなる成長を遂げるためのヒントを提供
する機会になればと願っている。

注
1　平成 24年 12月 22日、23日（於愛知教育大学）に愛知教育大学教育創造開発機構教
員養成高度化センター小中英語教育支援部門の主催で開催された文部科学省特別経費プ
ロジェクト。

2　3.3.で取り挙げる。
3　本稿は日本の英語教育や英語活動を念頭においているが、ここで扱う内容は外国語教
育一般に通じると考えるので、「英語」と限定しないで「外国語」という用語を用いる。

4　“ Any teaching act is the result of a decision, either conscious or unconscious... What 

distinguishes the exceptional teacher is not the ability to ask, say, a higher-order question, but 

the ability to decide when to ask such a question.” (Shavelson, 1973: 143-145).

5　本稿で紹介する参加者からの意見や現場の情報は、ワークショップで使用したワーク
シートに書かれた内容に基づいている。記述内容を報告書に載せることについてはワー
クシートに記し、ワークシートの回収の時点でもあらかじめ了承を得ている。

6　ワークシートの記述されたままの表現や用語を用いて紹介する。
7　Richards & Lockhart (1996)の第 2章を参考に作成した質問である。
8　平成 23年 12月 23日、24日に開催（於愛知教育大学）された英語教員研修会で筆者
が担当した教師と学習者のビリーフをテーマとしたワークショップ。研修会は愛知教育
大学教育創造開発機構教員養成高度化センター小中英語教育支援部門の主催で文部科学
省特別経費プロジェクトの一環である。
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Teaching English through English (TETE) at Junior and Senior High Schools Effectively

̶How to Teach and Learn Vocabulary

早瀬　光秋
（三重大学）

概要

1. Introduction

First of all, in this paper, Teaching English through English (TETE) is operationally defined as “the 

teacher and students using English effectively and maximally while using Japanese judiciously.” In 

other words, TETE includes use of Japanese when necessary and appropriate with code-switching 

in action. The definition of code-switching by Richards and Schmidt (2002, p. 81) goes as follows:“a 

change by a speaker (or writer) from one language or language variety to another.”

Communication is a two-way flow consisting of input and output both of which appearing in the 

form of interaction. We consider input is crucially important in second language acquisition for the 

following four reasons.

(1) Unless we create new grammar, new vocabulary, and new pronunciation in English, everything 

comes from input.

(2) “A considerable part of language acquisition occurs through the understanding of messages.” 
(Shirai, 2008 , p. 115) 

(3) “…acquisition is partially a by-product of comprehension.” (VanPattern, B. & Benati, A. G. 

2010, p. 96)

(4) “The purpose of language teaching in one sense is to provide optimal samples of language for 

the learner to profit from̶the best ‘input’ to the process of language learning. Everything the 

teacher does provides the learners with opportunities for encountering the language.”  (Cook, 

2008, p. 162)

We also think there are at least five functions of output, and they are:

(1) Output can become input. (Shirai, 2008, p. 148)

(2) Users pay attention to language form. (Oozeki, 2010, p. 65)

(3) Users hypothesize, use, and verify their speech and writing. (Shirai, 2008, p. 148)

(4) Users notice their language gap. (Shirai, 2008, p. 148)

(5) Output facilitates fluency. (Shirai, 2008, p. 149)
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Finally, we value the following two expositions concerning interaction.

(1) “…negotiation for meaning, and especially negotiation work that triggers interactional 

adjustments by the NS or more competent interlocutor, facilitates acquisition because it connects 

input, internal learner capacities, particularly selective attention, and output in productive 

ways.”  (Long, 1996, pp. 451-452)

(2) “…through interactions learners may be led to notice things they wouldn’t notice otherwise, and 

this noticing can affect acquisition.” (VanPattern, B & Benati, A. G., 2010, p. 99)

 Bob: native speaker   Tom: non-native speaker

 Bob: So where’s Dave?

 Tom: He vacation.

 Bob: He’s on vacation?

 Tom: Yes, on vacation.  

 (VanPattern, B & Benati, A. G., 2010, p. 99)

In other words, in TETE, input and output in English by the teacher and students should be 

observed in amply frequent interaction.

2. A technique of teaching and learning vocabulary through TETE

In this section, I will demonstrate a technique to teach and learn vocabulary through TETE based 

on the expositions in section 1 (Introduction). This technique is employed when we use reading 

passages other than those in the textbook, in other words, totally unknown reading passages that we 

want our students to read as extra work. The particular reading passage used in this demonstration is 

given in Appendix. (If the reader of this paper wants to observe the technique from a learner’s point 

of view, to read the passage according to the procedure of the technique, which is shown below, is 

recommended.)

2.1 Objectives of the technique

There are four objectives of this technique and they are: 

(1) To arouse the students’ interest in reading the passage before they read it, thus playing the role 

of a pre-reading activity.     

(2) To help the students be interested in and be familiar with some of the vocabulary in the story.

(3) To give the students opportunities to use their imagination and creativity.

(4) To encourage pair work and whole class work. 
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2.2 Procedure of the first stage: Guessing words in the passage

(1) Tell the students only the title of the passage: “Language in Danger”.

(2) Deliver the slip of the word ladder/rose. The slip looks as follows:

(Adapted from Lewis, M. & Hill, J., 2002, p. 108)

(3) Tell the students to choose either the word ladder or the word rose. Even though this is a 

small choice, it is encouraging to them because often they are told to do things without giving 

opportunities of choice.

(3) Get the students to think of six possible words which may appear in the story and put them in 

the chosen diagram.

(4) Pair work: Discuss the reasons why they have chosen those words.

(5) Whole class work: Ask some of them to tell about their chosen words; ask the whole class who 

have chosen the same words. The same reasons? Different reasons?

(6) Deliver the reading passage. Announce that some of them will read it aloud later so as to 

encourage conscious reading. Give three minutes to read it silently. If there are the words they 

have chosen, tell them to underline them.

*It is not important whether their chosen words appear or not. The fact that they read thinking 

whether their chosen words would appear or not motivates their reading.

(7) Ask students if they have chosen some or all of the exact words in the paragraphs.

2.3 Procedure of the second stage: A word-finding game

(1) Ask them to put numbers to the paragraphs. There are six paragraphs.

(2) One of the students reads the first paragraph loudly.

Your beautiful name: ______________________________________
　　　　　　Word Ladder　　　　　　　　　Word Rose
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(3) The instructor reads the definition of one word in the paragraph.

(4) Ask them which one it is.

(5) The students circle the word.

(6) The instructor writes the definition of the word on the board. The students copy it. The teacher 

pronounces the word and its definition and the students repeat after the teacher.

(7) Do the same thing with the rest of the paragraphs.

3. The importance of the first encounter

According to Bahrick (1984),“…the most important thing in learning a word is the first encounter

….Practice may not be able to make up for a disastrous first encounter.” (as cited in Cook, 2008, p. 

61) Therefore, how the teacher introduces each new word is vitally important so that the word stays 

with students and they can recognize or use it in the future. The teacher can make a story about the 

word, explain its historical background, give its derivatives, show its usage in sentences, etc. Also, 

most of the techniques shown below can also be used at the time of the first encounter with words. 

When there are many new words, it may be necessary to choose some of them for this technique 

due to time limitation.

4. Other techniques for teaching and learning vocabulary (adapted from Lewis, M. & Hill, J., 2002, 

pp. 101-104)

4.1 Demonstration

Through their bodily movements and facial expressions, the teacher demonstrates the meanings of 

words, for example, to stagger and to chuckle.

4.2 Showing realia

This means that the teacher shows actual objects to show the meaning of words. I remember having 

shown “oatmeal” when I was explaining about English breakfast because I supposed that not many 

learners had seen “oatmeal” and I was right.

4.3 Drawing or sketching

We all know that drawing or sketching is helpful in the introduction of new words, but sometimes 

we think twice. We need to be encouraged by the following words: “Teachers need not to be artists 

to make simple sketches which illustrate meaning.” (p. 102)

4.4 Synonyms, antonyms, hypernyms, and hyponyms

While use of synonyms and antonyms are rather common, that of hypernyms (上位語) and 

hyponyms (下位語 ) may not be so. However, both hypernyms and hyponyms are useful when we 
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explain some words through categorization. For example, “furniture” is a hypernym for “chair”, 
“desk”, “table”, etc. which are hyponyms. It is interesting to notice that the pronunciation of 

“hypernym” and “hyponym” can be the same even though their spelling and meaning are different. 

4.5 Using dictionaries                                                          

Both bilingual and monolingual dictionaries are useful. Some complicated words need bilingual 

dictionaries which give translations in the mother tongue of the users, but monolingual dictionaries 

can also be helpful in knowing the definition of words in the target language. Also, monolingual 

dictionaries can be used in word exercises as shown in “A word-finding game” above.

5. Conclusion

In this short paper, we have attempted to show how vocabulary can be taught through TETE based 

on some findings of second language acquisition studies. It is hoped that the ideas and techniques 

given in this paper are helpful for teachers and students.  
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Appendix 

“Language in Danger”

     Do you know how many languages are spoken in the world? 100? 1,000? No, many more 

than that. There are about 6,000 different languages in the world. But sadly, almost half of those 

languages are in danger of disappearing.

     A language disappears when no one speaks it anymore. Even in Japan, some languages are in 

danger. You may know that Japanese is not the only language spoken in Japan. Some native people 

also speak unique languages such as Ainu. But the native speakers are growing old, and younger 

people don’t have many chances to learn their languages. Someday, these native languages may 

disappear completely.

     New Zealand had a similar situation. The native Maori people had a strong language and culture 

long before English settlers came. But as more and more people from England arrived, English 

became the common language. By the 1980s, only a few Maori people spoke their own language 

well. Some Maori leaders started a movement to recover their language. They taught classes and 

made people proud of their Maori culture. Now, both Maori and English are official languages in 

New Zealand.

     Is it OK to have just a few common languages that everyone uses? Fewer languages may make 

global communication easier. Or, should we save every language and support different cultures? 

What do you think?

     Let me tell you my opinion. I think everyone should take pride in their own language and learn 

it well. I think everyone should also study a second language, to communicate with different people 

and learn about their cultures. Then, we can all understand each other better.

     Languages are treasures. They are not only tools of communication, but also a part of our culture 

and history. We all want to take care of the environment for the next generation. I think we should 

do the same for our native languages.

( Kasajima, J. et al. New Horizon English Series 3, Tokyo Shoseki & Co., Ltd., 

authorized by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 

on February 4, 2011, p. 132)
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教具としてのデジタル教科書の背景と課題

柳　善和
（名古屋学院大学）

概要

　本研究はデジタル教科書の小学校、中学校、高等学校でのそれぞれの普及の実態を概観
し、今後の使用拡大に向けてどのような課題があるかを述べるものである。
　2012年度に中学校学習指導要領が実施され、新しい中学校英語教科書も配布された。
これまで検定教科書でデジタル教科書を発売していたのは、6社中 1社にとどまっていた
が、2012年度には 6社全てがデジタル教科書を発売している。また、2013年度から実施
される高等学校学習指導要領に沿った高等学校英語教科書でも一部の出版社がデジタル教
科書を発売する見通しである。
　この実態に伴って、将来に向けての課題もいくつか指摘されている。1つは教室設備の
問題である。これは国家予算の後押しがあることが最も望ましいが、地方公共団体でも広
く予算措置が講じられている。ただ、依然として全ての教室で設備を充実させるという方
法には遠く今後の課題である。第 2に、デジタル教科書について、小学校の『英語ノート』
『Hi, friends!』が無償で配布されたのに対して、中学校英語教科書のデジタル教科書は価
格が一般的に高額である。そのために、中学校の設置している市町の財政状況や教育に対
する考え方によって購入の可否が決められており、義務教育における格差をどのように考
えるかという課題がある。

キーワード：ICT　デジタル教科書　

1.はじめに
　本研究はデジタル教科書の小学校、中学校、高等学校でのそれぞれの普及の実態を概観
し、今後の使用拡大に向けてどのような課題があるかを述べるものである。デジタル教科
書については、一般的に「指導者用デジタル教科書」と「学習者用デジタル教科書」があ
るが、ここでは「指導者用デジタル教科書」を扱う。「指導者用デジタル教科書」は、指
導者が教室で電子黒板やスクリーンを使って、学習者に提示しながら使うものである。パ
ソコン上で動作し、画像・音声などによって様々な機能を持つ。電子黒板がなくてもプロ
ジェクターとスクリーン（ホワイトボードで代用可能）、スピーカーがあれば一定の効果
を上げることができる。
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2.デジタル教科書の現状
2.1.デジタル教科書の現状（小学校）
　小学校の外国語活動（英語活動）導入に伴って、『Hi, friends!』（以前は『英語ノート』）
が教材として配布され、それに付属してデジタル教科書も文部科学省から各県の教育委員
会を通じて学校現場に無償で配布されている。小学校では基本的に学級担任が外国語活
動（英語活動）を担当しており、専門外である外国語活動の教材を担任教師がその都度準
備することは難しい。その点では、『Hi, friends!』（『英語ノート』も同様であったが）は、
指導書、デジタル教材が整えられていること、共通教材として教材研究などのための研修
会も多く開催されていることなどから、学級担任取っては使いやすい教材になっている。
　『Hi, friends!』のデジタル教科書は、それまでの『英語ノート』のデジタル教科書で不
十分であったところを大幅に見直して、内容が改良されている。基本的な構成は、『英語ノー
ト』のデジタル教科書と同じで、教科書見開きのページを基本にして、各ページに掲載さ
れている学習活動をさらに拡大して、ホワイトボードあるいはテレビ画面上で使用する。
例えば、チャンツや会話の音声などを利用したり、ゲームなどを実際に児童とやってみた
りすることができる。『Hi, friends!』で新たに導入されているコーナーや機能には、世界
各地に取材したビデオクリップ、画面中の登場人物との会話練習機能、発音の際に母語話
者の口元を拡大して見せるものなどがある。実際の授業でどのように使えるか、また児童
の反応などをこれから検討する必要はあるが、共通教材の中に含めたこと意欲的な取り組
みであり、いずれも児童の興味関心を高めることが期待される。
　小学校外国語活動（以前は英語活動）の共通教材、及びそのデジタル教材を文部科学省
が無償で配布したことで、デジタル教科書が実際に一人一人の教員の手元に届き、デジタ
ル教科書の実物を知るきっかけになったことも併せて評価されるべきであろう。

2.2.デジタル教科書の現状（中学校）
　2012年度から中学校学習指導要領が実施され、新しい教科書が使用されている。2011

年まではデジタル教科書を発売しているのは検定教科書を発行している 6社のうち、1社
だけであったが、2012年度からの教科書では、すべての教科書会社がデジタル教科書を
発売し、一部の市町で利用されている。
　現行の学習指導要領では、中学校の外国語科（英語）では、週あたりの時間数が 4時間
になり、特に「話すこと」「書くこと」といった発信能力の充実が求められている。併せて、「読
むこと」「書くこと」でも、例えば、「読むこと」で「話の内容や書き手の意見などに対し
て感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができるよう、書かれた内容や
考え方などをとらえること。」や、「書くこと」で「聞いたり読んだりしたことについてメ
モをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりなどすること。」といった従前よりも一
歩進んだ外国語（英語）能力の養成が求められている。また今回の改訂から、学習すべき
語彙数が従前の 900語から 1200語に増加されている。
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　中学校英語のデジタル教科書では、語彙の学習を目指したフラッシュカード機能、本文
の音読に関していろいろな練習形態を利用できる機能、文法項目についてアニメーション
を使用した説明、それぞれのレッスンの題材を紹介するビデオクリップなどが特徴として
あげられる。フラッシュカード機能や音読の多彩な補助機能などは、デジタル教科書がな
くても教員がこれまで実践しているが、デジタル教科書を使うことでより手軽に、またよ
り多彩な練習形態を教室に持ち込めることになる。これは、生徒の集中力を高め、練習量
を増やす効果があると期待される。
　これらの内容は、『Hi, friends!』と比較して、英語のデジタル教科書では、「学習」を支
援する要素が多く盛り込まれていることを意味している。従って、学習の目的が小学校と
中学校で異なっていることをデジタル教科書でも反映していることになる。

2.4.デジタル教科書の現状（高等学校）
　2013年度から高等学校でも学年進行で新しい学習指導要領が実施される。教科書を出
版する各社ではデジタル教科書の開発を進めている。
　高等学校では出版される教科書の種類が多いため、それぞれの教科書の出版部数が少な
くなる。そのために教科書ごとにデジタル教科書を開発するのは、費用や開発にかかる時
間などの制約が大きい。2013年度は発売を見送る出版社も出ている。
　高等学校のデジタル教科書は中学校のものに比べて内容は簡素化されており、海外の取
材によるビデオクリップなどが採用されることは少ない。内容としては、語彙学習用のフ
ラッシュカード機能や音読の支援機能、教科書本文の文構造、内容理解（日本語訳の提示）
などが中心である。教科書本文の文構造を提示できるということは、教師が黒板に教科書
の本文の一部を板書して文構造を説明するといった手間を省くことが出来ることになり、
効率的な指導につながる。また、高等学校のデジタル教科書では、教科書で扱う文法項目
について、紙面の制限から教科書に掲載されていないドリル、練習問題、課題などをイン
ターネットのサイトに接続することで利用できるようにする機能も考えられており、実際
の活用が期待されている。

3.デジタル教科書の課題
3.1.設備の問題
　デジタル教科書を利用するための設備については、最低限パソコンとプロジェクター、
及び教室用のスピーカーが必要であり、これに電子黒板があればさらに効果的である。ス
クリーンはホワイトボードでもいいし、場合によっては黒板にスクリーンを貼り付けるこ
ともできる。
　ただし、小学校の『Hi, friends!』では、スクリーンがそれほど大きくなくても支障はな
いが、中学校や高等学校のデジタル教科書の場合には、教室の後方からでも文字がきちん
と見える必要があるので大きめのスクリーンが必要である。その点では、地デジ対応で導
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入が勧められたテレビ一体型の電子黒板では画面の大きさが不十分であることが多い。
　これらの機器は、実際にそれぞれの教員がふだんの教具として使用することを考えると、
どうしても各教室に 1台ずつ備え付けてあり、かつ機器の接続が出来上がっている状態で
あることが望ましい。高橋・柳（2012）では韓国の小学校英語教育の現状を報告している
が、その中で、韓国の小学校の ICT機器の整備の様子にも触れている。教室に使うたび
ごとに必要な機器を持ち込むのではなくて、最初から備え付けられていると、教員の負担
も軽く、積極的に ICTを利用しようという意欲も高まる。

3.2.デジタル教科書の価格
　小学校外国語活動の共通教材として『英語ノート』（この時は「英語活動」）、『Hi, 

friends!』がデジタル教科書とともに無償で配布されて、デジタル教科書の良さを多くの
教員が体験することができた。しかし、デジタル教科書は開発に時間がかかり、多額の費
用が必要となる。
　中学校のデジタル教科書は、出版社間で差があるが、各学年 5～ 8万円（学校ライセン
ス）である。3年分のデジタル教科書を購入すると 15～ 24万円ということになる。各中
学校としては、英語だけでなく他の教科も考慮する必要があり、全面的に導入しようとす
るとかなりの出費である。
　高等学校の場合には本稿の執筆時点では価格が決まっていない出版社が多い。一部には
指導書にデジタル教科書を収録した DVDを付録としてつけるという出版社もあったり、
またライセンスを学校ライセンスではなくパソコン毎のライセンスにして価格を下げると
いう出版社もあったりする。
　特に中学校の場合には義務教育であり、学校や市町の財政状況や教育方針によって教科
書の使い勝手が大きく変わるのは問題である。例えば、全ての中学校でデジタル教科書を
必ず導入することにして販売部数を確保し、製品あたりの価格を下げ、購入にあたっては
公費による補填も検討されるべきであろう。
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文学教材の活用方法
――短編小説を用いたリーディングの指導――

江口　誠
（愛知教育大学）

概要

　日本の英語教育、特に検定教科書から文学教材が徐々に姿を消しているという現状があ
る。明治時代の「英語＝文学だった時代」（江利川 74）とは異なり、書店やインターネッ
トで多種多様な教材がいとも簡単に入手でき、また近年様々な教授法が導入されてきた現
状からすれば、それはある意味自然な流れと考えられる。しかしながら、その一方で近年
日本の英語教育で見られる極端な「文学イジメ」（江利川 81；高橋 149）の傾向はまた別
の意味で問題ではないだろうか。
　そこで本論文では、文学教材を用いる利点に注目し、リーディング教材の一つとしての
存在価値について検証する。具体的には、リーディングに関する幾つかの論文に言及しつ
つ、文学教材を用いる意義、発問の種類や発問内容を確認する。さらに、それらの視点を
考慮しつつ、実際に授業で利用し易いと思われる短編小説を用いた授業での発問について
考察する。

キーワード：文学、リーディング、発問・設問

1.「流暢な読者」が備える技能
　英語教育に於いて効果的なリーディングの指導を行うためには、その実践の拠り所と
なる理論を考慮する必要があるだろう。そこで、まずは理想的な「流暢な読者（fluent 

readers）」に求められる技能に注目したい。Grabeは 1960年代後半からの TESOLの歴史
を概観し、1990年代前半に至るまでに、以下の 6つのリーディング技能及び知識分野が
提案されてきたと論じている。

1. Automatic recognition skills

2. Vocabulary and structural knowledge

3. Formal discourse structure knowledge

4. Content / world background knowledge

5. Synthesis and evaluation skills / strategies

6. Metacognitive knowledge and skills monitoring 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（379）
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　1.の「自動性（automaticity）」は、理想的な読者においては、無意識にかつ処理過程を
意図的に操作することなく、処理能力をほとんど用いずに語彙を認識する際に発生してい
るものであるという（379-80）。2.については、母語であれば 10,000から 100,000語、第
二言語であれば 2,000から 7,000語という数字が提示されている（380）。3.は「形式スキー
マ（formal schemata）」とも呼ばれるものであり、テキストの「原因・結果」、「比較・対照」、
もしくは「問題・解決」等によって示される論理的形式を読者が把握することで、単なる
事実の羅列によって漫然と構成されたテキストとは対照的に、記憶の喚起を促すことが出
来るというものである（380-1）。4.は「内容スキーマ（content schemata）」とも呼ばれる
もので、テキストに関する予備的知識や文化的知識が内容理解に大きく影響するという
（381）。5.はテキスト情報を評価し、他の情報・知識源と比較・統合する能力であり、こ
れによってテキストの予測が可能となる（381）。6.は認知の自覚、もしくは認知の自己規
制と定義されている能力であり、流暢な読者は、目的達成のために適切なストラテジーを
用いる事が出来るとされている（382）。

2.発問の種類と構成要素
　次に、実際にリーディング教材を授業に用いる上で、教師が注意すべき発問のポイント
について考察したい。Nuttallはリーディングの発問を以下の 6種類に大別し、学習者にど
のような内容の問いを投げ掛けるべきかについて論じている。さらに Nuttallは、重要な
種類の発問を省略していないかどうか、一種のチェックリストとして以下の項目を用いる
事を推奨している。

Type 1: Questions of literal comprehension

Type 2: Questions involving reorganization or reinterpretation

Type 3: Questions of inference

Type 4: Questions of evaluation

Type 5: Questions of personal response

Type 6: Questions concerned with how writers say what they mean 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（187-9）

　Type 1は「文字通りの理解に関する発問」で、文章の中から事実を拾い上げさせたり、
特定の情報を探し出させたりする問いである。Type 2は、「再構成や再解釈を含む発問」で、
文字通りの意味をもとに、前後の文脈から意味を解釈させる問いである。Type 3は、「推
論を必要とする発問」で、言外の意味を推測させたり、心情や性格を推測させたりする問
いである。詳細については後述するが、この種の問いこそが文学教材の利用価値を最も高
める問いであると考える。Type 4は「判断に関する発問」であり、筆者が提供する情報の
真偽や正誤を判断させる問いである。Type 5は、「個別の反応を求める発問」であり、文



文学教材の活用方法

－41－

章を読んで感じたこと、考えたことを述べさせる問いである。Type 6は、「文章構成や修
辞的な視点に関する発問」であり、文章における主題を筆者はどのように表現しているか
を考えさせる問いである。
　上記の Type 1に属する問いは、テキストの内容理解という点で指導の最初の段階で必
要となるものではあるが、授業者はそれ以外の種類の発問にも目を向けることが必要で
あろう。理想的にはテキストの表現方法を客観的に考察することが求められる Type 6に
属する発問に対して、学習者から十分な解答が得られるようになることが望まれる 1。
Nuttall自身も、「作者がどのようにして、そしてなぜそのように書いたのかを読者に考え
させる」という観点から、授業者は Type 2, Type 3, Type 4及び Type6に属する発問を重要
視すべきであると主張している（189）。
　また、池野は読解発問の構成要素を以下のようにまとめている。

■発問内容： ①事実 ②推論 ③応用（e.g., personal involvement）
■発問の時点： ①本文を読む前 ②読みながら ③読んだ後
■発問のフォーマット： ① T/F ②MC  ③ Open-ended

■発問の言語： ①日問日問 ②日問英答  ③英問日答 ④英問英答
■発問のﾓｰﾄﾞ： ①口頭 ②文書（ワークシート・黒板・OHP）
■発問作成者： ①教師 ②学習者

（74）

　これについても、授業者は自身の発問のチェックリストとして用いることが望ましい。
特に、「発問の時点」に関しては、文学教材を用いる場合に注意が必要である。その教材
の持つ魅力を最大限に活用するためには、pre-readingの段階でいかにしてその内容に興味
を抱かせるか、が重要となるからである。因みに「発問のモード」の「②文書」について
は、現在では OHPに代わって、電子黒板や PowerPoint等による提示が主流になりつつあ
ることは言うまでもないだろう。

3.文学教材利用の実際
　ここでは、Alasdair Gray作の“The Star”及び Peter Carey作の“Report on the shadow 

industry”2 （以下“Report”）を例にとり、具体的な発問について考察したい。文学教材を
用いた英語教育という観点から、テキスト Short Stories for Creative Language Classroomsを
編集した Collie & Slaterは、pre-readingの段階で、それぞれの作品のテーマに関連した発
問、とりわけイメージを用いた発問を提示していることに注目したい。具体的には、 “The 

Star”では、星の絵のまわりに様々な形容詞（例えば“dizzy,” “endless,” “tiny”など）を
配置し、星についての経験を話すアクティビティが提示されている。“Report”では、雲
に似たイメージの中に、同じく様々な形容詞や名詞（例えば“dark,” “light,” “emptiness”
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など）を配置し、タイトルの“shadow”という言葉から想像しうるものを選択させるア
クティビティを設けている。
　別の pre-reading発問として、“The Star”では物語の最初と最後のセンテンスを抜き出し、
その物語の中身について想像させようとしている。“Report”では、聞き慣れない“shadow 

industry”（影工場）はどのようなものかを学習者に考えさせ、さらにはそれについて議論
させる問いが設定されている。以上のことから、Collie & Slaterは、pre-readingの段階で
まず最初に学習者が取り組み易いであろう選択式の問題によって、これから読む物語の
テーマと自身の経験や考えを比較させ、その次の段階として、物語のあらすじや結末に関
する様々な可能性を考えさせることで、さらなる興味を抱かせることに留意していること
が窺える。また、これらの活動はいずれもスキーマの活性化に繋がっているとも考えられ
る。
　while-reading及び post-reading発問についてどうだろうか。“The Star”では while-reading

の発問は設定されておらず、post-readingのアクティビティとして、物語を 5段階で評価
する、3人のグループで交互に物語の概要を話す、さらには Nuttallの Type 1に属するよ
うな内容理解をチェックする、という問いが設けられている。注目すべきは、“The Star”
の最も重要なテーマの一つと考えられる「対照」――物理的な貧しさと精神的な豊かさ
――についての設問である。Collie & Slaterは、本文の中で貧困を示唆している語句、そ
して、星を獲得したことで主人公が得た裕福さを示唆している語句を抜き出させるアク
ティビティを設定している。これは Nuttallの Type 2または 3に属する発問であろう。最
後に、各学習者の解答を他の学習者のものと比較させ、さらに“Together try to decide what 

the marvellous world of the star could be. Could it be a dream of escape? Freedom? Friendship? 

Love?” （7）と問いかけ、星によってもたらされた豊かさの是非を問いている。これは
Nuttallの Type 5に属する発問であろう。
　“Report”では、作者によって 5つに分けられた本文それぞれの後に while-readingの問
題として、“The Star”と同じく、内容理解のための T or Fや、対照的な記述を抜き出さ
せるアクティビティ、つまりは Nuttallの Type 1に属するような問題が設けられている。
post-readingの問いとして注目すべきは、以下である。

The narrator says their feelings about shadows are ‘ambivalent’, that is, contradictory. But the 

narrator also claims to have manufactured one more shadow. In what way could this short story 

itself be like a shadow? （27）

　“Report”の面白さは、上記が問題としている物語の最後の部分にあり、タイトルにも
使われている“shadow”が一体全体何を表しているのか、が間接的に述べられている点
にある。読者を煙に巻くような文章を読解する手助けとして、Collie & Slaterは上記のよ
うな問題を設定しているのだが、これは Nuttallの Type 3に属する発問であり、物語全体
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を再度読み直し、推論することでその答えを導くというものである。しかしながら、この
問題そのものが解答を含んでいるということもあることから、私としては「影とは何か」
というような、漠然とした類の問いでもよいのではないかと考える。

4.おわりに
　以上、簡単ではあるが、短編小説を用いたリーディングの指導という観点から、具体的
に Collie & Slaterのテキストを検証した。文学教材を用いる最大の利点は、上記の 2つの
作品からも明白なように、物語自体が英文を読む面白さを内包しているという点にある。
そしてそれは、内発的な動機付けという観点から、自律的な学習者を養成することにも直
結しているだろう。以前にも増してアウトプット活動に重きが置かれている今日の日本に
おける英語教育においては 3、逆にインプット不足が問題となるかもしれない。つまりは、
検定教科書以外のリーディング教材を如何に活用するかが重要となるだろう。その点、比
較的語彙的な難易度の低い短編小説であれば、そのような教材に慣れていない学習者にも
抵抗が少なく、教師にとっても利用し易いのではないかと思われる。
　また、文学教材を用いる利点は、“Report”に代表されるように、単なる内容理解にと
どまらず、学習者に多くの推論の時間と労力を必要とする点にある。さらには、リーディ
ング能力の涵養という観点から、Nuttallが提唱するように、学習者は理想的にはテキスト
の修辞的な特徴や表現方法を客観的に判断することが望まれている。その目的を達成する
ためには、そもそも一語一句に細心の注意が払われ、かつ効果的にテキストが構成されて
いる文学作品を授業に活用する事は、ある意味自然の流れではないかと思われる。

註
1　詳細については、門田ほか『英語リーディング指導ハンドブック』（36）を参照された
い。それぞれの発問 Typeについての「特徴」、「発問例」及び「目的」が表として簡潔
にまとめられている。

2　Alasdair Gray（1934-）はスコットランド生まれの作家・画家。本論で取り上げる
“The Star”は様々な挿絵と共に Unlikely Stories, Mostly （1983）に収録されている。一
方の Peter Carey（1943-）はオーストラリア生まれの小説家。1988年及び 2001年の
2度にわたってブッカー賞を受賞している。本論で取り上げる“Report on the shadow 

industry”は 1974年出版の The Fat Man in Historyに収録されている。また、後者に
ついては、柴田元幸が翻訳した短編集『燃える天使』に収められている。これらの
2作品に関する全ての引用は、便宜上 Joanne Collieと Stephen Slaterが編纂した Short 

Stories for Creative Language Classroomsに収録されている文章からのものである。
3　白井は「これまでの研究でアウトプットそのものが言語習得に繋がったという結果は
あまり出ていない」と指摘している（61）。従って、過度にアウトプットに偏重した授
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業は英語力の向上という点で効果が低く、「インプットがより効率よく習得につながる
ように、アウトプットを適切に学習過程に組み入れていくという考え方が重要」（61）
である。
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ライムの重要性とチャンツ
～歌にも絵本にも Classroom Englishにもライムを～

柴田　里実
（常葉学園大学）

概要

本稿は、2012年 12月 23日に実施された「文部科学省特別経費プロジェクト小中高英語
教育教員研修会」で筆者が担当した「セミナー研修会」の概要である。
　英語は Stress-timed languageと言われている。つまり音節の数ではなく、ストレスのあ
る音節の数が重要な言語である。また、歌や絵本などで韻を踏むように注意して作られた
ものが多いのも英語の特徴である。本セミナーでは、絶対条件ではないにせよ、英語独特
の美しい音に触れ、その響きを楽しむことの重要性を提示した。また、英語をさらに身近
に感じることができるよう、良質の素材を紹介した。本稿では、質の高い英語素材に触れ、
音遊びを楽しむことで、児童は音声に慣れ親しみ、教員は自身の英語力向上につなげられ
るよう様々な活動を提案する。

キーワード：ライム、音節、チャンツ、手遊び歌

1.はじめに
　小学校外国語活動では、英語を目標言語とし、音声中心の指導を行うことは、すでに共
通理解として定着している。文部科学省（2008）は、小学校学習指導要領の中で、「外国
語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との違いを知り、言葉の面白さや豊
かさに気付くこと」を体験的に指導するよう明記している。さらに、小学校学習指導要領
外国語活動解説編（2008）では、リズム、チャンツ、音節という表現を含み、音声指導の
留意点を以下のように解説している。

外国語活動では、外国語のもつ音声やリズムなどに慣れ親しませることが大切
になる。例えば、日本語のミルク（mi-ru-ku）は 3音節であるが、英語の milk 

は 1音節である。これを日本語のようなリズムで発音すると、英語に聞こえず、
意味も伝わらない。そこで、実際に英語で歌ったりチャンツをしたりすること
を通して、英語特有のリズムやイントネーションを体得することにより、児童
が日本語と英語との音声面等の違いに気付くことになる。

（文部科学省 2008：13）
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以上を踏まえ、本セミナーは、次の三点に焦点を当てて構成した。
　　　（1）　英語と日本語の音節の取り扱い方の違いを知る
　　　（2）　歌や絵本など、英語特有のリズムやイントネーション、特にライム（韻）に

注意した音声に慣れ親しむ
　　　（3）　手遊び歌や、言葉遊びを楽しみながら、英語特有の音声を体得する

2.音節とリズムを意識する
　音節について論じる上で、ある映画をとりあげることとする。2001年に日本で公開さ
れた『千と千尋の神隠し』という映画をご存じだろうか。アニメ界の巨匠である宮崎駿監
督による長編アニメーション映画である。その英語版（英語吹き替え）を手掛けたのが
Walt Disney Pictures（ウォールトディズニーピクチャーズ、以下ディズニー）である。細
部にまでこだわったディズニーが特に気をつけた項目の中に「音節」があると言われてい
る。
　主人公の荻野千尋が湯屋の女将である湯婆婆に仕事がほしいと懇願する場面で、湯婆婆
が「だ・ま・れ！」と叫ぶシーンがある。この「黙れ」という日本語を、英語に訳すとな
ると、日本人の多くは「Shut up!」と訳したくなるであろう。実際に、研修セミナー当日、
参加者に訳してみることをお願いしたが、やはり「Shut up!」という声が非常に多く上がっ
た。しかし、ここで考えるべきことのひとつに、音節の問題がある。日本語の「だ・ま・
れ！」は 3音節である。したがって、湯婆婆の口もそのように動く。それに対し、英語に
訳した際「Shut up!」と訳してしまうと、2音節になってしまい、1音節分の口の動きが余っ
てしまう。そこで、ディズニーが考えたのが、日本語と同じ 3音節で訳すということであ
る。3音節で「だ・ま・れ！」という意味になる英語表現は何であろうか。少しお考えい
ただきたい。ディズニーの出した答えは、「Don’t say that!」である。見事に 3音節の英訳
をつけたのである。
　美しい英語の響きを考える際、重要となる要因のもうひとつはリズムである。英語で書
かれた文をリズムよく読むためには、ストレスの重要性を理解する必要がある。一般的
に言って、日本語は Syllable-timed language、英語は Stress-timed languageと言われている。
詳しい説明の前に、まずは以下に示す例文の各文の音節の数を数えてもらいたい。
　　Dogs eat bones.

　　The dogs eat bones.

　　The dogs will eat bones.

　　The dogs have eaten the bones.

　　The dogs will have eaten the bones.

答えは以下の通りである。
　　Dogs eat bones.（3）
　　The dogs eat bones.（4）
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　　The dogs will eat bones.（5）
　　The dogs have eaten the bones.（7）
　　The dogs will have eaten the bones.（8）
文が長くなればなるほど、音節の数も増える。特に驚くべきことではない。
　では、「ストレスのある音節」の数となるとどうだろうか。もう一度、机などを叩きな
がら、できるだけリズムを取ることを意識して、声に出して 5つの文を読んでもらいたい。
ストレスのある音節の数はそれぞれいくつであっただろうか。答えは 3である。音節数と
ストレスのある音節数に違いがあるということが、英語が Stress-timed languageと一般的
に呼ばれている所以である。英語は強く読むところと弱く読むところが分かれている言語
である。従って、すべての音節が同じような強さで発音されるわけではない。Stress-timed 

languageとはストレスのある音節でビートを刻みながら発音する言語であり、Syllable-

timed languageとは、すべての音節でほぼ同じようにビートを刻みながら発音する言語で
ある。したがって、ストレスを置くべきでないところに、ストレスを置いてしまうと、リ
ズムが合わなくなるのである。
　小林美代子氏（2006）は、著書の『聞ける！話せる！英語力 3カ月トレーニング』のな
かで、耳に心地よい詩やフレーズなどを数多く使用し、トレーニング方法を紹介している。
その中で、初級レベルとして、次の 4行を提示している。音節の数と、ストレスのある音
節の数を比較し、ぜひ声に出して読んでもらいたい。ストレスのある音節の数は、どれも
4であることがおわかりいただけたであろうか。
　　　　One, Two, Three, Four

　　　　One, and Two, and Three, and Four

　　　　A One and a Two and a Three and a Four

　　　　A One and then a Two and then a Three and then a Four

音節を理解することは、母語（本稿では日本語）とは異なる言語特性を持つ言語（本稿
では英語）を学ぶ上で、利点が数多くあると考えられる。英語母語話者の子どもたちは、
幼少期から保護者や教育者と共に音節、韻などの音声認識能力の訓練を受ける。Leber 

（2003）は、音素や音韻を認識させるアクティビティを、自身の著書の中で数多く紹介し
ている。例えば、Counting syllables（音節を数える）、Recognizing rhymes（韻を認識する）、
Matching beginning sounds（単語の最初の音が同じ単語を探す）などをあげている。また、
辞書を引く際も、音節は学ぶことができる。どんな単語も辞書の見出し語は、音節で区切
られているため、意識して着目すると音節認識に慣れ親しむことができる。

3.美しい音の響きに触れる
　絵本を使った指導や多読学習で有名な宮下いづみ氏は、『音のある英語絵本ガイド』（外
山、宮下 2009）の中で、自身の子育てのエピソードから、子どもの頃聞かせた英語の歌は、
大人になってからも思いだすようであることを披露している。筆者も、同様のことを経験
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している。小学生のころ、イギリス・リヴァプール出身のロックバンドである The Beatles

（ザ・ビートルズ）の「オブ・ラ・ディ、オブ・ラ・ダ」という曲を、カタカナで習った
ことがある。いまでもよく覚えていることから、小学生の頃に歌う歌は、後の英語学習等
に影響を与えると言える。筆者にとって残念なのは、「カタカナでしか覚えていない」と
いうことである。今や、英語をある程度不自由なく使えるようになった今でも、「オブ・ラ・
ディ、オブ・ラ・ダ」だけは「Ob-La-Di, Ob-La-Da」ではなく、「オブ・ラ・ディ、オブ・ラ・
ダ」のままなのである。歌詞を良く読まなければ、意味がさっぱり入ってこない。他の英
語の曲ではあり得ない現象である。頭の中にカタカナが浮かぶといえばわかりやすいであ
ろうか。美しい英語の音を聞く機会を持つことは、英語への興味関心を引く上で重要であ
る。その際、カタカナ表記で教えることだけは、できるだけ避けたいものである。

4.英語母語話者にとってのライム（韻）
　ナーサリーライム（Nursery rhyme）を Oxford Dictionary of English Second Edition（2003）
で調べると、「a simple traditional song or poem for children」と定義されている。つまり、
ナーサリーライムとは伝統的な歌や詩であるとしている。それに対し、ライム（rhyme）
を Oxford Dictionary of English Second Edition（2003）で引くと「correspondence of sound 

between words or the endings of words, especially when these are used at the ends of lines of 

poetry」と定義され、詩そのものではない。従って、本稿で扱うライムは、単語の終わり
が他の単語の終わりと同じ響きになるという意味の「韻」として扱うこととする。
　リズムやライムに焦点を当てた英語教授法として、特に jazz chantsで有名な Carolyn 

Grarham氏（Graham 2012）は、「Rhyming is not essential but important.（ライムは必要不可
欠ではないが、重要である。）」、そして「To hear rhyme is good for ears （ライムを聞くこと
は耳に良い。）」と述べ、世界各国で、ワークショップを実施している。では、英語母語話
者にとってライムはどのような位置づけなのであろうか。
　英語母語話者にとって、ライムは小学校段階あるいはプレスクール段階で、ある程度
フォーカスされる。例えば、イギリスの小学校では、ライムに意識して詩を書いてくる等
の宿題がでることも多い。Mascle（2012）はライムの重要性を、3つの視点から論じている。
第一に、韻を踏んでいる歌や絵本などは、耳に心地良く楽しいため、子どもたちの興味関
心を引きやすいこと、第二にライムは言語に関する知識を身につけさせ音のパターンや文
法を認識できるようになることを助けること、最後にライムは子どもたちの発音スキルを
含む様々な言語スキルを伸ばすのに重要な役割を果たすことをあげている。その上で、「韻
を踏んだ本を読むこと」、「ナーサリーライムを活用すること」、「繰り返しの多いものを選
ぶこと」、「韻を踏むことに焦点を当てたアクティビティを取り入れること」などを提案し
ている。
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5. ABC song も Classroom Englishも韻を踏む言語
　世代を問わず、最もよく知られている英語の歌のひとつである ABC songにまつわる筆
者の幼少期の思い出を紹介したい。ABC songを日本でよく歌われているバージョンと、
欧米でよく歌われているバージョンとの切れ目の違いを比較してみる。「よく歌われてい
る」と述べたが、それは一般論であり、世代ごとに馴染みのあるバージョンが異なるケー
スや、ABC songを教えてくれた教師がどのバージョンを採用したかにもよることをご了
承いただきたい。
　まず、日本でよく歌われる ABC songとして筆者が幼少期に習ったバージョンは「A, B, 

C, D, E, F, G」で一区切りし、次に「H, I, J, K, L, M, N」で区切り、次に「O, P, Q, R, S, T, U」
と続くものである。しかし、英語を専門に学び始めたころ出会った欧米のABC songは「A, B, 

C, D, E, F, G」で区切られるところは日本のものと同じだが、次のフレーズが大きく異なっ
た。次の区切りは一気に「H, I, J, K, L, M, N, O, P」まで歌うのである。初めてこの欧米バー
ジョンを聞いたときは、なんと歌いづらいのだろうと思ったものである。特にその理由は
考えたことはなかったし、教えられることもなかった。しかし、この両者には大きな違い
があり、その理由は非常に重要なものである。すでにお気づきかもしれないが、問題は韻
を踏むかどうかということである。日本で歌われるバージョンのように区切ってしまうと
「G」と「N」では、韻を踏まない。それに対して、欧米で歌われるバージョンでは「G」
と「P」でうまく韻を踏むのである。つまりは、英語母語話者にとってライムは極めて自
然なもので、英語における美しい響きを味わうものであると言える。
　英語では、絵本や、歌、アクティビティ、さらには手遊び歌や言葉遊びの中にも、随所
に韻が踏まれており、美しい音の響きを楽しむことができる。ライムの認識は教え込む
というより、音遊びを通して少しずつ、自然に身につけるスキルなのである。Hourdequin

（2012）は interactive classroom Englishとして、次の表現を紹介している。

　教師：One two three,　
　　　　Eyes on me.　（3回手をたたきながら）

　児童：One two,

　　　　Eyes on you.　（自分の目を指さしてから、教師の方を指さして、注目する）

このように小学校教育の場面で頻繁に使用される短い表現も、韻を踏んでいるのだ。教師
は threeまで数えるが、児童は twoまでしか数えないことにお気づきだろうか。threeでな
ければ meとうまく結び付かず、twoでなければ youとうまく結び付かないのである。こ
れは英語母語話者にとっては、極めて自然であり、疑問に思うことではない。しかし、日
本人の中で、「なぜ教師は threeまで数え、児童は twoまでしか数えないのか」に対する理
由が、すぐに分かる人は少ないのかもしれない。
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　従って、英語音声を取り扱う際、Non-native（英語母語話者でない）英語指導者として
音節の概念とライムを考慮することは、重要であると言える。気をつけるべきことは、替
え歌を作成する際、英語の音の美しさを破壊しないことと、チャンツを作る際は、ストレ
スのある音節に注意することである。チャンンツは想像以上に、作成が難しい場合もある
ため、慣れるまでは、教師としても、美しい音の市販教材を数多く利用し、リズムを体に
覚えさせたいものだ。

6.ライム（韻）を探そう
　美しい英語の響きを持つ音声素材は、数多く存在する。本項では、ライム（韻）を意識
しながら、いくつかの音声素材を紹介していきたい。
　
①歌の中のライム（韻）
　まず紹介するのは有名な「This Old Man」と呼ばれる数え唄である。おじさんが、1か
ら 10までの数に合わせていろいろなものを叩き、犬に骨をあげて、ころころ家に帰ると
いう、なんともおかしな歌である。特徴は、1から 10までの数字とそれぞれの数字と韻
を踏んでいる単語があるということである。声に出して読んで、ぜひ確認してもらいたい。

This old man, 

He played one,

He played knick-knack 

On my drum.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played two,

He played knick-knack 

On my shoe.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played three,

He played knick-knack 

On my knee.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played four,

He played knick-knack 

On my door.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played five,

He played knick-knack 
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1は drumと、 2は shoeと、3は kneeといった具合にそれぞれ韻を踏んでいるのである。
もう一曲有名な「One Two Buckle My Shoe」と呼ばれる数え唄を紹介しておく。やはり、
きれいに韻を踏んでおり、リズムに注意して読むと、心地よい響きとなる。

On my hive.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played six,

He played knick-knack 

On my sticks.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played seven,

He played knick-knack 

Up in heaven.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played eight,

He played knick-knack 

On my gate.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone,

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played nine.

He played knick-knack 

On my spine.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone.

This old man came rolling home. 

This old man, 

He played ten.

He played knick-knack 

Home again.

With a knick-knack, 

Paddy whack,

Give a dog a bone.

This old man came rolling home. 

One, two, buckle my shoe.

Three, four, open the door.

Five, six, pick up sticks.

Seven, eight, lay them straight .

Nine, ten, a good fat hen!

Eleven, twelve, dig and delve

Thirteen, fourteen, maids a-courting

Fifteen, sixteen, maids in the kitchen

Seventeen, eighteen, maids in waiting

Nineteen, twenty, my plates empty
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②絵本の中のライム（韻）
　絵本の中にも随所にライムを見つけることができる。アメリカの詩人でありイラスト
レーターである Theodor Seuss Geisel氏（セオドア・スース・ゲイゼル） は、ペンネーム
Dr. Seuss（ドクタースース）として、数多くの絵本を執筆している。アメリカで最も人気
があり、現代のマザーグースともいわれる（NJFKコミッティ, 2004）Dr. Seussの作品は、
ユーモアがあり、リズムが心地よく、思わず笑ってしまう。NJFKコミッティ（2004）の『英
語ペラペラキッズだけにじゃもったいないブックス』や、外山、宮下（2010）の『読み聞
かせのための音のある英語絵本ガイド』は、数多くの良質の絵本を取り上げているが、中
でもDr. Seussの本はとりわけ数多く紹介されている。Dr. Seussの作品では、語彙、音のルー
ル、韻、文法など様々な言語スキルを楽しみながら学ぶことができる。『Green Eggs and 

Ham』、『The Cat in the Hat』、『One Fish Two Fish Red Fish Blue Fish』など例をあげればきり
がないが、セミナーでは、『Fox in Socks』を紹介した。タイトルがすでに Foxと Socksで
うまく韻を踏んでいるのがわかる。
　もう一人、最も人気の高い絵本作家のひとりとして Eric Carl（エリック・カール）を紹
介したい。多くの作品が親しまれているが、本セミナーでは、『Brown Bear, What Do You 

See?』を紹介した。『Brown Bear, What Do You See?』は、改めて紹介するまでもないほど
有名ではあるが、本セミナーのテーマであるライムと言う観点で再読してみてもらいたい。
「Brown Bear, Brown Bear, What do you see?」という呼びかけに対し「I see a red bird looking 

at me」と答える掛け合いで始まり、これが繰り返されるのがこの本の特徴である。ここ
でもやはり、Seeと Meできれいに韻を踏んでいるのである。このライムが心地よい響き
となり、英語のリズムを作り出しているのである。
 

③手遊び歌とライム（韻）
　手遊び歌は日本語でも馴染みがあり、誰でも子どものころに遊んだ経験があるだろう。
筆者自身、一歳年上の姉と様々な手遊び歌で、何度も遊んだ経験がある。手遊び歌のメリッ
トは、手を動かすことに夢中になり、知らず知らずのうちに 10回、20回と英語の歌を歌
えることである。また、授業外や自宅に帰ってからも遊びたくなることで、自然に練習が
できることも魅力である。英語の手遊び歌も数多く存在するが、ここではセミナーで紹介
した中の 2曲を例としてあげておく。
　1曲目は雨の日に、雨がやむことを願った「Rain Rain Go Away」である。手遊びは紹介
できないが、この中にもライムを見つけることができるだろうか。Away、Day、Playとき
れいに韻を踏んでいる。もう 1曲は「Pease Porridge Hot」という豆粥の歌で、温かい豆粥
が好きな人もいれば、冷たい豆粥が好きな人、9日目の豆粥が好きな人もいると言った具
合の歌である。やはり、一行おきに上手く韻を踏んでいる。Hot と Pot、 Coldと Oldである。
ライムを楽しみながら、手遊びを合わせると、さらにリズムよく、子どもたちは飽きずに
何度も練習してくれることは、手遊び歌の魅力である。スピードを調整するだけでも、変
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化が生まれ、飽きが来ない上に、スピードを上げて歌ったり、ゆっくり丁寧に歌ったりす
ることで、発音の良い練習となる。

④遊びの中のライム（韻）
　言葉遊びや遊びの中にもライムが隠れている。例えば、「どちらにしようかな」と選ぶ
際に、英語では以下のフレーズを良く使用する。やはりきれいに韻を踏んでいるので、リ
ズムよく読むことができる。注意したいのはストレスのある音節で指さしをすることで、
どちらにしようかなと選ぶということである。決して、音節ごとに指さしをするのではな
い。
　　　　　Eenie, Meenie, minie, moo.  

　　　　　Catch a tiger by the toe.  

　　　　　If he hollers, let him go. 

　　　　　Enie, Meenie, minie, moo

　また、Jump Rope（縄跳び）などの数え唄で、次のようなものもある。Plums と Comes

が韻を踏んでいる。従って、Plumsは馴染みがないので Orangesに変えようなどというこ
とは、すべきでないのである。
　　　　　Apples, peaches, pears, and plums. 

　　　　　Tell me when your birthday comes.

　　　　　January, February, March, April, May, June, 

　　　　　July, August, September, October, November, December

授業で扱う場合は、実際に縄跳びができなくても、自分の誕生日のところで、立たせると
か、前に出てこさせるなど様々アクティビティが想定できる。
　最後に、お別れのあいさつの言葉遊びを紹介する。「See you later」と言ったあとに、
alligatorを追加すると、laterと韻を踏むことになる。それに対し、相手は「After a while」
と「またすぐに」といった意味で返すわけだが、やはりそのあとに Crocodileを追加する。
今度はWhileと韻を踏むことになる。どちらもワニが登場し、韻を踏むという、何ともお
かしな別れの挨拶である。筆者が初めて聞いたときは、面白く良くできていると感心した

♪ Rain, rain go away♪
Rain, rain, go away

Come again another day

Little Johnny wants to play

Rain, rain, go away

♪ Pease porridge hot♪
Pease porridge hot

Pease porridge cold

Pease porridge in the pot

Nine days old.

Some like it hot

Some like it cold

Some like it in the pot

Nine days old.
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のを覚えている。しばらくは、さよならを言うたびに、チャンスがあれば使っていたよう
に思う。もちろん、使用できるのは、親しい間柄の友人に対してのみである。
　　　　　“See you later alligator!”
　　　　　“After a while, crocodile!”

⑤著名人の名言に見るライム（韻）
最後に、著名人の名言をひとつ紹介しておきたい。アメリカでは大統領の演説もスピーチ
ライターが最高のスピーチを仕上げるように、英語では内容も大切だが、音の響きも非常
に重要である。後世まで語り継がれる名言は、内容はもちろん、音の響きも美しく、耳に
残りやすい。アメリカの発明家であり起業家であるトーマス・エジソン（Thomas Edison）
は次のような名言を残している。「天才とは 1パーセントのひらめきと、99パーセントの
努力から成る」というものだが、やはり、きれいに韻を踏んでいるのである。
　　　　　Genius is one percent inspiration,

　　　　　Ninety-nine percent perspiration.

7.結語
　英語学習を進める上で、絶対条件ではないにせよ、良質のものを聞かせることは重要で
ある。良質の素材を児童にとって良いものとして扱うことで、児童はもちろん、教師も年々
上達することができる。児童を飽きさせないように、どうすれば繰り返し練習させること
ができるのかを考えると、耳に心地よいものを聞かせたり、手遊び歌を活用したり、音声
の面白さに気付かせたりと、本稿で紹介したような様々な活動ができる。児童と共に、教
師も知らず知らずのうちに発音練習ができる。英語の楽しさを再認識する上でも、ライム
を通し、英語の美しい響きや心地よい響きを楽しみながら英語を身近に感じてもらいたい。
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コンピューター要らずの授業へのコーパス活用

鎌倉　義士
（愛知大学）

概要

　コーパス研究が、コンピューターでの大量な言語データの分析を基に行われていること
は、小中高で英語を教える先生方の多くがご存知であろう。コーパスとコンピューターは
切っても切れない関係にある。中には、コンピューターとなると敬遠してしまうような、
コンピューターが苦手な教員もいるのではないだろうか。コンピューターの操作があまり
得意ではない教員には、コーパスを授業に活用することが不可能なのであろうか。近年で
は、コーパス分析の結果を分かりやすく説明する書籍が数多くある。それらを利用するこ
とで、コンピューターを使わずとも、生徒の英語を上達させる教室活動を行うことは可能
である。
　本論文では、最初にコーパスの特性を理解し、続く章にてコーパス研究の結果を解説す
る書籍を紹介する。最後に、その利用と具体的な教室活動への応用例を提示したい。

キーワード：コーパス、頻度、コロケーション、パターン

1.はじめに
　近年、コーパスの英語研究や辞書への活用が多く見られる。コーパスは英語使用の大量
なデータから成ることから、これまで気づかなかった英語使用の一面を見つけ出すことや、
頻度を基に新しい熟語や語のつながりを提示している。具体例としては、三省堂のウィズ
ダム英和辞典はコーパス分析を英語の語法や頻度を示す指標とし、辞書の特徴付けとして
売り出しているⅰ。
　一方、教育現場での英語教員のコーパスの活用は、研究や辞書と同様に普及しているの
であろうか。現実では、コーパスという名前を聞いたことがあっても、実際にコーパスを
使い、授業に応用している先生は多くは無いだろう。2012年 8月に愛知大学で行われた
教員免許状更新講習会にて、高校英語教員の方々にコーパスを使用してもらったが初めて
という人が大半であった。
　なぜ小中高の英語教員の中で、コーパスを利用する機会が少ないのだろうか。それには
いくつかの原因が有る。ひとつにコンピューターの使用がハードルとなる。コーパスの分
析にはコンピューターの知識は欠かせない。近年、ユーザーに使いやすいコーパス分析ソ
フト（コンコーダンサー）が無料で配布されたりはするが、ある程度のコンピューターの
理解は必要であるⅱ。次に、コーパスデータの多くが有償、もしくは非公開であることが
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問題となるⅲ。つまり、コーパスを利用するには費用が必要であり、どんなに素晴らしい
コーパスでも関係者以外には使用許可を出していないものがある。これでは研究費を支給
されない小中高の英語教員がコーパスを入手するのは難しい。最後に、コーパスに関する
知識が必要であることが、コーパスの利用を疎遠とする原因となる。コーパスデータとコ
ンコーダンサーだけがあってもコーパスの分析はできない。コーパスを活用するには、コー
パス言語学の基礎知識が必要となる。
　以上、三点の小中高の英語教員にコーパス利用が普及しない原因を解決するために、本
論文は、あえてコーパスと両輪の関係にあるコンピューターを使用しないコーパス活用を
提案したい。コンピューターを使わないことで、前述したコンピューターの知識やデータ
使用の制限という問題は解決できる。そして、コーパス分析の書籍を活用することで、コー
パス言語学者の専門知識から得た知見に基づく英語の頻度や語法といった情報を得ること
ができる。換言すれば、専門的な分析はコーパスの研究者に任せた上で、小中高の英語教
員はその結果を授業に活用すれば良い。但し、コーパスに関する概観とその利点を理解す
れば、コーパス分析の結果をより有効に活用できる。次章では、コーパスの仕組みとその
特性について説明する。

2.コーパスの仕組みを知る
　コーパスとは、「電子化された大規模な言語テキストの集成体」（石川 2012, p. iii）と定
義される。コンピューターが発達し、コーパス研究に用いられる前には、「（特定の種類・
作家の文書［資料］の）集大成、集積」（井上・赤野, 2012, p. xii）を指したが、現在では
一般的にコンピューターで分析可能な大量のテキストデータをコーパスと呼ぶ。この事実
からもコンピューターの発展はコーパス研究に大きく寄与している。「コンピューターで
分析可能」であることと「大量のテキストデータ」の利用は、どのような発見や変化を英
語学や英語教育にもたらせたのだろうか。

2.1.頻度、コロケーション、パターン
　コーパス分析の成果の中で、小中高の英語教育に最も応用しやすいものは、頻度・コロ
ケーション・パターンの三つであるⅳ。以下に、例を加え、それぞれの特徴について説明
する。
　コンピューターで言語の分析が可能となれば、ある語句の頻度を知ることができる。コ
ンピューターは語句を検索し、その出現数を数えることに長けている。頻度が高い語句は、
話し言葉や書き言葉でよく使用される語句である。頻度が高い語句は、英語学習者が見聞
きする英語の中で出現する可能性が高い。対して、頻度が低い語句は学習しても、実際に
見聞きすることがあまり無いであろう。学習の効率を考えるならば、頻度が高い語句を優
先的に教えることで、実際の英語使用の中で体験する語句を学ぶことができる。コーパス
を分析することで、語句の頻度が分かる。
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　コンピューターで言語データを分析することで、語句の組み合わせであるコロケーショ
ンを知ることができる。コーパス分析に用いられる分析ソフトは、統計結果に基づき、あ
る語句と頻繁に用いられる語句を提示してくれる。コーパス言語学では、このような語句
の組み合わせを共起する関係と呼び、語句と語句との座りの良さを指す。具体的には、「す
る」という意味を持つ動詞は、同時に使用する（共起する）名詞によって異なる。「運動
する」では do exerciseとなるが、「願い事をする」では make a wishと異なる動詞を用いる。
広義では熟語の関係にあるとも言えるが、コーパス言語学が発展するに連れて、より広義
のコロケーションとして理解されるようになった。このようなコロケーションは、コーパ
スの中で頻繁に起きる組み合わせから見出される。言い換えれば、コロケーションとはデー
タの元となる英語母語話者の言語使用において、よく使われる組み合わせなのである。頻
度と同様によく使用されるコロケーションを学ぶことで、学習者はよく見聞きする表現を
学ぶことができる。コーパスを分析することで、語句のコロケーションが分かる。
　コンピューターによる言語分析は、パターンという語句の組み合わせを提示可能とし
た。コロケーションが動詞と目的語や名詞と形容詞という語句の組み合わせで有るのに対
して、パターンとは主語・動詞・目的語といった文法を基礎とする区分けから、さらに
広範囲に及ぶ定型句、もしくは柔軟に変化しうる句や文を指す（cf. Hunston 2002, Sinclair 

1991）。同様の概念は、フレイジオロジー（phraseology: Cowie 1998）と呼ばれることもある。
動詞 offerのパターンとして以下の図 1のようなものが考えられる。

助動詞など 副詞 動詞 冠詞 名詞
be able/unable to generously

offer

a service
can/could kindly an help
be pleased to helpfully the opportunity
would like to 　 　 　

図 1　動詞 offerのパターン例

　Hunston（2002）は、同じパターンの句が類似する意味を持つことを指摘している。
評価や判断を示す形容詞は、it is important/essential/necessary that…や it is appropriate/

inevitable/possible that…のように it is 形容詞 thatというパターンをとることがコーパス分
析によって明らかになっている。すなわち、パターンに見られる句の形式と意味に関連性
があるというのが、パターン分析による結論である。コーパスを分析することで、コロケー
ションよりも広い範囲での共起関係にある句のパターンを見つけることが可能となる。

2.2.大量なデータ
　コーパスは一人の英語母語話者から英語によって構成されるものではない。文学研究の
コーパスであれば有りうるが、英語教育の研究で利用されるコーパスは何千何万という多
くの母語話者の言葉によって構成されている。「大量なテキストデータ」であるコーパスは、
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母語話者一人の判断に頼らず、最も一般的で共通する表現を示してくれる。
　例えば、英会話でも英作文でもある表現が正しいか迷った場合にどうするだろうか。参
考書や文法書に答えがあるならば、それらを参考とするだろうが、全ての疑問の答えが書
籍に載っているわけではないし、特定の質問の答えは書籍で扱ってないかもしれない。勤
務校に AET（Assistant English Teacher）の母語話者がいるならば、その人に聞くのが簡単
であろう。しかし、その母語話者の回答が、必ずしも他の母語話者も同意するものとは限
らない。アメリカ英語とイギリス英語で表現が異なるかもしれないし、男性と女性、また
は年齢や地域によって表現が異なるかもしれない。コーパスを使用すれば、一人もしくは
数人からの回答ではなく、何百何千の母語話者からの回答を得ることができる。
　コーパスは、無数の母語話者からの発話を集積することで、個人による偏差を解消する
ことができる。コーパスのデータの後ろには、無数の英語話者がいると考えてよい。コー
パスによる分析は、英語の表現を正誤で判断するのではなく、よく使用されることとあま
り使用されないことで判断するように変化させた。「正しい英語」とは何であろうか。文
法書にある表現が正しく、記載されてない表現は間違いなのだろうか。母語話者が使用す
る表現が全て正しいのであろうか。規範的な規則から逸脱しているが、よく使用される表
現は存在する。コーパスは、規範的な規則に則っていなくともよく使用する表現や文法的
であってもあまり使われない表現を示してくれる。コーパスにある限りは母語話者が使用
した表現ではあるが、より数多くの英語話者が使用している表現が、より一般的な表現で
ある。英語学習者に教えるべき語句や表現とは、最も共通した一般的なものであるべきで
ある。「大量なテキストデータ」から成るコーパスは、多くの話者が使用し、共通する一
般的な英語を教えてくれる。

3.コーパス分析書籍の教育現場への活用例
　コーパス分析に基づき英語の語句の頻度・コロケーション・パターンを解説する書籍は、
数多くの母語話者の話し言葉や書き言葉から構成されるコーパスを使用することで、一般
的な英語を反映し、専門家によるコーパス言語学の理論に基づく分析がなされている。小
中高の英語教員は、語句の頻度・コロケーション・パターンに関する情報を教室活動に応
用できる。

3.1.頻度
　頻度が高い語句というのは、より多く使用される語句である。小中高の英語学習者が英
語を学ぶときに頻度が高い語句を学べば、その語句を見聞きする機会が多く、英語で話し
たり聞いたりする際に、より一般的な表現を使用することができる。以下に、『投野由紀
夫のコーパス超入門－コーパスでわかる英語学習のコツ』（投野 2006）を用いて、頻度に
注目した指導例を紹介する。
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別れのあいさつ
TOP10

① See you (later).
② Bye.
③ Bye bye.
④ Take care
⑤ Have a nice day.
⑥ Good bye.
⑦ Take it easy.
⑧ So long.
⑨ Have a good one.
⑩ Have a good day.

表 1　話し言葉コーパスにおける別れのあいさつの頻度順（投野 2006 p.134）

　表 1にある表現を、小学生や中学生などの英語学習の初期段階で活用できると良い。日
本語で「さようなら」と同等に別れを告げる表現が、いくつかあることを理解させ、授業
の最後のあいさつで毎回異なる表現を教師が使用し、そのあいさつに生徒が答えることで
異なる別れのあいさつに触れれば、実際に英語で話す際にも Byeや See you だけではなく、
異なる表現であいさつができるようになるだろう。
　高校生には、その会話例からそれぞれの表現がどのように使用されているかを調べる活
動をするのが良い。それまでの教室でのあいさつを通して、異なる別れのあいさつがある
ことはすでに理解している。それらのあいさつがどのような状況で使われているのかを知
ることで、状況に即したあいさつを意識するようになるだろう。

トップ 100に登場する助動詞
（6件）

① will
② would
③ can
④ could
⑤ should
⑥ may

表 2　コーパスにおいて頻度上位 100語内に入る助動詞（投野 2006 p.44）

　表 2の助動詞の頻度に注目すれば、wouldや couldがよく使用されていることが分かる。
このことから、文法シラバスに則り wouldや couldをそれぞれ willや canの過去形と教え
るよりも、丁寧な依頼や許可の表現である Would you...? / Could you…? / Could I…? などの
句において、よく使用されている事実を考慮する必要がある。投野（2006）は shouldも
含め、これらの助動詞は「～かもしれない、～だろう」という推量の表現でよく使用され
ていることをコーパス分析の結果に基づき指摘している。実際の会話や文章で使用頻度が
高い wouldや couldの指導のヒントとなるであろう。
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3.2.コロケーション
　コロケーションとは語句の結びつきであり、頻度の高い語句の組み合わせである。コー
パス分析の利用としては、最も利用されることが多い情報である。『NHK100語でスター
ト！英会話　コーパス練習帳パーフェクト』（投野 2008）と『プログレッシブ英語コロケー
ション辞典』（塚本 2012）を使用し、forgetのコロケーション指導例を提示したい。

forget to＋動詞
1 put Don't forget to put your name down on the list.

2 get Don't forget to get me a receipt.

3 take She forgot to take her umbrella with her.

4 do I forgot to do my homework.

5 bring I forgot to bring my notebook.

表 3　forget to + 動詞のコロケーション頻度上位 5つと例文（投野 2008 p. 134）

　表 3は、forget to＋動詞のコロケーションを頻度の高いものから 5つとその例文を示し
ている。forget to＋動詞（不定詞）「～することを忘れる」という句は、forget …ing「～
したことを忘れる」との対比で文法説明がなされる。例文として、I’ll never forget meeting 

her.や Don’t forget to meet her.（石黒 p. 217）があげられ、その違いが説明されているが、コー
パスで頻度が高いコロケーションとなる put, get, take, do, bringなどで説明することで、学
習者が学習後に見聞きする可能性が高い例文で、文型の違いを理解させることができる。
さらに、forget to＋動詞を授業内で学習した後に宿題として、高頻度のコロケーションで
ある put, get, take, do, bringを用いて英作文させるのもよい。頻度の高いコロケーションを
使うことは、英語母語話者にとっても馴染みが深い句構成で理解しやすいため、英語で伝
える際により効果的に意味を伝えることができるだろう。

completely forget すっかり忘れる
almost forget ほとんど忘れる
never forget 決して忘れない
soon forget すぐ忘れる
easily forget 簡単に忘れる

forget about A Aのことを忘れる
表 4　動詞 forgetのコロケーション（塚本 2012 p. 197）

　『プログレッシブ英語コロケーション辞典』（塚本 2012）は辞典と銘打つだけに、コロ
ケーションの収容語数が他の書籍に比べ充実している。同じく forgetを例にしてコロケー
ションを見てみよう。この辞典では、動詞 forgetに対する副詞のコロケーションを紹介す
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ると同時に前置詞 aboutのコロケーションをあげている。このコロケーションの情報があ
れば、…completely forget about…という高頻度のコロケーションを含む句を作ることがで
きる。例えば、パタンプラクティスにおいて、forgetから forget about、そして completely 

forget aboutと句を拡張する練習が行える。その句構造は根拠の無いものではなく、コー
パスという多くの言語話者の使用という証拠に基づいたものとなる。
　このように動詞と目的語に限らず、副詞や前置詞などの他の品詞を含みながら構成され
る句をパターンと解釈することができる。コロケーションを拡張したものがパターンと概
略的に理解しても良いだろう。次節では、パターンを用いた指導例をあげる。
　
3.3.パターン
　前述したように、パターンとコロケーションの間に厳密な区別はなく、動詞と目的語や
名詞と形容詞という語句の組み合わせに注目するコロケーションに対し、パターンは文
法の区分を越えた広範囲に及ぶ句や文の構成をさす。さらに、パターンは前置詞や副詞
などの特定の文法機能を持つ語句とのコロケーションである文法的コロケーションを含
むⅴ（堀 2009）。例として、『プログレッシブ英語コロケーション辞典』（塚本 2012）から
forgetをあげる（表 5）。

forget （that）… …ということを忘れる
forget wh- …かを忘れる
forget to do …し忘れる
★ wh- は how, why, where, when など

表 5　動詞 forgetのコロケーションとパターン（塚本 2012 p. 197）

　forgetのコロケーションとして that節や wh-で始まる疑問詞節、そして to 不定詞が続く
ことが示されている。このコロケーションは completelyや almostのような特定の語では
なく、文法上の句構成として高頻度で共起するものをあげている。言い換えれば、that節、
wh-節、to do内の語句は自由であるが、forgetに that節、wh-節、to doが続く句や節が構
成される頻度が高いことを示している。動詞 forgetの直後には目的語となる名詞を置くよ
りも、that節、wh-節、to doが来ることが多いのである。このような文法的コロケーショ
ンを含めた高頻度の句構成をパターンと定義することができる。英語学習者がパターンを
多く学べば、英語を表現を作り上げる苦労を低減できるだろう。パターンは、英語学習者
の話す・書くという発信を助けるフレーズとなる。
　『Oxford collocations dictionary for students of English, 3rd edition』（McIntosh他 2009、以下
OCD）も『プログレッシブ英語コロケーション辞典』（塚本 2012）と同様に、コロケーショ
ンとパターンの両方の情報を提供する辞書である。OCDは副詞や前置詞のコロケーショ
ンに加えて、forgetに先行する動詞句を紹介している。例えば、seem to, tend to, want to, 
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try to, be easy toなどがあり、このコロケーションを用いれば、seem to forget や it is easy to 

forgetというパターンを作成可能となる。さらに、定型句として forget all about something, 

forgive and forget, keep forgetting, largely forgottenなども紹介しており、このような表現を
組み立てる部品としてのパターンを使うことで、より英語母語話者の発話に近い表現を作
ることができる。

3.4.作文指導でのコーパス分析書籍の活用例
　生徒や学生の作文添削ツールとしても、コーパス分析の辞書は活用できる。英語学習
者は、母語話者とは異なるコロケーションを使用する傾向がある（鎌倉 2007, 2012）。小
中高の英語教員の多くが非英語母語話者であるため、コロケーションの適否を判断する
ことは難しい。その解決法として『Oxford collocations dictionary for students of English, 3rd 

edition』（McIntosh 他 2009、 以 下 OCD） や 『Collins Cobuild - Advanced Learner's English 

Dictionary 5th edition』（Collins Cobuild 2006、以下コウビルド）を利用して頂きたい。
　以下に、ケーススタディとして筆者が愛知大学で担当する英作文の授業にて、実際に提
出された作文に見られた例をあげ、コロケーションとパターンの指導例を紹介する。

Nengajo is a postcard that tells friends New Year greetings.

　私がこの文を見た時に、tell…greetingsというコロケーションが一般的なものなのか気
になった。おそらく「あいさつを伝える」という日本語のコロケーションを英語に借用し
たような感じを受けた。コロケーション辞書である OCDで greetingsのコロケーションを
調べてみると bring, extend, sendという動詞がよく使用されることが分かった。添削例と
して、send…greetingsという表現があることを学生に提示した。このように教員自身が適
切なコロケーションを知らなくとも、コロケーション辞書を使用すれば、コロケーション
の指導は可能となる。

“Mononofu” is a person who is an enthusiastic fan of the “Momoiro-Clover Z”.

　文の内容はさておき、enthusiastic fanというコロケーションが、前例と同様に日本語の
コロケーションからの借用に思えた。同じく OCDでは、fanのコロケーションとして big, 

great, keen, dedicated, devoted, obsessiveなどの形容詞をあげている。それらの形容詞を添削
した文章に提示し、学生のコロケーションへの意識付けを喚起するように努めた。

“Geisha” is a Japanese woman who treats guests by dancing, singing, and providing entertainment.

　「余興を提供する」という日本語のコロケーションと同様に、provide entertainmentは英
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語で一般的なコロケーションなのだろうか。OCDにも provide entertainmentは lay on, offer, 

put onなどの動詞・動詞句と一緒に紹介されている。このように教員も添削とコロケーショ
ン辞書の使用を通じて、コロケーションを学ぶことができる。ぜひとも、英文の添削にコ
ロケーション辞書を活用して頂きたい。
　『Collins Cobuild - Advanced Learner's English Dictionary 5th edition』は OCDとは異なり、
句のパターンが辞書に記載されている。そして、異なる意味を含む多義語に関しては、異
なる意味と対応するパターンを用例の横に提示している。句の形式と意味の関連、簡単
に言い換えれば、異なるパターンは異なる意味を示すことを示唆している（cf. Hunston 

2002）。類似した語句でも、意味が異なればパターンが異なるのである。
　日本語では同じ訳となる語句でも、その意味の違いをパターンの形式から判断すること
が可能となる。例として、「許す」という語を取り上げる。和英辞典を調べると、permit, 

forgive, allowなどが見つかる。英和辞書では「許可する」、「容赦する」などの語句を用い
て意味の違いを説明しようとしているが、パターンからの説明が可能である。コウビルド
では、be permitted into 名詞というパターンを紹介し、一方、forgiveは forgive 名詞 for 名詞、
そして allowには be allowed to 不定詞というパターンを提示している。permitと forgiveで
は、それぞれ intoと forと異なる前置詞を用い、permitと allowはどちらも受身形の形を
とるものの前置詞と不定詞と続く語が異なる。このようにパターンから語の違いを探るこ
とができる。さらに、allow me to…や permit meは丁寧な表現として紹介や提案の初めに
使う表現であるが、forgive meは謝罪に使われる。このような情報もコウビルドは提供し
てくれる。英語学習者が自主的に辞書を活用し、自分が表現したい意味に近いパターンを
選ぶことができるようになれば、学習者の発信能力は格段に上達するであろう。コロケー
ション辞書と同様に、パターンを記述したコウビルドの活用を強く薦めたい。

4.授業準備のための参考図書紹介
　第 3章にて、コーパス言語学の専門家によって分析された頻度・コロケーション・パター
ンの情報を小中高の英語教育の現場でどのように活用すればよいか例を挙げた。この章で
は、前章で参照した各書籍を紹介する。小中高の先生方が利用や購入される際の参考にし
て頂きたい。

4.1.『投野由紀夫のコーパス超入門－コーパスでわかる英語学習のコツ』（投野 2006）
　この書籍はコーパスを初心者向けに書かれた入門書である。コーパスから得られた情報
を英語学習に応用することを目的に書かれており、小中高の英語教員に役立つ本である。
本論文の中でも、コーパスの仕組みを知ることによって、コーパスからの情報をより効果
的に利用することができると述べた。この書籍は、コーパスとは何かを理解するために適
した本であり、以下の節で紹介する書籍を利用する前にこの書籍を教科書代わりに読むこ
とを勧めたい。コーパス分析によって得られた情報も記載されているので、この本の情報



－66－

を指導内容に織り込むことが可能である。

4.2.『NHK100語でスタート！英会話　コーパス練習帳パーフェクト』（投野 2008）
　この書籍は前節で紹介したものと同様に、投野由紀夫先生によって書かれたものである。
投野先生は、NHKにて 2003年から 2007年の間『100語でスタート !英会話』と 2009年
に『コーパス 100!で英会話』というテレビ番組を担当されていた。この番組が「コーパス」
という言葉と概念を英語学習者や教員に広めた功績は大きい。『コーパス練習帳パーフェ
クト』は、放送で紹介したコーパスによる情報を書籍に纏めたものである。前節 4.1.にて
紹介した書籍よりもコロケーションを説明している語が多く、184の単語のコロケーショ
ンと用例を紹介している。関連書籍に、『NHK100語でスタート！英会話』シリーズで『コー
パス練習帳』（2004）、『スーパーコーパス練習帳』（2005）、『コーパス練習帳プラス』（2006）
がある。

4.3.『プログレッシブ英語コロケーション辞典』（塚本 2012）
　4.1.と 4.2.で紹介したものは書籍であるが、以降紹介するのは辞書である。辞書である
ことから、収録語数や用例が豊富である。『プログレッシブ英語コロケーション辞典』は
名詞・形容詞・動詞から選出した基本語約 2,500語をアルファベット順に配列し、そのコ
ロケーションを記載している。語彙的コロケーションにおいて、名詞では「動詞＋名詞」「形
容詞＋名詞」「名詞＋名詞」、動詞では「副詞＋動詞」、形容詞では「動詞＋形容詞」「副詞
＋形容詞」を中心に示している。文法的コロケーションでは、動詞とのコロケーションで
「動詞＋ to do/doing」「動詞＋ that」「動詞＋名詞＋前置詞＋名詞」、形容詞とのコロケーショ
ンで「形容詞＋前置詞」「形容詞＋ doing/to do」「形容詞＋ that/wh-節」、名詞とのコロケー
ションで「名詞＋ to do」「名詞＋ that 節」「名詞＋前置詞／前置詞＋名詞」を提示している。
さらに、I’m afraid (that)…や It’s fair to say (that)…のような導入節が紹介されており、会話
練習のタスク準備に応用できる。日本人英語学習者や英語教員が、初めて手にするコロケー
ション辞典として適しているだろう。

4.4.『Oxford collocations dictionary for students of English, 3rd edition』（McIntosh他 2009）
　この辞書は、オックスフォード大学出版社が英語学習者向けに編纂したコロケーション
辞書である。記述は全て英語であり、日本語での説明や記述は全くない。見出し語とコロ
ケーションを提示するレイアウトがとても見やすく、使いやすい。電子辞書の中には、こ
の辞書を収録するものもあるが、紙の辞書では太字でコロケーションが表示されている
のに対し、電子辞書ではその区別がなく、読みにくいことがある。収録されているコロ
ケーションの種類は、4.3.で紹介した英語コロケーション辞典とほぼ同じであるが、「数
量詞＋名詞」も含まれている。参考として以下に収録されているコロケーションの種類を
あげる（”adjective + noun”, “quantifier + noun”, “verb + noun”, “noun + verb”, “noun + noun”, 
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“preposition + noun”, “noun + preposition”, “adverb + verb”, “verb + verb”, “verb + preposition”, 
“verb + adjective”, “adverb + adjective” and “adjective + preposition”）。このコロケーション辞
書は、筆者が英語で博士論文を執筆した際に、最も役立った辞書の一つである。

4.5.『Collins Cobuild - Advanced Learner's English Dictionary 5th edition』（Collins Cobuild 

2006）
　このコウビルドの学習者向け辞書は、コロケーション辞書ではない。しかし、編纂の中
心となったイギリス・バーミンガム大学は、コーパス研究が盛んでコロケーションやパター
ンの分析がなされている。この辞書の特徴は、意味とパターンを関連付けて記載している
点にある。単語のある意味が受身形で用いられることが多いか、もしくは that節を導くこ
とが多いのかなどに、この辞書は答えてくれる。異なるパターンは異なる意味を示す（cf. 

Hunston 2002）という考えは、“form and meaning”という概念で表され、意味のニュアン
スは句の構造によって識別可能であることを示す。コーパス言語学とパターンに関する知
識が豊富になればなるほど、この辞書の有用性を理解するようになるであろう。

5.まとめ
　この論文では、本来、不可分の関係にあるコーパスとコンピューターを小中高の英語教
育での活用という目的で、あえてコンピューターを使用しないコーパス活用を提言した。
紹介した書籍が与えるコーパス分析から、語や句の『頻度、コロケーション、パターン』
の情報が英語教育の活動に応用できることを確認した。そして、コーパス分析の情報を活
用することで、小中高の英語学習者の『話す・書く』という発信する技能を向上させるタ
スクが準備できることを、実例とともに説明した。紹介した書籍を利用することで、小中
高の英語教員にとってコーパスが少しでも身近なツールとなり、指導を充実させる助けと
なることを願う。

引用文献
Anthony L. (2012). Laurence Anthony’s website. 参照日 : 2012年 12月 28日、参照先 : Laurence 

Anthony’s website: http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/index.html

Biber, D., Johansson, S., Leech, G., Conrad, S. and Finegan, E. (eds.). (1999). Longman Grammar 

of Spoken and Written English. Harlow: Pearson Education Limited

Brigham Young University. BYU-BNC British National Corpus.参照先 : http://corpus.byu.edu/bnc/

Collins Cobuild. (2006). Collins Cobuild - Advanced Learner's English Dictionary 5th edition. 

Glasgow: Collins Cobuild

Cowie, A., P. (1998). Phraseology: theory, analysis, and applications. Oxford: Clarendon Press.

堀正広（2009）．英語コロケーション研究入門．東京：研究者
井上永幸、赤野一郎（2012）．ウィズダム英和辞典第 3版．東京：三省堂．
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phraseology. 未出版MPhil論文、英国立バーミンガム大学大学院MPhil論文．
鎌倉義士（2012）．What do learners say? –phraseological account of learners’ language. JACET 

51 Proceedings, Japan.  

McIntosh, C., Francis, B., and Poole, R. (eds.). (2009). Oxford collocations dictionary for students 

of English, 2nd edition. Oxford: Oxford University Press.

Sinclair, J. (1991). Corpus, Concordance, Collocation. Oxford: Oxford University Press.

投野由紀夫（2006）．投野由紀夫のコーパス超入門－コーパスでわかる英語学習のコツ． 

東京：小学館．
投野由紀夫（2008）．NHK100語でスタート！英会話　コーパス練習帳パーフェクト．東京：

NHK出版．
塚本倫久（2012）．プログレッシブ英語コロケーション辞典．東京：小学館．
──────────────
ⅰ　三省堂のウィズダム英和辞典は 2012年現在で第 3版を重ね、まえがきにコーパスに
関するページを設けている（井上・赤野, 2012）。その辞書では、日本人英語学習者への
辞書編纂を目的とした三省堂コーパスという約 1億語を収録する独自のコーパスを構築
し、分析を行なっている。
ⅱ　無料のコンコーダンサーで有名なものには、早稲田大学ローレンス・アントニー教授
作成の AntConc（アントコンク）が有る。以下のウェブサイトからダウンロードできる。
http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/software.html (Anthony 2012)

ⅲ　無料のコーパスには Brown Corpusなどの無償データとウェブ上で検索可能なブリガ
ムヤング大学の BYU-BNCなどが有る。Brown Corpusは以下のウェブサイトからダウ
ンロード可（http://nltk.googlecode.com/svn/trunk/nltk_data/index.xml）。BYU-BNCはウェ
ブ上にコンコーダンサーがあり、以下のサイトでコーパス分析が可能である（http://cor-

pus.byu.edu/bnc/）（Brigham Young University n.d.）。
ⅳ　他にもレジスター（register）とよばれる言語使用域での語彙の違いもコーパスから得
られる重要な情報である。例としては、書き言葉と話し言葉という言葉の違いが、語句
に現れているのかを調べたり、書き言葉の中でも論文で使用される語句と小説に見る語
句の違いを調べたりすることが可能である。しかし、本論文はコンピューターを用いな
いコーパス分析の利用を目的とするため、異なる言語使用域から成るデータの比較が必
要となるレジスター分析は対象としない。
ⅴ　文法的コロケーションは colligation（コリゲーション Hunston 2002）とも呼ばれる。
堀（2009）は、文法的コロケーションに対し、語と語のコロケーションを語彙的コロケー
ションと定義している。
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Googleで何ができるか、何が分かるか：効率的な英文校閲法

仁科　恭徳
（明治学院大学）

概要

　本論文では、Googleを一種の大規模コーパスと見立てることで、ネイティブに頼らな
くても、日本人英語学習者の英文の文法性や自然さを効率的にチェックできる手法を示す。
特に、本論で示す内容は、英語非母語話者が書いた英文の校閲時に有効であり、ライティ
ング指導に活用できることも同時に提案したい。

キーワード：コーパス言語学、Google、ライティング指導

1.序論 : Googleを活用することで何ができるか
　本論文では、ALTなどの英語母語話者の力を借りずに、自分や生徒の英語の正しさ・
自然さを確認し、ライティング指導に活用可能な Googleの活用法を紹介する。
　英語教員にとっては、英語による書類作成や生徒に課した自由英作文の宿題の添削は日
常的業務の一つであろう。英語の直感がない非英語母語話者にとって、不完全な英語を添
削し、自然な英語のニュアンスへと修正するのは骨の折れる作業である。しかし、奥田
（2011）が著書の冒頭で述べるように「英作文」とは「英借文」である。Google上にあがっ
ているネイティブが書いた膨大な英語を一種の辞書と見立てることで、市販の学習辞典に
は掲載されていない自然な表現が獲得でき、効果的に英語を校閲することが可能となる。
　Googleを活用した英文の校閲は、以下の 2つの点において可能である。

　1.自作した英文が文法的に正しいか。
　2.共起関係など、語や句の選択が自然か。

　「自分や生徒（もしくは学生）が作成した英語を文法的に正しく直したい」場合や、「自
然な英語を書いてみたい」場合に、Googleはその威力を発揮する。

2.英文チェック手順
　自分や生徒（もしくは学生）の英語をチェックする際には、辞書や参考書を活用したり、
ネイティブ講師に尋ねるのが通例であろう。最近では翻訳ソフトの質もあがり、ネット上
では無料のオンライン翻訳の恩恵を受けることができるので、機械翻訳の手を借りる人も
多い。
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　また、電子辞書などを有効的に使えば、ライティング時にそれなりの効果はある。辞書
には訳語だけでなく、共起語やレーベルなどの使用場面、使用頻度の高い構文の情報など、
自然な英語を産出するための情報が集約されている。しかし、重要な情報を厳選した辞書
だけではライティング時に必要な情報が不足することもしばしばある。そこで、欲しい英
語の情報を瞬時に獲得するために、Googleを英文ネイティブチェッカーとして活用する
方法を以下提示する。
　初めに注視すべき自己流英語のチェック項目を以下に挙げる。

［単文など一般的な英作の場合］
・冠詞の有無など、文法的に正しいか。
・共起関係など語のふるまいが自然か。
［複文以上の自由英作の場合］
・連結語を正しく有効的に活用しているか。
・正しい順序で論点が述べられているか。
・議論内容が序論から結論まで首尾一貫しているか。
［発表原稿の場合］
・文語調など固くなりすぎていないか。
・聞き手に分かりやすいように、英文が複雑になりすぎていないか。
・weや youなど人称代名詞を用いて聞き手をうまく巻き込んでいるか。

自由英作の場合は特に日本語と英語で議論の提示方法が異なるので留意すべきである。ま
ずは自分の知識だけで以上の項目をチェックした後に、不安な箇所があれば手持ちの辞書・
参考書で調べてみるとよい。欲しい情報が辞書・参考書に掲載されていれば問題ないが、
そうで無い場合に Googleを活用してみる。
　Googleを活用してチェックできる項目は上記の初めの 2つ、つまり単文レベルの文法
と共起関係の調査である。Fluency（流暢さ）に注目するのであれば、ある程度の文法ミ
スは逆に

4 4

軽視する方が良いという考えもあり、英語に熟練した教員でも完璧な英語を産出
することが難しい現状を考えれば納得も行く。しかし、これも程度の問題で、読み手に内
容を正しく理解してもらうためには、過度な文法ミスや不自然な共起関係などは最小限に
抑えるべきである。

3. Google活用法
3.1.意味を調べる場合
　Googleは、英語の語句の意味を調べるのに恰好の辞書になる。例えば、serendipityの意
味を知りたい場合、“serendipity is” （serendipityとは）や “what is serendipity” （serendipityと
は何）のように検索すればよい。また、stands for （表す）や origin （由来）、etymology （語源）
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を用いて、“serendipity stands for” のように検索してもよい。
　また、ウィキペディアで調べたい場合は”serendipity Wikipedia”と検索し、後述する
define （定義）コマンドを使えば、“define: ~”と検索することで検索語の定義が瞬時に獲
得できる。“英和 serendipity”とすればウェブ上の英和辞書で意味を確認することも出来る。
このように、手元に辞書が無くてもオンライン環境が整っていれば英語の語や句の意味を
瞬時に調べることができる。
　さらに、略語を調べたい場合は “abbreviation of” を用いて “ASAP is an abbreviation of”
と検索したり“ASAPは *の略” と検索すれば、略語の意味が見つかる。

3.2.英文をチェックする場合
　Googleを活用して英文をチェックする方法は、1） 信頼性のある英語サイトの指定、2） 
検索語句の限定、3） 何を入れるべきかの確認、4） 候補からの断定、5） 件数比較、などに
分かれる。初めに、各方法で用いる検索記号と検索コマンドを以下にまとめる。尚、検索
コマンドのコロンの前後には半角スペースを入れない。

表 1. Google検索で活用する検索記号と検索コマンド
検索記号 意味 使用例
“ “ （ダブルクォート） フレーズ検索 “food support”
*（アスタリスク） ワイルドカード検索 “let me *”
検索コマンド 意味 使用例
site: サイト指定 site:uk（イギリスのサイト）
filetype: ファイルの種類を指定 filetype:pdf（PDFファイル）

表 1には、以下で紹介していない検索記号・コマンドも含まれる。例えば、検索コマンド
filetypeを用いれば、PDFやワードなどファイルの種類を指定でき、PDFファイルに含ま
れる emailという語を検索したい場合は email filetype: pdfと検索する。

3.2.1.英米ドメイン（信頼性ある英語サイト）の指定
　Web上には様々な言語で書かれた世界中の情報が日々アップされている。同じく、英
語もアメリカ人やイギリス人などの英語母語話者が書いた英語だけでなく、中国人やスペ
イン人など非英語母語話者の英語もウェブ上に豊富にある。つまり、規範とすべき英語の
用法をWeb上で検索する場合には、信頼性の低い英語を検索時に極力回避する必要があ
る。
　基本的に英語は英語サイト www.google.comで、和訳や日本語の解説などは日本語サイ
ト www.google.co.jpで検索するのが通例で、前者では信頼性のある英語が優先的に表示さ
れ、後者では英語と日本語が混ざったページや和製英語が含まれる。もう少し英語の精度
をあげたければ、アメリカ、イギリス、カナダ、オーストライアの 4カ国にサイトを限定
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して検索すると良い。逆に、個人のホームページやブログ、Twitter、Facebook、ウィキペディ
アの英語の信頼性は低く信頼性に欠けるので避けよう。
　特に、Googleの検索設定で「サイト」または「ドメイン」を指定することを推奨する。
例えば、イギリス英語を検索する場合は ukを、アメリカ英語を検索する場合は（usaと
いうドメインが存在しないので） eduを指定する。アメリカ国内で用いられるドメインに
は、edu（イギリスは ac）が教育機関、govが政府機関、milが軍、usが州政府・市庁で、
edu以外はやや専門的になる傾向にある。英国の教育機関と指定したい場合は ac.ukとし
よう。また、orgは非営利団体、coと comが商用や会社、netがネットワークを示し、ア
メリカ以外でも用いられるので指定しない方が無難である。

3.2.2.検索語句の限定 

　ダブルクオテーションを使うことで検索語句を限定することができる。例えば、Your 

question is to the point. （君の質問は的を射ている。）という表現がどのような文脈で使われ
ているか知りたい場合、“..........” でくくって検索すればこの句が使用されたページだけが
結果として返される。ちなみに、point以外にどのような名詞（句）が続くか知りたい場合は、
Yourから theまでをダブルクオテーションで括ろう。色々な語がヒットするが pointが圧
倒的に多いことが分かろう。

3.3.3.アスタリスクの活用
　自分で英語を書いている時や生徒の英文を校閲している時に、あるフレーズや構文、文
の中でどの語を用いればよいか不安になることも多い。このような場合には、アスタリ
スク（*）検索（ワイルドカード検索とも言う）を活用する。Googleの検索機能では、ア
スタリスク（*）は任意の 1語以上を示す。例えば、in the beginning of the yearと at the 

beginning of the yearのどちらが正しいか判断できない場合、句頭の前置詞部分にアスタリ
スクを入れダブルクオテーションを用いて “* the beginning of the year” と検索する。結果、
件数から inも使えるが atの方が自然であることが分かる。複雑な英文になれば自ずとヒッ
ト件数も少なくなるので、アスタリスク検索では主語や目的語を極力指定しない工夫も適
宜必要である。

3.3.4.候補からの断定 : OR検索とパイプ検索
　語の共起関係や文法の調査にも Google検索は有効である。例えば、いくつかの候補が
ありどれが正しいか確認したい場合、OR検索やパイプ検索を実行する。The earth travels 

~ the sun. の「～」にどの前置詞が入るか確認したい場合、OR検索では“the earth travels 

（in OR on OR at OR with OR around） the sun” のように指定し、パイプ検索では “the earth 

travels in|on|at|with|around the sun” と指定する。尚、この縦棒（ | ）のことをパイプと呼ぶ。
結果、aroundが自然であることが分かる。
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3.3.5.表現の比較
　類似した 2つの表現がどちらも Google検索である程度ヒットした場合は、「Google 

Fight」（www.googlefight.com）を活用するのも一つの手である。当サイトでは、比較した
い 2つのキーワードを入力すると、イギリスの英語サイトにおける Google検索のヒット
件数が瞬時に比較できる。例えば、「闘う」の意味で make a fightと make a battleのどちら
がよく使用されるだろうか。サイト内のKeyword #1に“make a fight”を、Keyword #2に “make 

a battle” を入力して、Fight!をクリックする。比較中にファイトしているアニメが表示され、
結果が件数付きの棒グラフで表示される。結果、イギリスの英語サイトでは make a fight

のほうが多く使われていることが分かる。尚、アメリカの教育機関のサイトに限定する場
合は、検索コマンドでキーワードの後に site:eduと入力すればよい。結果、同様に make a 

fightの方が多く使われていることが分かる。

4.具体的な検索例
　それでは、品詞別に実際の具体的な検索例を見ていく。初めに Googleを活用した英文
チェックのテクニック方法を以下にまとめる。

・意味のかたまりで検索する（フレーズ検索）。
・獲得した表現の URLが英語圏の国か確認する。
・使いたい表現が見つかったら、単体で再度検索し件数を確かめる。
・冠詞の有無で検索結果を確かめる。
・単数形と複数形でも検索してみる。
・ヒット件数が多くても、必ず後続する語句を確認する。

特に、冠詞の有無や前置詞の種類は後続する名詞で変わることから、検索語句の実例を
精査することに注意する。例えば、「電話で」は on the phoneが正解だが、“in the phone”
で検索しても多数ヒットする。実は、ヒットした例を見ると in the phone boothや in the 

phone book、in the phone numberなど inが phoneの後続名詞にかかっている例が多いこと
が分かる。検索した箇所にだけ注目していると重要なミスを犯すので注意が必要である。

4.1.冠詞の場合
　日本人が不得意な文法項目の一つが冠詞である。例えば、「茶碗と受け皿」と言いた
い場合、cupと saucerの両方に aを付けるべきだろうか。両方に aを付けて“a cup and a 

saucer”と検索してもある程度はヒットするが、“a cup and saucer”と検索すると圧倒的に
こちらの方が多いので後者が正しいと分かる。なお、類似した表現に a knife and forkや a 

hat and coatなどがあり、自然な組み合わせの場合、aは必要でない。
　また、「多くの電子メールを送る」の意で send a lot of emailという表現が思いついた場
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合も、「電子メール」を複数形にすべきか迷った場合は “send a lot of email” と “send a lot 

of emails”を、イギリスのサイト site:ukに限定して検索する。結果、複数形 emailsの方が
多数ヒットするのでこちらが自然と分かる。ちなみに“a lot of email” site:ukと検索すると
多数ヒットするが、実例の多くが a lot of email に clients, templates, filesなどの名詞が後続
しているので、検索時に注意する必要がある。
　このように、冠詞の有無や単複に関して自分や生徒の英語に誤りが無いか随時 Google

検索で確認することで、より自然で正しい表現が得られる。但し、注意点が一つある。安
藤（2007）が例を上げるように、例えば “a education”と検索した場合にかなりの数がヒッ
トするが、実例に a.education や （a） education、a:educaiton などが含まれる。Googleは検索
時に、括弧、カンマ、ピリオド、ハイフン、コロンなどの記号は無視されるので注意が必
要である。

4.2.前置詞の場合
　正しい前置詞の選択も日本人英語学習者にとって悩ましい問題の一つである。例えば、
動詞句に含まれる前置詞の正しい選択などを調べたい場合にも Google検索は有効である。
「（自分の）自転車に乗る」という意味で、ride on my bikeか ride in my bikeで迷った場合、
“ride * my bike” や “ride in|on my bike”, “ride （in OR on） my bike”で検索する。もちろん、
Google Fightを活用してもよい。結果、onが自然と分かる。
　このような情報は、辞書にも掲載されているレベルである。それでは、「その犯罪の背
後にある動機」の英訳はどうであろうか。動機は the motives、犯罪は the crimeとし、“the 

motives * the crime” で検索してみると、forや behindが入ることが分かる。また、「Aは ~

の名前で出版・販売された」と言う場合は、［A + be動詞 + published/sold * the name of ～］
という形式をとることは想像がつく。しかし the name of ~の前にはどのような前置詞がく
るだろうか。検索の結果、withと underが同じぐらいの件数でヒットする。withは思いつ
いても、underは中々思いつかないのではないだろうか。これが Googleの威力である。

4.3.形容詞・副詞の場合
　名詞と相性の良い形容詞を探す場合にも Google検索は活躍する。例えば、「~の多くの
知識がある」の意で、have （     ） knowledge of ～の括弧には何が入るだろうか。『ウィズ
ダム和英辞典第 2版』には「多くの」では a lot, many, muchが、「豊富な」の意味で rich, 

affluent, abundant, plentiful, ampleなどが掲載されている。Google検索の結果、顕著な形容
詞には sufficient（十分な）、extensive（広い、多量な）、considerable（相当の）などがヒッ
トした。他にも instinctive（直感的な）、excellent（素晴らしい）、significant（重要な）な
どもヒットした。instinctiveを除き、これら形容詞は再検索の結果、ある程度のヒット件
数が認められたので妥当な表現であると言えよう。
　同様に形容詞と相性の良い副詞の検索にも Googleは有効である。「私は～にとても興
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味がある」の意で I am （    ） interested in ~ の表現は中学レベルで習うと思うが、空白には
どのような副詞が入るだろうか。検索の結果、particularly, very, really, especially, primarily, 

mainly, broadly, extremely, keenly, mainlyなどである。同様に、「私は～がとても好きだ」の
意で I am （     ） fond of ~の表現においても、very, particularly, quite, especially, extremely, 

ratherなどがヒットする。この中から自分が気にいったものを選ぶとまず間違いない。
　大学受験に頻出する言い換え問題の答えの獲得にも Googleは活用できる。例えば、受
験英語では cannot be too carefulと cannot be careful enoughの置き換え問題は頻出である。
この問題では、carefulにかかる tooの位置（前置修飾）と enoughの位置（後置修飾）に
注目している。これぐらい明白な文法の検索であればドメイン指定なしでも違いは明らか
で、“cannot be too careful”は何十万件もヒットするが、“cannot be careful too”は数十件と
その差は歴然である。また、“cannot be enough careful”はわずか数件で、“cannot be careful 

enough”は数万件という結果になる。このような形容詞と副詞の位置問題にも、Google

検索はその威力を発揮することを是非体感して欲しい。

4.4.動詞の場合
　「この店は家具を扱っている。」の意で This shop （     ） furniture ～という場合に括弧に入
る動詞は何だろうか。この場合も、アスタリスク検索を実行する。結果、sells, specializes, 

stocks, hasなどが入る。「扱う」という日本語に惑わされると、sellや specializeなどは思
い浮かびにくく、Googleが自然な語を教えてくれる。
　それでは、「データをDVDに保存する」はどうであろうか。「保存する」の英訳として『ウィ
ズダム和英辞典第 2版』では preserve, conserve, keepを掲載している。実際に、Googleで
“* data to DVD” と検索すると、burn, back up, copy, transfer, write, addなど多種多様な動詞
が見つかる。中でも burn photosという表現が多かった。
　同様に、「~は環境汚染を食い止めなければならない」の意で、“to * environmental 

pollution” で検索してみる。アスタリスクの前に toを置いたのは、形式的に to不定詞を指
定し動詞が後続するようにしたためである。結果、prevent, reduce, minimize, control, solve, 

avoidなどが見つかり、どれもニュアンスとして日本語の意味に相当することが分かる。
中には、直訳ばかり考えていては思いつかない動詞も Googleの力を借りることで瞬時に
判明する。

5.検索の実際
　最後にいくつかの検索問題とその検索方法、そして検索結果を挙げる。

5.1.検索問題
1. This MAC is （     ） superior to other WINDOWS. （このマックのパソコンは他のウィンドウ
ズのパソコンよりもはるかに性能が良い。）
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検索方法 : ［主語や目的語は指定せず、“is * superior to”と検索］
検索結果 : ［farや by far］

2. The birth rate （     ） XX percent last year. （昨年、出生率は XXパーセントだった。）括弧に
あてはまる動詞は何であろうか。
検索方法 : ［“birth rate * percent”と検索］
検索結果 : ［rose （上昇した）, fell by （～まで下がった）, has fallen （下がった）, was, increased 

（増加した）, declined （減少した）など］

3.ある和英辞書には「危険」の英訳に、（一般的な） danger, （予測できない） peril, （不利・
不幸な） risk, （偶然の） hazardを掲載している。それでは、「交通事故（traffic accident）の危険」
の意で用いる「危険」はどれが一番適当だろうか。
検索方法 : ［パイプ検索で“danger|peril|risk|hazard of heart disease”か OR検索で“（danger 

OR peril OR risk OR hazard） of heart disease” と検索］
検索結果 : ［riskが正解］

4.「高い死亡割合の理由は ...」の意味で、the reason of the high rate of death is...と試訳した
とする。この of theは正しいか。
検索方法 : ［アスタリスク検索で“the reason * high rate of death”］
検索結果 : ［the reason for ~ や the reason lies in ~が一般的］

5. We do disagree on this matter, however long we spend （    ） it. （どんなに長く議論しても、こ
の件に関しては我々は同意しない。）　正しい語を選択肢から選べ。
［1. discussing  2. talking  3. to discuss  4. to talk  5. in discussing  6. in talking］
検索方法 : ［選択問題は OR検索かパイプ検索 “spend to （discuss OR talk） it” / “spend 

（discussing OR talking） it” / “spend in （discussing OR talking）”］
検索結果 : ［spend discussing itが正しい。］

6. I have ~ respect for people who ...「...な人々に私はとても敬意を抱いている」では respect

を修飾するのは次のどれか。
　　　　1. great  2. big  3. large　4. very  5. fairly  6. relatively 

検索方法 : ［“great respect for”や“big respect for”と一つずつ選択肢を指定して件数比較
するか、一気に“have|has|had great|big|large|very|fairly|relatively respect for”と検索］
検索結果 : ［great、big、largeの順で自然］

7.「大勢の観衆」という表現 （     ） audienceには何が入るか。
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a large  2 a lot of  3. lots of  4. many  5. much  6. various  

検索方法 : ［語と句が混入している場合、一つずつ選択肢を入れて件数比較］
検索結果 : ［大勢の観衆は、a large を使用］

8.「芝生に立ち入り禁止」は keep off the lawnと keep out of the lawnのどちらが自然か。
Google Fightを使って調べよ。
検索結果 : ［keep off the lawn］

9.「部屋に立ち入り禁止」は keep off the roomと keep out of the roomではどちらが自然か。
Google Fightを使って調べよ。
検索結果 : ［keep out of the room］

10.「インターネットを使って情報を送る」という場合に用いる前置詞を調べよ。尚、動
詞は sendを用いよ。
検索方法 : ［“send information * the Internet” ］
検索結果 : ［over, across, via, through, 前置詞以外だと usingなど］

5.2.コロケーション検索例
　自然な英語を書く為には、適切な共起語を選ぶのが大切である。以下に共起検索の実例
を示すので、参考にして欲しい。

［検索例 1］ examine the * influence of N （Nの～な影響を調査する）
［結果 1］ potential （潜在的な）, relative （かなり）, possible （起こり得る）...などが出現する。
［検索例 2］ In this presentation I will * （このプレゼンテーションでは、私は～します）
［結果 2］ introduce （紹介する）, show （提示する）, describe （描写する）, discuss （議論する）, 

present （提示する）, review （おさらいする）
［検索例 3］ I will propose a new approach （of|in|for） （～の新しいアプローチを提案する）
［結果 3］ for

［検索例 4］ investigate the * of the * effect （＿効果の＿を調査した）
［結果 4］ mechanisms （メカニズム）, importance （重要性）, influence （影響）, behavior （ふるま
い）, role （役割）, longevity （寿命）, nature （性質）
［検索例 5］ I would like to * the factors （私は ...の要因を～したい）
［結果5］ understand, know more about, highlight （強調したい）, identify （特定する）, explore （探
求する）, investigate （調査する）
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6.まとめ
　本論文では、検索エンジンの代表格である Googleを活用した自己英文校閲の方法論を
段階的に提示した。パソコン環境が整った教室が整備されているのであれば、簡単な検索
方法を生徒に教えることも次世代型の英語ライティング教育であると筆者は考える。この
ように英語学習・教育がめまぐるしく変化する時代に合致した一つの英語教育方法論とし
て、Webを一種のコーパスと見立て徹底的に活用する必要性は今後ますます増えるであ
ろう。
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小学校英語ウェブコンコーダンサー 2.0

藤原　康弘
（愛知教育大学）

概要

　本稿の主たる目的は、2011年度に構築した小学校英語ウェブコンコーダンサー（the 

Web Concordancer for Elementary School English, Bora & Fujiwara, 2012）の機能拡充の現状を
報告し、小中高の教育現場、また大学等の研究機関での教育・研究利用を更に促進させる
ことである。小学校英語ウェブコンコーダンサー（Bora & Fujiwara, 2012）とは、筆者等（仁
科・藤原・松岡 , 2009; 仁科・長谷部・神谷・平田 , 2012; 藤原・仁科・松岡 , 2010; 藤原 , 

2011）が構築した小学校外国語活動に関連する 1）教材・指導書、2）教室英語表現資料集、
及び 3）児童英語検定関連書籍のテクストを、教育・及び研究に限定した目的で、各出版社・
執筆者等の著作権保有者から許諾を得られた部分をウェブ上で検索することを可能にする
システムである（ver. 1.0については、藤原 , 2012a, 2012b参照）。本稿では、利用者から
のフィードバックを基に、当ウェブシステムを改良した ver. 2.0の追加機能を中心に紹介
し、「小中連携」に微力ながら貢献し得ることを期待したい。
 

キーワード：小学校英語、コーパス、ウェブコンコーダンサー、各種検索手法

1.はじめに
　新学習指導要領が小学校（2011年度）、中学校（2012年度）、高等学校（2013年度）と
全面実施されつつあり、現在、日本の英語教育は大きな転換期を迎えていると言ってよい。
その移行期に、教員は自身の所属する各学校種「内」の英語教育内容の変化への迅速な対
応は勿論重要であるが、各学校種「間」の教育内容の変化の理解も同時に肝要と言えよう。
言うまでもなく、指導内容は各学校種で完結するものではなく、小中高と連続したもので
ある。それ故、教員は各学校種の指導内容の連続性を把握し、担当する児童、生徒を教授
すべきと言える。とりわけ 2011年度より開始された小学校外国語活動は、年間授業時数
や指導目標等において、「英語教育」という観点からは制限が多く見受けられるものの、「英
語が使える日本人の育成」（文部科学省 , 2003）を視野に入れて導入された英語教育カリ
キュラム上の主要な変更点であるため、その新規教育課程に対する理解は緊要である。
　しかしながら、文部科学省により共通学習内容を示す教材として発行された『英語ノー
ト』（2009）は、様々な経緯があり（詳細は管 , 2012）、『Hi, friends!』（2012）へ 3年程で
変更された。また共通学習内容を示す同教材も、使用は義務付けられるものではなく、当
指導内容自体、現場の教員に取捨選択を一任されている現状である（菅 , 2012）。つまり、
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小学校における英語指導内容は、他の学校種の教員からは、非常に見えにくい状況にある
と言わざるを得ない。
　上記の現状を鑑み、筆者達は小学校外国語活動に関連する 1）教材・指導書、2）教室
英語表現資料集、及び 3）児童英語検定関連書籍のテクストをコーパス化し研究成果を公
表する一方（仁科他 , 2009; 仁科他 , 2012; 藤原他 , 2010; 藤原 , 2011）、教育・及び研究に限
定した目的で、各出版社・執筆者等の著作権保有者から許諾を得られた同コーパスの部分
をウェブ上で検索することを可能にするシステムを構築した（藤原 , 2012a）。2012年5月に、
当システム、小学校英語ウェブコンコーダンサーを教育者、研究者に限定して公開し、以
降、利用者より幾つかのフィードバックを得てきた。そのフィードバックを基に、追加機
能を検討し、現在アップデート版を作成中である。そこで、本稿では、当ウェブシステム
を改良した ver. 2.0のβ版の追加機能を中心に報告し、「小中高連携」、とりわけ「小中連携」
の一端を担え得る当ツールの利用の広がりを期待したい。

2.言語資料
　執筆時（2012年 12月）において、1）教材・指導書（計 26冊）、2）教室英語表現資料集（計
3冊）、及び 3）児童英語検定関連書籍（計 3冊）のテクストのデータを公開中である（詳
細は付録参照）。また当データ群は全て、英国ランカスター大学が開発した品詞タグ付与
プログラム、CLAWS4（Constituent Likelihood Automatic Word-Tagging System）、c7により
自動的に品詞タグ付けが行われ、後に本学の英語専攻の学部生、大学院生数名により手作
業でエラー修正が行われている。この品詞タグ付けにより、表記形のみでなく、品詞情報
を絡めて検索する事が可能となる（詳細は次項参照）。尚、今後の出版状況、及び各出版
社の意向により、加除の可能性があることを申し添えておく。また、小学校英語に関連す
る教材等を当ウェブシステムに提供いただける場合、執筆者まで一報いただければ幸いで
ある。

3.ウェブコンコーダンサーの追加機能
　2012年 5月に公表した版（ver. 1.0）では、次の機能が利用可能であった：1）頻度表示、2）
検索対象コーパス選択（全て、または個別のテクストを選択）、3）品詞限定検索（e.g., 動詞、
前置詞の likeの区別）、4）品詞タグ表示（品詞タグを表示）、5）検索方式選択（完全一致、
部分一致、前方一致、後方一致）、6）並べ替え方法選択（左・右 1語ソート）。詳細は藤
原（2012a）、及び本プロジェクト HP上の「小学校英語ウェブコンコーダンサー ver. 1.0・
マニュアル」（藤原 , 2012b）を参照されたい。
　その基本機能は踏襲し、現在作成中のβ版で利用可能な追加機能は次の通りである：検
索語の（1）レンジ表示、（2）各コーパスの頻度表示、（3）検索対象テクストの任意選択、（4）
品詞タグ入力の簡易化、及び（5）品詞タグのみ検索。以下に簡潔ながら、具体的な事例を
踏まえて、各機能を紹介する。尚、上記のように開発中であるため、機能の詳細、レイア
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ウト等は今後の経過によって変更される可能性を申し添えておく。
（1）検索語の各コーパスのレンジ表示
　現行システム（ver. 1.0）では、頻度情報のみが表示されていたが、新システム（ver. 2.0）
ではレンジ、即ち何種類のテクストに記載されているかを併記する。同シリーズの教材と
指導書には同じ語彙が重複して出現する場合が多い上、教室英語の挨拶表現として全課に
同じ語彙、表現（e.g., I'm hungry）が繰り返し記載されている指導書もある。付け加えて、
児童英語用教材は、文字が記載されておらず、大半が絵、写真、図を中心としており、総
語彙数は著しく少ない（当データ群の延べ語数、異語数に関しては、付録参照）。上記の
ような性質を有すテクスト群では、頻度（i.e., 何回使用されたか）よりもレンジ（i.e., 何
種類のテクストで使用されたか）の方が重要な情報を提示しているとも考えられる（中條
他 , 2006）。故にレンジの情報も頻度情報と共に併記するよう機能を拡張した。
　例えば“unicycle”と“bicycle”を比較してみる。全 32種類のテクスト中、前者の
頻度は 17、レンジは 3、後者の頻度は 30、レンジは 9である；つまり bicycleの頻度は
unicycleの約 2倍程であるが、レンジは 3倍もある。付け加えて、unicycleの頻度 17回中、
14回は『Hi, friends! 2 指導編』の 1種類のテクストより抽出されており、生起状況にかな
りの偏りが確認される（図 1参照）。一方、bicycleの各テクスト内の頻度は 1回から 9回
の差はあるものの、概ね過剰な偏り無く使用される基本語彙であることが確認できる。よっ
て、両者の比較において、bicycleの方が児童英語においても基本語彙と言えるだろう。

図 1：ウェブコンコーダンサー画面（例：unicycleの結果）
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（2）検索語の各コーパスの頻度表
　上記の全体の頻度、及びレンジ表示だけではなく、各テクスト毎の使用頻度も掲示する。
上記の図 1の事例で示してあるように、テクストの題名の横にテクスト内の頻度を示すよ
うに改良した。これにより、検索語の全体での使用頻度、レンジ、また各テクスト内の頻
度情報が一斉に確認できることとなり、小学校外国語活動、及び児童英語教育全体を視野
にいれた検索語の重要度が確認できる。例えば共通学習内容である『英語ノート』・『Hi, 

friends!』と市販教材、また児童英検用テクストを俯瞰して比較する事ができる。日本英
語検定協会（2012）が公開する情報によると、2001年度に選択領域として「小学校英語
活動」の導入以降、児童英検の受験者数は約 6万人から 9万人へと 50%程、増えている。
当協会が提示する数字を眺めると、頭打ちする傾向にあるようにも見えるが、社会背景上、
減少する要因は少ないと思われるため、児童、保護者のニーズに合わせ、小学校教員は児
童英語検定も時に考慮する必要があるかもしれない。

（3）検索対象テクストの任意選択
　現行システム（ver. 1.0）では、検索対象テクストは全てか個別であったが、新システム
（ver. 2.0）では検索対象のテクストをチェック形式で任意に選択が行えるようにした。こ
の新機能により、様々な目的を持った検索対象のグルーピングが可能である。例えば、1）
『Hi, friends!』の教材と指導書のみを検索対象とし、現在、文部科学省が提示する共通学
習内容を確認する、また 2）所謂「クラスルーム・イングリッシュ」の表現の多様性を調
べる目的で、各テクスト付随の教師用指導資料集と教室英語表現資料集のみを検索対象と
する、他、3）上述の児童英検へのニーズに合わせて、児童英検関連テクストのみを検索
対象とし、必要語彙の難度を確認する等、様々な目的を持った検索が可能となる。検索の
際の設定方法は至極簡単で、図 2に示す【検索対象コーパス】のプルダウンメニューにて
各テクストをチェックで選択するのみである。設定後、語を指定して【検索】をクリック
すれば、チェックの入ったテクスト群のみからの結果が提示される。

図 2：検索対象コーパスのプルダウンメニューと選択
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（4）品詞タグ入力の簡易化
　上述のように、当データ群は全て、英国ランカスター大学にて開発された品詞タグ付与
プログラム、CLAWS4c7により品詞タグ付け、後に手作業でエラー修正が行われている。
当品詞タグセットは約 140種類程あり、綿密なコーパス研究を可能にするものである。一
方、しかしながら、そのタグ数の多様性故に一般の利用に供しやすいものとは言い難い。
現行システムでは、画面上の をクリックすると、凡例が表示される仕組みであったが、
新システムでは、図 1の【品詞一覧】をクリックすると、下記の図 3の画面が表示され、
検索したいタグをクリックすると、自動的に品詞検索欄に入力される手法に変更した。こ
れにより、品詞タグ入力が多少なりとも簡易化され、品詞タグ検索の手法自体が一般化さ
れる一助となることを期待したい。コーパスは英語教育上、また学習上、非常に強力なツー
ルであることは疑いの余地が無いため、コーパスの仕組み等に精通することは現場の教員
にとっても有益なことと考える。

図 3：品詞タグ一覧画面
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（5）品詞タグのみ検索
　上述の品詞タグ付与により、表記形のみでなく、品詞情報を絡めて検索する事が可能と
なる。現行システムでは、品詞限定検索、即ち検索語を指定した上で、品詞別に絞り込む
検索方式であったが（e.g., 動詞、前置詞の likeの区別）、新システムではタグのみで検索
が行えるように再構築中である。この新機能により、例えば小学校英語において使用され
る全名詞（N*）、全動詞（V*）等を抽出することが可能となる。当機能は、利用者からの
フィードバックにおいて、最も希望の多いものであった。現在の試行版では、サーバーへ
の負荷を考慮し、100例を超えた場合、上位 100例のみを返す設定としているが、完成版
では例えば 100例ずつ、ページネーション、即ち多数の検索結果をページ毎に分割して結
果を返す手法を活用し、全結果を確認できるように仕上げる予定である。
　以下の図 4の事例は、2012年度以降の共通学習内容とされている『Hi, friends!』の教
材と指導書のみを対象とし（検索対象コーパス 4）、語は *（ワイルドカード）、品詞は一
般動詞過去（VVD）と設定した検索結果である。図 4に示されている通り、一般動詞の
過去はたった 2例、6年生用の物語の一節として触れられているのみである（An old man 

and old woman lived happily. Thank you very much. You helped me.）。尚、当品詞タグ検索欄
にもワイルドカードは使用可能である。過去時制に関連して、be動詞の過去（VBDR [were], 

VBDZ [was]）を抽出する目的で、品詞検索欄に VBD*と入力すると、両者を一括して抽
出することができる。当検索の結果、『Hi, friends!』の教材と指導書では、皆無であった。
つまり現行の共通教育内容では、過去時制は周辺的に扱われていることが確認できる。
　尚、『英語ノート』の教材、指導書では一般動詞過去は若干、be動詞過去は 1種 2例、“How 

was it?”のみである一方、市販教材・指導書、児童英検では両過去表現とも全種のテクス
トより相対的に多数抽出された。当検索事例より言えることは、公の文部科学省の提示す
る指導内容には、「過去」という概念は導入されていない一方、私の市販教材、児童英検
では通例導入される内容と言える。小学校段階では抽象的な文法的操作、及び説明を出来
る限り回避する傾向があることは広く知られているが（神谷他 , 2009; 藤原他 , 2010）、こ
の明確なギャップは中学校指導教員、及び関連分野の研究者の知っておくべき点かもしれ
ない。

図 4：品詞タグのみ検索（例：『Hi, friends!』関連書における一般動詞過去の結果）
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4.結語
　以上、小学校英語ウェブコンコーダンサー ver. 2.0（β版）で利用可能な追加機能、即
ち検索語の（1）レンジ表示、（2）各コーパスの頻度表示、（3）検索対象テクストの任意選択、
（4）品詞タグ入力の簡易化、及び（5）品詞タグのみ検索を、具体的な検索事例を踏まえて、
各機能を紹介してきた。当事例群の他にも、各種機能、例えば前方一致検索、後方一致検
索、ワイルドカード等を絡み合わせることで、より利用者の目的にあった情報の抽出を可
能とするツールである。
　前述の事例で示したように、「過去」という意味概念、文法操作を一つ例にとってみても、
1）2001年の小学校英語活動導入以降に市販された教材群（詳細は付録参照）、2）2011年
の小学校外国語活動必修化を鑑み、2009年に文部科学省により発行された『英語ノート』、
3）2012年に再度、同省より共通教育内容を示すものとして発刊された『Hi, friends!』間
でかなり大きな変遷－即ち使用例の大きな減少－が確認できると共に、現行の共通学習内
容（i.e., 『Hi, friends!』）と主要な児童向け検定試験である児童英検の内容間に大きな隔た
りが見受けられる。勿論のこと、日本の EFL環境での言語習得上、教育カリキュラム上、
児童英語教育者の人的リソースの現状、また児童・保護者のニーズ上、どのような教育内
容を「最善」と捉えるかは極めて難しい問題であり、どの教育内容がより適かを論じる意
図はない。ここでは、時間的な変遷と公と私のギャップを指摘するに留めたい。
　ただ教育現場に携わる英語関連科目の担当教員、とりわけ小学校教員、中学校の英語教
員が、今後も揺れ動くことが予想され得る小学校の教育内容に対し理解に努めることの重
要性は強調してもし過ぎることはないだろう。今後も、当教育・研究目的リソースを主と
して教育現場に広く利用を勧め、利用者からのフィードバックにより、データ、システム
修正等を行い、「小中連携」の一助となり得るよう貢献できれば幸甚である。
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 「定型表現」を使って＜活動＞の幅を広げよう
～「語」から「文」へのかけはし～＊

神谷　昇
（千葉大学非常勤講師）

長谷部　郁子
（筑波大学非常勤講師）

仁科　恭徳
（明治学院大学 ）
平田　恵理

（福岡女学院大学）

概要

　小学校での「外国語活動（英語活動）」に有用と思われる語彙の選定についての研究は
多くなされてきたが、Hi, friends! などの児童用英語教材において How are you? のように一
定の形で使用される「定型表現」と呼ぶべき表現が多用されていることはこれまでそれほ
ど注目されてこなかった。本論では、「英語活動」を円滑に実施するためには、語の選定
だけでは不十分であり、このような単語レベルを超えた句や文レベルの表現をコーパス言
語学の手法で調査・選定する必要があると主張し、「定型表現」と「英語活動」の関連性
に焦点を当てる。具体的には、Hi, friends! に含まれる動詞を含む「定型表現」と「英語活
動」を調査し、これらの「表現」や「活動」、そして Hi, friends! に含まれる語彙が『英語ノー
ト』などの他の児童用英語教材や中学校用英語検定教科書に比べどの程度汎用性があるの
か、そして、これらの「表現」を用いてどのように「活動」の幅を広げることができるか
議論する。
 

キーワード：動詞、定型表現、英語活動、コーパス言語学

1.はじめに
　2011年度から「外国語活動」が小学校の 5、6年生を対象として正課として実施されて
いる。この「外国語活動」では原則として英語を扱うことになっているので、実質的には
「英語活動」ということができる。しかし、小学校の学習指導要領には具体的にどのよう
な英単語や表現などを「英語活動」で扱うのかについての記述はさほど多くないのが現状
である。このような状況を受け、これまでに英語活動における語彙の選定についての研究
が数多くなされてきた。例えば、石川による「KUBEE1850」（http://11.ocn.ne.jp/~iskwshin/

kubee/html）と呼ばれる単語リストは英語活動用の語彙およそ、1850語を選定したもので
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あり、また、中條・西垣・西岡・山崎・白井（2006）で提示されたリストは小学校用英語
教材に出現する単語を特定し、リスト化したものである。
　このように「英語活動」に有用と思われる語彙の選定についての研究は多くなされて
きた。しかし、児童を対象とした英語活動用教材、たとえば文部科学省が製作した Hi, 

friends! などの英文をよく見ると、How are you? や Nice to meet you. などのような一定の形
で使用される「定型表現」とでも呼ぶべき表現が多用されていることがわかる。こうした
事実を踏まえると、このような単語レベルを超えた句や文レベルの表現をも調査・選定す
る必要があるように思われる。つまり、「英語活動」を円滑に実施するには、語の選定だ
けでは不十分であり、句や文を中心とした「表現」をも特定する必要があると考えられる。
　本論では特に「定型表現」と「英語活動」の関連性に焦点を当てる。具体的には Hi, 

friends! に含まれる動詞を含む「定型表現」と「英語活動」を調査し、これらの「表現」や「活
動」、そして Hi, friends! に含まれる語彙が『英語ノート』などの他の児童用英語教材や中
学校用英語検定教科書に比べどの程度汎用性があるのか、そして、これらの「表現」を用
いてどのように「活動」の幅を広げることができるか議論する。
　本論の構成は以下のようになる。まず第 2節で「定型表現」の定義を行い、「句」や「文」
レベルの「表現」を扱うことの意義を論じる。第 3節では本研究のリサーチクエスチョン
を示し、本研究の意義について述べる。第 4節ではこれらの議論をふまえ、本研究の調査
対象と調査手法について提示し、調査結果を第 5節で明らかにする。第 6節ではその調査
結果に基づき、「定型表現」を用いてどのように「英語活動」の幅を拡張することができ
るかについて議論する。第 7節は本論の結論である。

2.「定型表現」の定義
　具体的な議論に入る前に本論における「定型表現」の定義を述べておく。「定型表現」
については、Wray（1999）などで議論されているように、英語教育や言語学など様々な
分野において多くの定義が存在するが（仁科・長谷部・神谷・平田（2012）も参照）、こ
こでは、「定型表現」は、以下の 3つに分類されると定義し、これら 3つの条件の最低限
どれか 1つを満たすものを「定型表現」として扱う。
　（1）a. 動詞と結びつく内部の要素を他の要素と置き換えることが困難な語句や文（例：

look at など（ただし文の主語（と目的語など）は自由に置き換え可能））
　　　b. 各児童用英語教材における個別の外国語活動に出現する固定的な表現（例：買い

物の活動におけるMay I help you? など）
　　　c. 本来の字義通りの意味とは異なった用法で用いられるようになった固定的な表現

（例： Here you are. など）
なお、本論で「定型表現」から除外する表現は以下の 2つである。
　（2）a. 「1人称以外の主語 ＋ 動詞 （＋ 目的語）」（例： He has a pen. など）や「（主語 ＋） 

動詞 ＋ 副詞」（例： Speak louder. など）のパターンを持つ表現（ただし、「主語 
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＋ 動詞 ＋ 目的語 ＋副詞（句）」（例： I like ～ the best. など）のパターンは「定
型表現」として扱う）

　　　b. canや willなどの助動詞を用いたもの（May I help you? など一部例外あり）
ここでは、（2a）のパターンをもつ表現は「定型表現」リストでなく「動詞」リストに記
載するべきであると考える（ただし、play the （楽器名）などの特定の目的語をもつ表現は
「定型表現」として扱う）。
　このような「語」レベル以上の表現、つまり、「句」や「文」レベルの表現を想定する
ことにより、どのようにして「英語活動」の幅を広げることが可能となるのであろうか。
本論では、以下の（3）と（4）に図示されるような「定型表現」の単位と「英語活動」の幅の
拡張の関連性を提案する。これらの図から読み取れることは、表現の単位が大きくなると
「英語活動」の幅も広がり、「英語活動」の円滑な運用にあたり、「語」と「文」の中間レ
ベルの「句」の活用の必要性があるということである。
　（3）語： dog 　（かるた取り、絵カードの活動など）
　　　　　　　　　　　　　

➡
　　　定型表現（句）：How many dogs? / Three dogs.（絵カードの活動、数を数える活動、

インタビュー）
　　　　　　　　　　　　　

➡

　　　文：How many dogs do you have? / I have three dogs.（インタビュー、自己紹介、他者紹介）
　（4）　　　　表現の単位　　　　　　　　　　　　　　　　活動の種類

　　　　　　　　　　

➡

　　　　　　　　　　

➡

3.リサーチクエスチョン
　以上の定義や議論を踏まえ、本論では、以下の 3つのリサーチクエスチョンについて議
論する。

語：dog, cat, book, pencil, apple, ice 

cream ……

文：How many dogs do you have? / I 

have three dogs. I want to be a singer. 

He is my friend. ……

定型表現（句）：How many dogs? 

/ Three dogs. Let’s ～ . Nice to meet 

you. ……

かるた取り、外来語の紹
介、パズル……

絵カードを使う活動、数
を数える活動、 

インタビュー、道案内、

自己紹介、他者紹介、
スピーチ、日本文化紹介、
英語劇 ……
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　（5）a. 2012年度より配布が始まった Hi, friends! で取り扱われている「定型表現」（特に
指導書において指導者が使うことを想定されている「定型表現」）はどのような
ものがあり、児童が用いる「定型表現」と教師の用いる「定型表現」にはどのよ
うな違いがあるのか。

　　　b. 神谷・長谷部・仁科・平田（2012）の調査結果に基づき、Hi, friends! において児
童が用いることが想定されている語彙や「定型表現」、この教材で取り扱われて
いる「英語活動」が、『英語ノート』など他の児童用英語教材や中学校用英語検
定教科書に比べどの程度汎用性があるか。

　　　c. 上記の 2つのリサーチクエスチョンにおける調査結果や議論を踏まえると、Hi, 

friends! で取り扱われている「定型表現」を用いてどのように「英語活動」の幅
を広げることが可能であるか。

これら 3つのリサーチクエスチョンについて議論する意義は、以下の 2つである。
　（6）a. Hi, friends! の「定型表現」や「英語活動」を調査することの意義：これらの調査

結果をより効果的な「英語活動」の展開と応用へ繋げることができる。
　　　b. Hi, friends! を『英語ノート』や中学校用英語検定教科書、他の児童用英語教材と

比較することの意義：これまで『英語ノート』で用いられていた語彙や「英語活動」
の円滑な運用、中学校における英語教育との連携を視野に入れることができる。

Hi, friends! をはじめとする教材における「英語活動」には多くの「定型表現」が含まれる
ことは仁科他（2012）や神谷他（2012）などで既に明らかになっているが、「定型表現」
を調査することは、「英語活動」を円滑に運営することや「英語活動」を改善することに
貢献すると考えられる。また、「語」から「句」、「句」から「文」へ表現が拡大すること
に伴い「英語活動」の範囲も拡大すると想定することにより、「英語活動」の運営をさら
に有機的にとらえることが可能であるといえる。

4.調査対象と調査手法
　前節で提示したリサーチクエスチョンをふまえ、本論では、以下の調査対象（計6種18冊）
に出現する英文に含まれる「定型表現」を調査した。
　（7）・『英語ノート』1,  2. （2009）．文部科学省 （CD、扱う表現、児童の活動、指導者が用

いると思われる表現）
　　・『小学校英語活動テーマブック Let’s Have Fun!』1～ 6.（2002）．開隆堂（指導者の

表現は除く）
　　・One World Kids （アントコース・バードコース）　 教育出版
　　　One World Kids （アントコース・バードコース）　 教師用指導書　ティーチャーズ

ブック　指導資料　教育出版
　　・Junior Columbus 21  Kids　Book 1, Book 2, CD 1, 2. 光村図書 （指導者の表現は除く） 
　　・Sunshine Kids Book 1, Book 2.　開隆堂（CDや指導者の表現含む）
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　　・Hi, friends! Book1, Book2.  東京書籍　（Web版（年間指導計画、学習指導案）も含む）
　本研究では、仁科・藤原・松岡（2009）および、仁科他（2012）の調査手法や調査結
果を踏まえ、コーパス言語学の手法を用い、（7）の調査対象に出現する英文に対して 2-4 

gramを抽出し、動詞を含む表現を中心とする「定型表現」を特定する（n-gramとは、n

個の語の繋がりを表す）。仁科他（2009）では、英語教材（小学生用英語教材・中学 1年
生用英語検定教科書）に出現する前置詞 6種（to, in, on, at, for, of）、WH句 3種（what, 

how, where）の n-gram（ただし、n = 2～ 4）を抽出して重要フレーズ・定型表現を特定す
るという手法が採用されているが、ここでは、仁科他（2012）に基づき、このコーパス言
語学的手法を動詞を含む「定型表現」の抽出と特定にも援用する。なお、Hi, friends! にお
ける「How many + 名詞句」の場合、指導書の「指導者の表現」の部分のみに How many  

～ do you have? のように動詞を含む文として記載されているが、この表現も「動詞を含む
『定型表現』」として扱う。さらに、長谷部・神谷・仁科・平田（2011）の調査結果に基づ
き調査対象に含まれる「英語活動」を調査する。

5.調査結果
　調査の結果、Hi, friends! の指導書において指導者が用いることが想定される英文には、
以下のようなやや複雑な「定型表現」が含まれることがわかった。
　（8）a. 指示表現（例：Open your textbook to page 19. Write the numbers in the squares.）
　　　b. 第 4文型（SVOO）（例：give her/him some hints）
　　　c. 複雑なWH表現（例：Who knows the answer? Why do you want to be a teacher? How 

do you say ～ in English?）
特に（8b, c）の「定型表現」については、児童が用いることが想定されている「定型表現」
よりも複雑な構文や文法といえる。よって、指導者が用いることが想定されている「定型
表現」を使用すれば、児童が用いることが想定されている「定型表現」を使用するより複
雑な「英語活動」を行うことが可能であり、児童が用いる「定型表現」と指導者が用いる「定
型表現」を区別し、それぞれの「定型表現」を用いてできる「英語活動」を整理した上で、
「定型表現」と「英語活動」の関連性を考えることが重要であると結論づけることができる。
　さらに、神谷他（2012）における調査により、Hi, friends! に現れる語彙や「定型表現」、
「英語活動」を他の児童用英語教材（『英語ノート』を含む）や中学校用英語検定教科書と
比較することにより、Hi, friends! における児童の語彙や「定型表現」、「英語活動」は非常
に汎用性が高いことが明らかになった（中学校用英語検定教科書の語彙調査は中央教育研
究所（2012）に基づく）。
　第一に、Hi, friends! に現れる語彙（ただし、児童が用いると想定されている表現中の語
彙）は、多くが『英語ノート』（ただし、児童が用いると想定されている表現中の語彙）
や中学校用英語検定教科書と共通する。例えば、文法に関する語彙（代名詞、接続詞、疑
問詞）や特定の「英語活動」で用いられる副詞（具体的には、「道案内」で用いられる方
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角を表す副詞）は Hi, friends! と『英語ノート』の 2つの教材に共通し、これら 2種の教
材に出現する全 57種の動詞のうち、その 6割以上に相当する 38種の動詞が共通すること
が明らかになった（動詞は be動詞も含め全て原形に戻してその種類を算出した。-ing形
の場合は動名詞と進行形の場合を区別し、進行形の場合のみ -ingを削除した）。共通する
動詞は、be動詞、come、go、have、like、want、play、thank など基本的なものである。また、
Hi, friends! と中学校用英語検定教科書の語彙は、固有名詞やアルファベットなど一部のも
のを除き、非常に多くの語彙が共通することもわかった。Hi, friends! に現れる語彙で『英
語ノート』や中学校用英語検定教科書と共通しないものは、固有名詞や教材固有の「英語
活動」で使う語彙などであるといえる。なお、詳しくは本稿末尾の付表を参照されたい。
　第二に、Hi, friends! に現れる「定型表現」の多くが他の児童用英語教材の「定型表現」
と共通する。例えば、Hi, friends! に出現する「定型表現」は 59種、『英語ノート』に出現
する「定型表現」は 66種だが、そのうち 54種が重複することがわかった。また、（7）に
あげた 6種の児童用英語教材のうち、5種以上の教材に現れる「定型表現」は 25種であり、
そのうち Hi, friends! と『英語ノート』の両方に現れる「定型表現」は 24種であり、共通
しないものは特定の英語劇固有の表現などであることも明らかになった。共通する「定型
表現」の例は、go to ～、My name is ～ . などであり、詳細は以下の（9）に示されている。
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　（9）「定型表現」のリスト
　　　注：出典中の「ノート」は『英語ノート』を、「HF」は Hi, Friends! を指す。

定型表現 具体例 出典
be動詞 + ～ ing We are studying English. ノート 2 担任の活動
Do you have/like ～ ? Do you like apples? HF Book 1
go home Go home. ノート 2 CD
go to （場所） Let’s go to Onigashima. HF Book 2
Here is ～ . Here is the station. HF Book 2 指導案
How are you? Hello, how are you? HF Book 1
I’m + 形容詞（I’m fineなど） I’m fine. ノート 1 CD
it is /it’s ～ . It’s Monday. ノート 1 担任の活動
Let’s ～ . Let’s sing together. HF Book 1 指導案
My name is ～ . My name is Suzuki Sakura. HF Book 1 指導案
Nice to meet you. Nice to meet you. HF Book 1 指導案
play（スポーツやゲーム）（in （場所）） I can play soccer very well. ノート 2 CD
play the （楽器） Can you play the piano? HF Book 2 指導案
See you. See you. HF Book 2 指導案
Thank you. Thank you. HF Book 2
This is ～ . This is Japan. ノート 2 CD
want to ～（（be）動詞 ） I want to be a singer. HF Book 2 指導案
What（～）do you ～ ? What animal do you like? ノート 1 指導者表現例
What ～ is this? What color is this? ノート 1 指導者表現例
What do you want （to （動詞））? What do you want? ノート 1 担任の活動
What time is it? What time is it? HF Book 2 指導案
What’s ～ ? What’s this? HF Book 1 指導案
Where do you ～ ? Where do you want to go? ノート 2 指導者表現例
Where’s ～ ? Where is the station? HF Book 2 指導案
主語 + be動詞 ～ . He is a music teacher. ノート 2 ALTの活動

　第三に、Hi, friends! で扱われる「英語活動」の多くが他の複数の児童用英語教材の「英
語活動」と共通する。例えば、Hi, friends! に出現する「英語活動」は 20種、『英語ノート』
に出現する「英語活動」は 21種だが、そのうち 17種が重複することがわかった。また、
全 6種の児童英語教材のうち、5種以上の教材に現れる「英語活動」は 15種であり、そ
のうち Hi, friends! と『英語ノート』の両方に現れる「英語活動」は 15種であり、共通し
ないものは特定の英語劇などであることも明らかになった。共通する「英語活動」の例は、
「道案内」、「自己紹介」、「食事に関する活動」などである。より具体的には、（10）に挙げ
る「英語活動」が共通する活動である。

　（10）5種以上の児童用英語教材に共通する英語活動（全て『英語ノート』、Hi, friends! 

とも重複（全 15種））　＊なお、「活動」のラベルは筆者らによる。

 ・自己紹介 ・様々なものの名前（色の名前など）
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 ・職業に関する活動（将来の夢スピーチなど） ・歌
 ・数 ・道案内
 ・能力に関する活動（できることを聞く、など） ・ジェスチャー
 ・食事に関する活動（フルーツパフェを作る、など） ・挨拶に関する活動
 ・教科に関する活動（時間割作成など） ・ゲーム（Simon saysなど）
 ・時間に関する活動（時刻を言う、など）
 ・アルファベットに関する活動（アルファベットかるたなど）
 ・季節と月に関する活動（誕生月カレンダー作成など）

6.「定型表現」を用いることによる「英語活動」の拡張
　前節の調査結果からわかるのは、「英語活動」の効率的な運営にあたり、「定型表現」の
複雑さなども考慮に入れ、「定型表現」を用いてどのように「英語活動」の範囲を拡張す
るのかを考えることは重要であり、かつ、Hi, friends ! で扱われる「定型表現」や「英語活動」
は汎用性が高いので、これらを利用して、「英語活動」を展開・応用・改善し、かつ中学
校英語教育との連携を議論することは意義があるということである。こうしたことを踏ま
えて、本論では、（11）のような「定型表現」と「英語活動」の関連性を提案する。
　（11） 「定型表現」の複雑さのレベル　　　　　＜活動＞の複雑さのレベル
　　　　　　　    低　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低

　　　　　　　    中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中

　　　　　　　    高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高
　　　　　　：該当レベルの「定型表現」を用いて実践するのに適したレベルの「活動」
　　　　　　：該当レベルの「定型表現」を応用して実践するのに適したレベルの「活動」
上図から読み取れることは、複雑な「定型表現」を用いるほど複雑な「英語活動」を実践
することが可能になる一方、簡単な「定型表現」をより複雑な「英語活動」に応用して用
いることもできる。
　本論では、さらに、「定型表現」や「活動」の複雑さには、（12）に示す順序付けがある
と提案する。
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　（12）a. 「定型表現」の複雑さのレベル
複雑さのレベル 対応する「定型表現」
1（低） 動詞を含まないもの（例：Good morning. Excellent. Happy birthday. ……）
2 肯定文・命令文（例：My name is ～ . I like ～ . Turn right/left. ……）
3（中） Yes/No疑問文（例：Do you like/have ～ ? Would you like ～ ? ……）
4 簡単なWH疑問文（例：How are you? What do you like? ……）
5（高） 複雑なWH疑問文（例：Who knows ～ ? Why do you want to be ～ ? ……）

　　＊レベル 5の「定型表現」は、Hi, friends!では指導者が使用することが想定されている。
　　　 b. 「英語活動」の複雑さのレベル

複雑さのレベル 対応する＜活動＞
1（低） 挨拶・指示表現・歌・カルタや絵カードを使った＜活動＞など
2 体を使う＜活動＞（例：体操、ジェスチャー、チャンツ……）
3（中） 自分のことを述べる＜活動＞（例：自己紹介、簡単なスピーチ……）
4 何かを尋ねる＜活動＞（例：道を聞く、インタビュー、買い物……）
5（高） 創造的な＜活動＞（例：英語劇作成、日本文化紹介、旅行計画……）

「定型表現」の複雑さをレベル別にまとめたものが（12a）の表である。Good morning. の
ように動詞を含まず、表現の一部を入れ替えることがほとんど不可能なものは最も複雑
さのレベルは低く、My name is ～ . のように動詞を含み、表現の一部を入れ替えることが
可能なものはそれよりは複雑さのレベルが高いと考えられる。疑問文はそれよりもさら
に高いレベルの複雑さを持ち、Yes/No疑問文や How are you? のように表現の一部を入れ
替えることができないWH疑問文に比べ、Why do you want to be ～ ? のように理由を尋ね
るWH疑問文は最も複雑な表現であると仮定される。
　（12b）の表は、「定型表現」の複雑さをレベル別にまとめたものである。最も複雑さの
レベルが低いと思われるのは挨拶や指示表現などのいわゆる教室英語や絵を使った活動
で、ジェスチャーのように体を使う活動はそれより少し複雑だと考えられる。また、自己
紹介などの自分のことを英語で述べる活動は中程度の複雑さを持ち、日本文化紹介など児
童の創造性が問われる活動は最も高い複雑さのレベルに位置し、買い物のように何かを尋
ねる活動はその中間であると想定される。
　以上の議論をふまえ、本論では、（13）のような「英語活動」の複雑さのレベルと「英語活動」
の内容との相関性を提案する（cf. 仁科他（2012））。なお、（13）において下線が引かれた「英
語活動」は Hi, friends !で扱われているもの、下線のないものは（7）にあげたその他の調査
対象の教材に含まれているものである。
　（13） レベル

低

高

「英語活動」のカテゴリー
 †自己紹介 †移動・案内 †買い物・注文 †創作的活動
 　名刺交換 　ボードゲーム 　食べ物の名前 　名刺作成
 　自己紹介 　道案内 　数を数える 　誕生日カード作成
　　1日の予定 　道を聞く 　買い物 　手紙作成
　　インタビュー 　地図を作ろう 　注文 　英語劇
　　日本文化紹介 　旅行計画 　パーティー 　英語劇のアレンジ
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活動は「自己紹介」や「移動・案内」のような様々なカテゴリーに分類され、1つのカテ
ゴリーに複雑さのレベルが異なった様々な活動が属し、（13）の図は、（12）に提示する「定
型表現」の複雑さのレベルと関連する。例えば「名刺交換」の活動は、「自己紹介」のカ
テゴリーに属する活動のうち、最も低いレベルの活動にあたるが、同じカテゴリーに属す
る「日本文化紹介」の活動は最も高いレベルの複雑さを持つと考えられ、よってこの活動
で用いられる「定型表現」の複雑さのレベルもやはり高いと推測される。
　（13）の表において近いレベルに属する複数の「英語活動」が互いに密接に関係しあう場
合もある（例：「名刺交換」と「名刺作成」、「自己紹介」と「（好きな）食べ物の名前」など）。
これらの密接に関係しあう「英語活動」においては、同一の、もしくは近いレベルの複雑
性を持つ「定型表現」が共通して用いられる可能性がある。「英語活動」どうしの相関性
については、今後更なる調査・分析の必要性がある。

7.おわりに
　以上の議論から本論では（14）にあげる 3点を主張する。
　（14）a. 「定型表現」の複雑さと「英語活動」の複雑さには相関関係がある。
　　　 b. 「定型表現」の複雑さには文法の複雑さが、「英語活動」の複雑さにはその活動

が要求する児童の自主性や創造性の高さが関係する。
　　　 c. 同じカテゴリー（例：「自己紹介」）に属する「英語活動」であっても複雑さの

レベルが異なれば、異なる複雑さのレベルに属する「定型表現」が用いられる可
能性があり、異なるカテゴリーに属する「英語活動」であっても、複雑さのレベ
ルが類似していれば、同一の、または近いレベルの複雑性を持つ「定型表現」が
共通して用いられる可能性がある。

さらに、上記の主張から、「英語活動」のカテゴリーの実態と各カテゴリーに属する「英
語活動」の種類を明らかにし、それぞれの「活動」の複雑さのレベルを踏まえたうえで、
どのような「定型表現」がどのカテゴリーや複雑性のレベルに属する「英語活動」で使用
されるのかを詳細に調査し、表現の複雑さのレベルに従って分類した「定型表現」のリス
トに基づく「定型表現の用例集」を作成することが重要であるということを示唆すること
ができる。
　最後に、本研究の課題として、動詞を含む「定型表現」以外の「定型表現」の調査（例
えば形容詞を含むものなど）や、「英語活動」そのもの（教室で実際に行われているもの
も含める）の更なる調査、中学校用英語検定教科書で扱われる「定型表現」や「英語活動」
の調査と児童英語における「定型表現」や「英語活動」との比較などがあげられる。
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付表：Hi, friends! と『英語ノート』（ただし、いずれも児童が用いると想定されている表
現中の語彙）、中学校用英語検定教科書全てに共通して出現する語彙のリスト
　凡例
　　品詞の欄で、「名」は「名詞」、「動」は「動詞」、「形」は「形容詞」、「副」は「副詞」、
「冠」は「冠詞」、「助動」は「助動詞」、「代」は「代名詞」、「指代」は「指示代名詞」、
「数」は「数詞」、「疑」は「疑問詞」、「間」は「間投詞」をそれぞれ表わす。

単語 品詞 単語 品詞 単語 品詞
a 冠 blue 名 dinner 名
again 副 book 名 do 助動
Alphabet 名 bookstore 名 do 動
am 動 boy 名 doctor 名
America 名 Brazil 名 dog 名
an 冠 bread 名 Earth 名
and 接 breakfast 名 eat 動
animal 名 bus stop 名 Egypt 名
apple 名 but 接 eight 数
April 名 cake 名 eighteen 数
are 動 can 助動 eighteenth 数
at 前 Canada 名 eighth 数
August 名 cap 名 eighty 数
Australia 名 car 名 elephant 名
bag 名 castle 名 eleven 数
banana 名 cat 名 eleventh 数
baseball 名 center 名 English 名
basketball 名 China 名 eraser 名
bath 名 Christmas 名 everyone 数
be 動 clean 動 eye 名
bear 名 come 動 farmer 名
beautiful 形 cook 名 fast 副
bed 名 cooking 名 father 名
Beijing 名 cool 形 February 名
big 形 country 名 fifteen 数
bird 名 cute 形 fifteenth 数
birthday 名 December 名 fifth 数
black 形 department store 名 fifty 数
black 名 desk 名 fine 形
blue 形 diamond 名 fire fighter 名
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単語 品詞 単語 品詞 単語 品詞
fire station 名 help 動 March 名
first 数 here 副 Maria 名
fish 名 hi 間 math 名
five 数 home 副 May 名
flower 名 home 名 me 代
fly 動 hospital 名 meet 動
forty 数 hotdog 名 milk 名
four 数 house 名 miso soup 名
fourteen 数 how 疑 Monday 名
fourteenth 数 hundred 数 monkey 名
fourth 数 hungry 形 Month 名
France 名 I 代 Moscow 名
Friday 名 ice cream 名 mother 名
friend 名 in 前 mountain 名
from 前 is 動 much 副
fruit 名 it 代 music 名
get 動 Italy 名 my 代
girl 名 January 名 name 名
glove 名 Japan 名 New York 名
go 動 Japanese 名 nice 形
good 形 juice 名 night 名
goodbye 間 July 名 nine 数
granddaughter 名 June 名 nineteen 数
grandfather 名 kimchi 名 nineteenth 数
grandma 名 kitchen 名 ninety 数
grandmother 名 koala 名 ninety-nine 数
grandpa 名 Korea 名 ninth 数
green 形 left 副 No （ナンバー） 名
green 名 lemon 名 no （いいえ） 副
guitar 名 let 動 not 副
Halloween 名 like 動 November 名
happy 形 look 動 number 名
have 動 lunch 名 October 名
heart 名 make 動 oh 間
hello 間 many 数 OK 形
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単語 品詞 単語 品詞 単語 品詞
omelet 名 school 名 student 名
on 前 science 名 study 動
one 数 scientist 名 subject 名
orange 名 scissors 名 summer 名
P.E. 名 sea 名 Sunday 名
panda 名 second 数 swim 動
paper 名 see 動 swimming 名
park 名 September 名 Sydney 名
peach 名 seven 数 take 動
penguin 名 seventeen 数 teacher 名
people 名 seventeenth 数 ten 数
piano 名 seventh 数 tenth 数
pineapple 名 seventy 数 thank 動
pink 名 shoe 名 that 指代
pizza 名 sing 動 the 冠
play 動 singer 名 third 数
please 副 six 数 thirteen 数
post office 名 sixteen 数 thirteenth 数
rabbit 名 sixteenth 数 thirtieth 数
red 形 sixth 数 thirty 数
red 名 sixty 数 thirty-first 数
restaurant 名 sleepy 形 this 指代
rice 名 small 形 three 数
ride 動 soccer 名 Thursday 名
right 形 social studies 名 tiger 名
right 副 song 名 time 名
rock 名 soup 名 to 前
room 名 spaghetti 名 together 副
ruler 名 sport 名 tomato 名
run 動 star 名 too 副
Russia 名 station 名 T-shirt 名
salad 名 steak 名 Tuesday 名
Saturday 名 stop 動 turn 動
sausage 名 straight 副 TV 名
say 動 strawberry 名 twelfth 数
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単語 品詞 単語 品詞
twelve 数 wow 間
twentieth 数 yellow 形
twenty 数 yellow 名
twenty-eighth 数 yes 副
twenty-fifth 数 yogurt 名
twenty-first 数 you 代
twenty-fourth 数 your 代
twenty-ninth 数
twenty-one 数
twenty-second 数
twenty-seventh 数
twenty-sixth 数
twenty-third 数
two 数
unicycle 名
up 副
us 代
Vancouver 名
very 副
want 動
watch 動
we 代
Wednesday 名
welcome 形
well 副
what 疑
when 疑
where 疑
white 形
white 名
who 疑
with 前
wolf 名
World Cup 名
would 助動
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注
*本論文における調査や議論は、主に神谷・長谷部・仁科・平田（2012）と長谷部・神谷・
仁科・平田（2012）に基づく。これらの口頭発表やポスター発表の際に貴重なご助言を下さっ
た方々に厚く御礼申し上げる。言うまでもなく、本稿の誤りは全て筆者らの責任である。
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コーパスを用いた「用例集」の作成
「定型表現」の抽出から「英語活動」の実践へ＊

長谷部　郁子
（筑波大学非常勤講師）

神谷　昇
（千葉大学非常勤講師）

概要

本論では、これまでのコーパス言語学の手法を用いた「定型表現」や「英語活動」の調
査結果を活かした「定型表現の用例集」の作成に関する提言を行う。具体的には、「語」
より大きなレベルの表現である「定型表現」と「英語活動」の関連性に着目した「定型
表現の用例集」として、どのようなものが可能であるかを議論し、「定型表現の用例集」
の作成には、「定型表現」と「英語活動」の複雑さのレベルとその相関性、そして、Hi, 

friends! で扱われる「定型表現」や「英語活動」の汎用性の高さに着目することが重要で
あると主張する。最後に、これらの議論や主張をふまえ、「定型表現の用例集」の作成例
を示し、今後の課題について論じる。
 

キーワード：定型表現、英語活動、コーパス言語学、定型表現の用例集

1.はじめに
　本論の目的は、コーパス言語学の手法を用いたこれまでの「定型表現」の調査結果や、
「英語活動」の調査結果を活かし、「英語活動」の円滑な運用に役立てることができる「定
型表現の用例集」の作成に関する提言を行うことである。 2011年度より「外国語活動（英
語活動）」が小学校の 5、6年生を対象として正課として実施され、石川による「KUBEE1850」
（http://11.ocn.ne.jp/~iskwshin/kubee/htlm）や中條・西垣・西岡・山崎・白井（2006）など、
これまでに「英語活動」における語彙の選定についての研究が数多くなされてきた。しか
し、児童を対象とした英語活動用教材、たとえば文部科学省が製作した Hi, friends! など
の英文をよく見ると、How are you? などの一定の形で使用される「定型表現」と呼ぶべき
表現が多用されていることがわかる。こうした事実を踏まえ、例えば、仁科・長谷部・神
谷・平田（2012）などの研究においては、「英語活動」を円滑に実施するには、語の選定
だけでは不十分であり、コーパス言語学的手法で句や文を中心とした表現をも特定する必
要があることが主張され、長谷部・神谷（2012）では「定型表現」と「英語活動」の関連
性を重視した「定型表現の用例集」の作成について提言が行われている。この提言を受け、
本稿では具体的な「定型表現の用例集」の作成案を提示する。
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本論の構成は以下の通りである。第 2節と第 3節でコーパス言語学の手法を用いたこれま
での「定型表現」の調査や「定型表現」と「英語活動」の関連性を概観し、本稿のリサー
チクエスチョンについて述べ、第 4節でこうした調査結果や考察を基にした「定型表現の
用例集」の具体的な作成案を提案する。 第 5節は本論の結語である。

2.コーパス言語学の手法を用いた「定型表現」の調査　～「語」から「句」へ～
　本節では、児童用英語教材に含まれる英文に出現する「定型表現」の調査結果について
概観する。児童用英語教材に含まれる英文に出現する「定型表現」をコーパス言語学の手
法で分析したものには、WH句と前置詞を含む「定型表現」を抽出した仁科・藤原・松岡 

（2009）や、動詞を含む「定型表現」を調査した仁科・長谷部・神谷・平田（2012）と神谷・
長谷部・仁科・平田（2012）、「英語活動」と「定型表現」の関連を議論した長谷部・神谷・
仁科・平田（2012）などがある。 

　ここで、本論における「定型表現」という用語の定義を述べておく。「定型表現」につ
いては、Wray（1999）などで議論されているように、英語教育や言語学など様々な分野
において多くの定義が存在するが、本論では、仁科他（2012）に基づき、（1）にあげる 3

つの条件のうち最低限どれか 1つを満たすものを「定型表現」とする。
　（1）a. 内部の要素（例えば、look atの atなど）を他の要素と置き換えることが困難だ

が主語や目的語などは置き換え可能である。
　　　b. 各児童英語テキスト内の個別の「英語活動」に出現する固定的な表現（例えば、「買

い物」の活動に出現するMay I help you? など）である。
　　　c. 本来の字義通りの意味とは異なった用法で用いられるようになった固定的な表現

（例えば、Here you are. など）である。
本論で「定型表現」から除外するのは、「1人称以外の主語 ＋ 動詞 （＋ 目的語）」のパター
ンを持つ表現（例えば、He has a pen. など）や「（主語 ＋） 動詞  ＋ 副詞」のパターンを持
つ表現（例えば、Speak louder. など）である。これらの表現は「定型表現リスト」ではなく「動
詞リスト」に記載するべきであると考えられる。ただし、特定の目的語をもつ表現（例え
ば、play the （楽器）など）や「主語 ＋ 動詞 ＋ 目的語 ＋副詞（句）」のパターン（例えば、
I like ～ the best. など）は一部「定型表現」として扱う。また、canなどの助動詞を用いた
ものは基本的に「定型表現」から除外するが、特定の「英語活動」に頻出するMay I help 

you? などは一部例外として「定型表現」とみなす。
　本論がよりどころとする「定型表現」の調査に関する先行研究は、仁科・藤原・松岡（2009）
である。仁科他（2009）は様々な英語教材に出現する重要フレーズ・定型表現などを、コー
パス言語学の手法により抽出した。具体的には、toや inなど前置詞 6種、whatなどWH

句 3種の n-gram（ただし、n = 2～ 4）を抽出して重要フレーズ・定形表現を特定した。n-

gramとは、n個の語の繋がりを表す。 

　本論では、仁科他（2009）や仁科他（2012）を踏まえ、以下の（2）にあげる調査対象に
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出現する英文に対して、 2-4 gramを抽出し、動詞を含む表現を中心とする「定型表現」を
特定する。 

　（2）・『英語ノート』1,  2.（2009）．文部科学省 （CD、扱う表現、児童の活動、指導者が用
いると思われる表現） 

　　・『小学校英語活動テーマブック Let’s Have Fun!』1～ 6.（2002）．開隆堂（指導者の
表現は除く）

　　・One World Kids （アントコース・バードコース）　 教育出版
　　　One World Kids （アントコース・バードコース）　 教師用指導書　ティーチャーズ

ブック　指導資料　教育出版
　　・Junior Columbus 21  Kids　Book 1, Book 2, CD 1, 2. 光村図書　 （指導者の表現は除く） 
　　・Sunshine Kids Book 1, Book 2. 開隆堂（CDや指導者の表現含む）
　　・Hi, friends! Book1, Book2.  東京書籍　（Web版（年間指導計画、学習指導案）も含む）
ただし、Hi, friends! における「How many + 名詞句」の場合、指導書の「指導者の表現」
の部分のみに How many  ～ do you have? のように動詞を含む文として記載されているが、
本論ではこの表現を動詞を含む「定型表現」として扱う。さらに、本論では、長谷部・神
谷・仁科・平田（2012）の調査結果に基づき、調査対象に含まれる「英語活動」を調査す
る。本論でのこうした調査の主な目的は、このように抽出された「定型表現」を調査対象
内に含まれる「英語活動」とどのように関連付けられるかを議論することである。 

3.「定型表現」・「英語活動」に関する調査結果と本研究のリサーチクエスチョン
　本節では、第 2節であげた 3つの「定型表現」の先行研究における調査結果を概観して
いく。 最初にとりあげるのは仁科他（2012）における調査結果である。仁科他（2012）では、
調査対象に含まれる英文から『英語ノート』において指導者が用いるとされる英文と Hi, 

friends! に出現する英文を除き、動詞と動詞を含む「定型表現」を抽出し、Hi, friends! を
除く調査対象で扱われている「英語活動」を調査した。
　その結果、例えば、「My name is ～ . という定型表現は『自己紹介』と『将来の夢スピー
チ』の活動に出現する」というように、幅広い児童英語教材に含まれる「定型表現」は様々
な児童英語教材の複数の「英語活動」に共通して出現するのに対し、例えば、「May I help 

you? という定型表現は「買い物」の活動に出現する」というように、限られた児童英語
教材に出現する「定型表現」は幅広い教材で取り扱われる特定の「英語活動」に出現する
ことがわかった。そして、このことから、「定型表現」と「英語活動」の関連性の調査の
必要性があることを結論づけた。
　次に概観するのは、神谷他（2012）における調査結果である。神谷他（2012）では、
Hi, friends! に含まれる、児童が用いることが想定される英文に出現する動詞や動詞を含む
「定型表現」を抽出し、同教材が扱う「英語活動」を調査した。また、Hi, friends! で扱わ
れる語彙と他の児童用英語教材や中学校用英語検定教科書で扱われる語彙の共通性につい
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ても調査した。
　調査の結果、以下の 3つのことが明らかになった。第一に、Hi, friends! 内の英文に現れ
る語彙の多くが『英語ノート』や中学校用英語検定教科書と共通するということ、第二に、
Hi, friends! 内の英文に現れる「定型表現」の多くが他の複数の児童用英語教材と共通する
ということ、第三に、Hi, friends! で扱われる「英語活動」の多くが他の複数の児童用英語
教材と共通するということである。
　最後に、長谷部・神谷・仁科・平田（2012）の調査結果について概観する。長谷部・
神谷・仁科・平田（2012）では、Hi, friends! に含まれる、指導者が用いることが想定さ
れる英文に出現する動詞を含む「定型表現」を抽出し、「定型表現」と「英語活動」のさ
らなる関連性を調査した。その結果、指導者が用いることが想定されている「定型表現」
は、児童が用いることが想定されている「定型表現」よりも複雑な構文や文法（例えば、
Open your textbook to page 19. のような指示表現、give her/him some hints. のような第 4文型、
How do you say ～ in English? のようなやや複雑と思われるWH構文）であることがわかっ
た。そして、こうした結果から、指導者の使用が想定される「定型表現」を使うと、より
複雑な「英語活動」が可能になることを結論づけた。 

　以上全ての調査結果をまとめると、「定型表現」の複雑さも考慮に入れ、「定型表現」を
用いてどのように「英語活動」の範囲を拡張するのかを考えることが重要であり、特に、
Hi, friends! で取り扱われる「定型表現」や「英語活動」は汎用性が高いので、Hi, friends! 

で取り扱われる「定型表現」と「英語活動」の関連性は重要であるということになる。長
谷部・神谷・仁科・平田（2012）は、さらに、「定型表現」と「英語活動」の関連性につ
いても調査したが、以下ではその調査結果に基づく提案を概観する。長谷部・神谷・仁科・
平田（2012）では、表現の単位が大きくなると活動の幅も広がり、「語」と「文」の中間
レベルの「句」の活用の必要性があることと、複雑な「定型表現」を用いるほど複雑な「英
語活動」を実践することが可能になり、簡単な「定型表現」をより複雑な「英語活動」に
応用して用いることもできること、そして、「定型表現」や「英語活動」の複雑さには一
定の順序付けがあることを提案している。
　この長谷部・神谷・仁科・平田（2012）で提案された「定型表現」や「英語活動」の複
雑さの順序付けと「定型表現」と「英語活動」の相関性は、本研究が目的とする「定型表
現の用例集」の作成にとって非常に重要なものとなる。（3）の表は「定型表現」と「英語活動」
の複雑さの順序付けを示すものである。
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　（3）a. 「定型表現」の複雑さのレベル
複雑さのレベル 対応する「定型表現」
1（低） 動詞を含まないもの（例：Good morning. Excellent. Happy birthday. ……）
2 肯定文・命令文（例：My name is ～ . I like ～ . Turn right/left. ……）
3（中） Yes/No疑問文（例：Do you like/have ～ ? Would you like ～ ? ……）
4 簡単なWH疑問文（例：How are you? What do you like? ……）
5（高） 複雑なWH疑問文（例：Who knows ～ ? Why do you want to be ～ ? ……）

　　レベル 5の「定型表現」は、Hi, friends!では指導者が使用することが想定されている。
　　　b. 「英語活動」の複雑さのレベル

複雑さのレベル 対応する＜活動＞
1（低） 挨拶・指示表現・歌・カルタや絵カードを使った＜活動＞など
2 体を使う＜活動＞（例：体操、ジェスチャー、チャンツ……）
3（中） 自分のことを述べる＜活動＞（例：自己紹介、簡単なスピーチ……）
4 何かを尋ねる＜活動＞（例：道を聞く、インタビュー、買い物……）
5（高） 創造的な＜活動＞（例：英語劇作成、日本文化紹介、旅行計画……）

　「定型表現」の複雑さをレベル別にまとめたものが（3a）の表である。動詞を含まず、表
現の一部を入れ替えることがほとんど不可能なものは最も複雑さのレベルは低いが、動詞
を含むものや表現の一部を入れ替えることが可能なもの、疑問文はそれよりは複雑さのレ
ベルが高いと考えられる。
　（3b）の表は、「英語活動」の複雑さをレベル別にまとめたものである。複雑さのレベル
が低いと思われるのはいわゆる教室英語や絵を用いる活動や体を使う活動であり、自己紹
介などの自分のことを英語で述べる活動や買い物のように何かを尋ねる活動はやや複雑に
なると想定される。日本文化紹介など児童の創造性が問われる活動は最も高い複雑さのレ
ベルに位置すると考えるのが自然であろう。
　「英語活動」の複雑さのレベルと活動の内容との相関性の例は、仁科他（2012）などに
基づき以下のような図に表わされる。
　（4）

　上図において、「英語活動」は「自己紹介」や「移動・案内」のような様々なカテゴリー
に分類され、ひとつのカテゴリーに複雑さのレベルが異なった様々な活動が属し、その複
雑さのレベルは（3a）にまとめられた「定型表現」の複雑さのレベルと関連する。
　（3）の表や（4）の図から言えることは以下の 3つである。第一に、「定型表現」の複雑さ
と「英語活動」の複雑さには相関関係があるということ、第二に、「定型表現」の複雑さ
には文法の複雑さが、「英語活動」の複雑さにはその活動が要求する児童の自主性や創造

レベル
低

高

「英語活動」のカテゴリー
 †自己紹介 †移動・案内 †買い物・注文 †創作的活動
 　名刺交換 　ボードゲーム 　食べ物の名前 　名刺作成
 　自己紹介 　道案内 　数を数える 　誕生日カード作成
 　1日の予定 　道を聞く 　買い物 　手紙作成
 　インタビュー 　地図を作ろう 　注文 　英語劇
 　日本文化紹介 　旅行計画 　パーティー 　英語劇のアレンジ
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性の高さが関係するということ、第三に、同じカテゴリー（例：「自己紹介」）に属する「英
語活動」であっても複雑さのレベルが異なれば、異なる複雑さのレベルに属する「定型表現」
が用いられる可能性があり、異なるカテゴリーに属する「英語活動」であっても、複雑さ
のレベルが類似していれば、同一の、または近いレベルの複雑性を持つ「定型表現」が共
通して用いられる可能性があるということである。ここでは、「定型表現」や「英語活動」
に関するこうした調査結果や考察をもとにした「定型表現の用例集」の作成について提言
を行う。 

　これらのことを踏まえ、本論では、以下の 3つのリサーチクエスチョンについて議論す
る。
　（5）a. コーパス言語学の手法で抽出された、「語」より大きなレベルの表現である「定

型表現」と「英語活動」の関連性に着目した「定型表現の用例集」として、具体
的にどのようなものが可能であるか。

　　　b.「定型表現」と「英語活動」の複雑さのレベルとその相関性に関する議論をどの
ように「定型表現の用例集」の作成に活かすことができるか。

　　　c. Hi, friends! で扱われる「定型表現」や「英語活動」の汎用性の高さを、「定型表
現の用例集」の作成においてどのように活かすかことができるか。

　こうしたリサーチクエスチョンを議論し、「定型表現の用例集」を作成することにはど
のような意義があるのだろうか。第一に、「定型表現」と「英語活動」の相関性を「用例
集」作成に活かすことにより、より「英語活動」の実践に役に立つ「用例集」作成を目指
すことが可能となる。さらに、「英語活動」どうしの有機的な関連性に着目することにより、
単一の「定型表現」に単一の「英語活動」が機械的に対応する「用例集」よりも実用的な
「用例集」の作成をめざすことが可能となる。

4.「定型表現の用例集」作成に向けて
　本節では、「定型表現の用例集」の作成にむけ、（5）にあげた 3つのリサーチクエスチョ
ンについて順に議論していく。最初に、（5a）のリサーチクエスチョン、つまり、具体的に
どのような「用例集」を作成するのかということについて論じる。ここでは、「定型表現」
と「英語活動」の双方向性を考慮し、「自己紹介」のようなある特定の「英語活動」から、
その活動で用いる My name is ～ . のような「定型表現」の用例を調べることができるだけ
でなく、My name is ～ . のようなある特定の「定型表現」の用例から、その表現が用いら
れる「自己紹介」のような「英語活動」を調べることができる「用例集」を想定している。
例えば、特定の「英語活動」にどのような「定型表現」を使うのかを知りたい場合は、活
動から表現を調べる、逆にある「英語活動」で使った「定型表現」が別の活動でも使える
かを知りたい場合は表現から活動を調べる、といった活用が可能となる。 

　次に、（5b）のリサーチクエスチョン、つまり、表現や活動の複雑さのレベルに関する議
論をどのように「用例集」の作成に活かすことができるかということについて考察する。
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ここでは、 ある特定の「英語活動」（例えば「自己紹介」）の項目から、その活動と用いる
「定型表現」の種類や「複雑さ」が類似した他の活動（例えば「名詞交換・作成」）の項目
を調べることができるだけでなく、その活動で用いる「定型表現」の種類が類似し、より
「複雑さ」が高い活動（例えば「インタビュー」）の項目を調べることのできる「用例集」
を目標とする。例えば、ある「英語活動」と同じような内容や「複雑さ」をもつ活動にど
のようなものがあるか知りたい場合やある「英語活動」の応用例が知りたい場合など、状
況に応じて「用例集」を使い分けることが可能となる。
　最後に、（5c）のリサーチクエスチョン、つまり Hi, friends! の表現や活動の汎用性の高
さを「用例集」の作成にどのように活かすかということについて議論する。本研究では、
Hi, friends! に含まれる英文に出現する「定型表現」の用例や Hi, friends! で取り扱われる「英
語活動」を中心に「用例集」を作成し、他の児童英語教材で扱われる「定型表現」の用例
や「英語活動」を補足的に加えることを想定する。また、『英語ノート』で扱われる「定
型表現」の用例は、多くの場合、そのままこの「定型表現の用例集」にも利用可能であ
る。ただし、『英語ノート』において指導者が用いることが想定されている英文に、一部、
whoseを用いたWH疑問文などの複雑な表現がみられるので、これらの表現をより単純な
表現に言いかえる必要性は考慮にいれられるべきである。そして、今後、中学校用英語検
定教科書との「定型表現」の共通性などをより詳しく調査することにより、小中英語教育
連携において、「定型表現」の用例を効果的に活用することにより「英語活動」を円滑に
運用することが可能となる。 

　それでは、実際にどのような「定型表現の用例集」の作成が可能であるのだろうか。（6a）
は、ある特定の「英語活動」の項目からその活動で用いる「定型表現」を調べるページの
実例である。この図では、「自己紹介」のような活動項目の隣には「自分の名前や好きなもの、
誕生日を友だちや先生に英語で紹介する」のようにその活動の概要が記載され、下段には 

My name is ～ . などその活動で使用する「定型表現」、「名刺交換」のように関連する活動
項目、「インタビュー」のような応用例が記載されている。 

　ある特定の「定型表現」の用例からその表現を使用する「英語活動」を調べるページは（6b）
のような目次形式となる。この図では、My birthday is ～ . などの「定型表現」の項目に対
し、「自己紹介」のような、その表現を用いる「英語活動」名と活動の項目の掲載ページ
数が列挙されている。 
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　（6）a. 

自己紹介　自分の名前や好きなもの、誕生日を友だちや先生に英語で紹介する。
活動で使用する「定型表現」：My name is ～ ./I like ～ ./ My birthday is ～ .

関連する他の「英語活動」：「名詞交換・作成」（2ページ）「誕生月カード作成」（3ページ）
「簡単なスピーチ」（4ページ）「友達・家族の紹介」（13ページ）

活動を応用してみよう：「インタビュー」（12ページ）

1

道案内　英語を使って友だちや先生、外国の人に道案内をしよう。
活動で使用する「定型表現」：Turn {right/left}./Go straight. / go to （場所）. / This is ～ .

関連する他の「英語活動」：「地図を作ろう /オリジナルタウン」（6ページ）「方角の言
い方」（7ページ）「学校案内」（8ページ）「部屋の中」（9ページ）

活動を応用してみよう：「行き方を尋ねる」（17ページ）

5

職業に関する活動　様々な職業の名前を英語で知り、自分が将来なりたい職業につ
いて考える。
活動で使用する「定型表現」：I want to be ～ ./ 主語＋ be動詞 ～ .

関連する他の「英語活動」：「簡単なスピーチ」（4ページ）「将来の夢スピーチ /夢宣言」
（13ページ）「友達・家族の紹介」（14ページ）

活動を応用してみよう：「インタビュー」（12ページ）

11

「英語活動」名

「英語活動」名

「英語活動」名

「英語活動」の概要

「英語活動」の概要

「英語活動」の概要

用いる「定型表現」の種
類や「複雑さ」が類似す
る他の「英語活動」

用いる「定型表現」の種
類や「複雑さ」が類似す
る他の「英語活動」

用いる「定型表現」の種
類や「複雑さ」が類似す
る他の「英語活動」

ページ数

ページ数

ページ数

用いる「定型表現」の種類
が類似し、より複雑な他の
「英語活動」（活動の応用例）

用いる「定型表現」の種類
が類似し、より複雑な他の
「英語活動」（活動の応用例）

用いる「定型表現」の種類
が類似し、より複雑な他の
「英語活動」（活動の応用例）
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　（6）b. 

My birthday is ～ . 1ページ　自己紹介
 2ページ　名刺交換・作成
 3ページ　誕生月カード作成
 4ページ　簡単なスピーチ
My name is ～ . 1ページ　自己紹介
 2ページ　名刺交換・作成
 4ページ　簡単なスピーチ

go to （場所）. 6ページ　地図を作ろう
 7ページ　方角の言い方
 8ページ　学校案内
 17ページ  行き方を尋ねる
Turn right/left. 7ページ　方角の言い方
 8ページ　学校案内
 17ページ  行き方を尋ねる

主語＋ be動詞 ～ . 4ページ　簡単なスピーチ
 11ページ  職業に関する活動
 13ページ  将来の夢スピーチ
 14ページ  友達・家族の紹介
I want to be ～ . 11ページ  職業に関する活動
 12ページ  インタビュー
 13ページ  将来の夢スピーチ

用例掲載ページ

用例掲載ページ

用例掲載ページ

「定型表現」用例

「定型表現」用例

「定型表現」用例

「定型表現」が用いられる「英語活動」名

「定型表現」が用いられる「英語活動」名

「定型表現」が用いられる「英語活動」名
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5.結語
　本研究がめざす「定型表現の用例集」作成の今後の課題としては、次の 3点があげられる。
第一に、形容詞を含む「定型表現」など、動詞を含むもの以外の「定型表現」の調査をす
ることにより、より豊かな項目を含む「用例集」を作成する必要があること、第二に、「用
例集」の作成にあたって、中学校英語教科書を含めた「定型表現」と活動の相関性や活動
どうしの関連性のさらなる調査を行わなければならないこと、第三に、教室で実際にどの
ような「英語活動」がどのような「定型表現」を用いて行われているのかを調査し、より
実用的な「用例集」の作成を目的とすることである。

注
* 本論文における調査や議論は、主に長谷部・神谷（2012）に基づく。口頭発表の際に貴
重なご助言を下さった方々に厚く御礼申し上げる。言うまでもなく、本稿の誤りは全て筆
者らの責任である。
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Information Gapで本物の Communicationをしよう！

清水万里子
（愛知教育大学（非））

　キーワード：小学校外国語活動、情報の格差、英語コミュニケーション能力、小学校、
中学校、外国語活動、英語教育、インフォメーション・ギャップ、想像
力、ノンバーバルコミュニケーション、コミュニケーション、インプロ
ビゼーション、4技能、遊びの 4要素、ゲーム活動、リズム、チャンツ、
英語の歌

1.はじめに
　平成 23年（2011年）4月から小学校外国語活動が必修化されて約 2年。全国の公立小
学校すべての高学年児童を対象に外国語活動が行われています。市町や学校によっては、
低・中学年児童が英語に慣れ親しむ授業もあり、英語は小学生たちの隣に存在するものと
なりました。本研修では、英語学習への好奇心を満たすよう外国語教授法 Communicative 

Approachの原則である Information Gapで、より本物に近いコミュニケーションをするこ
とを提案したいと思います。聞いて初めて知るというのが本物です。まずは「相手に対す
る興味」が大切でしょう。相手のことをもっと知りたい、相手の知っている情報をもっと
知りたい、という欲求です。「本物の情報交換」を教室内の外国語活動に持ち込んで、多
くの英語表現を使えるようにできればと思います。英語力を身に付けるための基本的なモ
チベーション部分を Information Gapを通して高めることができるのではないでしょうか。
知らなかった事を知るのは知的好奇心を満足させる活動になると考えています。

2. Information Gapとは
【意味】

＜情報の格差＞・・その情報を知っている人と、知らない人の間でおこる。
この差を英語でコミュニケーションをして埋める活動。つまり、「知らない」ことがコミュ
ニケーションへのモチベーションとなる。情報の格差を埋めるためには、英語を使って
コミュニケーションする機会を作らなければならない。

　外国語活動で、もう一つの期待されている副産物的に育つ「英語能力」そのものについ
てはどうでしょう？筆者は学校訪問を通していくつか気付いたことがありました。教師た
ちに、外国語活動は英語力育成ではない、という意識が強くありすぎるのが気になるので
す。しかしながら、外国語活動には英語力育成も少なからず期待されているのも事実です。
私は、児童の英語学習への好奇心を満たすシーンがもっとあると良いのではないかと考え
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ています。コミュニケーションの極意である、アイコンタクト、ボディコンタクト、スマ
イル、レスポンスを意識しながら、ここにもう一つ、英語力育成のための好奇心を付け
くわえるために Information Gapの手法で英語教育をより深く意識するとよいと思います。
Information Gapのある活動を仕組むためには、用意する教材やゲーム内容など、教師の工
夫が必要になりますが、英語学習の高い効果が期待されます。本研修で行われた 3種類の
ゲーム活動を基礎と応用に分けて述べます。

3. Information Gapを含むゲーム活動
　「情報の格差」を設定すべき状態は、以下 5種類に設定します。

　①二者間
　②先生　対　児童全体
　③児童個人（グループ）　対　その他児童全体
　④グループ間
　⑤児童個人

＜活動例＞
　・クイズ活動
　・ワークシートを使う活動
　・カードを使う活動
　・ALT（外国人指導助手）を活用する活動

■ゲーム活動（例 1）　Go Fish　～ Numbers編～

　Go Fishは欧米で昔から親しまれているカードゲームです。ババ抜きと同じように二枚
そろえば出していけるゲームです。プレーヤーは他のプレーヤーの言動をよく聞いていな
いと勝つタイミングを逃してしまいます。自分の言う言葉、他のプレーヤーたちが言う言
葉を覚えておいて、自分の番が来たら一気に勝負をかけていきます。もし、相手の持ちカー
ドに自分が尋ねたカードがなかったら、「Go fish!」と相手に言われて、中央に積んである
カード山から一枚取らなくてはなりません。早くカードがなくなった人が勝ちになるゲー
ムです。

【準備するもの】　トランプカードセット　＊グループの数分

【 言 語 活 動 】　Do you have ～ ?  Yes, here you are.  No, go fish!  Numbers
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【 方 法 】　＊ 35人クラスの場合、5人グループを 7つ作る。
　①丸くなって座り、カードを 5枚ずつ一人ずつに分ける。残りを山にしておく。
　②最初の児童がグループの一人を選んで次のようなやりとりする。
　児童 A：「Mr. D, do you have number seven?」（D君、数字の 7を持っていますか？）
　児童 D：「No. Go fish!」（いいえ、ゴー・フィッシュ！）

＊児童 Aは山からカードを一枚とる。隣に座っている児童 Bが質問をする番になる。

　児童 B：「Mr. A, do you have number seven?」（A君、数字の 7を持っていますか？）
　児童 A：「Yes, here you are.」（はい、どうぞ。）

＊児童 Bはカードをもらい、続けて別の児童を指して質問をする。Go fishと言われるま
で質問をすることができる。

【 ポ イ ン ト 】
・その場でカードを配るため、誰がどのカードを持っているかわかりません。ここに情報
の格差が生まれ、本物のコミュニケーションを楽しむことができます。
・質問する側は、指名する相手の名前を呼びましょう。
・1～ 13の数字をテーマにするとトランプの使用で準備のかからない方法ですが、テー
マを変えてプレイすることができます。例：Animals（動物）、Colors（色）、
・全員でプレイすることもできます。その場合は、外国人指導助手（ALT）に真ん中に立っ
てもらい、Go fish!でカードを取りに行った児童に Q-Aするタスクを仕掛けましょう。
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■ゲーム活動（例 2）　Battleship ～基本：単語（Adjectives＋ Nouns）編～

　Battleship（バトルシップ）は数多くの応用が可能なワークシートゲームです。Battleship

は戦艦という意味ですので、名前が教育的にどうかという意見もあるかもしれません。
ここでは単なるゲームとして扱いますのでそのままの名前を使います。本研修では、
「Adjectives（形容詞）＋ Nouns（名詞）」の練習のワークシートを使いました。ワークシー
トを工夫すれば、文章を発話する活動も可能です。

【準備するもの】　ワークシート　クラス人数分

【 言 語 材 料 】　Colors, Animals

【 方 法 】
　①ペアを作る。＊ペアでゲーム活動する。
　②ワークシートを配る。
　③各児童は自分のワークシートの欄の好きなところに○を 3箇所付ける。
　④お互いに質問し合い、○の付いた欄を当てたら Hitとなる。
　⑤ 3箇所すべてを Hitさせたら勝ちとなる。

　＜ワークシート：例 1＞
　児童 Aのワークシート

dog bird monkey frog sheep
yellow
red ○
green ○
black
white ○

　児童 Bのワークシート

dog bird monkey frog sheep
yellow
red
green ○
black ○
white ○
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　＜児童 A、児童 Bのゲーム中のやりとり例＞
　児童 A：Yellow dog?

　児童 B：No hit. Red bird?

　児童 A：Hit!

　＜ワークシート：例 2＞

butterfly box bear bicycle baby
beautiful
small
big
dirty
cute

　＜ワークシート：例 3＞

放課後の予定：
「Do you~?」と尋ねよう

on
Monday

on
Tuesday

on
Wednesday

on
Thursday

on
Friday

I study English…
I go to the park…
I go to the dentist…
I play soccer…
I go to a cram school…

【 ポ イ ン ト 】
・Battleshipは、多種多様な応用が可能なゲームです。たとえば、単語を覚えるレベルのゲー
ム、語順を覚えるゲーム、英語 Q&Aゲームなど、教師の工夫でワークシートを作成でき
ます。
・基本的にはペアで活動するゲームです。一人一人の発話量が増えます。
・ワークシートにその場で○を書きこむため、自分が答えを決める活動になります。あら
かじめ答えが決まっているゲームではないことがポイントです。

■ゲーム活動（例 3）　Air Writing  ～文字認識へ～

　小学校低学年児童が日本語のひらがな、カタカナ、漢字などの文字を覚えるときに空中
に文字を書いて覚える方法があります。これは、「空書（そらがき）」といいます。筆者が
アメリカ、カナダの公立小学校で教育実習研修をしていたときに、文字を覚える低学年児
童が Air Writingという手法を使って、筆順と読み方を覚えていました。現代のアメリカ、
カナダの公立小学校には移住者の子どもたちも多く、小学校低学年児童にも英語力に大き
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な差があります。そのため読み書き能力の育成に熱心に取り組まれています。ここでは、
Information Gapの手法で Air Writingを取り入れるゲームとして、以下を提案します。Air 

Writingのジェスチャーゲームになります。表現はジェスチャーで伝えても、文字で伝え
ても OKとします。

【準備するもの】　絵カードや、文字のみカード 10枚　
＊ジェスチャーで表現しにくい絵カードがよい。絵カードには英単語も書いておく。
＊文字のみのカードもよい。アルファベット一文字や、Sight Wordsなど利用できる。
（例）
・オバマ大統領の写真：下に OBAMAと書いてある。
・名古屋市の地図：下に NAGOYAと書いてある。
・アルファベット一文字のカードなど。

【 言 語 材 料 】　What’s this? 　Is it ～？

【 方 法 】　＊ 36人のクラスの場合
　① 6名ずつの 6チームを作る。
　②各グループの代表が先生の絵を見に来る。
　③その絵を見て、友だちに伝える表現方法を自分で考えて伝える。
　④早く当てたチームが順次得点する。

【 ポ イ ン ト 】
・文字カードのみ使う方法もあります。児童がそれをジェスチャーで表現してもよいで
しょう。
・男女別に分けてのグループ戦もできます。
・子ども自身が伝える表現を考えることが大きな要素です。音声以外の伝え方で、ジェス
チャー、空書き文字を使う、など即興で方法を考えることがポイントです。

■ゲーム活動（例 4）　「ひとこと会話」　～外国人指導助手 ALTと Q&A～

　筆者は平成 23年度の必修化後から月に 1～ 2校の割合で小学校の現場を訪問して外国
語活動（英語活動、英語授業）を参観していますが、年間 35時間の外国語活動の現場に
は ALTと呼ばれる外国人指導助手（ネイティブ、ノンネイティブ）の存在があるのです
が、彼らの存在が薄い授業であったり、音声教材のように正しい英語の音を発話する人と
して立っていたりします。一方では、指導経験豊富な ALTの先生に授業をお任せするパ
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ターンもあります。文部科学省では「担任主導」という指導形態を理想としていますが、
実際の現場では、上記のような実に様々な指導形態があります。「ALTの上手な活用」と
Information Gapの手法を考慮すると、本物の Communicationシーンを作り出せる効果的な
方法を提案します。筆者が訪問した小学校で実際に行われていた英会話のシーンです。「情
報の格差」は人間関係においては必ずあるものですから、児童自身の素朴な質問を ALT

にして返事をもらうというものです。特徴的なのは、児童が一列に並んで一人ずつ ALT

に質問をして、質問し終わった児童から教室に戻るという仕組みです。質問文は児童が考
えるため、年間 35時間の外国語活動では質問文は 35種類になります。児童自身の英語を
使うという自信につながる良い活動だと思われます。

【準備するもの】　ALT（外国語指導助手）

【 言 語 活 動 】　何でも良い。児童に任せる。What～？　Do you～？など。

【 方 法 】
　①毎時間の外国語活動の最後 5分に ALTと一人ずつ会話できるシーンを作る。
　②児童は質問を自分で考えて用意する。
　③ ALTに質問し、Q&Aをする。ハイタッチで Good byeしてから教室に戻る。

【 ポ イ ン ト 】
・この「ALTと児童一人ずつの会話」は、機械的なやりとりではないことが特徴です。
外国語活動の中では、覚えたフレーズを相手とやりとりするパターンプラクティスが多い
のですが、この活動は、英語で質問をする行動の他に、相手の反応、態度、笑顔、自分の
反応など、ほんのひとことの質問で、2～ 3文の英語やりとりが行われ、その場で相手か
らどういう反応が来るかわからない、そして自分もどう反応すればいいか考える、という
即興のコミュニケーションスキルが身に付くでしょう。
・児童が作る質問文は簡単な文章でよいこと、児童が英語でどういうか尋ねたいときには、
教師が簡単な英語質問文を指導できるとよいです。

4. Improvisation（即興）のトレーニング
　小学校外国語活動の目的の一つであるコミュニケーション能力の育成のために、コミュ
ニケーションの極意として次のような 4要点があります。アイコンタクト、ボディコンタ
クト、スマイル、レスポンスです。外国語活動は「英語で行う」という特徴がありますが、
これらは日本語で行うことも可能です。しかしながら、日本語で行うよりも、まだたどた
どしく使い慣れていない外国語（英語）で行うほうが照れや恥ずかしさがなく活動しやす
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いのです。外国語活動の始めには雰囲気を和らげるために Ice Breaking Gameを利用する
ことも多いのですが、上記の 4要点がすべて入っています。Ice Breaking Gameとよく似て
いる活動に Improvisation（即興）のトレーニングがあります。近年、本物のコミュニケー
ション能力を「即興」で育てようという Improvisationのトレーニングが学校や会社で行
われています。
　単純に、コミュニケーションを「上手な人」と「下手な人」のカテゴリに分けるとすれ
ば、上手な人とそうでない人の差は、反応をうまく返せるか、返せないかでしょう。外国
語活動では英語でコミュニケーションできる能力の育成を目指していますから、外国語活
動においても、英語でできる Improvisationのトレーニングは英語能力、コミュニケーショ
ン能力の育成に有効な手段だと思われます。

Improvisation（インプロビゼーション）とは？

【意味】

＜即興＞・・演劇、音楽演奏、ダンスなどにおいて、即興で演じたり音楽を奏でる手法。
　近年、Improvisationのワークショップゲームは企業や学校において、コミュニケーショ
ンゲームとして利用されている。身体を使って様々なゲームを続けるうちに、コミュニ
ケーション能力の育成に関連する能力、「伝達」「協調」「他者理解」「自己認識」「会話」
「創造」などが育つ。

　小学校外国語活動においては、Improvisationの手法は無意識のうちに取り入れられてい
ると思われます。コミュニケーション能力の育成を目標として、英語でのゲーム活動が
多用されていますが、Improvisationの手法でコミュニケーション能力そのものを育成し、
Information Gapの手法で英語能力そのものの育成ができるでしょう。

5.遊びの 4要素
　本研修中には「遊びの 4要素」について言及しています。遊びの 4要素とは、フランス
人思想家のロジェ・カイヨワ（1973, p44）が定義したものです。外国語活動におけるゲー
ム活動はいつの時代においても、遊びの一種として児童たちに捉えられており、一見バラ
エティに富んでいそうな活動でも遊びの種類に偏りが生じてしまうと、ゲーム性をもった
外国語活動そのものに飽きを感じる児童が増加する傾向がみられます。これは現代の児童
を取り巻く環境の影響に起因するものがあります。多様化する遊びの中で児童たちは絶え
ず強い刺激を求め続けている現状がみられます。ゲーム性への沈滞感、マンネリ化が「楽
しい、もっとやりたい」という内的動機付けを低下させてしまう要因となります。そこで、
年間 35時間の外国語活動において、遊びの 4要素をバランス良く設定していくことを提
案したいと思います。
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　遊びの 4要素とは？　～外国語活動に役立てるためのヒントとして～

　＜定義＞

Agon（アゴン＊ギリシャ語：競争）
　・スポーツ。サッカーなど。
　・チェス。

Alea（アレア＊ラテン語：偶然）
　・ルーレット。
　・富くじなど。

Ilinx（イリンクス＊ギリシャ語：眩暈）
　・急速回転、落下運動などで内部器官
の混乱と惑乱状態。

Mimicry（ミミクリ＊英語：模擬）
　・演劇。ハムレットなど。
　・ごっこ遊び。
　・歌、チャンツ

　Information Gapの手法には、偶然性のある遊びのアレア、勝ち負けの競争のあるアゴン
の要素が多く含まれています。カードゲームを例に出してみますと、トランプのカードを
引いて出た数字に偶然性があり、仲間と対戦することで競争も生まれます。その数字を英
語で先に言うゲーム活動は、発話する英語に慣れるにつれ、プレイする児童自身のゲーム
スピードも早くなります。演劇やミニスキット、リピート、歌・チャンツなどはミミクリ
の要素です。眩暈のイリンクスに関しては幼児英語教育、家庭での英語教育において利用
する「遊びながら英語」に適している要素だと思われます。

6.おわりに
　筆者は、平成 23年の「小学校外国語活動」の必修化後、約 2年間で中部地区を中心に
約 30校の小中学校を訪問して実際の外国語活動、英語授業の参観をしてきました。今後
も月 1～ 2回の訪問を予定しています。これまでの訪問で 2点留意したいことがありまし
た。まず、Hi, friends! 1&2と指導マニュアルの存在が大きく外国語活動の内容を決めてい
ることです。そのため、どの小学校を訪問しても内容がほとんど同じ金太郎飴状態です。
教育内容の一定の水準を保っていると言えるのですが、これは最低基準の気がします。よ
うやく始まった小学校からの英語教育ですが、もっと効果的に英語教育に取り組まないと
成果を得られないのではという心配もあります。日本の英語教育は中、高、大と学んでい
るのに英語ができないじゃないかという批判が、今後 10年、20年と実践されていく中で、
小、中、高、大と習っているのに英語ができないじゃないか、という批判に変わるかもし
れません。必修化から 2年経つ今、小学校で英語教育を実践するメリットを再び考えてみ
るとよいと思います。
　小学校における実質の英語教育研究開発が始まった平成 4年以降は民間の子ども英語教
室の大ブームでした。ちょうどその時代に英語教室で学んでいた大学生たちに英語力に関
して尋ねると、大人になった今でも覚えているのは、「英語の歌」と「丸暗記した文章」
でした。つまり、「英語の音とリズム」は後々まで残っているのです。これなら、本人が
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英語を話したいと思った時にリズム良く英語を使うことができるでしょう。小学校の外国
語活動にはいつも明るい児童たちの笑顔があります。楽しみながら「英語の音とリズム」
に慣れ親しむことが「小学校でできる英語教育」だと思います。自分の感情や考えを表現
する日常表現文の「リズム丸暗記」と「英語の歌とチャンツ」、さらに Information Gapの
手法でそれらを導入することは英語能力を育てる手段として有効だと思われます。ダイア
ログ中心の活動は英語習得と言うよりも、コミュニケーション能力の育成に役に立つ活動
です。以上 2点のことを常に心に留めておいて、コミュニケーション能力の育成と英語教
育をバランス良く取り入れた小学校における英語教育が進むことを心より願っています。
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生きる力を育む小学校英語の創造 2012

～英語が話せる本宿っ子をめざして～

白井　直美
（愛知県岡崎市立本宿小学校）

概要

本研究は、平成 23年度から始まった新学習指導要領の小学校外国語活動のあり方につい
て模索し、自作の DVD教材「OK English」の毎日の視聴、ALT・ST（英語支援員）・担任
の外国語活動の授業、1年から 6年までのカリキュラム、英語集会、校内環境等の手だて
が目指す子供像に迫れるか検証するものである。結果、1）聞く耳が育ち、英語らしい発
音が身についたこと、2）子供が生の英語を聞いたり、話したりする時間や個別の支援の
時間が増えたこと、3）言語や文化の違いに気付かせたり、英語で伝え合う楽しさを味わ
わせることができたこと、4）高学年になるにつれて自分の意思を表現できるようになっ
てきたことなどの成果があげられる。一方、授業のさらなる工夫やカリキュラム、小中連
携のあり方についてもさらに検討をしていく必要がある。

キーワード：自作 DVD教材、ALT・ST・担任の授業、カリキュラム、英語集会、校内環境

1.はじめに
　平成 21年度に岡崎市教育委員会より 3年間の小学校外国語活動の研究委嘱を受け、研
究主題を「生きる力を育む小学校英語の創造～英語が話せる本宿っ子をめざして～」と掲
げ研究に取り組んできた。この間、平成 22年には、岡崎市の 47全小学校が文部科学省よ
り教育課程特例校指定を受け、「英語が話せるおかざきっ子の育成」を目指す取組をして
きた。そして、平成 23年 11月 2日に研究発表会を開催し、研究を検証した。
　それを糧にさらに 1年の研究を積み、平成 24年 11月 2日に再び授業研究協議会を開催
し、全クラスの授業公開をした。1年目の課題を解決するべく研究を重ね、再び検証をした。
そこからみえてきた成果と課題を明らかにする。

2.研究の概要
　（1）めざす子供像

　

英語に慣れ親しみ、伝え合う楽しさを知り、積極的に英語でコミュニケーション
を図ろうとする子
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　　　本校の考える「話せる」とは「活動を通して耳慣れした英語を発話できるように慣
れ親しむ」ということである。体験的な活動が中心となる英語活動を通して、互い
に伝え合う楽しさを味わわせたいと考えた。また、英語でのコミュニケーションを
通して、積極的に他者とかかわり合いながら学びを深めていくことも可能になると
考えた。

　（2）研究の仮説

　（3）研究の手立て

仮説Ⅰ
岡崎市自作の英語ＤＶＤの継続的な視聴やＡＬＴ・ＳＴ（英語支援員）との効
果的な協同授業を行うことにより、英語に慣れ親しみ、英語が話せる子供の育
成につながるであろう。

仮説Ⅱ
子供の発達段階や実態を考慮し、体験的活動や教具・教材を工夫することによ
り、言語や文化への気付きが生まれ、伝え合う楽しさを知り、積極的に英語で
コミュニケーションを図ろうとするであろう。

仮説Ⅰの手立て
・全校で毎日 8分間の学年別の DVD教材「OK English ( Okazaki Kids English)」
を視聴する Eタイムを継続実施する。
・ALT・ST・担任のそれぞれのよさを生かした明確な役割分担をする。
・担任も Classroom Englishを用いて All Englishで授業を進める。
・チャンツやモデル・ダイアローグの場面絵などの視聴覚教材の工夫をしたり、

ICTの活用をしたりする。

仮説Ⅱの手立て
・発達段階に合わせ、スパイラルに構成した「本宿小カリキュラム」に沿った授
業を展開する。
・担任が世界のさまざまな国の様子や日本語と英語の相違点に気付かせる活動を
工夫し、振り返りカードに記述させる。
・教師を 1対 1で話す場を設けたり、コミュニケーションの場面を明確にして、
　学んだ表現を使う活動を取り入れたりする。
・多くの ALTと、あるいは学年を超えた子供同士がコミュニケーションを図る
　英語集会を定期的に設ける。
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　（4）研究構想図

　（5）段階を踏んだ学習

低学年　年間 10時間（1単位時間 30分× 15回）
　　　　『体験を通して、英語に楽しく触れる子』
　　　　Yes,Noや単語での意思表示をする。英語での表現に興味や関心をもち、

進んで聞こうとしたり、動作に表したりする。

中学年　年間 20時間
　　　　『相手を意識し、英語に慣れ親しむ子』
　　　　2～ 3往復の会話をする。表情やジェスチャーを交えて、あいさつなど

簡単な会話をする。

高学年　年間 35時間
　　　　『相手と英語で伝え合う楽しさを味わう子』
　　　　4～ 5往復の会話をする。相手の言いたいことを聞きとろうとし、自分

の思いを習った表現で伝える。
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3.実践
　（1）Eタイム
　　　Eタイムとは、全校で毎日 8分間「OK English（Okazaki Kids English）」を視聴する

時間のことである。岡崎市は、平成 22年度に文部科学省の特例校の指定を受け、
全小学校全学年において「英語が話せるおかざきっ子委員会」の英語自作ビデオ教
材「OK English」を視聴し、週 1コマの授業に充てている。

　　　〈番組の流れ〉
　　　　オープニングの歌→分かりやすい状況設定をしたスキット→声を出して繰り返し

→ ALTとスキット→エンディングの歌
　（2）英語活動の時間
　　ア　ALT・ST・担任の役割分担

場面 担任 ST ALT

全体

・授業の指揮
・支援
（Classroom Englishを使う） 
・英語を学ぶモデル 

・英語のモデル
・支援

・英語のモデル
・（支援）

Warm-up

Review

・1対 1対話 

・支援　（抽出児＋数名） 
・1対 1対話 

・カードを持つ
・1対 1対話 

・発音

Model Dialog
・必要に応じて、ALTと対話 

　（ALT＋ STの後で）
・ALTと対話 ・STと対話

Practice ・支援・指名（抽出児＋数名） ・カードを持つ ・発音 

Main Activity ・評価 ・指名 ・支援
・児童と対話
・支援

・児童と対話
・支援

振り返り ・振り返りカードの点検 ・ALTと対話 ・STと対話

　　イ　All Englishでの授業
　　　　・担任はClassroom Englishを使って、授業の舵取りを行う。
　　　　・導入や練習ではALTとSTの英語をたっぷりと聞かせる。
　　　　・1時間をたっぷりと英語の世界に浸らせる。
　　ウ　担任による指導過程作成や教具の工夫
　　　　・子供の興味・関心に合わせた教材を作る。
　　　　・子供と一緒に英語活動を楽しむ。
　　エ　評価規準を明確にした授業作り
　　　　・言語や文化への気付きを生む
　　　　・英語の音声や表現に慣れ親しむ
　　　　・コミュニケーションへの関心・意欲・態度
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　　オ　授業形態（基本形）
　　　　 Warm-up 英語活動への雰囲気作り
 ・歌
 ・あいさつ
　　　　 Review チャンツやゲームで前時の復習
 ・3つの円になって 1人ずつ先生と会話
 ・本時につながる単語や文の復習
　　　　 Activity 新出のダイアログや語句を学習
 ・導入（ALTと STによるモデルダイアログ）
 ・単語や文の練習（チャンツの活用）
 ・ダイアログの練習（先生対子供、グループ毎、1対 1）
　　　　 Main Activity 本時で学習した英語への慣れ親しみ
 ・デモンストレーション（ALTと STによる）
 ・場面絵の提示
 ・教員による評価
　　　　 振り返り 本時の振り返り
 ・モデルダイアログを再度聞く（ALTと STによる）
 ・振り返りカードの記入
 ・歌
　（3）英語活動の評価
　　　英語活動の 3つの観点（以下①②③）を 3つの方法により評価している。
　

　　ア　子供による「振り返りカード」を用いた自己評価
　　　毎時間の授業の終わりに子供が学びを振り返る時間を設定している。学年の発達段

階に応じて、項目や表記の方法も工夫している。文章表記による記述も単元毎に 1

回は行うようにし、「言語や文化に関する気付き」も大切にしている。6年生では、
単元の初めに各自の目標を記入させ、自発的な学習を奨励している。

　　イ　担任による「評価名簿」を用いた行動観察評価
　　　授業のMain Activityにおいて、子供の活動の様子を観察し、名簿や座席表に記録

する。1時間においては抽出児を含め数人に絞り、自由表記で行う。
　　ウ　教師による「ミュータイムカード」を用いたパフォーマンス評価
　　　単元の終わりに授業で用いた場面絵を利用して、教師の前で 1人または 2人で会話

をする時間を設定している。終了すれば褒め言葉とシールまたはサインで称賛する。

①　コミュニケーションへの関心・意欲・態度
②　英語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ
③　言語や文化に関する気付き
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　（4）英語集会
　　ア　英語集会
　　　1学期と 2学期の年 2回、多くの英語に触れて楽しさを知ること、異学年交流をす

ることを目的として、全校英語集会を行っている。岡崎市の ALT 19名を招き、歌
やゲーム、名刺交換などを行っている。ALTの企画・運営で All Englishに近い形
で行うこともある。

　　イ　ミニ英語集会
　　　学習の成果の発表という位置づけでクラス担任が企画し、子供と一緒に運営する。

月に 1回学校朝会の折に行う。
　　　〈ミニ英語集会で扱った内容〉
　　　　　Rock,scissors,paper 1,2,3       Seven Steps      　The Honkey Pokey Shake

　　　　　I can see a Rainbow.      　　 Action Colors       Let’s go hunting!

　（5）校内環境
　　ア　英語コーナー（Motojuku English World）
　　　　・各学年の授業や英語集会の様子を紹介
　　　　・英語の絵本の設置
　　　　・CDプレーヤーの設置
　　イ　階段・特別教室の表示
　　　　・階段を利用して、月名、曜日、数字などを表示
　　　　・特別教室の表示
　　ウ　学年別教材バンク（MKB48:Motojuku Kyozai Bank48） 
　　　　・全学年の毎時間の指導案や手作りの教具の保管
　　　　・指導案や教材の共有化
　　エ　学習の足あと
　　　　・単元ごとに教室や廊下に掲示し、振り返りに活用

4.成果と課題
　（1）研究の成果
・市自作の英語 DVD教材を毎日継続し視聴してきたことで、英語を聞く耳が育ち英
語らしい発音を身につけることができた。

・担任・ALT・STの 3人が役割分担をすることで、子供が生の英語を聞いたり話し
たりする時間や個々の子供へ個別の支援をする時間が増えた。

・担任が子供の実態に合わせた活動を立案・工夫して授業を展開することで、言語
や文化の違いに気付かせたり、英語で伝え合う楽しさを味わわせることができた。

・いろいろな形態のコミュニケーション活動や自己表現活動を取り入れてきたこと
で、高学年になるにつれ、少しずつ自分の意思を表現できるようになってきた。



生きる力を育む小学校英語の創造 2012

－131－

　（2）今後の課題

参考文献
国立教育政策研究所（2011）．『小学校英語活動における評価方法等の工夫のための参考資
料』．東京：教育出版．

・自然な状況設定の中で、英語でコミュニケーションを行う楽しさを味わわせる活
動をさらに工夫していきたい。

・高学年では、学年末の到達目標を設定し、伝えたい内容を持たせ、間違いを恐れ
ずに発信できる態度を育てていきたい。

・中学校の英語学習とスムーズな接続ができるように、カリキュラムの内容や小中
連携のあり方の見直しを進めていきたい。
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小学校外国語活動から中学英語へ何を伝えるか

犬塚　章夫
（愛知県刈谷市立小垣江小学校）

概要

小学校と中学校間で人事交流がある市町村（地区）とない市町村がある。人事交流がある
場合でも、中学校英語教員が小学校に異動する例は多くはない。それだけに小学校外国語
活動でどのような内容をどのように教えているのかの情報は伝わりにくい。本論文では、
ぜひ中学校英語教員が知っておいてほしい情報として、道案内の英語表現を取り上げ、単
元作りの仕方として参考にしたい情報として、桃太郎英語劇、プレゼント交換などの事例
を示す。小学校では限られた語彙と表現を使って実際に会話活動ができるような配慮がさ
れている。中学校英語教師がそれを知り、フォニックス（音とつづりの関係）を学ばせ、ゲー
ムではなく実際のコミュニケーション場面を体験させることを配慮して授業を進めること
が必要である。
 

キーワード：小学校外国語活動、小中連携、授業実践

1.はじめに
　本年度、始めて小学校の外国語活動の授業をする機会を得た。以前は愛知県総合教育セ
ンターの研究指導主事として、文科省が意図する外国語活動の授業はどうあるべきかを研
修で現場に伝える立場であった。本来は担任が主導で行う外国語活動である。著者は JTE

として担任と ALTの授業に加わる形でしか授業を行うことができないので、少し担任教
師の状況とは違うが、中学で長く英語教師をしてきた著者が、小学校の外国語活動の授業
を行うことで感じたこと、わかったこと、中学校の英語教師に伝えたいことをまとめてみ
た。

2.中学校の英語の先生に伝えておきたいこと .

2.1.小学校の「道案内」の授業（小 6）と中学校の「道案内」の授業（中 1）
　小学校では、図 1のような挿し絵を使って建物の名前や道案内表現を学習する。一度に、
park, school, flower shop, hospital, bookstore, restaurant, supermarket, fire station, police station, 

convenience store, department store, post office, stationとたくさんの単語を学ぶが、多くはカ
タカナで聞き慣れていることもあり、それほど抵抗はないようだ。しかし、中学校の英語
の先生に知っておいて欲しいのは、ここで学ぶ道案内表現が特殊であることだ。限られた
表現で道案内を実現するために工夫がしてある。その工夫は図 1の道路にある黒点である。
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たとえば、図 1の駅の左側の足跡マークからスタートして、消防署までの案内は、次のよ
うになる。
　A: “Where is the fire station?”
　B: “Go straight.  Go straight.  Turn right.  

　　  Go straight.  Go straight.  Go straight.  Turn left.  Here.”
つまり道の上
の黒点まで移
動することを
「Go straight.」
で表し、「Turn 

right.  /  Turn 

left.」はその
場で方向を変
えることを意
味している。
このある意味
特殊な道案内
の仕方は、実際に通用するとは考えにくい。しかし、外国人に道を尋ねられたとき逃げ出
すのではなく、ジェスチャーを交えて「なんとか伝えようとする」場面で非常に役立つ表
現であると感じる。こういった条件付きの特殊な表現の存在を、中学校の英語の先生には
ぜひ知っておいていただき、英語で道案内をしたことがあるという体験を上手く活かして
中学校の授業に結びつけて欲しいと願っている。
　同じ道案内
表現は、約 1

年後、次のよ
うな形で生徒
が学習する
ことになる。
「Go straight.」
という表現
はなく、「Go 

d o w n  t h i s 

street.」に変
わっている
し、「二番目の信号で右に曲がって」と表現も難しくなっている。この単元を学習すると
きに、小学校の道案内をもう一度、文字を通して学び直し、体験することで思い出させ、

図 1　道案内（Hi, friends!2 より）

図 2　道案内（New Horizon book 1 より）
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それをベースに表現の幅を膨らませて学習させたい場面である。そうすることで、「小学
校の時に勉強したのは、これだったのか。」と再認識し、「中学校で新たな表現を学習する
ことで、表現の幅が広がるんだ。」と中学校の英語学習に期待感を増すことにつながるの
ではないだろうか。
2.2.小学校から中学校までスピーチがつながっている
　小学校の外国語活動のテキスト“Hi, friends!”では（“英語ノート”も同様であったが）、
教室の前でクラス全員に対してスピーチをする活動が想定されている。これは中学校の教

表 1　小 5～中 3までのスピーチ活動の推移

学年 単元 内容 語数 　テキストに示されている例文
小 5 Lesson 4 好きな物 1文 Hello.

My name is ….
I like apples.
I like bananas.
Bye.

小 6 Lesson 9 夢宣言 2文 Hello.
My name is ….
I want to be a soccer player.
I like soccer.
Bye.

中 1 Multi Plus 自己紹介 3文以上
名前
話題
さらに一言

I am Kudo Nana.
I like tennis.
I play tennis after school.

中 2 Multi Plus 好きなこ
と・もの

4文以上
好きな物
詳しく説明
好きな理由
さらに一言

My favorite video game is Animal Planet.  It’s 
the most popular video game this year.  I like 
it because there are many cute animals in it.  
Let’s play it together sometime.

中 3 Multi Plus なりたい
職業

5文以上
何になりた
いか
職業に関す
る紹介
具体的な人
物
さらに一言
まとめ

  I want to be a singer.  I have wanted to be a 
singer since I was a child.
  Do you know the singer who sings Friends 
Forever?  It’s Kirara.  I like her very much.  
She sings and dances so well.
  When I feel sad, I always listen to her songs.  
She cheers me up.  I want to be like Kirara.
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科書にもつながっている。表 1は、小 5・小 6“Hi, 

friends!”中 1～ 3“NEW HORIZON（東京書籍）”
の中で扱われているスピーチ活動の推移を示してい
る。おもしろいことに、その想定した英文数が、小
5の 1文から中 3の 5文以上まで、順に増えている
事が分かる。小学校では、学習した表現の文の一部
を変える（主に名詞部分を変える）だけの文である
が、中学校になった段階で、自分で考え英文を作っ
ていく作業が必要になっている。
　この表には示していないが、もう 1つ注目したいのは、スピーチを聞く児童・生徒の
「反応」についてである。東京書籍「指導計画作成資料」によると、表 1で紹介した 1年
Multi Plus 1、2年Multi Plus 3、3年Multi Plus 3ともに指導内容の中に「友達のスピーチ
を聞き、その内容について質問をすることができる。」という 1文が書かれている。クラ
スの前で英語のスピーチをするだけではだめで、聞いている者の反応を求めていることが
わかる。
　よくスピーチの実践で、聞いている児童・生徒がスピーチをする児童・生徒を評価して
いるものがある。スピーチの内容を書き留めたり、アイコンタクトや発表の仕方を評価さ
せている。しかし、発表者の気持ちとしてこれはどうだろうか。一生懸命スピーチをして
いるのに、聞いている者が下を向いてメモをしている、アイコンタクトしたくても、なか
なか顔を見ることができない、という状況が生まれてしまう。やはりスピーチをしている
者をしっかり見て、うなずくなどの反応をしてくれたほうがうれしいのではないだろう
か。小学校の実践では、簡単な表現を教えて発話させている例がある。“That’s great.” “Me, 

too.” “Really?” “Wow.”など、スピーチをする者が 1文言うたびに、聞いている者が思い
思いに一言発話するのである。一言話すと、一言返ってくる、この掛け合いが楽しそうに
も思えた。中学校では、さすがにそれだけでは物足らない。中学校では、インタラクティ
ブスピーチを推奨したい。インタラクティブスピーチとは、インタラクティブフォーラム
という名称で茨城県で実施されているスピーチ大会で行われているスピーチ形式である。
3名のスピーカーが、それぞれ自分の意見を発表し、その後その 3名で自由に即興で会話
をさせるもので、スピーチ大会としては、その両方が採点されて勝敗が決まる。学校の授
業では、このインタラクティブスピーチの形式を使って3名1組になってそれぞれがスピー
チを発表し、その後その内容でお互いに会話をさせたらどうだろうか。会話をするために
は、しっかりとスピーチを聞かなくてはいけないし、しっかりと反応するために即興で会
話をする力をもたなくてはいけない。しかし、これこそ私たちが求めるコミュニケーショ
ン能力につながるのではないだろうか。
　小学校外国語活動からつながっていくスピーチ活動、ぜひ中学校で実りある形でコミュ
ニケーション能力につなげていって欲しいと願う。

　写真 1　英語スピーチ
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3.単元を意味ある活動でまとめたい
　小学校の外国語活動においても、中学校の英語においても、テキストをただやるだけで
はなく、その単元で学習した内容をふまえて意味ある活動でまとめたいものである。単元
の導入時に、児童・生徒に、「こんなことが単元の最後にできるようになろう。」「単元の
最後にこんなことに挑戦してもらうよ。」と目標を示し、目標に達することができるよう
授業で支援をしていきたい。ここでは、小学校の 2つの実践例を紹介したい。
3.1.クリスマスのプレゼント交換（小 5）
　この単元では、“What do you want?” “I want a ….”を学習する。とともにHi, friends!になっ
てアルファベットの大文字を学ぶ単元としても設定されている。テキストでは、アルファ
ベットの大文字カードを持ってお互いに欲しいカードを尋ね合う活動が想定されている。
しかし、ただカードの交換ゲームに終わらせるにはもったいない単元である。これまでに
勉強してきた“What do you like?” “I like…”と、いかに実感として区別させるかが大切で
あると感じている。以前参観した授業で、1時間“Do you have a …?” “Yes, I do.”を勉強
した最後のカード交換ゲームで児童が“Do you like …?” “Yes, I do.”と言い間違えたのを
見て、“like”のときも“have”のときも同じようなカードのやりとりのゲームをしている
ので、子どもたちに単語の意味がうまく実感をもって伝わっていないのではないかと、そ
の時は考えた。この単元で学習する“want”には、その単語のもつ意味が実感をもって伝
わるような単元最終活動を用意したいと考えた。
　そこで、クリスマスの時期もせまってきていたので、クリスマスのプレゼント交換とい
う最終活動を考えた。単元構想は、表 2のとおりである。

表 2　小 5 Hi, friends! Lesson 6単元構想

時 目標と主な活動
1 町で見かける看板の中にアルファベット（大文字）を探す。
テキストの絵の中にあるアルファベット（大文字）を探す。

2 アルファベットカード集めゲームをする。
 What do you want?  I want a “C” card.

3 動物カード集めゲームをする
 What do you want?  I want a “dog” card.
クリスマスに欲しいプレゼントを考える。（宿題）友達へのプレゼント探し

4 クリスマスのプレゼント交換の練習をする。
5 クリスマスのプレゼント交換をする。

 What do you want?  I want a cell phone.

テキストで想定されているアルファベット大文字カード集めは、単元の始めに行い、同
じ表現と同じ活動で、動物カード集めで表現に慣れさせ、最終活動へつなげた。クリス
マスに自分が欲しい物をあらかじめ調べ、クラスのプレゼントリストを作成し、そのリ
ストに書いてある品物の写真を雑誌や新聞などから切り抜かせ集めることを宿題とした。
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そして単元最終
授業で“What do 

you want?” と 聞
か せ、“I want a 

cell phone.”など
と返ってきたら、
用意しておいた写
真の中から 1枚を
その子に渡してい
く。
こうやって集まっ
たプレゼントは、
写真 2のように画
用紙に貼らせた。
単なる写真だが、
プレゼント交換を
したようにうれし
そうにしている子
どもたちの顔が印
象的であった。

3.2.桃太郎ビデオのプレゼント（小 6）
　この単元は、英語劇「桃太郎」を扱う。いかに子どもたちに英語劇への学習意欲をもた
せるかを考え、「ALTのお子さんに日本の昔話を英語で紹介しよう。ビデオに録画して、
クリスマスのプレゼントにしよう。」と呼びかけた。するとふりかえりカードにも、「ジャッ
ク先生（ALT）のお子さんに楽しんでもらえるような劇をしたい。」などと意欲的な声が
かえってきた。また写真 3に見られるように、かぶり物や小道具を教室に持ち込むと、さっ
そく集まってきて身に付けたりして楽しそうにしている姿が見られた。衣装を準備するま
ではできなかったが、このような小道具 1つでも「やってみようかな。」という気持ちに
つながるようだった。

　写真 2　プレゼントで集まった品物
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表 3　小 6 Hi, friends! Lesson 7単元構想

時 目標と主な活動

1
世界の昔話を知る。テキストの絵の中の物語を探す。
桃太郎のストーリーを知る。「パネルシアター」で桃太郎上演。
ALTのお子さんにクリスマスプレゼントで桃太郎劇ビデオをあげよう。

2 サル、犬、キジとのやりとりのセリフを考える。
 What’s this?  It’s kibidango.  A kibidango, please.  O.K.  Here you are.

3 グループでサル、犬、キジとのやりとりのセリフを練習し発表する。
4 グループで桃太郎劇のセリフを考える。
5 グループで桃太郎劇の練習をする。

6
グループで桃太郎劇の発表をする。
ビデオに録画する。ALTのお子さんにプレゼントする。
　※「桃太郎スキットコンテスト」（刈谷教育研究会英語部主催）に応募

　6時間単元の最終時間で劇の発表ができるよ
うに進めたが、授業の中だけの練習では時間時
が足らなかった。セリフは、ストーリーから子
どもたちに「この場面では、何と言うと思う。」
と投げかけ、今まで学習した表現から英語のセ
リフを作っていくことにした。一部、教師側か
らも教えた部分はあるが、子どもたちは、一生
懸命に英語を考えていた。その手だてが良かっ
たからか、予想以上にセリフを覚えていた｡ 日
本語を言えば、英語がでてくる状態になってい
た。ただ、セリフの順番などは忘れやすく、最
終的には ALTに録音してもらった英語のセリ
フを CDに記録し、各クラスで朝の会などで練習する時間を作ってもらった。単元最終授
業 6時間目は、空き教室に劇の背景となる絵を貼って、桃が流れてくる川の場面、鬼ヶ島
に向かう途中に動物たちに出会う場面、鬼ヶ島の場面などを示し、その前で演じてもらっ
た。各クラス 3つのグループに分け、それらの発表を行った。英語劇は録画してDVDにし、
ALTにプレゼントをした。
　なお平成 24年度から、刈谷市教育研究会英語部会では、桃太郎スキットコンテストを
企画し運営している。刈谷市内のみならず市外の小学校でも、桃太郎の英語劇を実施し
た場合、DVDにして応募してもらうことにしている。審査をし、優秀作品を集めた DVD

を作成し、参加校に贈る予定にしている。いろいろな学校の桃太郎英語劇を見ることで、
イメージがつかめ、より質の高い桃太郎英語劇ができるようになるであろう。
（実施要項は、http://www.tcp-ip.or.jp/~ainuzuka/からダウンロードできる。）

　　写真 3　英語劇の練習



－140－

4.小学校の外国語活動を受け中学校で留意したい点
4.1.文字のあることの良さ・発音の仕方
　小学校の外国語活動と中学の英語での最大の相違点は、文字があることである。文字が
あることで、正しい発音が定着でき、多くの英文を覚えることもできる。中学校英語教師
が、フォニックスについての知識を深め、教科書を進めていく中で、音とつづりの関係を
学ばせ、よりスムーズに発音したり、単語のつづりを効率的に覚えられるよう指導しなが
ら英語の学習がスタートしてくれることを期待している。
4.2.遊びじゃなくて勉強
　どうしても小学校では「◯◯ゲーム」と呼んでしまう。あくまでゲーム的な会話活動で
あるのだが、それがわからずただ楽しいだけのゲームをしている場合もある。いかに、楽
しいゲームから脱却し、世界につながるツールとしての英語の基礎を学習するためのコ
ミュニケーション活動（「通じた。」と実感するための会話活動）として認識されるか、中
学校で工夫が必要である。そのためにも、より実際の英語使用場面を意識した状況を設定
して、活動に取り組ませていきたい。
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新課程での英語の授業に備えて

水野　謙二
（愛知県立西尾高等学校）

概要

平成 25年度の高校入学生から、新学習指導要領の下で新課程の教科書、「コミュニケーショ
ン英語Ⅰ」での授業が始まる。平成 21年 3月に新学習指導要領が告示され、21年度の周知・
徹底期間を経て、これまで総則に基づいて英語の授業改善に向けた移行措置がとられてき
た。本研究では、英語の授業は英語で行うことを基本とし、授業が実際のコミュニケーショ
ンの場となるための「授業づくり」に向けて、これまで行われてきた愛知県教育委員会等
による取組の概要を示すとともに、高校での具体的な授業改善のための取組状況を紹介す
ることを主な目的としている。現在、CAN-DOリストに基づき、英語によるインタラクショ
ンやタスク活動を組み入れて、学習到達目標を達成するための「授業づくり」が進められ
ている。本研究を通じて、CAN-DOリストの作成や英語による授業改善に向けた取組へ
の理解が深まるものと考える。また、教員のチーム力（協働体制）、指導と評価の一体化、
大学入試対策等、今後乗り越えるべき課題も見えてくるものと考える。

キーワード：授業改善、授業づくり、CAN-DOリスト、英語授業改善委員会、チーム力

1.はじめに
　新学習指導要領において、高校での英語教育の目標は、英語を通じて、①言語や文化に
対する理解を深め、②積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、③
情報や考えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う
ことにある。特に③については、中学での「コミュニケーション能力の基礎を養う」とい
う目標を踏まえた、発展的な内容となっており、コミュニケーション活動に不可欠な「読
む」、「書く」、「聞く」、「話す」の 4技能の統合を目指すものである。
　平成 25年度から新教育課程の下で英語の授業がすべて英語で行われるようにするのに
備えて、愛知県では 21年度以降、英語科教員地区別研修などの授業研修、研究会、講演
会等が行われてきた。本校においても、25年度の入学生を迎えるのに備えて、「英語で授
業をする体制づくり」のために、23年度の 1年生から学年進行で英語による授業を始め、
授業改善に取り組んでいる。英語による授業では、生徒が英語を使う場面を作るためのタ
スク活動や Teacher Talkなどを駆使しながら、生徒にコミュニケーションの手段として実
際に英語を使う活動をさせる中で、ツールとしての英語を実感させ、さらなる学習意欲の
喚起を図っていくことが求められている。
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　本稿では、これまでの文部科学省や県教育委員会の 25年度に向けた取組及び自分の前
任校（御津高校）と現任高（西尾高校）の授業改善に向けた取組を中心に紹介することと
したい。

2.文部科学省及び愛知県教育委員会による平成 21年度からの取組
　平成 21年に新学習指導要領が公示され、平成 25年度から新学習指導要領の下で、従来
の科目である「英語Ⅰ」と「OCⅠ」に代わって、新しく「コミュニケーション英語Ⅰ」
が登場し、本格的な形で英語による授業が行われる。これに備え、文部科学省及び愛知県
教育委員会の主導で 25年度のスタートがうまく切れるようにするため、研修や資料配付
など様々な取組がなされてきた。
（1）英語科教員地区別研修
　　平成 21年度から 24年度までの 4年間にわたって、愛知県立学校（県立高校及び特別
支援学校）では県内 5地区で英語科教員の地区別英語科教員研修を実施した。これは、
25年度に備えて新学習指導要領の「英語の授業は英語で行うことを基本とする」とい
う規定に則った授業研修通じて、授業を「実際のコミュニケーションの場」とするため
の「授業づくり」を目指すものである。各地区内の数校を 1つのグループとして、グルー
プ内のすべての学校で研究授業を行い、授業参観と教育委員会による指導・助言及び研
究協議を通じて授業改善に向けた授業研修を積み、新課程での英語の授業に備えてきた。

（2）英語の授業実践映像資料等の配付
　　平成 22年 10月には、文部科学省から教育委員会経由で新学習指導要領に対応した英
語の授業実践映像資料が各学校に送り届けられ、生徒がコミュニケーションの手段とし
て英語を用いる授業づくりに向けた授業モデルとも言うべき実践事例が DVDで示され
た。
　　平成 24年 6月には、文部科学省から教育委員会経由で、映像資料（DVD）「新学習
指導要領に対応した外国語活動及び外国語科の授業実践映像資料 3」が各学校に配布さ
れ、生徒の言語活動が中心となった授業イメージが示された。
　　平成 24年 6月には、文部科学省のホームページ上に、「評価規準づくり」、「題材の活
用方法」、「具体的な授業展開方法」の参考のために、「言語活動の充実に関する指導事
例（高等学校版）」が公開された。

（3）CAN-DO リスト作成ワークショップ
　　平成 24年 6月に県内の拠点校で CAN-DOリスト作成ワークショップを実施し、「～
することができる」という形で、生徒に求められる英語力を達成するための学習到達目
標の具体的な設定の仕方を研修した。これにより指導方法や評価方法の工夫・改善が容
易になると考える。また、評価規準に照らし合わせた目標達成状況の把握も容易になる。
　　具体的には、教科書の単元毎に、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」、「外
国語表現の能力」、「外国語理解の能力」、「言語や文化についての知識・理解」などの評
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価の観点別に評価規準を設ける。CAN-DOリスト作成においては、特に①「外国語表
現の能力」、②「外国語理解の能力」について、「読む」、「書く」、「聞く」、「話す」の 4

技能を使って、例えば、「相手の言ったことを聞き取りメモすることができる」とか「メ
モした内容を第三者に英語で話すことができる」など、「～することができる」という
形式で評価規準を設ける。これにより、学習到達目標が具体的、かつ明確になり、「授
業づくり」のための骨格ができ上がる。
　【補足】　シラバスと合わせた CAN-DOリストの提示
　　学年毎に、CAN-DOリストとして「読む」、「書く」、「聞く」、「話す」の 4技能別に、
例えば、「自分の意見や感想を英語で話し、その内容に関する英問に英語で答えること
ができる」とか「英語の説明や報告をおおよそ聞いて理解することができる」という形
式で評価規準を設定して、その学校の学年別、学期別の明確な英語の学習到達目標を生
徒に示し、目標達成意識を醸成することも必要であると考える。

（4）新教育課程研究会
　　平成 24年 8月に総合教育センターにおいて、高等学校における外国語教育の充実及
び新教育課程についての説明会が行われた。
　　さらに、CAN-DOリスト形式による学習到達目標の設定例が示された。その中で、
①「外国語表現の能力」、②「外国語理解の能力」について、技能別に「～ができる」
という形で評価規準（学習到達目標）を具体的に示す旨の指示がなされた。

3.愛知県高等学校英語教育研究会主催による主な研究大会・講演会
（1）平成 23年度愛知県高等学校英語教育研究会研究大会
　　　講演　演題　Changing Trends in English Language Teaching: Toward Focus on Form for 

　　　　　　　　　EFL in Japan

　　　　　　講師　和泉　伸一　氏（上智大学外国語学部准教授）
（2）平成 23年度西三河地区高等学校英語教育研究会講演会
　　　講演　演題　「コミュニケーション能力の育成を目指して～新学習指導要領に向け
　　　　　　　　　た英語授業改善～」
　　　　　　講師　太田　光春　氏（文部科学省初等中等教育局視学官）
（3）平成 24年度愛知県高等学校英語教育研究会研究大会
　　　講演　演題　Teaching English in English: Why and how

　　　　　　講師　松本　茂　氏（立教大学経営学部国際経営学科教授）
（4）平成 24年度西三河地区高等学校英語教育研究会講演会
　　　講演　演題　「授業をデザインする」
　　　　　　講師　加納　幹雄　氏（岐阜聖徳学園大学教育学部教授）
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4.御津高校における平成 21・22年度の授業改善への取組
    御津高校は平成 16年度から 18年度までの 3年間文部科学省からスーパー・イングリッ
シュ・ランゲージ・ハイスクール（SELHi）の研究指定を受けた。SELHi指定を契機にし
て、英語をコミュニケーションの手段として用いる英語教授法の研究開発及び実践を通じ
て、英語科の生徒のコミュニケーション能力育成に大きな成果を挙げてきた。
　平成 21年 9月には御津高校を会場にして県下で最初に英語科教員地区別研修が開かれ
た。SELHiで培った英語指導法の実践を通じて、旧来の文法・訳読中心の授業から脱却し
て生徒に英語を使わせる授業への切り替えを図る目的で、御津高校の英語科で実践してい
る英語による授業の参観を行った。地区別研修の会場校となったのを契機に、これまでの
SELHiの成果の共有と英語教授法のさらなる改善を図る目的で、研究授業と研究協議の実
施を重ねた。
　この流れに沿う形で普通科でも英語で授業を進めるため、22年度の始業式で、普通科
でも英語による授業を始めることを全校生徒に宣言した。英語の教員全員が新学習指導要
領に則った授業方法による研究授業を普通科のクラスにおいて実施し、普通科の授業も英
語のコミュニケーション活動の場となるように授業改善に努めた。

5.英語初任者の授業研修
　御津高校在任中、愛知県の県立高校に採用された英語科初任者の授業研修担当者として、
2年間にわたり初任者の勤務校を会場にして年間 5回の初任者授業研修を行った。初任者
の授業研修では、新学習指導要領に沿って英語で授業を行うこととし、最初にベテランの
教員がモデル授業を行い、続いて初任者が授業をした後、研究協議に入って指導法の検証
をしながら研修を深めた。
　学校による生徒の学力差を踏まえて、学校の実情に合った英語での授業展開をしなくて
はならない。初任者研修の会場校としていくつかの学校を訪れ、多くの英語の授業に触れ
て以下の必要性を痛感した。
（1）通常の授業で、英語教員がクラスルーム・イングリッシュを使って授業を進めるとと
もに、インタラクション等を通じて、生徒に英語による授業に慣れさせること

（2）教師が英語で授業をするために、タスク活動の準備・工夫に時間をかけるなど、英語
教員として授業改善のための力量をつけること

（3）教員同士の授業づくりのチーム力・協働体制を高めること

6.西尾高校における平成 23・24年度の授業改善への取組
　西尾高校は創立 95年の歴史と伝統を誇る全日制・普通科高校で、国公立大学合格者が
毎年 170人～ 180人の進学校である。英語の授業は、リスニングやパラグラフ・リ  ーディ
ングにも力を入れているが、従来型の文法・訳読方式中心の授業を行ってきた。
　平成 25年度からの新課程での本格的な英語による授業を前に、平成 23年度の 1年生か
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ら学年進行で英語で授業を行う「授業づくり」を始め、平成 25年度にはすべての学年で
英語による授業が行われる学校づくりを目指すこととした。
（1）平成 23年度の取組
　　25年度の入学生を迎えるのに備え、「英語で授業をする体制づくり」のために、  23年
度の 1年生から学年進行という形で英語による授業を始めた。特に英語による授業づく
りの実を挙げるために、英語によるコミュニケーション活動を取り入れた研究授業と教
科会での研究協議を重ねる形で、授業改善に取り組んだ。英語による授業では、教員の
スモール・トークによるオーラル・イントロダクション、生徒が英語を使う場面を作る
ためのペアワークやグループワークなどを取り入たタスク活動、インタラクションを軸
にした授業展開など、4技能の統合を図ることを目指した。

（2）平成 24年度の取組
　　24年度には、英語の新教育課程元年となる 25年度に全学年で「英語による授業」が
実施されることになるよう、『英語授業改善委員会』を設置して、学校を挙げて英語の
授業改善に取り組むこととした。『英語授業改善委員会』は、その目的を、コミュニケー
ション活動を中心とする英語による授業を具体的にデザインするために、実践事例等を
持ち寄り、情報の共有化と活用を図ることとした。また、月 1回の定例委員会の構成員
には英語科教員に加えて、教頭 1名と教務主任も入ることとした。
　　現在、西尾高校での英語による授業は 2年目に入り、1年生と 2年生で実施している
が、生徒が英語に触れる機会と英語を使ってコミュニケーションを図る機会が豊富にあ
る授業、インタラクション等を通じて教師と生徒の間に親和関係（ラポール）が成立し、
誤りを恐れずに発言できる雰囲気のある授業づくりを目指している。英語による授業づ
くりが成果を挙げるためには、担当学年の教員が互いに授業を参観して、1つのチーム
となって授業改善に取り組む姿勢が必要不可欠である。

（3）西尾高校『英語授業改善委員会』の概要
　ア　目的　コミュニケーション活動を中心とする英語による授業を具体的にデザイン　
　　　　　　するために、実践事例等を持ち寄り、情報の共有化と活用を図る。 

　イ　運営及び構成
　　ア　定例の英語科会のうち、月に 1回程度を英語授業改善委員会にあてる。 

　　イ　構成員は、教頭 1名、教務主任、英語科教員とする。
　ウ　内容
　　ア　毎回 2例程度の実践事例を紹介する。
　　　　紹介する事例は、単元導入時の small talk や単元のまとめとして行うタスク活        

動を含め、音読指導、ペアワーク、グループワーク等、各時限の一部を構成するもの。
　　イ　実際に使用したワークシート等を紹介する。
　　ウ　実践結果（生徒の反応や授業者の反省・評価等）について競技し、授業改善に資

する。
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　　エ　提供された情報（紙資料）を整理し、英語科教員が常に閲覧・活用できるように
英語科で保管する。

（4）生徒のアンケート結果
　　平成 24年 12月に西尾高校 2年生の 3クラス、116名を対象に英語の授業アンケー    

トを行った。アンケート結果は以下のとおりで、英語を用いた授業や英語によるコミ    

ュニケーション活動を 90%以上の生徒が効果的であると評価していることがわかる。
　　◆先生による英語使用が多く、効果的である。
　　　　　強くそう思う　　 47%（55人）
　　　　　まあそう思う　　 44%（51人）
　　　　　あまり思わない　　7%（8人）
　　　　　ほとんど思わない　2%（2人）
　　◆英語でのコミュニケーション活動が多く、効果的である。
　　　　　強くそう思う　　 49%（58人）
　　　　　まあそう思う　　 42%（48人）
　　　　　あまり思わない　　9%（10人）
　　　　　ほとんど思わない　0%（0人）

7.まとめ
　25年度からの新課程による本格的な「英語による授業」の始まりを前に、2年間にわたり、
西尾高校で英語の授業改善に取り組んできた。具体的には、英語科教員地区別研修、授業
実践映像資料、文部科学省の「言語活動の充実に関する指導事例（高等学校版）」、CAN-

DOリスト作成研修会資料、新教育課程研究会資料等を活用しながら、英語による「授業
づくり」を実践してきた。特に 24年度には『英語授業改善委員会』を設置して、コミュ
ニケーション活動を中心とする授業実践を重ねながら、タスク活動の実践事例等を委員会
に持ち寄り、情報や課題の共有化を通して授業改善につなげた。
（1）授業展開例
　　第二言語習得理論にかなった 1つの展開例として、教師が「説明」（presentation）し、
生徒が教科書を「読み」（comprehension）、「音読や文法形式を練習」（practice）して、「コ
ミュニケーション活動」をする（production）という流れがある。以下に、具体的な授
業実践の主な流れと言語活動・授業活動の 1例を示す。

    ア　オーラル・イントロダクション（oral introduction）（聞く・話す技能の活用）
　　　教師のスモール・トークと Q&A。与えられたトピックについてペアで意見交換。
　イ　内容理解（読む・聞く・話す技能の活用）
　　　黙読する。教師の音読や CDを通して英文の内容を聞いて理解する。
　　　内容に関する質問を通して理解を深める。文法事項や文構造の説明。
　　　スキャニング（scanning）やスキミング（skimming）による速読。
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　　　ペア・グループ・全体での Q&Aや T/F。
　ウ　声を出しての練習（読む技能の活用）
　　　発音練習。音読。有意味型音読練習。ペアによる音読。
　　　コーラス・リーディング（chorus reading）。リード &ルックアップ（read & look 

up）。バズ・リーディング（buzz reading）。シャドーイング（shadowing）など。
　エ　意見の発表と理解（話す、聞く技能の活用）
　　　絵やチャートを用いたストーリーのリテリング（retelling）。英語による要約
（summary）。自分の意見を伝える。他者の意見を聞いて自分の意見を述べる。

　　　ペア・グループ・全体での発表。
    ※　アは pre-reading活動、イとウは while-reading活動、エは post-reading活動となる。
　　　アは presentation、イは comprehension、ウは practice、エは productionに入る。
（2）今後の見通しと留意点
      生徒が間違いを恐れずにコミュニケーションの手段として英語を使う活動をさせる　
中でツールとしての英語を実感させるためには、インタラクションは不可欠である。生
徒にとっては、インタラクションや意見発表を通じて英語で意思疎通を図ることにより
知識・技能の統合及び内在化がより確かなものになり、さらには、意思疎通の達成感に
よりが英語を学ぼうとする次なる意欲につながる。
　　そのためには、イントロダクションでのスモールトークの準備やタスク活動のための
ワークシートやインタラクションの工夫をして、授業づくりに備えなくてはならない。
英語の語彙力並びに文法・語法・文構造等の知識による英語力の裏打ち作業と並行して、
英語のコミュニケーション活動を縦糸として、英語を「読み」、「書き」、「聞き」、「話す」
能力をつなぎ合わせることこそ、統合的・総合的な英語力の育成につながるものである
と考える。
　　新学習指導要領のねらいは、コミュニケーション活動を取り入れながら、「読むこと」、
「書くこと」、「聞くこと」、「話すこと」の 4技能をバランスよく伸ばすことであって、
決して「聞くこと」、「話すこと」だけに偏るものではない。論語に「学びて思わざれば
則ち罔し、思いて学ばざれば則ち殆し」という言葉があるが、バランスを欠くと「読み
書きて聞き話さざれば則ち罔

くら

し、聞き話して読み書かざれば則ち殆
あやう

し」となることを肝
に銘じ、4技能をバランスよく伸ばす「英語による授業づくり」に取り組んでいかなけ
ればならない。
　　英語教師にとって特に大切なことは、①教師自身が英語を使うモデルとしての役割を
果たすこと、②コミュニケーションの手段として教師と生徒及び生徒同士が英語を使用
する活動をする場面を多く作ること、③教師と生徒の親和関係（ラポール）の中で、コミュ
ニケーション活動においては文法的な間違いに寛大であり、生徒がコミュニケーション
を図ろうとする態度を奨励し、評価するという姿勢を持つこと、④生徒とのインタラク
ションを通して生徒の気づきを促し、話し手と聞き手の役割を交互に果たしながら、英
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語によるコミュニケーションを成立させる努力をすること、⑤特に授業では、学習内容
について情報を伝えたり、意見を述べたり、気持ちを伝えたりする言語活動を中心に据
えて、コミュニケーション活動のための工夫をすること、⑥生徒に達成感や自信を与え、
英語を学ぶ意欲を喚起すること、などである。

（3）現時点での課題
　　本校はほぼ全員が大学進学を目指す進学校である。その意味では、英語の授業を単に
楽しいだけで終わらせるのではなく、自律的な英語の学習者に育てる「授業づくり」に
努め、生徒の英語力を高めていかなくてはならない。生徒の学習意欲を喚起して英語学
力を伸ばすことが求められる進学校としては、英語の学習到達目標を、学年別、かつ「読
むこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「話すこと」の 4技能別に、CAN-DOを用いて設定し、
生徒に明示することによって、生徒の目標達成意識を高めるとともに、意欲的、自主的
な英語の学習活動を促していくことが必要である。生徒が目標達成意欲を持って授業に
臨み、教師が魅力ある英語の授業を実践する中で、個々の生徒が自分の英語の上達度を
意識しながら英語学習に取り組んでくれることを望みたい。
　　学習到達目標に関して付け加えるのであれば、4技能の統合であるコミュニケーショ
ン活動においても CAN-DOを用いた到達目標を設定することが、受信と発信という観
点から 4技能の統合をより明確にするという意味で、大いに有効であると考える。
　　最後に、現時点における今後の課題を箇条書きの形で提示する。
　　・学年別・科目別の授業モデルの作成。
　　・指導と評価の一体化を目指す中での考査問題の在り方及び評価方法。
　　・予習課題と和訳の問題。
　　・アンケート等の授業評価の活用。
　　・国公立大学の英語 2次試験対策（下線部和訳問題）。
　　・よりよい「授業づくり」のための教員のチーム力・協働体制の確立。

参考文献
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英語活動を楽しみ、伝え合い、認め合う子をめざして
－ 6年生「行ってみたい国を紹介しよう」を通して－

山田　久仁子
（愛知県知立市立知立小学校）

1.はじめに
　本校では、平成 21年度から全校を対象に英語活動に取り組み始めた。これまでに 6年
生では、1年生に英語の絵本を読み聞かせたり、修学旅行で外国の人と会話を楽しむため
の英語活動等の実践を積み重ねたりしてきた。そして、自分の気持ちを伝えることが苦手
な子ども達も、英語によるコミュニケーション活動の場を設定することで、「もっと話し
たい」「もっと伝えたい」という思いを高め、意欲的に話そうとする姿が見られた。また、
お互いの気持ちを伝え合い、人と関わることの楽しさを味わうこともできた。そこで、今
年度も「英語活動を楽しみ、伝え合い、認め合う子をめざして」をテーマに、研究をより
推進しようと考えて取り組んだ。
2.単元の目標
・様々な国の位置や国旗・特色を調べ、外国に興味をもち、世界に目を向ける楽しさを味
わう。（楽しむ）
・行ってみたい国と、その理由の言い方に慣れ、友達に尋ねたり答えたりすることができ
る。（伝え合う）
・自分の思いを相手にしっかりと伝えたり、相手の思いを受け止めたりして、心の通い合
う活動をする。（認め合う）

・世界には、その国独自の歴史や風習があり、そこで様々な人たちが生活していることに
気付くことができる。（気付き）

3.単元について
　本学級の児童は、「おあさ GOタイム」に、様々なゲームやアクティビティを行い、楽
しく活動してきた。また、これまでに習った英語を使って、実際に外国の人と話をしたい
という思いも膨らませている。「おあさ GOタイム」とは、英語活動のことであり、◯おお
きな声で、◯あいてを見て、◯さぁ、話そう、 ◯Go！（ゴー！）という意味をもっている。子ど
も達は、9月の修学旅行で、京都・奈良の観光地を訪れている外国の人と話をしたり、写
真を撮ったりすることができた。「最初は緊張したが、友達が楽しく会話をするのを見て、
自分も勇気を出して話しかけてみた。そしたら、やさしく答えてくれてうれしかった」「もっ
と話をしたかった」と振り返っていた。また授業前に行った「関わりに関するアンケート」
によると、友達の話を最後まで聞くことはほとんどの児童ができている。しかし友達を励
ましたり誉めたりする声かけが、できていると思っている児童が約半分となっている。
　今年はオリンピックが開催され、世界各国の選手たちの活躍が報じられた。テレビやイ
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ンターネットを通して、リアルタイムに世界中の出来事を知ることができ、外国に興味を
もっている児童は多い。また、外国に行ってみたいという声も聞かれる。そこで本単元では、
7グループを作り、それぞれ担当する国を決め、その国の行事、名所、スポーツ、食べ物等
の特徴を伝え合う。そして、自分は知っていたけれど友達は知らなかった、また逆に、友
達は知っていたけれど自分は知らなかったことなどを伝え合うことにより、他の国にも目
を向ける楽しさを味わったり、友達のことをより深く知ったりする活動になると考えた。
　第 1時では、世界にはどんな国があり、どんなことばが話されているか知る活動を行う。
ALTの発話を聞いて、日本語と違う英語（外国語）の面白さに気付かせる。
　第 2時では、カードゲームやカントリーバスケットを行って、国の特徴を表す英語表現
に慣れる。
　第 3時では、チャンツを繰り返し発話しながら“Where do you want to go?” “I want to ～ .”
の表現に慣れる。またインタビューゲームを通して、色やスポーツの単語や “Why?”等、
これまでに学習した単語やフレーズを思い出し、尋ねたり答えたりして、会話を膨らませ
ていくように促す。クラスルームイングリッシュの充実を図り、児童が自然に励ましたり
誉めたりすることができるように継続して取り組む。
　第 4時では、5人グループを作り、それぞれが担当する国を決め、その国の魅力を紹介
するコマーシャルビデオを作って、次時に使用する。国を代表する世界遺産など歴史的な
ものや食べ物を扱い特色を伝えさせる。その際、伝える側にはことばだけでなくジェス
チャーや小道具を使い、より理解してもらえる活動を促したい。また聞く側は、相手の言
うことに、しっかりと耳を傾けてほしい。
　第 5時では、前時に作ったコマーシャルビデオを見て、他にも行きたい国を見つけたり、
行きたい思いを強めたりする。そして自分や友達がいかに工夫して各国自慢をしたか互い
に理解を深め、認め合う活動にした。
4.扱う表現
　　America,  Australia,  Turkey,  China,  Italy,  Spain,  Egypt（第 1時から扱う）
　　“Where do you want to go?”　“I want to  ～ .”  “Let’s go to ～ . ”（第 2時から扱う）
5.学びの足跡（5時間完了）

第 1時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「聞く」過程
＜目　標＞
◎様々な国の位置や特色を調べ、世界にはどんな国があるのか興味をもつ。（楽しむ）
◎日本語と違う外国語の面白さに気付かせる。（気付き）
＜活　動＞
①　国名やその国を代表する事柄の英語表現を ALTから聞く。
②　ALTの出身国のお国自慢を聞く。
③　国当てクイズ→各国を代表する食べ物や動物、世界遺産などをヒントにどの国の物
かを当てる。
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・「トルコ」は英語で言うと「ターキー」ということを知り、日本語と全然違うのでびっ
くりした。
・フィリピン（ALTの出身国）の紹介を聞いて、行ってみたいと思った。
・スペインには「パエリア」というお米料理があることを知った。

【第 1時を終えた児童の感想】

第 2時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「繰り返す」過程
＜目　標＞
◎国名とその国の特徴を知ることができる。（気付き）
◎行きたい国を尋ねたり、答えたりする表現を繰り返し聞いて、発話の仕方が理解でき
る。（伝え合い）   
＜活　動＞
①　カルタ取りゲームをする。→国名と食べ物・世界遺産など、その国の特徴を知る。
②　カントリーバスケット→円になって座り、鬼が真ん中にいる。鬼に“Where do you 

want to go?”と尋ね、鬼が“I want to go to ～ .”と答えたとき、その国旗カードを持っ
ている子は席を立ち、空いている席に座る。

・すごろくやカルタ取りゲームでは、国の名
前や食べ物、世界遺産を言ったり聞いたり
するので、考えながらするのが面白かった。
・カントリーバスケットでは、鬼に“Where 

do you want to go ?”と大きな声で聞くこと
ができた。
・鬼に言われた国を聞いてすぐに反応するこ
とができた。
　【①②を繰り返すことで、発話の
　　　　　　仕方が理解できた児童の感想】

第 3時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「覚える」過程
＜目　標＞
◎クラスルームイングリッシュの充実を図り、自然に友達を励ましたり誉めたりできる。
（認め合い）
◎“Where do you want to go?”と質問したり、“I want to go to ～ .”と答えたりすること
ができる。（伝え合う）
＜活　動＞
①　「Where do you want to go?」チャンツを繰り返す。
②　インタビューゲーム→“Where do you want to go?”と尋ね、“I want to go to ～ .”と
答える。その答えに対して理由も尋ねる

【すごろくを楽しむ児童】
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・最初は声をかけるのが恥ずかしかったけれど、Aさんが声をかけてくれ、うれしかっ
た。それからは自分から声をかけることができた。
・男女交互にインタービューしたので、これまでで一番たくさんの人と話をすることが
できて楽しかった。
・Bさんがにこにこして友達と話していたので、楽しそうでいいなと言いました。

【②から自然に友達を励ましたり、誉めたりできた児童の感想】

第 4時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「話す」過程
＜目　標＞
◎グループで協力して、コマーシャルビデオを作成することで、友達と関わる楽しさを
味わう。（認め合う）
＜活　動＞
①　担当する国のコマーシャルビデオ作成の資料作り→旅行パンフレット、インター
ネット、ガイド本を使い、みんなが行ってみたくなるようなお国自慢をする。
　→ビデオ撮影

　

・みんなで協力してポスターを作った。作っているうちにだんだん行ってみたくなった。
・アメリカを紹介する時、自由の女神が持っているトーチを上手に作ることができた。
・みんなが緊張しないように、笑顔でカチンコをならした。友達からは、「タイミング
がよかったから始めやすかったよ」と言ってもらった。

【自分の努力や、友達と関わることの楽しさを味わう児童の感想】

【チャンツをする児童】 【インタビューゲームをする児童】

【グループで分担してパネルを作成する児童】 【コマーシャル撮影の様子】
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第 5時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「話す」過程
＜目　標＞
◎学習したフレーズを使用して、行ってみたい国とその理由の言い方に慣れ、友達に尋
ねたり答えたりすることができる。（伝え合う）

◎自分の思いを相手にしっかりと伝えたり、相手の思いを受け止めたりして、心の通い
合う活動をすることができる。（認め合う）
＜活　動＞
①　前時に作ったコマーシャルビデオを見る。
②　どこの国に行きたいかインタビューする。→人気の国を予想する。

・用意するもの
　　教師…掲示用カード、集計表、ワークシート、振り返りカード、ビデオ、大型テレビ
　　児童…探検バッグ
・本時の展開

過
程 児童の活動 ＨＲＴの活動

（○支援と★評価）
ＡＬＴの活動
（○支援）

導
入
15
分

1　はじめのあいさつを英語です
る。

2　学習課題を確かめる。

○あいさつやチャンツ
を通して、おあさ GO
タイムを始める雰囲
気をつくる。

○あいさつや歌を通し
て、おあさ GOタイ
ムを始める雰囲気を
作る。

3　児童が前時に作成した、各国
自慢のコマーシャルビデオを
見る。
　・ビデオを見て、各国の特徴

や魅力をメモしながら聞く。
　・次のアクティビティができ
るように、行きたい国を決
める。

4　チャンツで扱う単語や文を発
話する。
♪Where? Where?
　Where do you want to go?
　I want to go to Italy.
　Why?
　Because, I want to eat pizza. 
　I want to see soccer games.
　Italy, let’s go!

○次のアクティビティ
を円滑に行うため、
前時に作成したビデ
オの内容を確認させ
る。また、次にイン
タビューゲームを行
い、行きたい国を尋
ね合う活動をするこ
とも伝える。

○手拍子を入れて、楽
しくチャンツができ
るようにする。

○表現を復習させるこ
とにより、自信をもっ
てアクティビティに
臨むことができるよ
うにする。

○コマーシャルビデオ
を見て、感想や質問
をして、内容が理解
できるようにする。

○チャンツに合わせて、
リズミカルに手拍子
を打ち、発話の見本
を示す。

行ってみたい国と、その理由を伝えよう。
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展
開
25
分

5　どの国に行きたいかインタ
ビューをして、人気の国はど
こか予想する。
“Hello.”
“Where do you want to go?”
“I want to go to Italy .”
“Why?”
“Because, I want to eat pizza.”
“Thank you.”
“Good-bye.”

6　「人気の国はどこでしょう」
を行う。
　・インタビュー結果を発表す
る。

○ ALTとスキットのモ
デルを示す。

○困っている児童を見
つけたら、アドバイ
スをする。

★行ってみたい国と、
その理由の言い方に慣
れ、友達に尋ねたり答
えたりすることができ
ているか、活動の様子
から知る。（伝）

○インタビュー結果を
数人に発表させる。

○集計結果を発表する。

○ HRTとスキットのモ
デルを示す。

○分からない児童がい
たら、フレーズを教
える。

○集計をする。

ま
と
め
5
分

7　本時の活動を振り返り、振り
返りカードに記入する。
・コマーシャル作りでは、
○○さんが堂々と発表し
ていて、分かりやすかっ
たです。
・みんなの発表を聞いて、
いつか××へ行ってみた
いと思いました。
・インタビューの時に、ぼ
くたちが発表したおすす
めの国を友達が選んでく
れた。すごくうれしかっ
た。またやりたいです。

8　終わりのあいさつをする。

○行きたい国や理由を
表すことばに慣れ、
友達に尋ねたり答え
たりする、という振
り返りの視点を与え、
目標に迫る感想を引
き出す。

★自分の思いを相手に
しっかりと伝えたり、
相手の思いを受け止
めたりして、心の通
い合う活動ができて
いるか、活動の様子
と振り返りカードか
ら知る。（認）

○あいさつをする。

【自分たちの作ったビデオを拍手しながら見る児童】
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・自分は緊張して発表したと思ったので、どんなビデオになるか心配だったけれど、思っ
たより上手に英語が言えていてよかった。
・ぼくは自分のコマーシャルを見て、ちょっと早口だったかなと思った。でも作ったポ
スターはきれいだったので、友達にお国自慢ができたかなと思った。
・ビデオを見たとき、みんなの発音がよかった。先生にも誉められたのでうれしかった。
・6年 3組の行ってみたい国は、1位オーストラリア、2位イタリア、3位トルコでした。
どの班のコマーシャルも楽しかった。いろんな所に行ってみたいと思った。
【コマーシャルを見て、自分を振り返ったり、友達のよさを認める児童の感想】

　

6.成果と課題
　今回の活動「行ってみたい国を紹介しよう」は、修学旅行を挟んで続けてきた。修学旅
行では、日本の観光地には自分が思っていたより、はるかに多くの外国の人がいることや、
日本語が話せる外国の人も多くいることに気付いたようだ。そして英語で話しかけると、
どこの国の人にも通じた。だからもっと英語を話せるようにして、いろいろな国の人と会
話をしたいという思いを強めた児童がいた。また授業前に行ったアンケートによると、友
達を励ましたり、誉めたりすることができた児童は約半分であったが、実践後に行ったア
ンケートでは、8割近くの児童ができるようになったと答えている。このことからも手だ
ての有効性は明らかである。しかし、子どもたちが今後も引き続き興味をもって意欲的に
活動するには、さらに指導内容や方法を工夫していく必要があると感じた。

【お国自慢を終え、満足気な児童】
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授業実践前・後のアンケート
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コミュニケーション能力を育成する指導法の実践

中山　英子
（東海市立大田小学校）

1.はじめに
　グローバル化が加速している現代において、英語教育の必要感は年々高まってきている。
こうした時代背景の中、本校では、2003年度から、東海市カリキュラムに基づき、全学
年において英語活動（当時）に取り組んできた。各学校に ALTが配属される恵まれた環
境の中で、試行錯誤しながらも、授業パターンの設定・コミュニケーション活動の工夫・
ALTと HRTの役割分担等の英語活動の基礎部分について研究を進めてきた。2011年度
からは、新学習指導要領が完全実施となり、5・6年生の教育課程に年間 35時間の「外国
語活動」が正式に導入された。現在も、1年生から 4年生までの英語活動（年間 20時間）
に基盤を置きながら、コミュニケーション能力の育成を目指した授業実践を進めてきてい
る。
2.主題設定の理由
　児童は、外国語活動（英語活動）で接する英語の言葉や歌などの英語表現にとても興味
をもっている。また、外国語活動（英語活動）の時間や校内での ALTとの触れ合いを楽
しみにし、英語への知的好奇心をふくらませている。このように児童にとって、外国語活
動（英語活動）は、とても魅力的な存在となっている。そして、児童は、英語をもっと話
せるようになりたい、外国人と自由に会話ができるようになりたいという思いをもってい
る。この興味関心をもとに、「外国語活動（英語活動）で表現力を身に付けさせ、児童の
願うような豊かなコミュニケーションを図る力を育てることはできないだろうか。そのた
めに、低学年からの外国語活動（英語活動）において、どのような方向性をもって指導し
ていけばよいのだろうか。そして、中学校の英語学習への接続をどのように図っていけば
よいのであろうか。」という課題が浮かび上がってきた。
　そこで本研究では、外国語活動（英語活動）の核となるコミュニケーション能力の育成
に視点をおき、目指す児童の姿を「基礎的な英語を用いた表現力を身に付け、進んでコミュ
ニケーションを図ることができる。」とし、次のテーマのもとその指導法の研究に取り組
むことにした。

基礎的な英語を用いた表現力を身に付け、進んで伝え合おうとする
コミュニケーション能力の育成

研 究 テ ー マ
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3.研究のテーマと仮説
　児童は、6年間を通した外国語活動（英語活動）の学習で、たくさんの英語表現に出合
い「聞くこと」「話すこと」の活動を積み重ねていくことになる。その積み重ねがどれだ
けできるかが、コミュニケーション能力の育成に大きく関わってくる。そこで、「聞くこと」
「話すこと」の活動において指導の方向性をまず定め、その指導法を研究・開発することで、
進んで伝え合おうするコミュニケーション能力を育成していきたいと考えた。上記の研究
テーマのもと、次のように仮説を立て、研究に取り組むことにした。

4.指導の柱
　上記の研究仮説に基づき、次の 4つの指導の柱を立てて実践していくことにした。
（1）実際にどのような場面で使われる英語なのかを実感させる。
　　まず、児童が英語を自分の言葉として使えるようにするためには、会話を行う目的や
場面を理解させる必要がある。「実際の生活場面では、どんな時に、どんな場面でその
表現を使うのか（コミュニケーションの必然性）ということを分からせるために、児童
の生活の中からコミュニケーションが必要とされる場面を取り上げ、会話の仕方を理解
させ、「こういう時に使うのか。」という意識付けを行うことで、「話してみよう。」とい
う意欲がもてるようにする。

（2）基本的な英語表現を楽しませながら効果的に身に付けさせる。
　　次は、実際にその英語を使って話せるようになる練習が必要である。Review（復習）
や Practice（練習）においても、「コミュニケーションの必然性 」をもたせたチャンツ
やゲームを効果的に行うことで、英語表現に慣れ親しませ、楽しみながら表現力を身に
付けさせるようにする。「児童が主人公」になれる楽しい活動の中にも、習得の効果が
高まる仕掛けを組み込むようにする。

（3）「コミュニケーションタイム」Communication time（習熟）を設定し、人と関わり合いな
がら表現力を高めさせる。
　　さらに、実際にその英語を使ってコミュニケーションを習熟する活動が必要である。
その活動を、次ページ【基本的な授業の流れ】に示した指導過程の中に「コミュニケー
ションタイム」Communication time（習熟）として位置づけ、友達と関わり合いながら目
的意識と相手意識をもったコミュニケーションを楽しむ時間を設ける。

（4）「小中連携」に向けて中学校英語の原体験をさせる。

児童の生活の中からコミュニケーションが必要となる場面（リアルコミュニケーショ
ン）を取り上げる。そして、楽しく効果的に表現力を身に付けさせる活動を工夫し、
その表現を用いて目的意識と相手意識を明確にしたコミュニケーション活動に取り組
ませることで、進んで英語でコミュニケーションを図ろうとする児童が育つであろう。

研 究 の 仮 説
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　　小学校での「話す・聞く」の音声に慣れ親しむ学習を、中学校への「話す・聞く・読
む・書く」学習へ接続させることを意識して、別表の各活動（①～⑥）を進める。文字
指導を絵を手がかりとしながら分かりやすく行うことにより、文字やセンテンスに視覚
的に慣れ親しませ、中学校英語の原体験ができる活動を設定する。
　　別表【授業の基本的な流れ】

活動の進め方 コミュニケーション能力の形成の手順
① Free talk（自由な会話）
② Review（復習）
③ Presentation（課題提示）
④ Practice（練習）
⑤ Communication time（習熟）
⑥ Final time（まとめと評価）

既習文を使ったコミュニケーション
既習の会話文や単語の定着
コミュニケーションの必然性の提示
新しい会話文や単語の獲得と習得
新しい会話文や単語の習熟
コミュニケーションの深まりと振り返り

これらの 4つの柱をもとに指導法の研究を進め、授業実践を通して仮説の検証をしていく
ことにした。

5.研究内容
（1）実際にどのような場面に使われる英語なのかを実感させる。
　目的もなくセンテンスカードを提示し、発話練習を行うだけでは、児童はただ言わされ
ているだけで意欲的に取り組めず、実際の場面で表現する力も身に付かないであろう。
そこで、Presentation（課題提示）を聞いて、「おもしろそう。話してみたい。」と児童が
意欲や興味がもてるように、「こういう時にこんな英語を使うのか。」という意識付けを
行うことに重点をおいて指導にあたった。
　①　バスケットを使った Presentation（課題提示）（1年“What's this ?”の実践・指導案 

p11参照）
　　　児童が生活の中で、「これは何？」と尋ねるのは、全く未知の物を見た時や、知っ
ている物だが見えにくい、または全体像が分からない時である。そこで、網状のバス
ケットの中にフルーツを入れ、「少し見えているけど何が入っているのかな。」と疑問
に思う状況を設定し、フルーツを“What's this ?”と尋ね合う Presentationを行った。
1年生にとっては、初めて出合うフレーズである。授業が進行していくと、何が始まっ
たのかなと興味津々の様子で聞きながらも、バスケットの中に入っているフルーツが
何かを尋ねていることを理解し始め、知っている単語で答え始めた。そこで、HRTは、
児童に対して「ALTに“What's this ?”と尋ねてみよう。」と呼びかけたところ、児童
と ALTとの会話が始まり、自然に Practice（練習）に進めることができた。このように、
自然な流れで Presentationから Practiceに進行できたのは　Presentationを通して児童
から十分な気付きを引き出すことができ、“What's this ?”を使って話したいという意
欲をもたせることができたからだと考える。
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　②　身近な先生が登場する Presentation（課題提示）（6年“I can swim.”の実践・指導
案 p12参照）

　　　本校では、身近な人物や誰もが知っている有名人・スポーツ選手などを映像で登場
させる課題提示の方法を、よく使ってきた。児童に興味をもたせながら、「○○な時
に○○という言い方をするのか。」という、気付きを引き出す効果がある。

　　“I can swim.”の授業では、委員会やクラブ活動等で接している身近な先生達を登場
させることにした。先生達ができることの中で、意外性をもった内容を提示すること
で、「すごいなー。」という感情を児童から引き出し、「自分もできることを伝えたい。」
という意欲につなげていくことをねらいとした。手話ができる先生、手品ができる先
生、似顔絵が上手な先生が、“I can ～ .”のフレーズを使って話すのを聞き、歓声を
あげたり、拍手をしたりしながら、先生の登場する映像を見て、「今度は友達のでき
ることも知りたい。自分のできることも伝えたい。」という Communication time（習熟）
への意欲付けをすることができた。

（2）基本的な英語表現を楽しませながら効果的に身に付けさせる。
　次は、実際にその英語を使って話せるようになる練習を行う場面である。Review（復習）
や Practice（練習）においても、「コミュニケーションの必然性 」をもたせたチャンツ
やゲームを効果的に行い、新しく出合った会話文や単語の表現を楽しく正しく身に付け
られるようにした。
　①　児童の身の回りの物を題材にした会話練習と手作り教材による発話練習（1年   

“What's this ?”の実践・指導案 p11参照）
　　　ここでは、“What color is this ?”と尋ね、“It's～ .”と答えるコミュニケーションを
行えるようになることをねらいとした。コミュニケーションの必然性をもたせた会話
の練習に使える題材は、児童の持っているハンカチ、着ている服、クレヨン、色鉛筆
などたくさん存在している。そこで、身近な題材を使ってこれらの色を尋ね合うと
いう Practice（練習）を繰り返し行い、色を尋ねたり答えたりする表現に親しませた。
児童の身の回りの物を使ったコミュケーションの練習で、各自が主人公となって楽し
く練習をすることができた。

　　　また、着ている服の色をテーマにした練習では、手作り映像を見せ、登場人物の服
の色は何色かを当てるというゲームを行った。男の子、女の子の順で登場させ、最後
は児童が興味をもつ宇宙人が出てくるという設定である。そして、宇宙人の服の色は、
本時で学んだ全ての色を用いたレインボーカラーも取り入れた。児童は、この映像の
楽しさにぐいぐい引き込まれ、宇宙人が登場した時は、「キャー」という歓声で大い
に盛り上がった。また、「レインボーカラー」という言い方も視覚から理解すること
ができ、手作り教材ならではの効果があった。

　　　このように低学年の Practice（練習）は、児童の意欲が持続するように「少しずつ
難しくしていく」「意外性を入れ込む」「楽しさを大切にする」ことをポイントにしな
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がら、発話が苦手な表現に焦点を当てて、習得を高める指導をすることが大切である
ことが分かった。

　②　文節バラバラゲーム（6年“Let's go to Italy.”の実践・指導案 p14参照）
　　　「この前習ったことをチャンツで言いましょ
う。」という指示だけでは、十分な意欲をもた
せることは難しい。そこで、この Review（復習）
においても、テーマ性をもたせることで、児童
の英語への意欲や親しみをよりもたせられるの
ではないかと考えた。次の流れで「文節バラバ
ラゲーム」（文節ごとにバラバラに黒板に貼ら
れた絵付きの英語カードをセンテンスに並び替えるゲーム）を Review（復習）の活
動の中で行った。

ア　ALTの行きたい国はどこか、何を見たいか、何を食べたいか、何が好きかを
聞くという目的を児童に伝え、HRTと ALTの会話のモデルを聞く。
イ　ALTは、中国に行きたいと答えたので、中国の音楽を流しながら、中国の漢
字の表記を写真（万里の長城、小籠包、太極拳）と一緒に提示する。
ウ　ALTの答えた内容について、チャンツで繰り返し発話する。
エ　文節バラバラゲームをする。

　　　この活動では、ア コミュニケーションの必然性 イ 国際文化理解 ウ チャンツの
リズムにのった正しい発話練習 エ 小中連携をねらった文字指導の 4つの側面から、
指導の柱にそって様々な工夫を盛り込んだ。

　　　特に小中連携をねらった文字指導においては、音声で慣れ親しんだ英語を文字と絵
を使って示したり、主語・動詞・不定詞・目的語で色を変えたりして、英語が“sight-word”
として認識できる工夫を試みた。この文節バラバラゲームは、初めての試みであった
が、児童に抵抗なく受け入れられ、あっという間に正しいセンテンスに並びかえるこ
とができた。このようにして、この文節バラバラゲームにより、小学校英語の「話す」
から、中学校での「読む」につなげていくことへの手ごたえを得ることができた。児
童は 1年生から、様々な単語やセンテンスを目にしてきている。また、ローマ字の文
字指導も経験している。その文字に関する 6年間の積み重ねは、私たちが想像してい
る以上に力になっていると感じた。

（3）「コミュニケーションタイム」Communication time（習熟）を設定し、人と関わり合い
ながら表現力を高めさせる。
　　「コミュニケーションタイム」とは、ALTや友達と関わり合い、目的意識と相手意
識をもたせてコミュニケーションを楽しませる時間である。Presentation（課題提示や
Practice（練習）で、どういう時にその表現を使うのかが分かり、発話練習によりその
使い方にも慣れ親しむことができた児童が、実際にその英語を使って、人と関り合いな
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がらコミュニケーションを習熟する活動として位置づけた。
　①　シークレットパックを使ったゲーム（1年“What's 

this ?”の実践・指導案 p11参照）
　　　Practice（練習）で使用した色鉛筆を再度使用する
ことにした。決められた 5色の内 3色をシークレット
パック（クエスチョンマークを付けた封筒 )に入れ、
何色が入っているかを当て合うゲームを行った。

HRT:Do you have a red (blue,green,pink,yellow) pencil ?
Student :Yes. It's red (blue.green.pink.yellow).    ※発話して 5色を確認させる。
HRT:この 5色の中から好きな色 3色選んで友達に分からないようにシークレット
パックに入れてください。

HRT:ジャンケンをします。
負けた方 :What color is this? （相手に袋を見せながら、色鉛筆の色を尋ねる。）
勝った方 : It's ～ . （袋の中に何色の色鉛筆が入っているか予想して答える。）
負けた方 : Yes. No.  （答えがあっているかどうか答える。）

　　　分からないから尋ねるという「コミュニケーションの必然性」と、5色の中から相
手の入れた 3色を予想して当てるというゲームに、全色を当てるまで集中して取り組
むことができた。ゲームに夢中になっている間に、児童は、“What color is this?”“It's ～ .”
の会話を習熟することができた。

　②　「“Who am I ?”クイズ大会」をしよう。（6年“I can swim.”の実践・指導案 p13参照）
　　　Presentation（課題提示）や Practice（練習）の活動

を終えて、自分のできることを伝えたいという児童の
気持ちが高まってきたところへ、伝え合うための目的
意識をより強くもたせられるように、Communication 

time（習熟）の活動後に「“Who am I ?”クイズ大会」
を位置づけた。児童はたくさんの相手と会話をし、何
ができるかという情報を獲得しないとクイズ大会で高得点を得ることができない。ま
た、多くの児童と交流できるように、男女分け隔てなく会話するという条件と、絵や
ジェスチェーを手がかりにして伝えるという条件も付け加えた。前時まで　男女のコ
ミュニケーションがほとんどない学級であったが、男女分け隔てなくという相手意識
を与えことで、見違えるような笑顔で照れながらも会話をすることができた。また、
絵やジェスチャーの手がかりを付与したことで、会話がはずみスムーズな活動となっ
た。「○○ができるのは、誰か」というクイズに答えるために、積極的にコミュニケー
ション活動をすることができた。

（4）「小中連携」に向けて中学校英語の原体験をさせる。
　①　絵と文字で示された中学校英語を使った Free talk（6年“I can swim.”の実践・指



コミュニケーション能力を育成する指導法の実践

－163－

導案 p12参照）
　　　児童は、小学校で音声で慣れ親しんだ英語を
中学校では読んだり書いたりすることになる。
中学校の教科書に使われている絵と単語を会話
練習にそのまま使用し、中学校英語の原体験を
小学校段階でさせるようにした。そのことに
よって、児童は、絵と単語を目で記憶し、中学
校の授業で、「あっ見たことがあるぞ、やった
ことがあるぞ。」とスムーズに受け止めることができるのではないかと考えた。

　　　“Free talk”とは、児童と ALTが、既習事項と単元の習得センテンスを使って自由
に会話をする活動である。ここでは中学校英語の助動詞 canを扱っている単元から
“ski”“skate”“snowboard”“play ice hockey”を使って活動させた。

ALT:Hello.　　　　Student:Hello.
ALT:How are you.　Student:How are you. I'm fine, and you ? etc…
※この後、既習の会話文を使い、ALTと児童がトークをする。次に、“ski”“skate”
“snowboard”“play ice hockey”の 4つの単語を使った会話をする。

ALT:Can you (skate/ snowboard/ play ice hockey) ?
Student:Yes, I can. I can ski. No, I can't. I can't ski.
ALT: Thank you. Bye.   Student: Bye.

　　以上の会話を数名の児童と ALTが行った後、全員で単語やセンテンスをチャンツの
リズムで練習し、絵と文字で示した中学校英語に慣れ親しませることができた。

　②　中学生が登場する Presentation（6年“Let's go to Itary.”の実践・指導案 p15参照）
　　　東海市は、シドニー市と姉妹都市であるため、中学生の海外研修をオーストラリア
で実施している。6年生児童にとって、このオーストラリア研修に参加することは大
きなあこがれである。この興味関心に着目し、児童が進学する中学校から研修に参加
した中学生が、オーストラリアについて紹介するという Presentationを映像を使って
実施した。

中学生 :Hello. My name is ～ .
I want to go to Australia.
I like koalas. I want to see Ayers Rock.
I want to eat a mud crab.
Do you want to see Ayers Rock ?　Good bye.

　　　中学生に、自分のオーストラリア体験をもとに、本時に児童が Communication time

（習熟）で話す内容をビデオを使って紹介してもらった。まず、中学生の行きたい国、
好きな物、見てみたい物、好きな食べ物を聞き取らせた。次に、最後の疑問文に気付
かせ、今日の Communication time（習熟）「6-2リトルワールドを旅しよう！」で使っ
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てみようと意識づけた。この疑問文を使用したのは、相手に尋ねる文を入れることで
双方向のコミュニケーションを成立させたかったからである。最後に、中学生の話し
た文を絵と英語のセンテンスカード（主語・動詞・不定詞・目的語で色を変えてある）
で示した後、発話練習を十分に行い、Communication time（習熟）の活動につなげて
いくようにした。

　　　この授業で、児童の目が一番輝いたのが、中学生による Presentationであった。中
学生の話す英語を正確に聞き取ることにより、自分も「行きたい国のことを話してみ
よう、伝えたい。」という気持ちをしっかりもたせることができた。また、「文節バラ
バラゲーム」と同様、中学生の話した文を絵とセンテンスカードで示し、それらを手
がかりとした発話指導を行うことにより、中学校英語の文字指導へとつなげていくこ
とができた。そして何よりも、中学校への期待感をもたせることができた。

6.結果と考察
　これらの授業実践を通して、4本の柱に基づいた指導法について、次のように考察と検
証をすることができる。

【考察 1】
　低学年では、「コミュニケーションの必然性」をもたせた楽しい活動を取り入れたこと
で児童の英語活動への意欲が増し、ALTや友達と積極的にコミュニケーションを図ろう
とする児童が増えた。どの学級からも、英語活動になると活発な音声が聞こえてくる。他
のどの教科より、児童は生き生きと活動できているのではないかと思う程である。前述の
授業以外にもハロウィンやクリスマスなど、行事や季節的な内容をテーマにし「コミュニ
ケーションの必然性」をもたせた活動も行った。また、生活科で育てているアサガオやト
マトを題材に扱った活動、リズム遊びや音楽科で習う楽曲を英語版にして歌ったりゲーム
をしたりする活動等、低学年の発達段階や学級の実態に合った英語活動が展開できた。
　これらの実践から、コミュニケーション能力を身に付けさせるためには、英語に対する
抵抗感が少ない低学年の段階から、児童の生活や学習と結びつけた楽しい活動を体感さ
せることが大切であることが分かった。生活の中から題材を選び吟味し、指導法を考え、
Presentation（課題提示）したり、Communication time（習熟）を設定したりしていくことが、
児童の気付きや表現力の獲得・習熟につながることが明らかになった。「実際にどのよう
な生活場面で使われる英語なのか実感させる。」という〔指導の柱 1〕の有効性を確認す
ることができた。
【考察 2】
　Review（復習）や Practice（練習）の段階では、実際のコミュニケーションの場面をわ
かりやすく組み込んだり、映像や絵や文字カードを使用したりするチャンツやゲームの工
夫により、児童は楽しみながら基礎的な表現力を身に付けることができた。特に低学年の
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発達段階においては、「少しずつ難しく」「どんどん楽しく」をポイントにした、集中力、
持続力の維持や高まりをもたせる指導の工夫や配慮が大切であることが分かった。これら
のことから、「基本的な表現を効果的に楽しませながら身に付けさせる。」という〔指導の
柱 2〕の重要性も確認することができた。
【考察 3】
　年度当初、6年生の外国語活動の授業からは、元気のない声しか聞こえてこなかった。
ALTの問いかけに挙手をするのは、数名の限られた児童のみであった。この状況を大き
く変えるきっかけになったのが、4本の柱を組み込んだ前述の“I can swim.”と“Let's go 

to Itary.”の授業であった。児童は、意欲をもち、次第に自信をもって話すことができる
ようになり、Communication time（習熟）では、「伝えたい。」という気持ちが熱く伝わっ
てくる程、意欲的に取り組むことができた。
　目的意識と相手意識をもたせた Presentation（課題提示）から、Communication time（習熟）
までの活動が、「進んで会話をすることのできない 6年」を変えることができた。低学年
の感覚的思考ではなく、論理的思考に移行する高学年には、「何のために」「誰と」という
コミュニケーションの目的を分かりやすく提示したり、仕組んだりしていくことが大切な
のだと分かった。やらされている・言わされているのではなく、児童が「コミュニケーショ
ンの主人公」になって、主体的に関われるレベルの活動が有効であった。
　また、本校には、全校外国語活動「ハローウィーク」という学習した英語表現を使って
校内の教師や児童とコミュニケーションを楽しむ行事がある。年 2回の活動の 1回目を
10月に実施した。どの学年の児童も自信をもって英語を話したり、身振り手振りのジェ
スチャーを自然に付けて、相手にきちんと向かい合って話したりすることができていた。
これは、1年生からの指導の積み重ねの成果であるとともに、本校の研究の目指す方向性
が間違ってなかったことを表している一つの場面である。6年生も先生役になり、他の教
員と同じように 1年生から 5年生と会話をするという試みを本年度初めて実施したが、6

年生が堂々とした態度で、他学年のレベルに合わせながら会話をしている姿も見ることが
できた。これらの授業や行事から、「人と関わり合いながら表現力を高める。」という〔指
導の柱 3〕の有効性を確認することができた。
【考察 4】
　「中学校へのつながり」を意識した指導を通して、児童に中学校の学習への期待感をも
たせることができた。授業後の評価カードには、児童の達成感を感じ取ることができる内
容が多くあった。「今までと違って、自信がもてた。」「これからの授業でももっと、英語
を学びたい。」等、中学校に向けて大切なことを学んでいるという意識も芽生えていた。
私たち教師にとっても手探り状態の中からの「小中連携」〔指導の柱 4〕への初めての挑
戦であったが、小学校での「聞く・話す」の音声を中心とした学習に、絵を活用した文字
指導を入れ込むことで、中学校への「読む・書く」学習へのスムーズな接続に向けての方
向性をつかむことができた。
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　以上のように、進んで伝え合おうとするコミュニケーション能力の育成に向けて、4本
の指導の柱に基づいた研究実践と仮説の有効性を確認することができた。しかし、「小中
連携」の取り組みについては、手探りの部分も多い。中学校の学習内容をよく把握し、小
学校の学習内容と比較しながら、「文字指導をどのように体験させていくのか。」「原体験
の内容をどのように豊富にしていくのか。」などスムーズな接続に向けて指導法の研究を
続けていきたい。

7.終わりに
　「リアルコミュニケーション」を重視し、実際の生活に即した場面を取り上げたコミュ
ニケーション活動により、児童は目的意識と相手意識を明確にもち、ALTや友達と英語
を使って伝え合う楽しさを味わうことができた。低学年は、ますます活発に、高学年は、堂々
とした態度で、自信をもってコミュニケーションを図ろうとしている。今の本校の児童な
ら、中学校入学後も、スムーズに英語の授業に適応していけるのではないかと期待してい
る。
　2003年度から始まった東海市の英語活動により、児童は英語に繰り返し出合い、慣れ
親しむことにより、着実に基本的な力が身に付いてきている。そして、本年度の実践によ
り、さらにコミュニケーション能力はレベルアップした。この積み重ねをさらに有効にし
て、中学校に向けてコミュニケーションの素地を確かに育てていくことが私たち小学校教
師に課された責務である。指導の 4本柱をさらに強固なものにして、児童が「話したい。
表現したい。伝えたい。」という意欲をもち、進んで伝え合おうとするコミュニケーショ
ン能力の育成を目指して、今後も指導法の研究を進めていきたい。
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第 1学年 1組　　英語活動学習指導案
1　単　　　元　　What's  this?　
2　単元の目標
　◦歌や会話を楽しみながら、英語表現に親しむことができる。
　◦What's this?　の表現に慣れ、色や果物、動物の名前を答えることができる。
3  本時の学習指導　（4時／ 4時間完了）
（1）目　　標
　◦英語を使って元気よく話し、ALTや友達と会話を楽しむことができる。
　◦What color is this?の表現に慣れ、It's～（色）.で答えることができる。
（2）本時の学習過程

Procedure
（Time）

Class Activities
Students HRT ALT

Greeting &
Warm up

（4）

1　あいさつをしたりフリートー
クしたりする。

2　既習曲を歌い、身体表現を楽
しむ｡

　◦リズム遊びをする。
　◦What's this?ソングを歌う。
3  フルーツや動物の名前を英語
で言ったり、会話をしたりす
る｡
ALT:What's this?
Atu:It's a (an)~.

　◦隠されたカードやシーク
レットボッスを見て ALTと
会話をする。

4　本時の学習課題をつかむ。
What color is this?
これは、何色かな？

5　色の言い方を知る。
（1）ピクチャーカードを見て、

ALTと英語で色を言う練習を
する。

（2）ALTと HRTの会話を聞いて、
英語で色を尋ねる言い方を知
る。

（3）What color is this? を使って質
問をしたり、答えたりする。

（4）色鉛筆を使って色を尋ねた
り、答えたりする会話をする。

　
6 本時のまとめをする。
（1）写真を見て、何の写真か考
える｡

（2）ALT に What's this? と What 
color is this?を使って尋ねる。

◦児童に元気よくあいさつをする。
◦机間指導をしながら一
緒に歌う。

◦身体表現の見本を見せ
ながら、元気よく歌わ
せる。

Free talk

Review
（15）

◦網状のバスケットやシークレットボックスを使
用したり、カードの一部を隠したりして「なに
かな？」と聞きたくなる場面を設定する。

評既習事項を使って楽しく会話することができる。
（観察）

◦プレゼンテーションをしながら、色の尋ね方色
の言い方について会話をすることを知らせる。Presentation

Practice
（25）

◦机間指導をしながら児
童の発声を確認する。

◦ピクチャーカードを使
用し、色の言い方を確
認する。

Practice

（30）

◦今身に付けているお互いの Tシャツやハンカチ
の色を尋ねる会話の手本を示す。

　
◦シルエットを見て、何色か尋ねる場面設定をす
る。

◦上記の 5色から 3色を選んで封筒に入れさせ何
色が入っているか尋ね合わせる。

　
評色を尋ねたり答えたりする会話をすることがで
きる。（発表）

◦生活科で育てているあさがおの写真を提示する。
　　　　　　　　　　

Communication
time

（35）

Final time

（45）

（3）本時の評価規準
　◦What color is this? の表現に慣れ、It's ～（色）. で答えることができる。（発表、観察）

P3参照

P4参照

P6参照

ALT: What color is this?
HRT: It's~ (red, blue, green, pink, yellow).

隣同士の児童で、互いの封筒の中に入った色鉛筆の色を尋ね合う。
Stu 1: What color is this?（相手に封筒を見せながら尋ねる。）
Stu 2: It's ~.　　（封筒の中に何色の色鉛筆が入っているか予想して答える。）
Stu 1: Yes.  No.（答えがあっていたら Yes.間違っていたら No.と言う。）
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第 6学年 1組　　外国語活動学習指導案
1　単　　　元　　I can swim.　
2　単元の目標
　◦積極的に友達に「できること」を尋ねたり、自分の「できること」や「できないこと」
を答えたりしようとする。

　◦「できる」「できない」という表現に慣れ親しむ。
　◦言語や人、それぞれに違いがあることを知る。
3  本時の学習指導　（4時／ 4時間完了）
（1）目　　標
　◦自分たちができることについて、進んで紹介しようとする。
　◦英語表現を使って、できることがらを伝え合うことができる。
（2）本時の学習過程

Procedure
（Time）

Class Activities
Students HRT ALT

Greeting &
Warm up

（5）

1　元気よく大きな声であいさつ
をする。

　◦元気よく模範を示す。
2　歌を歌う。
　◦「My Neighbor Totoro:Stroll」

◦児童に元気よくあいさつをする。

Free talk 3　Free talkをする。
（1）ALTと会話をする。

◦グループを指定し ALTと会話をさせる。  
 

◦小中連携を意識し、中学校で使用する教科書に
ある例文や絵を使用する。

Review
&Chants

（13）

（2）フリートークの内容をチャ
ンツで練習する。

◦言いにくそうにしてい
る児童のそばに寄り添
い、言い方を教える。

◦児童と一緒に会話をす
る。

◦全体でチャンツをするだけでなく、代表の児童
にも発話させ、緊張感をもたせて練習させる。

◦児童にとって身近な存在である本校職員の中で
意外性のある題材をもつ教師を選び、その内容
をインタビュー収録した VTRを準備しておく。

◦教師の意外な側面を児童に見せることで、「Who 
am I ?」クイズへの意欲化を図るとともに、友達
の今まで知らなかった一面も知りたいという思
いをもたせていく。   

   

Presentation

（18）

4　本校教師の登場する「I can ~」
の VTRを見る。

HRT: My name is Yutaka Tanaka.
          What is your name?
Guest: My name is ~.
HRT: What can you do?
Guest1: I can juggle three balls.
Guest2: I can draw pictures very well.
Guest3: I can sign language.
（本校教師 3名）
5　「Who am I ?」クイズをする。
（1）「Who am I ?」クイズのやり
方を知る｡

◦「秘密のできること」を紹介し合い、それを基に
したクイズをすることを伝え、目的意識をもっ
て会話できるように促す。また、できるだけ多
くの児童と会話し、できることに関わる情報を
集めていくように呼びかけておく。

ALT: Hi.
Stu: Hi/Hello.
ALT: Can you ski/skate/snowboard /play ice hockey?
Stu: Yes, I can. I can ski. / No, I can't ski.
ALT: Thank you. Bye.
Stu: Bye.

P7参照

P4参照

P6参照
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（25）

（2）モデルを見て会話の仕方を
知る｡

　◦HRTと ALTの会話を聞く。
　◦ALTと児童の会話を聞く。
　◦児童同士の会話を聞く。

◦担任と ALTがピクチャーカードを持って会話の
見本を示す。

◦ 4名代表児童を選出し、会話の見本を示すモデ
ルとする。

Communication
time

（40）

（3）できることを紹介し合う。
　◦尋ねる側と答える側と交代

で、できることを紹介し合
う。

（4）「Who am I ?」クイズをする。
　◦「I can ～」の文章を聞いて、
誰のことなのかを当てる。 

（5）｢Who am I ?」クイズの活動
を振り返る。

◦前時に準備した「秘密のできること」を紹介さ
せる。

評できることを英語で積極的に伝えようとしてい
る。　　　　　　　　　　　　　（観察、発表）

◦教師がクイズを出題する。
評「I can ～」の文を聞いて、自分の集めた情報を
基に学級の誰のことかを発表している。（観察、
発表）

◦お互いの今まで知らなかった面を知ることがで
きたことを確認させ合う。

Final time

（45）

6　本時のまとめをする。
（1）児童が 6年生になってでき
るようになったことを確認す
る。

　・You can play with the first 
grades.

 　（なかよし遠足での活動から）
　・You can help clean.
（掃除の手伝いから）
（2）｢can」を使った格言について、
話を聞く。

◦できることが増え、6年生として活躍しているこ
とを賞賛する。

◦事前に生活の中で、児童の活躍している様子を
写真にとって用意しておき、映像を見せながら
話す。

（3）本時の評価規準
　◦英語で「できること」を伝え合う活動を通して、他者と積極的に会話をしている。

（観察、発表）
　◦「I can ～」の英語表現を受け止め、「Who am I ?」クイズのヒントを聞き取って、誰の
ことを言っているか答えようとしている。　　　　　　　　　　　　（観察、発表）

「Who am I ?」クイズ大会をしよう。

P6参照

ALT: If you can dream it, You can do it.
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第 6学年 2組　　外国語活動学習指導案
1　単　　　元　　Let's go to Italy.　
2　単元の目標
　◦自分の思いがはっきり伝わるようにおすすめの国について発表したり、友達の発表を
積極的に聞いたりしようとする。

　◦行きたい国について尋ねたり、言ったりする表現に慣れ親しむ。
　◦世界中の国々で、様々な文化をもった人たちが、様々な生活をしていることに気付く。
3  本時の学習指導　（4時／ 4時間完了）
（1）本時の目標
　◦おすすめの国を紹介する表現に慣れ親しむことができる。
　◦おすすめの国について進んで紹介することができる。
　◦友達の発表に共感しながら聞こうとする。
（2）本時の学習過程

Procedure
（Time）

Class Activities
Students HRT ALT

Greeting &
Warm up

（4）

1　元気よく大きな声であいさつ
をする。

◦元気よく模範を示す。

Free talk

（8）

2　Free talkをする。 ◦ ALTと HRTで既習事項を使ったフリートークを
して、児童に手本を見せる。

Review
&Chants

3　バラバラゲームをする

（1）ALTの言葉を聞き ,文節毎
にばらばらになっているカー
ドを正しい順番に並べ替える。

（2）ALTの後に続けてリズムに
乗って、動詞や目的語が相手
にはっきり伝わるように発音
する。

◦分からないときは、
“Hint please.”という
フレーズを使うことを
伝える。

◦慣れてきたら、全体か
ら列へと変化をもたせ
る。

◦絵と文字のカードをヒ
ントに go to/like/see/eat
の 4つの表現を使い、
伝えることを意識させ
る。

◦クイズを出す。
◦国旗や写真を見せなが
ら文を伝える｡

◦発音の手本を示す｡

◦絵と文字のカードは中
学校で学習する単語の
中から主な物を使って
示す｡

（20）
評バラバラゲームやチャンツを通して、英語の表
現に慣れることができる。　　　（観察、発表）

ALT: Hello.
Stu: Hello.
ALT: How was the Little World?
Stu: It's fun.
ALT: What did you see in the Little World?
Stu: Chimatyogori.
ALT: OK. Good-bye.

I/want to/go to/China.  I/like/taichi.
I/want to/eat/xiao long bao.
I/want to/see/the Great Wall.

「～したい」という英語表現をチャンツで練習する。
I want to go to Chine.  I like TAICHI.
I want to eat xiao long bao.
I want to see the Great Wall.

P5参照
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Presentation

（24）

4　中学生が登場する「I want to 
go to～ .」の VTRを見る。

◦中学生のおすすめの国の紹介
を聞き内容を発表する。

◦ VTRの中に出てくる
場所や物の写真を提示
する。

◦中学生の行きたい国、
好きな物、見てみたい
物、食べたい物を確認
する。

◦オーストラリア研修に
参加した中学生のビデ
オを見せ中学校への期
待感をもたせる。

Communication
time

5　ALT と HLT の会話を聞き、
発表の方法を知る。

◦ ALTと HLTで、発表の見本を示す。最後の質問
に対してどう答えるかを確認する。

6　おすすめの国を紹介し合う。
（1）発表する。

I want to go to China.
I want to see the Great Wall.
I want to eat gyoza.
I like pandas.
Do you want to see the Great 
wall?

◦前半・後半に分け、発表者と
聞き手の両方の活動をする。

◦紹介する物や場所の写真など
をまとめた画用紙や小道具を
見せながら発表する。

◦発表される国旗をテレ
ビに表示し、たくさん
の国の発表を聞いてみ
たいという意欲を引き
出す。

◦相手の顔を見て発表を
させる。

◦写真や物を分かりやす
く提示させる。

◦友達の行きたい国や好
きな物、見てみたい
物、食べたい物を聞い
て世界のカードを集め
ようという目標を確認
する。

◦上手くコミュニケー
ションができていない
組のサポートをする。

（44）

（2）発表者の質問に聞き手が答
える。
Yes, I do. I want to see the 
Great Wall.

（3）質問に答えた児童に手作り
のしおりをプレゼントする。

7　聞いたことを思い出し、取り
上げられた国のおすすめの理
由を発表する。

評自分のおすすめの国を紹介し、その理由を like
や want toの表現を使って伝えることができる。

（観察、原稿）
◦ Yes.No.だけでなく、学習したことを使った英文
でコミュニケーションをさせる。

◦総合的な学習の時間に調べたことを伝えること
で、「コミュニケーションの必然性」をもたせた
発表にする。

評友達の発表を聞き、質問に答えることができる。
（観察）

◦テレビの中の国旗から、いくつかの国を取り上
げ、おすすめの理由を尋ねる。

Final time

（45）

8　本時のまとめをする。 ◦本時の活動を通して、世界には様々な生活をし
ている人たちがいることを知り、みんなが幸せ
に生きられる世界を願っていこうと伝える。

（3）本時の評価規準
　◦文節ゲームやチャンツを通して英語の表現に慣れ、意欲的に言うことができる。

（観察、発表）
　◦自分のおすすめの国を紹介し、その理由を likeや want toの表現を使って伝えること
ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表、原稿）

　◦友達の発表を聞き、質問に答えることができる。　　　　　　　　　　　　　（観察）

Guest: Hello.
    My name is ~. I want to go to Australia.
    I like koalas. I want to see Ayers Rock.
    I want to eat a mud crab.
    Do you want to see Ayers Rock?
    Good bye.

6－ 2リトルワールドを旅しよう！

P7参照
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『Hi, friends!』をふまえた外国語活動～実物教材を使って～

畠山　直子
（名古屋市外国語活動アシスタント）

（愛知教育大学大学院教育学研究科英語教育専攻修士課程）

概要

　平成 24年度小中高英語教育教員研修会において筆者が担当したワークショップでは、
筆者が行った「実物教材」を使用した活動を実践しつつ、参加者間で実物教材を使用した
活動について意見交換を行った。本稿は、その内容をまとめたものであるとともに、小学
校外国語活動における実物教材の有効性を示すことを目的としている。そして文部科学省
より配布される教材『Hi, friends!』と組み合わせて使用することによって、指導者が外国
語活動をより活発化させることができると考える。また実物教材は、児童がより現実の世
界に引き込まれ、体験的に活動するための動機づけを高めると同時に、教材作成に時間や
経費、労力の軽減の一助になると展望する。

キーワード：実物教材、小学校外国語活動、Hi, friends!、動機づけ

1.はじめに
　小学校外国語活動では、しばしば「手作り教材」が使用されている。教員が手間隙かけ
て作った教材は美しく、児童の動機づけになるものの、時間や経費がかかるというデメリッ
トがある。例えば、絵カードを作成する場合、カラー印刷もしくは色を塗った紙をラミネー
ト加工し、児童が角で怪我をしないようにハサミで丸くするなどの工夫が必要である。さ
らには、児童の人数分作成することもあり、その場合、教員負担はより一層増えるだろう。
本来であれば、教材をいかに有効に活用すべきかを検討しなければならない中、教材作り
にのみ心血が注がれてしまう現場が意外と多いのではないだろうか。また「学校で後々に
も使えるから」という意見もしばしばあるが、思った以上に使用されていないともいえる。
つまり、作成者が異動する際、通常、外国語活動の教材の引継まで行うことはなされない
ことが多い。後任の教員にとっては、それが何のために使用されるのか見ただけではわか
らないためである。さらには、クラスの児童数があわないなどの理由で、追加分の教材を
作成するのにより多くの手間がかかる場合もある。そのため、手作り教材が奥にしまわれ
た状態になっているのを、筆者はこれまで何度も目にしてきた。
　このように、外国語活動において、手作り教材のみに依存した活動を行うことは、非効
率的であるように思われる。そこで本稿では、実生活で使われている身近な教材、すなわ
ち「実物教材（authentic materials）」に焦点をあてる。手間のかからない実物教材の児童
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の動機づけを高める可能性を検討するとともに、『Hi, friends!』をふまえた外国語活動に
おける使用例を示していく。

2.実物教材 （Authentic materials）の概説　
　本節では、まず実物教材がどのようなものであるかを確認する。そこで、実物教材を定
義し、小学校外国語活動との関連性や、そこにおける実物教材の重要性を見ることで、小
学校外国語活動での実物教材の有効性を概観する。

2.1.実物教材の概要　
　実物教材の定義として、Richard & Schmidt（1985）と久埜（2010）の二つに触れてみたい。

in language teaching, the use of materials that were not originally developed for pedagogical 

purposes, such as the use of magazines, newspapers, advertisements, news reports, or songs. 

Such materials are often thought to contain more realistic and natural examples of language 

use than those found in textbooks and other specially developed teaching materials. (Richard 

& Schmidt, 1985: 43)

　Richard & Schmidt（1985）によると、言語指導において、雑誌、新聞、広告、歌など本来教
育目的ではない教材のことを実物教材であると述べている。また、テキストブックの中に
見られる言語よりも、より現実的で自然な例が含まれていると記述している。だが小学校
外国語活動では、文法指導を行う機会が少ないため、上記引用の後半部分は適用されにくい。
　そこで、久埜（2010）による実物教材の定義を参考にしてみたい。

教育のためにつくられたものではなく、実生活で実際に私たちが使っているものや、
実物を模してつくられたもの（人形、模型等）を「実物教材」「レアリア」などと呼ぶ。
（久埜,  2010：22）

　
　久埜（2010）は Richard & Schmidt（1985）と比べて実物教材についてより緩やかな定義を
していることがわかる。言い換えれば、児童のために使用することを前提とした実物教材
の定義づけをしているといえよう。そこで本稿では、この二つの定義の共通点をとりつつ
も、久埜（2010）の定義を踏襲して、暫定的に、「学習用ではないもの」「身近にあるもの
（または模して作られたもの）」の二つの点から定義しておきたい。
　以下に筆者が考える外国語活動で使用されうる実物教材の具体例をあげる。

チラシ、パンフレット、料理のレシピ、雑誌、本、街の標識・看板、実際の映像・音、新聞、
カレンダー、ウェブサイトの画面、家族や旅行の写真、教科書（音楽、図工、理科等）、
地図帳、資料集、算数セット、時間割表など
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2.2.小学校外国語活動での重要性
　文部科学省（2008）は小学校外国語活動の目的を以下のように記述している。

外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませな
がら、コミュニケーション能力の素地を養う。（文部科学省,  2008: 7）

　小学校外国語活動では、言語や文化について「体験的に」理解を深めることが重要であ
るとされている。かたや実生活で使用されている実物教材は、教室内の世界よりも、より
現実の世界と関連した教材であるといえる。ゆえに、実物教材の使用は、体験的に活動を
進めていく上での一助になると思われる。そこで次に、実物教材にはどのような意義があ
るのか考えていきたい。

2.3.『Hi, friends!』と実物教材の重要性
　Edge & Garton（2009）は、実物教材は言語と動機づけの 2つの点で重要であると述べ
ている。

「言語」
実物教材は学習用ではないため、学習していない困難な内容も含む。児童は、理解し
ていない言語に対してどのように反応すべきか考え、うまく処理しようとすることが
言語学習においての実際の目的である。
「動機づけ」
実物教材は、教室内学習にとどまらず、現実の世界と関連付けさせる。学習する手段
と目的を関連させて動機づけを増やす。（Edge & Garton, 2009: 63）

　
　次に『Hi, friends!』と実物教材の重要性について示す。学習用教材の『Hi, friends!』では、
児童が無理をせずに聞いたり発話したりできるような工夫が散りばめられている。さらに、
児童は、記載されている絵や空欄を考慮しながら、目標言語を聞いたり話したりすること
で、教材の内容を理解でき、相手とコミュニケーションがとれる。しかしながら現実の世
界では、対話する相手が目標言語のみを話してくれることはまずない。
　一方で実物教材は、実際に使用されているものを利用するため、目標言語の意図はされ
ていない。児童は、実物教材を利用しながら、目標言語以外の発話を工夫してタスクを成
立させる必要がある。それに対する援助として、指導者側で使用できる目標言語に焦点を
あわせて児童に発話を聞かせることができる。児童にとっては少し難しく工夫しなければ
いけない場面がでてくるかもしれないが、指導者の自然な外国語での語りかけを聞いて、
児童が困難さを乗越えていくところに意味があるのではないかと考える。
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　動機づけに関しては上述の通り、実物教材は実生活で使用されているものであるため、
児童にとっては、学習意識よりもより実生活の中にいる意識が強まる。
　従って学習用教材『Hi, friends!』の使用時に、実物教材を補完的に使用することで、『Hi, 

friends!』のデメリットを補うとともに、児童のコミュニケーション能力がよりいっそう
育まれ、学習の動機づけが高められると考える。

3.実物教材による外国語活動の活発化
3.1.『Hi, friends! 』に対応した実物教材の活用例
　次に、筆者が学級担任と過去使用したことのある実物教材を提示する。『Hi, friends!』
は平成 24年度から配布されたものであるため、それまでの文部科学省配布教材『英語ノー
ト』を利用した際に活用した実物教材もあるが、その場合は、『Hi, friends!』と類似する
単元を参照することとしたい。
　まず、表 1に示した『Hi, friends!』の単元とそれに対応する実物教材を参考にされたい。
表 1の対応表に即した実物教材の活用例について、以下、順に述べていく。

表 1：『Hi, friends!』の単元に即した実物教材

『Hi, friends!』 実物教材
1 Lesson 4　好きなものを伝えよう
（I like apples.）

図画工作科の作品

1 Lesson 6　アルファベットをさがそう
（What do you want?）

広告チラシ

1 Lesson 8 　「夢の時間割」を作ろう
（I study Japanese.）

教科書、時間割表

1 Lesson 9　ランチメニューを作ろう
（What would you like?）

レストランのメニュー表

2 Lesson 5　友だちを旅行にさそおう
（Let's go to Italy.）

旅行パンフレット

2 Lesson 6　一日の生活を紹介しよう
（What time do you get up?）

中学校の日課表

●『Hi, friends! 』1 Lesson 4　好きなものを伝えよう（I like apples.）
　実物教材：図画工作の作品
　図画工作「本物そっくりに」という単元の作品（食べ物）を利用した。学級担任が、児
童の作品を写真におさめ、電子黒板にうつした。児童と“What's this?”“Do you like it?”な
どのインタラクションを楽しんだ。最終的にはオリジナルチャンツとして授業の導入とし
て使用した。
　児童の反応としては、自分の作品が使用されたことにとても喜んでいた。また、作品そ
のものが何かわからないほど“What's this?”に対して大きく反応していた。加えて自分の
好きな食べ物が、他の児童も好きだということがわかり、好きな気持ちを共感できた。フ



『Hi, friends!』をふまえた外国語活動～実物教材を使って～

－177－

ラッシュカードよりも、自分の作品が掲示されることで、教材への愛着がうまれ、児童が
生き生きと活動でき、活動を進める上で大きな動機づけになった。

●『Hi, friends! 』1  Lesson 6　アルファベットをさがそう（What do you want?）
　実物教材：スーパーマーケットのチラシ
　スーパーマーケットのチラシを利用して活動を行った。“What do you want for a 

Christmas party?”と尋ね、班でチラシを見ながら既定金額内で何がほしいのか選ぶ。班ご
とに発表し、クリスマスパーティーのために何がほしいのかをやりとりをする。
　この単元はアルファベットカードが欲しいかどうかをやりとりする内容である。しかし
ながらふりかえりカードの記述により、“want”の意味を取り違えている児童が少なから
ずいることに気づいた。前単元の“What sports do you like?”の好きかどうか、またカード
を“have”「持っているかどうか」と勘違いする児童もいた。また実生活ではどんなアルファ
ベットが欲しいかどうかやりとりするような機会はそれほど多くないと思われる。もっと
「欲しい」という気持ちを実感するために、この活動を行うことも可能だと思われる。また、
Lesson9にもう一度“want”でやりとりする表現がでてくるので、そちらで利用すること
もできる。
　児童の反応として、どんな料理を作るか、そのために何が欲しいか、現実の話のように
真剣に考えていた。またカレーライスを作りたい班がチョコレートを要求した。なぜかと
尋ねると、カレーライスの隠し味に必要だという。児童はより現実のこととして考えてい
る結果であると思われる。
　チラシの視覚効果で児童の気持ちは動機付けられていた。ちょうどクリスマス前に行っ
た活動だったので、動機づけがさらに高まった要因の一部になったと思われる。時期にあ
わせた状況設定は児童の動機づけを大きく高める。

●『Hi, friends! 』1 Lesson 8　「夢の時間割」をつくろう（I study Japanese.）
　実物教材：教科書、時間割表

図 1：図画工作科の写真　注）通常は児童の作品ではあるが、画像は筆者の作品
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　教科書は導入で使用した。一部をみせて“What's this?”と尋ねたり、教科書の表紙にのっ
ているものをヒントとして伝える。“I can see numbers.”など。
　児童の反応として、内容は単純ではあるが、普段使用しているものであるので、『Hi, 

friends!』のフラッシュカードを見せるより、それが何の教科であるかより知りたくなる
気持ちが高まると思われる。自分の記憶を頼りにしながら、時には実際に推測される教科
書を見て確かめながら、児童は何の教科か推測していた。また、前時 Lesson7では“What's 

this?”でクイズ大会を行ったために、指導者の代わりにヒントを出したがる児童もいた。
図 2の背表紙には小さく猫が描かれている。“I can see a cat.”と発話すると、その存在を知っ
ている児童がすぐに“Japanese!”と答えた。

また時間割表に関して、他のクラスの時間割表と比較をすることは、児童がより現実の
世界のことととらえる動機の要因になると思われる。ある学級担任は、1年生と 5年生の
時間割表の比較を行った。“When do they study math?”“What do you study on Monday? First 

period?”などとインタラクションを楽しんだ。
　児童の反応として、よく指導者の英語を注意深く聞いており、1年生の算数と国語ばか
りの時間割表の内容に驚いていた。弟妹が 1年生にいる子がおり、自分の家族のことを考
えながら現実味を持って体感していたように思われる。1年生の教科書には「生活科」が
あるため、児童が英語で何というのか知りたがった。“Living environmental study”と伝え
ると、難しい言い方なので「生活でいいよ」と学級担任が伝えたにも関わらず、覚えて言
いたくなるようで、何度も小さい声でつぶやいて自分のものにしてしまおうとしている児
童がいた。また本物の時間割表を使用することによって、曜日の感覚がつかみやすいよう
に思われた。

●『Hi, friends! 』1 Lesson 9　ランチメニューを作ろう（What would you like?）
　実物教材：レストランのメニュー表 

　最初に看板のヒントを与え、どこのレストランか英語だけ聞いて児童にあててもらう。

図 2：教科書の表紙画像
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Sensei, Are you hungry? Let's go to the restaurant. I can see a sign of the restaurant. Please guess. 

What's this? What color can you see? Yes, we can see green and red. What can you eat there? Yes, 

we can eat pizza, spaghetti and juice. What is the name of this restaurant?

　次に学級担任とアシスタントで店員と客にわかれて、“What would you like?”“I'd like 

pizza.”のデモンストレーションを行う。続いて指導者が店員役、児童が客役でロールプ
レイを行う。
　児童の反応として、自分も知っているレストランの本物のメニュー表であるがゆえに、
本気でほしいものを選んでいた。より動機づけを高めるために、ナイフ、フォーク、ナフ
キンなど小道具を準備しても良いと思われるが、メニュー表一つあれば、児童に強い動機
づけをもたらす。ビールを注文する児童がおり、“Are you twenty years old?”“No.”で学級
担任が断っていた。現実味があり、周りの児童が納得していた。実際には料理はないが、
まるで本当にあるかのようなパントマイムで児童はおいしそうにステーキをほおばった。
本物のメニュー表に興奮した児童であったが、“Here you are.”と料理を渡すと、心をこめ
て“Thank you.”と嬉しそうに答えていた。

●『Hi, friends! 』2 Lesson 5　友だちを旅行にさそおう（Let's go to Italy.）
　実物教材：旅行パンフレット
　“I want to go/see/eat…”の導入で、ページ探しゲームを行った。ページ探しゲームとは、
指導者が行ってみたい国のパンフレットページを開いて、そこにあるものについて“I 

want to go/see/eat...”の表現を何度も聞かせ、どのページを開いているのかを当てるゲーム
である。少なくともペアに 1冊のパンフレットが必要である。
　児童の反応として、インプットを楽しむ、英語を聞こうとする様子があった。指導者
が行ってみたい場所についてのものを、パンフレットの写真で確認するからである。ま
た、難しいと思われる単語をさりげなくきかせられる。例えば、“I want to go to the tower. 

I want to go to the Eiffel tower.”と聞かせると、英語での“Eiffel”は聞き慣れていないが、
このゲームで行うと、最後に towerはエッフェル塔のことであるとパンフレットの写真か
ら確認でき、そのときの発音も自然に耳になじむ。難しい単語を耳にしても、視覚情報で
補われているので、動機づけが減退しにくい。また、この活動では“I want to go/see/eat...”
の表現を児童は何度も聞くことになる。それによって、明示的に指導していないにもかか
わらず、自然と発話できるようになる児童が複数いた。今度は児童が指導者の代わりに出
題者側になりたいと願うようになり、その頃には自然に発話されている。また、その際、
既習でない視覚情報について伝えるとき、児童は今までに聞いたことのあるような言葉を
使用しながら言い換えができた。パンフレットに記載されてあった「7mの巨大シーサー」
を“I want to see a big Shisa.”とうまく言い換えていた。また、日ごろは消極的な児童がこ
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のときは、クラスの前でやってみたいと意志を表示した。この単元では、自分の行ってみ
たい国を伝える活動があり、旅行パンフレットを利用する以前は「世界に行きたい国はな
い（わからない）」という児童が必ずいたが、効果的なパンフレットの宣伝効果により、
皆が行ってみたい国を選ぶようになった。

●『Hi, friends! 』2 Lesson 6　一日の生活を紹介しよう（What time do you get up?）
　実物教材：中学校の日課表
　中学校教員に日課表をもらい、リスニング教材として利用した。児童が知りたそうな日
課の時間を空欄にし、それを読み上げて、児童は時刻を記入した。
　児童の反応としては、自分が来年行く本物の日課表であるがゆえに、興味を持って注意
深く聞いていた。また、部活の時間が長いなど、小学校の日課表と比較しようとしていた。
「○○先輩の生活は厳しいんだ」と自分と親しい先輩の名前をあげて、自分と先輩の日課
の比較を行っていた。

3.2.実物教材の有効性
　以上をふまえ、実物教材の活用例として以下二点が有効であったことを強調したい。
　まず第一に、実物教材によって、他教科と関連した活動ができるということである。例
えば、図画工作科の作品を使用することで、児童は「自分の」作品が使用されたという思
いを抱き、もっと伝えたいと動機づけられるとともに、他の児童の作品についても聞いて
みたいという気持ちになる。また、本物の教科書や時間割を使用すれば、元々ある知識や
記憶があるために、より指導者の英語を聞きやすくなるように思われる。
　第二に、児童の実生活に身近な教材を使用することが、動機づけにつながるということ
を強調したい。例えば、児童が訪れたことのあるスーパーマーケットの広告チラシを活用
し、季節柄に応じた課題を設定すれば、児童が現実に考えているような感覚を持ち、真剣
に考えるようになるだろう。また、旅行パンフレットにおいては、それが販売促進媒体で
あるがゆえに、児童がどの国に行きたいのかを熟考することができる。
　このように実物教材は、まるで本当のことであるかのように真剣に考えようとするため
の動機づけを児童に与える効果があると思われる。

4.実物教材の選択と使用に際してのポイント
4.1.児童、教員双方にメリットをもたらす実物教材の条件
　以上、実物教材を使用した実際の活動実践を示した。これらをふまえ、小学校外国語活
動において実物教材を選択する条件を以下三点に集約したい。

・そのまま使用できるもの（加工不要）
・手に入れやすいもの（代替可能）
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・基本的に経費がかからないもの（身近にあるもの）

　実物教材を使用することで作成時間や経費の負担を減らすことは、日々の業務に忙殺さ
れる学級担任にとって大きなメリットになると考える。研究会などで大掛かりな手作り教
材を見て「うちの学校では無理」と感じる指導者も、実物教材ではあれば「自分にもでき
そう」という感覚がもてるのではないだろうか。
　次に児童を動機づける教材選択のポイントとして以下三つをあげてみたい。

・季節・旬のもの
・他教科と関連しているもの
・児童にとって意味があるもの

　これら三つのポイントに注目した実物教材を使用すると、児童はより現実の世界で行わ
れている活動として実感しやすい。指導者はよく目標言語を言わせたいがゆえの活動を実
行し、それを重視するがゆえに、時に児童にとって意味のない活動に陥りがちになる。実
物教材を使用し、児童への動機づけを高めることで、外国語に対するためらい、抵抗が強
い児童も、「聞いてみたい」気持ちになり、学級担任にとってより授業がしやすくなると
思われる。

4.2.実物教材使用のポイント
　実物教材を使用する際のポイントは主に二点ある。
　まず第一に、児童が理解できる外国語（特に目標言語）を聞かせる機会を多く設けるこ
とである。音声だけでなく、実物教材の視覚資料又はジェスチャーも、児童へのインプッ
トへの重要な要素である。実物教材は学習教材と異なり、目標言語が設定されていないた
め、指導者が児童の能力を考慮して目標言語を設定する必要がある。そして、児童が理解
できて反応した言葉を正しい英語で繰り返し聞かせる（リキャストする）ことが、インプッ
トに必要である。
　第二に、指導者自らが児童を学習の世界から現実の世界へ導く必要がある。実物教材が
現実の世界への導入の動機づけとなるため、指導者がレストランの店員になりきり、児童
に心をこめて外国語で語りかければ、児童も真剣に応じて客として何が欲しいか考えるよ
うになる。指導者が自ら、実物教材を使用した活動の世界に入り込めば、自然と児童もま
るで現実のことのように思えて、より英語を聞きたい、伝えたい状況になる。従って、児
童の英語の正しさを重視するために文法や発音を逐一訂正するのではなく、意味がある程
度通れば、リキャストを交えながらやりとりをすすめる流暢さを重視する必要がある。会
話のやりとりが成立すれば、児童はより現実の世界にいると考え、動機づけられるであろ
う。
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5.おわりに
　本稿では、学習用に作成されたものではなく、児童にとって身近な素材を用いた実物教
材が、小学校外国語活動において有効であるという主張を展開した。具体的に述べると、
実物教材には、児童が外国語を聞きたい、話したいという動機を高める大きな効果がある
こと、児童を学習の世界から現実の世界へ導く利点があること、さらには、手作り教材と
比較して時間・労力・経費がかからないという利点があることを強調していった。また、『Hi, 

friends!』を使用した外国語活動の補助的な教材としても有効であることを示していった。
　指導者は、身近にあるものの中で、他教科と関連性があるもの、季節・旬のもの、児童
にとって意味のあるものを選択すると良いということを指摘した。また、児童が理解でき
る外国語を聞かせる機会を多く設けること、児童の反応には正しい外国語でリキャストす
ること、指導者自らが実物教材の世界の中にいることに注意する必要があると強調した。
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小中連携を踏まえた小学校での取り組み
－「Hi, Friends!」を生かした授業－

鎌田　あゆみ
（名古屋市立笹島小学校）

1.はじめに
　グローバル社会の発展に伴い、「知識基盤社会」の時代であるとも言われる中で、確か
な学力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむことの重要性が
叫ばれている。そうした中、コミュニケーションへの関心・意欲の向上、コミュニケーショ
ン能力の育成、さらに言語や文化についての知識・理解の深化を目指して、平成 23年度
には小学校、平成 24年度には中学校の新学習指導要領が全面実施され、新しい教育課程
において外国語活動、英語教育が進められている。
　名古屋市では、「英語が話せるなごやっ子の育成」を掲げ、聞いたり、話したりするコミュ
ニケーション能力を向上させることを目指している。小学校では、3・4年生に英語活動
アシスタントを派遣して年間 4時間の英語活動を、5・6年生には外国語アシスタントを
派遣して年間 35時間の外国語活動を推し進めている。また、外国語に堪能な地域の人々
の協力を得ている場合もある。
　平成 24年度、小学校外国語活動の教材として「Hi, friends! 1・2」が配付され、また中
学校では教科書が改訂され、さらに授業時数や指導する語数なども増えた。
将来を担う子どもたちには、共生の意識をもってほしいと願うとともに、生きて働く英語
を身に付けさせたいと考える。

2.本校の概要
2.1.本校の特色
　　本校の特色は以下の通りである。
　・　名古屋市初の小中一貫教育校（平成 22年 4月開校、本年度 3年目）
　・　小学校と中学校が同一敷地・同一校舎
　・　名古屋駅、名古屋国際センターの近くに立地
　・　帰国児童受入校（中学校は帰国生徒受入校）
　・　全学年単学級、特別支援学級（小学校 2学級：自閉症・情緒障害学級、弱視学級）
　　　　　　　　　　　　　　　　（中学校 1学級：自閉症・情緒障害学級）
　・　小学校第 1学年・2学年は隔週で 1時間、英語活動ボランティアとの協同授業
　・　小学校第 3学年・4学年は週 1時間、年間 35時間英語活動ボランティアと英語
担当教員との協同授業で実施

　・　小学校第 5学年・6学年は週 1時間、年間 35時間 ALT（中学校派遣）と英語担
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当教員との協同授業で実施
　・　学校努力点テーマが、コミュニケーション能力の育成（2年次）

2.2.児童の実態
　　本校児童の実態は以下の通りである。
　○　穏やかな生活ぶり
　○　英語活動・外国語活動に積極的
　●　コミュニケーションを図ることを苦手にしている児童
　●　帰国児童等が約 20％で、英語に慣れ親しんでいる度合いに大きな差
　●　英語が堪能なため簡単な英語を使ったゲームに消極的な態度を示す児童

○…良い点、●…課題
　　　こうした実態を踏まえ、課題を克服する取組が必要である。

3.取り組みの実際
　英語への慣れ親しみの度合いや活動への意欲の差に対応するため、私はドルニェイ
（1994）による L2動機付けに注目した。その L2動機付けは以下の通りである。

【ドルニェイ（1994）による L2動機付けの枠組み】
　・言語レベル 

　・学習者レベル 

　・学習場面レベル 

　　　　　　授業特有の動機付け要素－（成功の）期待　…① 

　　　　　　教師特有の動機付け要素 

　　　　　　集団特有の動機付け要素　

　このうち、教室で行う英語・外国語活動を踏まえて、学習場面レベルの動機付けを授業
に取り入れることとした。以下は、その実践例である。

3.1.外国語活動の活動例（第 5学年及び第 6学年）
　　第 5学年と第 6学年の活動は、「Hi, friends! 1・2」を活用し、ALT（中学校派遣）と
英語担当教員との協同授業を行っている。以下は、その実践例である。

3.1.1.（成功の）期待を生かした活動の例
　　　『Interview Game』
　　　これは、授業特有の動機付け要素、（成功の）期待を生かした活動である。ここでは、
児童にとって自分でできると予測されるとともに、少し挑戦する部分が入っている活
動を行うことで達成感を得ることを期待する活動である。

�
�
�

目標志向性　　　…② 

集団結束性　　　…③
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　活動する前に何度か練習し、文字にして黒板に書いておく。
【6年生の Lesson 2 When is your birthday?の対話例】

　A: Hello. 

　B: Hello. 

　A: (What is your name?) When is your birthday? 

　B: October 18th. 

 　   (What is your name?) When is your birthday?

　A: December 22nd.

　B: Thank you, bye.

　A: Bye.

3.1.2.目標志向性を生かした活動の例
　　　今日新しく出てきた単語は今日のゲームで使うため、ゲームに勝ちたいと思いたく
さん発話することを期待する活動である。以下は、その例である。

　・　全体での定型表現を使用するゲーム
　　　What ――s do you like? のフルーツバスケット
　　　Who is it? 人物当てゲーム
　・　ペアや少人数チームで行うゲーム
　　　かるた取り
　　　　任意のアルファベットの小文字を黒板にゆっくり書き、それに対応する大文字

のカードを取る。iと b、cと d、bと d、mと n、等が書く途中までが同じであっ
たり間違えやすかったりする。

3. 1.3.集団結束性を生かした活動の例
　　　グループで勝ち負けを争う活動に取り組むことで、外国語活動が得意でない児童も
楽しく参加できることを期待する活動である。以下は、その例である。

　・　line up game

　　　黒板にその単元で学習したピクチャーカード（アルファベットや食べ物　のカー
ド）を黒板に貼っておく。子どもは 2チームに分かれて並び、指導者がワードを提
示した瞬間にピクチャーカードにタッチする。早い方のチームにポイントが入る。

　・　whisper game

    　　列の対抗。指導者は後ろに行き、最後尾の子どもたちにワードを伝える。子ども
達は自分達の列に戻り、次々に前の子どもに伝えていく。最前列の子どもは、答え
を黒板にある選択肢の中から選びタッチする。場合によって黒板に書く。

　・　スイカ割りゲーム 
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　　　6年 Lesson 4 Turn Right　では、go straight, turn right, turn left 、3・4年生の英語活
動では、(one step) forward , (one step) back, left, right、を使ってゲームをする。

3.2.第 5学年・第 6学年の実践例（成功の期待、目標志向性、集団結束性を生かした実践例）
　　『行きたい国紹介：プレゼンテーション』
　　笹島中学校では自分の意見をまとめ、発表することを頻繁に行っている。中学校での
活動を見据え、笹島小学校でも英語でできる限りの範囲で英語での発表に取り組んでい
る。5年生と 6年生で世界の国について触れている単元（『Hi, friends!1』の Lesson 1、『Hi, 

friends!2』の Lesson 5）に関連させて、生きたい国についてプレゼンテーションをした。
プレゼンテーションはペアで行い、パソコンで各々自分達の発表する国を調べ、ポスター
も制作した。基本的に、5年生はメインセンテンスは英語、それ以外を日本語で、6年
生はすべて簡単な英語で発表した。
　　「世界には様々な人たちがさまざまな生活をしていることに気付く」と単元目標にあっ
たため、当初のねらいはそれであったが、誰かが全て英語で書きだすとほかの子どもも
何とか英語で表現してみようという気持ちが見られた。帰国児童の割合が多いため、帰
国児童とそれ以外の子どものペアが多くできたが、帰国児童ペアと帰国児童でないペア
で差が出過ぎないように留意した。
　　この取り組みは、日本と外国のカリキュラムに違いにより他の教科の授業では活躍を
しにくい帰国児童が生き生きと自分の知識を出せる活躍の場となる。そのため、本校の
前述の課題を受け、友達と取り組み、教え合うことで差を埋められるここをねらいとし、
この取り組みを行った。また、プレゼンテーションまでに準備時間を設け、練習をする
十分な時間をとったことで情意フィルターを下げる効果もねらった。授業で出てきた表
現を使えばよいため、練習すればできるであろうという（成功の）期待、クラスみんな

の前での発表のため、成功したいという
目標志向性、ペアで行うため集団結束性、
これら三つを兼ね備えると考える。
　プレゼンテーションはペアで行った。
　3文は必ず発表の原稿に入れることの
ほかに、自由に発表原稿を書かせた。
　帰国児童のみに発表の発話が偏らない
ことに留意した。

　　準備の段階では、これまで帰国児童がいないとなげやりになってしまう子供もいたが、
行きたい国を調べるために、インターネットで調べることも意欲的であった。練習用に
カタカナで英語の発音を書いて何度も練習し、指導者や帰国児童に英語表現が正しいか
や、発音は合っているか、最初は遠慮がちに聞いていたものの、発表が近づくにつれて
積極的に聞く態度が目立った。

【6年生のプレゼンテーションの様子】
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【帰国児童以外のペアの例：左は発表ポスター、右は発表原稿】

【帰国児童と帰国児童以外のペアの例：左は発表ポスター、右は発表原稿】

【（5年生）帰国児童と帰国児童以外のペアの例】

　　プレゼンテーションでは、各自入念に練習してきたようで直前にも指導者に合ってい
るかどうかを確認しており、本番も普段よくある英語の発音を一人で発話することを嫌
がるそぶりがなかった。

　　帰国児童と帰国児童以外のペアは、たいていが一文ずつ読んでいくパターンが多かっ
たが、帰国児童が英語の台本を書き、ペアの子どもに発音を教えるペアもいた。
　　結果、英語をすべて帰国児童以外の子どもが発話し、その後を追ってその英語に対応
する日本語を帰国児童が発話する発表の形となった。帰国児童は日本語のアクセントを
教えてもらうなど、互いに助け合っていた。

　　次に、5年生の発表について述べる。
多文化理解を重きにおいたため、メイン
センテンス以外は日本語で行った。メイ
ンセンテンス以外は日本語で行ってよい
こととした。これは、調べた内容をより
詳しく発表できるようにするためであ
る。また、6年生の発表よりも発表の時
間を長く取った。これらによって、より
充実した発表となるようにした。
　　プレゼンテーションの準備の中で、帰
国児童がメインセンテンスの発音をペアの帰国児童以外の子どもに教えている姿が見ら
れた。使用言語が英語のみではないため、これまで英語での発表に消極的であった子ど
もも意欲的に取り組んでいた。
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　　プレゼンテーションでは、帰国児童以外の子どもも積極的にメインセンテンスの英語
を発話しようとしていた。
　　当初この取り組みは、外国語活動が得意でない子どもも参加でき、教え合うことで差
を埋めることができることをねらいとしていた。プレゼンテーションを終えて、6年生
の帰国児童は、帰国児童でないペアの相手や、帰国児童以外のペアに英語の表現やその
発音を教えていた。帰国児童以外の子どもも、必死に聞く姿もあった。帰国児童に帰国
児童以外の子どもが日本語を教えたり、助け合う姿が見られたりするなど、当初ねらっ
てはいなかった良い点が見られた。ねらってはいないが効果的であったことは、5年生、
6年生双方ともに、クラスみんなの前での発表のため、拍手や観衆から送られる称賛な
どが、規範と報酬システム（ドルニェイ 1994）になるため、更なる動機付けがあった
と見受けられる。特に 6年生は帰国児童のペアは、普段活動に消極的な姿を見せていた
帰国児童が積極的に活動する姿が印象的であり、周りの子どもたちからも「すごい」な
どの称賛の言葉を浴びて嬉しそうであった。6年生は 1月下旬に小学校生活の思い出に
ついて発表する同様の活動をペアで再び行ったところ、同様の効果がまた得られた。
　　以上のことから、前述の動機付け 3つは、今回の課題を解決することの役立ったと言
うことができる。反面、帰国児童が活躍できる発表の場面で、帰国児童でない子どもに
たくさん英語の発話をゆずったために、あまり活躍できなかった帰国児童がいた。これ
はペアで助け合ったことに起因するものであるので、この活動が動機付けに対して有効
であったと考える。

4.おわりに
　小中一貫校で同じ校舎に中学校があり、行事などで中学生の英語と触れ合う機会も多い。
中学生の積極的な姿を見ることによってそれをいい刺激としていきたい。
　外国語活動アシスタントが説明した言葉を、理解できていない子どもが多いと感じた際
に帰国児童に日本語に訳させることがある。ほかの科目の授業中に活躍できなくても外国
語活動で活躍の場ができる。帰国児童でない子どもたちにも、英語を自由に使う帰国児童
と自分が違うものとして認識するのではなく、楽しくコミュニケーションを取ろうとして
いく中で英語に親しんでいけるよう、小中連携を見据えた外国語活動の効果的方法につい
て実践的研究を続けていきたい。

5.引用文献・参考文献
文部科学省．（2009）．『小学校学習指導要領解説　外国語活動編』東洋館出版社
名古屋市教育委員会．（2012）．『外国語活動学習指導案例集 Hi, friends! 1・2』
名古屋市教育委員会．（2011）．『小学校教育課程　外国語活動』
名古屋市教育委員会．（2012）．『中学校教育課程　外国語（英語）』
ゾルダン・ドルニェイ．（2012）．『動機づけを高める英語指導ストラテジー 35』．東京 :大
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小学校外国語活動のエッセンスを取り入れた中学校の授業
～教科書を中心とした授業・発問を工夫した授業を通して～

永倉　元樹
（愛知教育大学附属名古屋中学校）

概要

本実践報告では中学校 1年生において、小学校外国語活動の利点を活かした授業の組み立
てと活動の実際を報告することを目的とする。小学校外国語活動で養われたコミュニケー
ションへの積極的な態度を中学校でも継続しつつ、英語を運用することのできる能力を育
成するために「教科書」を活用することは有効な手段の一つであると言えよう。

1.はじめに
　平成 24年度から中学校において英語の授業が従来の週 3時間から 1時間増え、週 4時
間となることは周知の事実である。そして、新しい中学校指導要領解説外国語編では、「『聞
くこと』『話すこと』『読むこと』及び『書くこと』の 4技能の総合的な指導を通して、こ
れらの 4技能を統合的に活用できるコミュニケーション能力を育成するとともに、その基
礎となる文法をコミュニケーションを支えるものとしてとらえ、文法指導を言語活動と一
体的に行うように改善を図る。」ことや、「言語活動の充実を通じて言語材料の定着を図る
とともに、コミュニケーション能力の一層の育成を目指している。」 ことが示されている。
これらのことから、今日の英語教育には、文法指導の改善を図り、その内容の定着を図る
とともに、実際のコミュニケーションを目的として英語を運用することができる能力を育
成することが求められていると言える。
　では、どのように英語を運用することのできる能力を育成すればよいのであろうか。今
回は小中連携を意識した実践報告として、「小学校外国語活動のエッセンスを取り入れた
中学校の授業～教科書を中心とした授業・発問を工夫した授業を通して～」と題して紹介
する。

2.小学校外国語活動のエッセンスを取り入れた中学校の授業
2.1.授業の組み立て
　3つの Sectionを設定し、単元の中で原則繰り返す。3つの Sectionとそれぞれの学習内
容は以下の通りである。
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　このような授業の組み立てを行う理由として、1時間の授業で「コミュニケーション能
力」を高めるのではなく、単元を通して「コミュニケーション能力」を高めたいと考えて
いるからである。また、特に「Reflecting Section」を重視している。なぜなら、活動を振
り返り、自分のコミュニケーション能力を客観的に評価する力を高めることが、英語での
コミュニケーション能力を高めていくことにつながると考えているからである。

2.2. 「教科書の発表活動」を取り入れる授業（指導案）
1　単　　　元　　　Unit 3　　　はじめまして、ブラウン先生
2　単元の目標（4時間完了）
　（1）単元の内容
　　　本単元は、新しい英語の先生が自己紹介をしたり、生徒からの質問に答えたりして
いる場面である。言語材料は、一般動詞の肯定文、否定文、疑問文とその応答の用法
を学習する。

　　　本単元では、教科書の内容を学習した後に、教科書本文の音読の発表を行う。その
ねらいや手順については、「（3）各 Sectionにおける活動」を参照されたい。

　（2）各 Sectionにおける活動
　　　本単元では、英語学習の入門期であることから、コミュニケーション能力の「能力」
と「社会言語能力」を重点的に指導し、今後のコミュニケーション能力向上の礎とす
ることをねらいとする。また、小学校で英語の音声に慣れ親しんではいるが、英語の
音声の特徴をとらえ、正しく発音する技能は身に付けていないため、正しく発音でき
るようにすることをねらいとする。

　　　ア「TS」の活動
　　　　①　教科書の学習を行う。
　　　　②　Canbricを提示し、学習内容を確認する。
　　　　③　「AS」に向けて、個人、ペアで教科書本文の音読練習をする。
　　　イ「AS」の活動
　　　　①　グループ内で、ペアで教科書本文を発表する。（「AS1」）
　　　　②　全体に向かって、ペアで教科書本文を発表する。（「AS2」）
　　　ウ「RS」の活動
　　　　①　個人、ペアで自分の発表の様子の画像と Canbricを基に振り返り、「AS2」に

教科書を活用し、基礎・基本を身に付けるためのトレーニング
に取り組ませる。
Skit, Speech, Show and Tell，Debate，Presentationなど、様々な
タイプの Advanced Activityを設定し、その活動に取り組ませる。
Advanced Activityの振り返りを行わせる。

Advanced Section

Training Section

Reflecting Section
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向けて、よい点と改善点を記述する。
　　　　②　個人、ペアで自分の発表の様子の画像と Canbricを基に振り返り、よい点と

改善点を明らかにし、今後の学習に向けて具体的な学習の仕方を記述する。
　（3）単元の目標（4時間完了）

関：関心・意欲・態度　　表：表現の能力　  理：理解の能力　　 知：言語や文化に関する知識・理解
関　一般動詞を用いて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする。また、教科
書本文を正しく音読しようとする。

表　一般動詞を用いて、自分のことを適切に表現することができる。また、教科書
本文を正しく音読することができる。

理　一般動詞を含んだ文の内容を ,正しく理解することができる。
知　一般動詞の用法を正しく身に付けている。教科書本文を正しく読む知識を身に
つけている。

　（4）単元の指導計画（4時間完了、本時第 4時）
　　　第 1～ 3時　　【TS】 ・Canbricの確認
 ・教科書の学習
　　　第 4時　　　　【AS】 ・ペアで教科書本文の発表を行う。（「AS1」はグループ、
 　「AS2」は全体）
　　　　　　　　　　【TS】 ・「AS2」に向けた教科書本文の音読練習を行う。
　　　　　　　　　　【RS】 ・発表の振り返りを行う。
3　本時の指導
　（1）指導の意図
　　　本時は、四人一組のグループ内において、二人一組のペアで教科書本文の発表を行
う。次に、iPodやデジカメで録画された画像を Canbricを基に確認し、よい点や改善
点をワークシートに個人で記入する。その後、ペアでよい点や改善点を確認し、全体
発表に向けて具体的な練習ポイントを設定し、音読練習を行う。

　　　その後、全体に向かって発表を行い、個人、ペアで発表を振り返る。このような活
動をすることで、自分の音読のよい点や改善点に対する気付きを促し、次への学習へ
つなげていく。

　（2）本時の目標
　　　単元の目標の下線部と同じ。
　（3）本時の指導過程（4時間完了　本時第 4時）

時間 主な学習の流れ 指導上の留意点及び評価
1 1　本日の活動と Canbricを確認

する。
*1　Canbricの内容を教科書で確認し、教
師の後に続いて音読練習をさせる。

3 2　ペアで音読練習に取り組む。 *2　机間指導し、適宜、発音の仕方やジェ
スチャーの仕方についてアドバイスを
与える。
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5 3　グループ発表を行う。 *3　所定の場所（教室外もある）に分か
れて撮影する。

*4　5分以内に着席するように指示をす
る。

評 1　教科書本文を正しく音読しようと
したか。　　　　（関：iPod、デジカメ）

9 4　振り返り 1を行う。 *5　映像で確認し、Canbricに記入させる。
*6　机間指導し、適宜、振り返りのポイ
ントについてアドバイスを与える。

4 5　ペアで音読練習をする。 *7　机間指導し、適宜発音の仕方やジェ
スチャーの仕方についてアドバイスを
与える。

20 6　全体発表を行う。 *8　教師は iPodやデジカメで発表を撮影
する。

*9　他のペアの良い点に注目して聞かせ
る。

評 2　教科書本文を正しく音読しようと
したか。　　　　（関：iPod、デジカメ）
評 3　教科書本文を正しく音読できたか。

（表：iPod、デジカメ）
7 7　振り返り 2を行う。 *10  時間を区切って、個人、ペアで振り

返りをさせる。
評 4　教科書本文を正しく音読する知識
を身につけているか。（知：Canbric）

1 8　本日の活動を振り返る。 *11  他のペアの良い点を発表させる。
*12  教師が本日の授業についてコメント
する。

3.結語
　小学校外国語活動において、児童たちは多くのコミュニケーション活動や発表活動を体
験してきている。これらの活動を生かすために「教科書の発表活動」を中学校の授業に取
り入れたカリキュラムを構成した。予め「発表のポイント」を示すことで、生徒は小学校
での体験を生かしつつ、中学校で専門的に学ぶ楽しさを知り、小中連携の観点において、
非常に有効的な活動となった。また、発表をする前に確実に「書く」ことができるように
した（資料 1参照）ことも非常に効果的に働いた。今後も生徒がより英語学習に意欲的に
取り組めるように工夫を重ねていきたい。
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【資料 1　「書く」テスト】
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【資料 2　Canbric】
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海外派遣や中高一貫交流授業を生かし、英語で伝える力を育てる実践
～基本構文を活用して自己表現する英語科指導法～

本村　健
（設楽町立設楽中学校）

概要

本研究報告は本校で 3年次に実施されている海外派遣、そして中高一貫交流授業を通して、
英語で伝える力を育てる実践を報告することを目的とする。新学習指導要領による外国語
科の目標は「外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュ
ニケーション能力の基礎を養う。」である。コミュニケーション能力の基礎を養うためには、
教科書の基本構文をきちんと理解し、それを活用する場を設けることが大切である。海外
派遣に向けた授業の取り組み、そして海外派遣の反省を生かした言語活動、また中高一貫
交流授業における高等学校教員を生かしての授業を通し、生徒の英語で伝える力の育成に
取り組んだ。

1.はじめに
　本校では、設楽町海外派遣事業により、第 3学年の生徒全員にアメリカに行く機会が与
えられる。授業で学んだ英語がその事業で生かされるように、実践的なコミュニケーショ
ン能力を高めたいと考えた。そして学習した英語を使って自分を表現したり、互いに伝え
合ったりすることの楽しさや喜びを、生徒たちに味わわせることを目標とした。
　また本校では、平成 16年度より田口高等学校との中高一貫教育を行っている。高等学
校の教員との交流授業を行うことを通して、学習内容や生徒の学力をつかみ、6年間を見
通した一貫教育の基礎を築くことを目標としている。より専門性の高い高等学校の先生と
の TTを通し、より正確に自分の意思や考えを相手に伝えるためのコミュニケーションの
土台となる基礎的・基本的な学習事項の定着を身に付けさせていった。

2.目指す生徒像
　（1）英語で伝える力をもった生徒
　「英語で伝える力」について、育てたい具体的な資質を「技能」と「態度」の視点から
次のとおり設定した。
　ア　技能
　　・自分や身のまわりのことについて紹介できる。
　　・知りたいことを相手に聞くことができる。
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　　・ALTや海外派遣で出会う外国の人々の話を聞いて理解し、応答できる。
　イ　態度
　　・失敗を恐れず進んで発言をしたり、積極的に会話したりしようとする。
　　・ALTや海外派遣で出会う外国の人々とのコミュニケーションの場面で、学習した

英語を用いて表現しようとする。
　　・ALTや海外派遣で出会う外国の人々の話を積極的に聞こうとする。
　（2）　基本構文を習得できる生徒。

・基本構文を理解し、正確に言うことができる。
・実際のコミュニケーション場面で、基本文を応用させ活用することができる。

　「基本構文を習得する」ことが、「英語で伝える力」の育成につながっていくと考えた。

3.実践と考察
　（1）「パーフェクトイングリッシュ」の実践
　「 Practice makes Perfect（習うより慣れよ）」という諺がある。次のような口頭練習用教
材（パーフェクトイングリッシュ）でコミュニケーションの土台となる基本表現の定着を
めざした。

　ペアで行い、一方が日本語で言ったことをもう一方の生徒が英文に直していく活動であ
る。学習した構文は、使わないとすぐに忘れてしまう。繰り返し練習する時間を確保し、
定着を図った。活動時には時間を計り、意欲付けも図った。教科書の読み取りや自分のこ
とを英文で表現するときにも積極的に取り入れるようにした。
　初めは、文の作り方や語順を正しく言うことに自信がなかった生徒も、ペアでの練習で、
互いにヒントを出し合ったり、確認し合ったりしていくうちに、基本構文を滑らかに言え
るようになっていった。　　　　　　　　　　　　　　　　　

【資料 1】☆ PERFECT ENGLISH テーマ：現在完了形

1  I have lived in Shitara since I was born. 私は生まれたときから設楽に住んでいます。

2  Have you studied English for three years? あなたは 3年間英語を勉強していますか？

3  How long have you played the piano? どのくらいピアノを弾いていますか？

4  I have been to America many times. アメリカに何度も行ったことがある。

5  I have never eaten bees. ハチを一度も食べたことがない。

6  Have you ever seen UFO? UFOを見たことがありますか？

7  I have just finished my homework. ちょうど宿題を終えたところだ。

8  He has already read the book. 彼はもうすでにその本を読み終えた。

9  Have you had lunch yet? あなたはもう昼食を食べましたか？

10  I have not written the letter yet. まだ手紙を書き終えていません。
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　授業の最後に、表現練習として、基本構文を使った自作の英作文を書く活動を行った。
パーフェクトイングリッシュの練習を十分に行ったため、現在完了形の構文を使って書く
ことができた。基本構文の口頭練習を繰り返し行い、それをもとに自己表現したことで、
海外派遣につながる表現を書くことができた。

（2）「海外派遣で使える英語表現の学習」の実践
　海外派遣で、ホストファミリーに「自己紹介」や「家族の紹介」ができるように、ALT

を相手に練習する場を設けた。初めはどういう表現の文を使ったらよいか迷っている生徒
が多かった。しかし、教師のモデル文を提示したことで、学習した単語や表現を用いて、
書くことができた。また、パーフェクトイングリッシュで練習した構文も活用して書くこ
とができた。

（3）「友達とコミュニケーション活動」の実践
　基本構文を覚えても実際の会話で使えないと意味がない。そこで、これまでに学習した
構文を使って友達と簡単な会話をするという活動「一言英会話」を毎時間、あいさつ後に
行った。インプット（記憶する）した基本構文を、必要な場面ですぐにアウトプット（記
憶を引き出す）できるように配慮した。
　現在完了形を用いてホームステイで使える次のような会話練習をペアで行った。

＜生徒の英作文＞

＜生徒の英作文＞自己紹介文モデル
　My name is Taro Shitara.

　I’m thirteen years old.

　I’m from Shitara, Japan.

　I have five people in my family.

　I have two brothers, a father

　and a mother.

　My hobbies are playing baseball

　and listening to music.

　My favorite food is steak.

　I don’t eat vegetable so much.

　I’m happy to be here.
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T：今日の一言英会話は現在完了形を使っての表現です。「あなたは～を食べたことが
ありますか？」はどういったかな。今から友達と会話をしましょう！
S1：Hi. Have you ever eaten sushi?
S2：Yes, I have. I have eaten sushi many times.

　パーフェクトイングリッシュの「many times 何度も」の表現を使って、友達に質問したり、
友達の質問に答えたりすることができた。現在完了形を使った「インタビュー活動」では、
スキットの例文の疑問文「How long have you～ ?」を正確に覚えて友達に質問することが
できた。インタビュー活動を行うことで、学習した表現を引き出すことに自信をもち始め
た様子がうかがえた。

（4）海外派遣での反省を生かした言語活動
　海外派遣後のアンケート結果から、授業の中で練習した「自己紹介」や「家族の紹介」は、
上手くできた生徒が多かった。しかし、「英語での質問」や「英文としての会話」が上手
くできなかった生徒が多いことが分かった。言いたいことや聞きたいことはあるが、「そ
れを瞬時に英語に変換する力」がまだ不十分なことが確認できた。自信をもって英語で質
問したり会話したりするには、必要な表現や文章をあらかじめ準備して臨むことが大切だ
と考えた。

　ア　単元「海外派遣について ALTと会話しよう！」の実践
　海外派遣で課題となった「英語で質問する力」「で
きるだけ会話を続けられる力」を高められるように
ALTと海外派遣について話す単元を設定した。海
外派遣での思い出をテーマとし、質問を交えながら
1分間会話を続けることを目標とした。
　単元の導入では、ALTとのモデルスピーチを聞
き、自分たちが行う会話のイメージをもった。生徒

の自己評価カードには、「話している内容は分かった。
私もあのように話せるようにがんばりたい」と書いて
あった。単元のまとめ、「ALTとの 1分間英会話」の
本番では、緊張しながらも、ほとんどの生徒が 1分間
以上会話を続けることができた。
　イ　単元「パトリックに日本文化を紹介しよう！」の実践
　9月から新しいALTのパトリックが来た。生徒は、前回のALT同様、授業の中で、パトリッ
クとのコミュニケーション活動を楽しんでいる様子が見られた。日本に来たばかりのパト
リックは、日本で戸惑った経験があった。また日本の文化についてよく知りたがっていた。
そこで、「パトリックに日本文化を紹介しよう！」という単元を組み、パトリックが知り

時数 目　　標
① 先生方のモデルスピーチを

聞こう
② あなたの海外派遣の思い出

を書こう
③ 英文を暗記して、友達と会

話しよう
④ アリソンと 1分間英会話し

よう
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たい日本文化について調べ、英語で分かりやすく伝えることを目標とした。　
単元の流れと評価の計画（9時間完了）

時数 目　　標
① 日本文化について、ALTに紹介したいという意欲をもつ。
② 「疑問詞＋不定詞」の文の形・意味・用法を理解し、英文を書くことができる。
③ 「It is 形容詞 for 人 to 動詞」の文の形・意味・用法を理解し、英文を書くことが

できる。
④ 「It is 形容詞 for 人 to 動詞」を使った会話を理解することができる。
⑤⑥ 日米の文化の違いの例として、飲食店で注文するときや、「すみません」と「I’

m sorry.」の違いを理解する。
⑦⑧ パトリックに紹介したい日本文化についてこれまで学習した用法を使って英文を

書くことができる。
⑨ 日本文化についてまとめた英文を ALTに伝えることができる。

　単元に入る前に、5月に行った海外派遣のことを思い出させて、次のようなアンケート
を行った。

1　海外派遣で日本とアメリカの文化の違いを感じましたか。
2　それはどのような違いでしたか。

　海外派遣での日米の文化の違いを感じた人は、ほぼ全員だったことが分かった。その違
いは、次のようなことだった。

・色んなものが大きいこと。　・食事で箸を使わないこと。　・家に地下室がある。
・家の中で靴を履いている。　・家の玄関の境目がなく迷った。
・風呂につからないこと。　　・米を食べない。食文化など。

 　日本に来たパトリックと同じように、生徒たち自身もアメリカで文化による違いや戸
惑いがあったことを確認することができた。
　原稿は、ペアでの活動の中で英文にまとめていくが、互いに調べたことを出し合い、意
見交換や評価をし合う言語活動を大切にした。原稿を作る際に使える基本表現「疑問詞＋
不定詞」や「It is 形容詞 for 人 to 動詞」は、パーフェクトイングリッシュを用いて練習を行っ
た。口頭練習を行った後、テーマについての英文を書いた。基本構文を用いて、各自のテー
マに沿った英文を書くことができた。
　発表本番前に、友達同士でリハーサルをし合う活動を行った。他のテーマの班と自分た
ちでまとめた英文を紹介し合い、他の発表を聞いてよかったこと、自分たちの発表にも生
かしたいことを伝え合った。他の班から、ジェスチャーをした方がよいというアドバイス
を受け、再度発表練習を行っていた班がいた。本番では、その友達の意見を生かし、ジェ
スチャーを取り入れて分かりやすく伝えることができた。その他の班も、ペアの友達と英
語で説明する部分を分担し、パトリックの目を見てしっかりと伝えることができた。発表
後の生徒の自己評価カードから、パトリックに日本文化を紹介できた達成感を味わえたこ
とが分かった。
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（5）中高一貫教育の交流授業の実践
　中高一貫教育の交流授業では、週に一時間、高等学校の先生が中学校に出向いて、TT

形式で授業を行っている。授業では、中学生向けに簡単な単語を使ったりスピードを落と
して話したりするのではなく、高等学校の授業に近い
英語を話してもらっている。高等学校では、ある程度
の速さの英語を聞き取り、内容が理解できることが必
要であるため、中学生のうちからそれを意識させたい
という願いからである。
　基本構文を使ったパーフェクトイングリッシュを用
いて、高等学校の先生に覚えた表現をチェックしても
らったり、インタビューをしたりする活動を行った。

生徒は、学習した表現の正しい発音や文法を高等学校の先生にチェックしてもらったりア
ドバイスをもらったりしたことで、自信をもってインタビュー活動に取り組むことができ
た。
　また中高一貫の交流授業では、高等学校を意識した授業を体験することができる。ALT

と高等学校の先生の会話を聞いたり、高等学校の先生との会話練習を行ったりすることで、
通常の授業では味わえない、より新鮮で充実したコミュニケーション活動を行うことがで
きる。 高等学校の先生の授業参加により、複数の目で生徒に指導することができ、生徒
一人一人と接する機会が増え、必要な表現を楽しく覚えることができる。生徒も高等学校
の先生との交流授業にも慣れ、楽しみにしている様子が見られる。

4.結語
（1）研究の成果
　基本構文の表現が、海外派遣での会話につながるということを意識しながら、口答練習
や英作文の練習を行ったことで、ホームステイ時に「自己紹介」や「家族の紹介」を正確
に伝えようとする意欲をもつことができた。

高等学校の先生による個別指導

～生徒の感想～
・高校の先生に基本構文のチェックをしてもらった。正しい発音を教えてもらったり
してとても勉強になった。
・高校の英語の先生の発音は速いけど、しっかり聞き取れるようにしていきたい。
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　学習した基本構文を活用してのコミュニケーション活動を継続したことで、「自己紹介」
や「家族の紹介」などをホストファミリーに伝えることができた。また事前に発表原稿の
準備、友達との練習を行ったことで、自信をもって海外派遣でのことや日本文化について
ALTに伝えることができた。
　中高一貫交流授業を通し、高等学校の先生と一緒に授業を行うことで、より新鮮で充実
したコミュニケーション活動を行うことができた。より専門性の高い高等学校の先生に発
音指導や学習した表現のチェックをしてもらったことで生徒の「英語で伝える力」の育成
につながった。

（2）研究の課題
　海外派遣や海外派遣での反省を生かした言語活動を通し、「準備をしてからの会話」が
できるようになり、「英語で伝える力」の育成につなげることができた。しかし、実際の
会話ではあらかじめ準備をしておくことができる場面は少ない。うまく英語で会話できな
いときには、既習の表現を駆使して何とか相手に伝えようとするような態度も身に付けさ
せていきたい。また、授業の中でのコミュニケーション活動では、間違った発音や語順で
話している場面が時折見られる。より正確に伝えられれば、英語でのコミュニケーション
はさらに自信をもって楽しく行えるようになる。
　中高一貫交流授業の課題では、授業についての打合せの時間の確保が難しく、授業前に
軽く打合せをして授業を行うときが多い。事前に交流授業の指導計画を立て、お互いに意
見交換をして生徒がより学習意欲をもって取り組める交流授業にしていきたい。高等学校
の新学習指導要領による英語の目標は「言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、情報や考えなどを的確に理解したり適切
に伝えたりするコミュニケーション能力を養う。」である。高等学校では、中学校のコミュ
ニケーション能力の基礎からさらにコミュニケーション能力の向上が求められている。
　今後も中高一貫教育の交流授業、ALTとの授業をより工夫して、生徒の実践的コミュ
ニケーション能力の育成につなげていきたい。

参考文献
文部科学省（2008）．『中学校学習指導要領解説　外国語編』．東京：開隆堂出版．
文部科学省（2009）．『高等学校学習指導要領解説　外国語編』．東京：開隆堂出版．
愛知県教育委員会（2012）．『教員研修の手びき』．
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英語を学ぶ楽しさを実感させる言語活動

片岡　真悠
（稲沢市立千代田中学校）

概要

本研究は中学校英語活動における効果的な言語活動を考察したものである。中学校で実践
されている様々な言語活動を検証し、コミュニケーション能力を育成するために効果的な
言語活動とはどのようなものかを追究する。様々な理論を活用し、実際の教育現場でどの
ように生かすことができるか、具体的な方法を実践例とともに紹介する。効果的な言語活
動を展開するための手段として、共同言語学習と呼ばれる Cooperative Language Learning

を紹介する。Cooperative Language Learningは学習者の英語に対する不安を減らす効果が
あるため、効果的に言語活動の中に取り入れることで高い学習効果を得ることができると
考えられる。また、ICT機器を利用した言語活動の実践を紹介し、ICT機器の効果的な使
用方法と今後の可能性についても考察する。
 

キーワード：anxiety、Cooperative Language Learning、共同言語学習、activity、ICT

1.はじめに
　新学習指導要領が実施され、4技能を総合的に指導することにより 4技能を統合的に活
用できるコミュニケーション能力を育成することが求められるようになった。そのため、
「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の 4技能をどのように言語活動にバラン
ス良く取り入れるかが今後の課題である。また、授業で取り入れられてきた言語活動の在
り方についても改めて考える必要がある。中学 2年生 74名に英語学習に関するアンケー
トを実施したところ、多くの生徒が英語学習に不安を抱えていることが分かった。英語が
得意な生徒でも英語学習に対して自信がないようである。anxietyと呼ばれているこの学
習者の不安は、言語学習のみならず、学習活動全てに影響を及ぼすことが分かっている。
不安に感じる理由としては「文を書くことができないから」と答えた生徒が 3割以上を占
めた。また、「文法が分からないから」「単語を覚えることができないから」「聞き取りが
できないから」という意見が次いで多かった。英語が苦手だと答えた生徒の中には、英語
の授業自体が不安であると答えた生徒もいた。

2.英語学習者の不安要素
　すべての学習において学習者が不安（以下 anxiety）を感じることは当たり前のことで
ある。Hinton et al.（2008）によると、脳内には大きく分けて 3種類のネットワークがあ
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り、anxietyは感情をコントロールすると言われる the affective networkに大きな影響を及
ぼすという。その the affective networkが anxietyを引き金にして働くことで、残りの 2つ
のネットワークの活動が阻害されてしまい、学習に大きな影響が出ると述べている。日々
の授業を振り返ると、集中力を維持させるために適度の緊張感は必要だが、生徒が不安
を感じる中で授業をしても良い効果は期待できないと思われる。Anxietyには学習を促進
する facilitative anxietyと呼ばれるものもあるが、本研究では学習を抑制すると言われる
debilitative anxietyを anxietyとして取り扱う。
　一般的に学習内容が得意であれば学習者は不安をあまり感じないと言われている。し
かしながら Horwitz（2001）外国語学習における anxietyは特有なものであると述べている。
Horwitz（2001）によると、外国語におけるあらゆるパフォーマンスが学習者にとっては
チャレンジであり、anxietyにつながると述べている。つまり、英語学習に例えると、英
語が得意な学習者でも、授業中は常に anxietyを感じているということになる。Young（1991）
によると、教室内で学習者が感じる anxietyの原因は学習者自身によるものだけではなく、
教師の授業の進め方や授業内容、教師と学習者の関係にも大きな関係があるとしている。
Young（1991）は以下の要素を anxietyの原因として挙げている。
　・　Personal and interpersonal anxieties

　・　Learner beliefs about language learning

　・　Instructor beliefs about language teaching

　・　Instructor- learner interactions

　・　Classroom procedures

　・　Language testing

　ここで注目したいのは classroom procedures「授業の進め方」である。学習者自身に原因
がある anxietyは、学習者自身が考えをコントロールすることによって調節することがで
きる。しかし、教師側に原因がある場合は、教師側が効果的な手立てを提示しない限り改
善することがない。本研究の題にもあるように「英語を学ぶ楽しさ」を生徒に実感させる
ためには、生徒の英語の授業に対する anxietyを少なくすることから取り組んでいくべき
ではないかとう考えた。
　Anxietyに関する研究の中には、クラスで競争をしたり、なれない言語でコミュニケー
ションをしたりすること自体が anxietyに影響を及ぼすとしているものもある。生徒の座
席も大きな要因になるという研究もある。Shamim（1996）は前の席に座っている生徒の方
が後ろに座っている生徒よりも授業内でのパフォーマンスが良いという研究結果を出して
いる。つまり前に座っている生徒の方が学習に対する anxietyが少なく、積極的に学習に
取り組むことができると理解できる。さまざまな要因がある中で、学習者がどのタイプの
anxietyを抱いているかを把握することが大切であると考える。Yan and Horwitz（2008）は
クラス内の活動を競争ではなく協力させる活動にして、学習者に発表させる前にペアやグ
ループで話し合う時間を作ることを提案している。
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3. Cooperative Language Learningの原理
　今回の研究で注目した学習方法は cooperative learningと呼ばれるものである。言語学習
においては cooperative language learningと言われている。協同言語学習と訳されているこ
の学習方法は、教師主導ではなく、学習者を中心とする授業にするための有効手段として
推奨されている。ペア活動やグループ活動を通じて、学習者がお互いに教え合い、学び合
う学習方法である。Oxford（1997）によると個人で学習したり、競争しながら学習したり
することよりも、cooperative language learningは学習者のやる気を促進し、学習に対する
姿勢や態度を改善することができるという。また、クラス内で行うことにより、お互いを
気遣う関係が生まれ、学習者の不安感や偏見を減らすことができるという数々の研究結果
が出ている。この cooperative language learning の原理を Oxford（1997）は次のように示して
いる。

1. Positive interdependence

　Gains for one person are associated with gains for others; can be attained through structuring the 

goals, rewards, roles, materials, or rules

2. Accountability

　Every person is accountable through individual grading and testing; the group is accountable 

through a group grade; improvement scores are possible

3. Team formation

　Teams are formed in various ways, randomly; by student interest; by the teacher using specific 

criteria (heterogeneously, representing different characteristics such as aptitude or gender; or 

homogeneously)

4. Team size

　Groups of smaller than 7 members usually work best

5. Cognitive development

　This is often viewed as the main goal of cooperative learning

6. Social development

　Development of social skills such as turn taking, active listening, and so forth can be as important 

as cognitive development

(Oxford, R.L., 1997, p.445)

　以上の Oxford（1997）が提示した基本的な cooperative language learningの原理を参考にし
て、実際に授業内で活用できる言語活動を考え実践した。グループ構成の人数に関しては、
試行錯誤を繰り返し、4人を基本として編成を行った。
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4.理論を生かした言語活動の実践と考察
4.1.実践 1　オーストラリアの中学生と文通を通して
　改めて日々授業内で行われる言語活動について考えたい。自らの授業を振り返ると、
授業内の言語活動が「遊び」で終わってしまったと反省することがある。改めて活動
内容を見直すと、そもそも activityのゴールが適切ではないからであると考えられる。
Cooperative language learningを効果的に活用するならば、ゲームで「勝つこと」をゴー
ルにするのではなく、「コミュニケーションを図ること」をゴールにしなければならな
い。Johnson, Johnson and Holubec（1994）によると一人一人が貢献することで達成できる
ゴールを設定することが効果的であり、Slavin（1991）は structuring materialsを使うことで
cooperative language learningがより効果的に行われると述べている。
　これらの理論をもとに、効果的な言語活動を考
え、中学 2年生を対象に実践を行った。年度当初から
「Pen-pal Project」として、オーストラリアの中学校と
手紙を交換する実践を進めてきた。海外にいる文通相
手に手紙を書くことが、自ら英語を書きたいという気
持ちにつながるのではないかと考えた。学習室と呼ば
れる英語教室に文通相手について学ぶためのコーナー
を設置し、生徒の動機付けに利用した。（資料 1）文
通相手に手紙を書く過程では、ICT機器を利用したり、cooperative language learningを生
かした実践を行った。
　Cooperative language learningを活用した実践では、structuring materialsとして、各グルー
プに一冊ずつの英和辞典と和英辞典を配布した。活動の内容はお互いの手紙を読んで添削
するという単純な作業で、活動の目的を「教え合い」として行った。最初に実践を行った
クラスでは、英語が苦手な生徒ばかりが集まったグループができてしまい、活動が思うよ
うに進まなかった。また、自分の手紙を書くことに集中してしまい、教え合うことが全く
できないグループもあった。
　そこで、次のクラスでは、各グループにリーダーを指名し、リーダーには Student Teacher

と書かれた名札を渡した。英語が得意な生徒をリーダーとして指名し、能力差を考慮しな
がらグループの編成をした。その結果、最初に実践を行ったクラスよりもリーダーを指名
したクラスの方が圧倒的に多くの生徒たちが教え合いをしていた。名札をつけた生徒が教
室を歩き回り、困っている生徒に声をかけている姿も見かけた。事後アンケートでは「ST

に教えてもらって、よかった。分かりやすかった。」という意見が多く、グループのリーダー
を務めた生徒の事後アンケートには、「教えることが楽しかった。またやりたい。」という
意見があった。オーストラリアからの返事を受け取った際には、一緒に活動したグループ
メンバーの元へ行き、手紙を見せ合っている姿も見られた。（資料 2）しかしながら、海
外の学校とのやりとりを頻繁に行うことが難しく、せっかく知り合った文通相手も卒業し

資料 1：文通相手についての掲示物
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てしまい、同じ相手と継続的に文通を続けることがで
きなかったことが残念である。

4.2.実践 2　ICT機器を利用した言語活動
　英語を使って話すことは積極的に取り組む生徒が多
いが、「授業で英語を書く」となると、やる気が出な
い生徒も多い。この「Pen Pal Project」では、手紙を
書く過程でオンライン辞書を利用した。授業の前半は
パワーポイントを使用して今までの文法事項の復習した後に、実際にインターネットを利
用して、オンライン辞書を使用させた。最初はペアワークを基本として活動させたが、気
付けば 3人ほどの小グループで相談しながら英語を書いていたことが印象てきである。
手紙を書くワークシートは、最初から英語で書くことを前提としたワークシートと、最初
に日本語でどんなことを書きたいか考えさせてから英語に直すワークシートの 2種類を用
意し、どちらのワークシートを使うかを生徒自身に決めさせた。最初にどのような内容の
手紙を書きたいのかを日本語で考えさせることで、辞書を効果的に活用し、自分の伝えた
いことを表現することができていた。（資料 3）Team 

teachingの利点を生かし、その場でフィードバックを
することができたが、1時間という短い時間では手紙
を完成させるまでに至らず、添削にも時間がかかって
しまった。
　Macaro, Handley and Walter（2012）は ICT機器の使用
が直接言語能力に影響するとは断言できないと述べて
いる。しかしながら、今回の実践前と実践後に行った
アンケートを比較すると、4技能の全てにおいて「大
変自信をもって取り組める」「自信をもって取り組め
る」と答えた生徒の割合が増えていた。特に「話すこと」
と「読むこと」については大きな成果が見られたこと
から、ICT機器の利用は生徒の英語学習に対する不安を減らすことができたと言える。ま
た、ICT機器の利用に関するアンケートでは、英語が得意な生徒に比べ、苦手な生徒の方
が ICT機器の利用を高く評価し、英語学習に効果的だと考えていることが分かった。ICT

機器の利用方法は今後も更なる研究が必要だと感じる。

4.3.実践 3　Information Exchangeを利用した言語活動
　ここでは、授業の復習で利用した information exchangeの実践を紹介する。デジタル教
科書の導入で活躍の場がなくなったフラッシュカードを利用し、クラスの生徒たちがカー
ドを媒体にコミュニケーションを図ることを目的とした実践である。学習したフラッシュ

資料 2：クリスマスカードを読む生徒

資料 3：生徒の作品
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カードをクラス全員に配布し、クラス内を歩き回って
お互いのフラッシュカードを提示する。お互いのカー
ドに書かれた日本語を英語に直して発音させ、終わっ
たらカードを交換するという単純な活動である。（資
料 4）この活動では、決められた時間内に交換しなけ
ればならないカードの枚数を決めたり、自分が発音し
た単語は覚えて後に発表させたりするなど、いくつか
のルールを決めることでより効果的に活用できると感
じた。英語が苦手だと感じている生徒の多くがこの活動を「役に立った」と感じているこ
とが事後アンケートの結果より分かった。しかしながら、短い時間の中で、生徒が全ての
フラッシュカードを交換することができず、復習としては不十分であると感じた。

5.今後の課題
　今回の研究では cooperative language leaningを中心に実践を行ったが、cooperative 

language learningは学習者の anxietyを減らすことに関しては大変効果的だと感じた。実践
前と実践後ではクラス内の雰囲気が大きく異なり、実践後は教師が指示をしなくてもグ
ループで教え合う姿が何度も見られた。「先生には質問できないけど、グループの人にな
ら質問しやすい。」「教えてもらってようやく分かった。」と答えた生徒もいたことから、
英語が苦手な生徒の英語に対する anxietyは減ったのではないかと考えられる。しかしな
がら、cooperative language learning にもいくつかの欠点があることが様々な研究で分かっ
ている。その一つが、確実な答えや説明を必要としている生徒には、cooperative language 

learningは逆効果であるということである。実際に実践後に行ったアンケートでは半数以
上の生徒が教え合う活動を「役に立った」と感じていることが分かったが、生徒の中には「一
人で考えたほうが分かる」と答えた生徒も数人いた。そのため、全ての生徒に対して良い
効果が得られるわけではないことが分かった。また、グループ編成の仕方にも配慮する必
要があるなどの反省点もある。
　この実践を通して、改めて自らの授業を振り返り「授業改善」に励まなければならない
と感じた。生徒たちが本当に英語を学ぶことを楽しいと感じているのか、自ら学びたいと
思うことができるような授業が展開できているのかを日々自問自答している。一つの教授
法に固執するのではなく、様々な教授法を組み合わせて、クラスの実態に合うよう臨機応
変に対応することも大切であるということを学んだ。今後も様々な言語活動を実践し、効
果的な活用方法を研究していきたい。
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小中連携を踏まえた中学校の取り組み

植田　則康
（名古屋市立笹島中学校）

1.はじめに
　グローバル社会の益々の発展に伴い、知識基盤社会の中で必要な「生きる力」を育む重
要性が叫ばれている。その中、コミュニケーションへの関心・意欲の向上、コミュニケーショ
ン能力の育成さらに言語や文化についての知識・理解の深化を目指して、平成 23年度に
は小学校、平成 24年には中学校の新学習指導要領が全面実施され、新しい教育課程の下、
英語活動、外国語活動、英語教育が進められている。
　名古屋市では、「英語が話せるなごやっ子の育成」を掲げ、聞いたり、話したりするコミュ
ニケーション能力を向上させることを目指している。そのため、3・4年生に英語活動ア
シスタントを派遣して年間 4時間の英語活動を、5・6年生には外国語アシスタントを派
遣して年間 35時間の外国語活動を推し進めている。さらに地域のボランティアの協力も
得ることも含めながら、活動を推し進めている。
　教育現場では、平成 24年度より中学校の教科書が改訂され、小学校の教材は「Hi, 

friends! 1・2」となり、さらに授業時間数や指導語数なども増えることとなった。
　こうした中、将来を担う子どもたちには、共生の意識をもってほしいと願うとともに、
生きて働く英語を身に付けさせたいと考える。

2.本校の概要
2.1.本校の特色
　名古屋市立笹島小学校・笹島中学校は、名古屋市
初の小中一貫教育校である。平成 22年度に小中一
貫教育校として開校して、本年度で開校 3年目とな
る。本校は、名古屋駅近くにあり、小学校 1年生か
ら中学校 3年生まで同一校舎で学んでいる。
　また、名古屋市の帰国児童生徒の受け入れ校であ
る。帰国児童生徒の在留国は、アメリカや中国、フィリピンなど様々であり、全学年単学
級で全校児童生徒の数は少ないが、多様な背景を持つ児童生徒が通っている。
　本校の学校努力点は、「伝えあい、認めあい、高めあう　ささしまっこの育成－環境・他者・
自己との対話を通して－」を小中共通のテーマとして 2年目となり、全校挙げて児童生徒
のコミュニケーション能力の育成を図っている。
　本校の小学校の英語活動、外国語活動および中学校の英語教育は、「互いの考えや気持ち、
伝えたい事柄を伝え合おうとする態度を身に付け、英語でコミュニケーションを図ること

【本校校舎の様子】
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ができる子ども」を育成することをねらい、下の表のように担当している。
【小学校の英語活動、外国語活動および中学校の英語教育の担当】

学　年 時　数 担　当 備　考
小 1・2 隔週 1h 英語担当教諭＋英語ボランティア 本校カリキュラムを使用
小 3・4 毎週 1h 英語担当教諭＋英語ボランティア 本校カリキュラムを使用
小 5・6 毎週 1h 英語担当教諭＋ ALT Hi, friends!を使用
中 1～ 3 毎週 4h 英語担当教諭＋ ALT 3/4が ALT

　なお、中学校に派遣されているALTは、小学校外国語活動にも参加をして指導に当たっている。

2.2.生徒の実態
　本校生徒は、穏やかな生活ぶりであり、毎日明るく元気に過ごしている。英語の授業で
は、挙手をしたり、音読練習や ALTとの対話に熱心に取り組んだり、コミュニケーショ
ン活動に積極的に参加をしたりするなど、前向きに取り組む生徒ばかりである。
　帰国生徒が全生徒の約 20％、外国籍は約 10％在籍している。帰国生徒の中には、英語
圏からの帰国生徒もおり、英語の習熟度に極めて大きな差がある。
　一方で、他者と英語でコミュニケーションを図る意欲に欠ける生徒が極めて少数いるこ
とも事実である。また、スペリングを覚えることなど、地道な活動への取り組みが苦手な
生徒がいることも、アンケートや日頃の英語学習への取り組みの様子から明らかとなった。
その中で、4月に行ったアンケートでは、66人中 63人（95.5%）の大多数の生徒が「書く力」
を高めたいと願っている。
　こうした実態の背景には、日頃の生活ぶりや学習に取り組む姿から、以下のような要因
があると考える。

・旧知の仲であり、互いの気持ちも理解していると判断しがちな面がある。
・生徒は小学生以来、ずっと単学級で生活している。そのため、人間関係が膠着しがち
であり、苦手な級友とは接触を持たないようにしようとする面がある。
・小学校での外国語活動は、英語の音声に慣れ親しむことや体験的な理解をすすめてい
るため、中学生になっても学習という意識が希薄な面がある。そのため、地道な努力
を継続することができない。
・少人数のため、習熟度の差が明確であり、切磋琢磨しようとする生徒の意識が希薄な
面がある。
・定期テストでは、正確に書くことが要求されるため、「書く力」を高めたいという気
持ちが高い。

　こうした生徒の実態から、書く意欲を高める取り組みを行うことや、正確に書く力を高
める取り組みを行うことで、上記のような要因からくる課題を解決できると考えた。

3.取り組みの実際
3.1.書く意欲を高める取り組み
　小学校外国語活動は、外国語の音声に慣れ親しませることを念頭に活動が行われている。
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中学生となった生徒にとっては、書くことは最も苦手とする活動である。本校生徒は書く
力を高めたいと願う生徒が大多数であるが、スペリングを何度も書いて覚えるなど地道に
努力することになかなか取り組めない生徒もいる。
　書く意欲を高めるために、これまで、フォニックス・ルールを紹介して文字と音との関
係を示すことで、書くことが難しいと感じることを少なくなるようにしたり、新出言語材
料やイベントや長期休業の度に書く活動を設定したりしてきた。
　Harmer（2007）が示す通り、書くことはwriting for leaningとwriting for writingに分けられ、
書くことには読み手を意識することが重要である。この視点から、これまでの実践を振り
返ったとき、これまで生徒が書いた作品に対する主な読み手が教師であったことに私自身
気付いた。そこで、新出言語材料を覚えるための活動や読み手を意識させる工夫を加えた
いと考え、この後に示す『Students’ Gallery』といった活動を行っている。
　また、これまで接してきた多くの ALTが話す通り、日頃使う教科書や補助教材は洗練
されすぎている面もあり、表現が画一的な部分が見られる。多感な生徒の年頃も踏まえ、
Muncie（2000）の述べるところの super wordsや語数制限を意識させることで、これまで
の画一的な表現から、創造性豊かな表現を生徒が使うように、この後に示す『Let’s Find 

Super Words』といった活動を行っている。
　さらに、4技能を統合的に活用できるコミュニケーション能力を育成することをねらい
に加え、ALTとの一対一の対話を促し、その内容を書く『The Super Celia Challenge』といっ
た活動を行っている。

3.1.1.書くことへの抵抗感を少なくするアクティビティの一例
　『スペリング（ライティング）レース』
　中学校の英語学習において、書くことには抵抗感を持つ活動である。書くことは習熟度
に大きな差が出ることから、書くことへの抵抗感を軽減することをねらいとして、グルー
プ内で協力しながら単語を書くような活動を設定した。

【活動の方法】 【活動の様子】
①　クラスを数グループに分ける。
②　各グループが黒板の前に 1列に並ぶ。
②　教師が発音する単語を、チョークをバトン
代わりに、一文字ずつ書く。
③　早く正確に単語が書けたグループにポイン
トを加算する。
④　スペリングを間違って書いた場合は、後で
順番が回ってきた人が、その文字を消す。
⑤　文字を消したら、（1文字書いたときと同
様に）次の人に交代をする。
⑥　活動終了時にポイントが多かったグループ
の勝ちとする。

【　発　展　】
☆　はじめはグループ内で教え合うことを認め、徐々になくしていく。
☆　慣れてきたら、単語だけではなく、文を書かせるレースにする。



－216－

　活動で生徒が書く単語や文は、全て既習の語や表現である。活動のねらいと、これまで
何度も同じような活動を行ってきた経験から、このグループ対抗の活動を行う前には、単
語や文の音読練習をしたり、指先をペンに見立てて空中で書いたり、あるいは学習プリン
トに単語や文を書いたりする練習を何度も行っておくとよいと考える。
　実践の際の生徒の様子と生徒の変容ぶりは、以下の通りである。

【　実践の様子と生徒の変容　】
○　大変な盛り上がりで、活動に取り組んでいた。
○　単語→句→文が正しく書けるようになってきた。
○　自発的に単語や文を覚える生徒が増えた。
●　あまりの興奮ぶりに、他の先生から心配されることがある。

　はじめにこの活動を紹介した際には、取り立てて反響の大きな活動ではなかったが、実
際に行うやいなや、生徒が大いに興奮して取り組むことが分かった。はじめはグループ内
で教えながら行ってきたが、次第に生徒が単語や文を家庭学習などでも取り組むようにな
り、正しく書けるようになってきた。小テストや定期テストでも、これまで繰り返し三単
現の sやピリオド・クエスチョンマークの抜け落ちなどが見られたが、この活動を繰り返
したことで、こうしたミスが見られることが激減した。また、負けたチームには単語や文
を書く宿題を課したことがあったが、「レースに役立つから」や「書いて覚えよう」と書
く練習をいとわない声が何度も聞かれたり、自主的に家庭で何度も書くようになったりす
るなど、書くことへの抵抗感を低減させることに役立っていると考える。
　この活動を充実させるために、現在は以下のような点に配慮している。

【　配慮している点　】
①　グループでの差が大きくならないように、英語圏からの帰国生徒を均等に割り振る。
②　書けたら、Finish!などかけ声をかけるようにする。
③　難易度によって獲得できるポイントを増減させる。
④　3グループ以上に分け、上位から複数のグループに得点が入るようにする。
⑤　活動の終盤は、ポイントを奪い合うようにする。

3.1.2.読み手を意識させる一例
　『Students’ Gallery』
　書くことは、コミュニケーションの一部である。writing for writingとして何かを書く場合、
当然そこには読み手となる人がおり、その読み手を意識することが重要である。読み手を
意識して意欲的に書くことをねらいとして、作品を掲示する場を常設した。
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【活動の方法】 【活動の様子】
①　壁の一面全てを Students’ Galleryとして、
全生徒の作品を展示する。
②　A4の入るクリアケースを一面に配置し作
品を入れる。
③　読み手は「級友」「先輩」「後輩」「保護者」
＆「教師」とする。
④　休み時間や授業参観日なども、常に他学年
や保護者が参観可能にしておく。

【　発　展　】
☆　掲示した作品を互いに読み合い、内容の面白さ、読みやすさや仕上がりの美しさな
どについて、No.1の作品などを決める。

　書く内容は、夏休みや冬休みの思い出、後述する「The Super Celia Challenge」で本校の
ALTとの対話内容などである。英語でさまざまな作品を書く前には、英語学習への目標
を日本語で書かせることも行って、様々な考えを発表する場としてきた。
　また、作品作りには、下書きを書かせ、それを生徒同士の 4人一組のグループの中で読
み合い、訂正や助言をし合った後、清書をした作品を掲示するようにしている。
実践の際の生徒の様子と生徒の変容ぶりは、以下の通りである。

【　実践の様子と生徒の変容　】
○　読みやすさを考えて書くようになった。
○　読む姿がかなり見られる。
●　互いに読み合うという点では、まだ工夫の余地あり。

　4人一組で訂正や助言をし合う活動では、スペリングや文法に関する間違いの指摘だけで
なく、字の丁寧さや、構成や表現の面白さを指摘するが見られ、読み手を意識して指摘した
り、作品を推敲したりするようになった。かつて 4人一組の訂正や助言をする活動を行わな
かった時期には、下書き段階で教師が間違いを指摘して清書に臨ませていたが、清書段階で
同じ間違いを繰り返す状況が何度も見られた。しかし、4人一組の訂正や助言を始めたところ、
下書き段階で見られた間違いを繰り返す状況はほとんど見られなくなった。こうした状況か
ら、読み手たる級友からの指摘は、生徒にとって大きな意味をもつと考える。また、休み時
間には、先輩後輩の作品も含めて、互いの作品を読む姿がよく見られるようになり、読むこ
とへの意欲も高まっていると考える。作品を掲示した後の活動として、内容の面白さ、読み
やすさや仕上がりの美しさなどの観点でそれぞれ No.1を選ぶ活動などを行っているが、生
徒の作品をより意欲的に読む活動の在り方については、まだ工夫の余地があると考える。
　この活動を充実させるために、現在は以下のような点に配慮している。

【　配慮している点　】
①　「Summer Vacation」「The Super Celia Challenge」など、全学年共通の取り組みも実施
している。
②　教師からの指摘は、内容の面白さをほめたり、内容に対する感想を述べたりするこ
とのみに絞っている。
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3.1.3.創造性豊かな表現を促す取り組みの例
　『Let’s Find Super Words』
　生徒はとても豊かな感性を持っており、この豊かな感性を生かして英語を書けるように
なってほしい。この生徒の豊かな感性が表現を通して読み手に伝わることで、生徒には伝
わる喜びが感じられると考える。一方で教科書は新出の文構造や新出言語材料を扱うため
に、豊かな感性を表現するモデルとしてはやや画一化された表現が多い。創造性豊かな表
現をすることをねらいとして、自己表現のモデルを読む活動を設定した。

【活動の方法】 【ALTの書いたモデル文】
①　書く活動前に、教師・ALTが書いたモデ
ルを読む。
②　感心した表現（Super Words）を生徒が選
んで下線を引く。
③　選んだ Super Wordsとその理由をグループ
やクラス全体で発表し合い、共有する。
④　モデル文を参考に書く。

※下線は生徒の加筆
【　発　展　】

☆　構成や内容の面白さといった別の観点で読み、クラスで共有をする。

　書く内容は、夏休みの思い出や尊敬する人物など、生徒が同じテーマで書くものとした。
ねらいに即して、内容把握、日本語訳や Q&A（T/F）は行わず、感心した表現のみ下線を
引かせることとした。
　実践の際の生徒の様子と生徒の変容ぶりは、以下の通りである。

【　実践の様子と生徒の変容　】
○　生徒が積極的に活動していた。
○　その後に行う writingでも、表現を工夫する動きが見られる。
●　Super Wordsの用法や意味のさらなる理解のために、まだ工夫の余地あり。

　習熟度の差が浮き彫りとなる精読や内容把握に比べ、自分が感心した表現を選ぶ活動で
あるので、読むことに苦手意識を持つ生徒も含めて、全員が積極的に取り組んでいた。感
心した表現を選ぶ活動では、級友が選んだ表現やその理由に大きくうなずいたり、同意を
述べたりしながら真剣な表情で聞いていた。同じ表現を選んでも、理由が異なる場合もあ
り、その理由一つ一つに興味をもっている姿が数多く見られた。その後に書く活動では、
super clear cold waterなど、表現を工夫する生徒が出てきた。この活動のねらいに沿って、
精読などは行っていないが、読むこととも関連させることには改善の余地があると考える。
　この活動を充実させるために、現在は以下のような点に配慮している。
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【　配慮している点　】
①　ALTには教科書のような「よそ行き」の表現でなく、普段友人同士で使う表現を
リクエストし、何度も校正している。
②　その後に行う writingでは語数制限を設けることで、表現自体を工夫することに目
を向けさせる。

3.1.4.四技能を統合的に活用できるコミュニケーション能力を育成する活動例
　『The Super Celia Challenge』※ Celiaは本校の ALTの名前
　授業では話せるものの、休み時間などあいさつ以上に ALTと話せない生徒が多い。話
したことを書き留めるといった活動ができるようになることをねらい、ALTと 1対 1で
話す機会を設け、話した内容を書く活動を設定した。

【活動の方法】 【使用したワークシート】
①　生徒に 3～ 12のトピックの書かれたワー
クシートを配布する。
②　ワークシートに示されたトピックについて

ALTと話す。
③　話したら、日付とサインを ALTが書く。
④　話したトピックについて英語で記述する。
⑤　記述したワークシートは前述の Students’ 

Galleryで掲示する。

【　発　展　】
☆　ワークシートに書いた内容について、スピーチをする。

　トピックはワークシートによって 3～ 12個記述してある。一日にまとめて全てを行う
のではなく、何日にも渡って取り組めるように、1日に取り組むことができる回数をトピッ
クの数に比例して、1～ 3個までと限定した。トピックについては、sportや foodなどの
身近な話題や、学んだ新出言語材料を用いたもの、ALTが Yes, I have…などの定型の答え
方をする質問、取り組む時期に関する話題などを組み合わせた。
実践の際の生徒の様子と生徒の変容ぶりは、以下の通りである。

【　実践の様子と生徒の変容　】
○　長蛇の列ができ、積極的な活動が見られた。
○　話す内容が多岐に渡り、充実してきた。
●　話した内容を書かせた後の活動を、さらに工夫する余地あり。
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　以前は自分から ALTに話しかけることがなかった生徒も含めて、休み時間や昼休みな
どには長蛇の列をつくり、楽しそうに ALTと話す姿が見られるようになった。かつて話
した内容を書く活動を設定しなかった際には、ほとんど同じような話をする生徒も姿が時
折見られたが、ALTと話した後にその内容を書くので、他の生徒と同じ話にならないよ
うに気をつける工夫をして話すようになり、話す内容も充実してきた。書いた内容を互い
に読むなどの活動を今後工夫していきたいと考える。
　この活動を充実させるために、現在は以下のような点に配慮している。

【　配慮している点　】
①　取り組み期間を短めに設定する。
②　通じにくい表現は、優しく言い直すなど Gentle Correctionをする。

3.2.正確に書く力を高める取り組み
　正確に書くためには、単語を正確に書くことが必要である。正確に綴り字を書くための
一つの方法として、これまでも中学生には、音と綴り字との関係であるフォニックスを帰
納的に指導してきた。笹島小学校では、現在、外国語活動の一部に文字カードをアブクドゥ
読みをする活動を取り入れている。そのため、特に来年度は、帰国生徒を含め、ある程度
文字に慣れ親しんだ経験を持つ生徒が入学してくるはずである。
　正確に書くことを目指し、これまで、ワー
ドカードを用いた正しい語順の練習や主語や
肯定文・疑問文・否定文の変化で文構造がど
のように変わるのかを反復練習させてきた。
また、生徒が書いた作品には、書く意欲を高
めることを意図して、たくさんのポジティブ
なコメントを加えながら、添削をしてきた。
しかし、指摘した部分も再び書かせると同じ
間違いを繰り返す実態が明らかになってきた。その原因は、自分自身で間違いを発見でき
ないことであると考え、近年は、生徒自身が間違いに気付き、訂正できることを目指し、
間違えている箇所に下線のみを引いてきた。その結果、生徒自身で間違いを正すことが徐々
にできるようになったり、間違い自体が減少傾向になったりしている。
　White and Arndt（1991）は、書くことに対するアプローチを Product Approachと Process 

Approachに分類している。その中で、正
確に書くことが十分でない本校生徒の実態
から、Process Approachに着目した。また、
Harmer（2007）によれば、ライティングのプ
ロセスは planning→ drafting→ editing→ final 

draftといった活動が順不同で生徒の中で起

【文構造の反復練習の様子】

【ライティングのプロセス】
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こり、推敲を重ねることにつながる。これまで、ほとんどのライティングは、生徒の書く
力を見極めるための言わばテストのように取り組ませることが多かった。そのため、一
回だけしか書かせてこなかったことがほとんどであったので、Scrivener, J.（2011,237）の
述べるところのライティングのための多くのステップを設定する中で、特に re-draftや re-

editingといった活動を設定することが必要であると考える。こうした推敲を重ねることで、
正確に書く力が養われてくると考える。
　そして、re-draftや re-editingといった活動をするにあたり、教師の訂正では同じ間違い
を繰り返すことが多いので、間違いの指摘には工夫が必要である。一方、これまで下線を
引くことに止めていた指摘では、どのように間違えているのかを理解したり、どのように
訂正するとよいか分かったりするのに非常に時間がかかる生徒がいることが大きな課題で
ある。こうした問題点を解決するために、この後に示す Hedge（1988）やMuncie（2000）の
述べる『peer feedback』を行っている。
　また、教師からの feedbackは、この後に示す Harmer（2007）の述べる『correction 

symbols』を使用し、生徒自身がその間違いに気付くように支援している。
 

3.2.1.生徒同士で正確さを高め合う活動の一例
　『peer feedback』
　正確に書くために自分で間違いに気付いたり、よりよい作品に向けてリライトできるよ
うになることをねらいとして、生徒同士で互いの作品を読み、訂正したり助言をしたりす
る活動を設定した。

【活動の方法】 【生徒の作品と指摘内容】
①　4人一組のグループで活動する。
②　作品を交換して互いの作品を読む。
③　読んで、作品のできについて評価をしたり、
間違いを訂正したり、助言やコメントを書い
たりする。
④　一人の作品を読む時間と評価する時間はあ
わせて 3分、それを 3回繰り返す。
⑤　書かれた評価・訂正・助言やコメントを読
み、それらを元に意見交換をする。
⑥　グループ内での指摘を元に、リライトする。

【　発　展　】
☆　draftとして書いた内容を話したり、その内容について話し合ったりする。

　4人一組で peer feedbackを実施する際には、英語を書くことが得意な生徒ばかりや苦手
な生徒ばかりが集まらないようにグループを編成した。テーマについて書く前には、クラ
ス全員で、テーマについてブレーンストーミングを行うことで、使用する語句について共
通理解を図るようにした。
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　実践の際の生徒の様子と生徒の変容ぶりは、以下の通りである。

【　実践の様子と生徒の変容　】
○　リライトに向けて、互いの作品を真剣に読んでいた。
○　文法の誤りの指摘、表現の巧みさ、文章構成などを指摘していた。
○　級友からの指摘を生かし、表現に気を付けるようになった。
●　書く分量が増えているため、読んで評価する時間が妥当かどうか、検証の余地あり。
●　リライトしたものを再度 peer feedbackさせる際、その相手は同じ生徒の方がよい
のか、変える方がよいのか、慎重に見極めることが必要である。

　3分間という限られた時間のため、生徒は真剣に読み、指摘をしていた。指摘の内容は、
単に文字が整って読みやすいかどうかや綴りや文法の誤りの訂正だけでなく、表現の巧み
さや文章構成の工夫などについても指摘できるようになってきた。級友からの指摘がある
ことにより、以前見られたような同じ間違いを繰り返すことが減った。draftを見ながら
リライトさせたり、何も見ないでリライトさせたり、様々な形で書かせているが、回を経
るにつれ、平均 20語ずつ語数が増えてきた。そのため、時間内で読み切れない部分が出
てくる懸念がある。現在は同じグループで活動しているので、ある程度内容については知っ
ていることで、この心配な点を扱っているが、この 3分間という時間や読み合う相手が妥
当かどうかは、生徒の様子を注意深く見ていく必要があると考える。
　この活動を充実させるために、現在は以下のような点に配慮している。

【　配慮している点　】
①　指摘内容を時折紹介することで、様々な視点から指摘できるようにする。
②　final draftまでに 2～ 3回リライトする機会を設けている。

 

3.2.2.生徒自身が間違いに気付くための支援の一例
　『correction symbols』
　正しく書くために、生徒自信が間違いに気付くことや、生徒自身で間違いを訂正できる
ことが必要不可欠である。生徒自身がどのように間違えているかを理解し、生徒自身で間
違いを直すことができるようになることをねらいとして、『correction symbols』を用いた
feedbackを設定した。
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【活動の方法】 【生徒の作品と番号による指摘】
①　生徒の peer feedbackの後に実施する。
②　生徒の間違えた箇所に下線を引き、教師が

correction symbolsに沿って間違いを記号で指
摘する。
③　指摘内容を元に、リライトをする。

【correction symbols】

【　発　展　】
☆　将来的には、間違えの傾向を教師が把握し、それによって学習方法や学習箇所を指
摘できるようにする。

　この correction symbolsを用いた教師からの feedbackは、生徒自身が正しく書く力を養
うことをねらいとして、前述の peer feedbackを終えた後に行った。
　実践の際の生徒の様子と生徒の変容ぶりは、以下の通りである。

【　実践の様子と生徒の変容　】
○　指摘内容を基に、間違いを自分自身で正そうと意欲的に活動していた。
○　間違いに気付くことが容易になった。
●　peer feedbackとの組み合わせ方や、correction symbolsの種類・数について、さらに
工夫の余地あり。

　生徒ははじめ feedbackの番号と correction symbolsとを照らし合わせることに多少手間
取っていたが、すぐに慣れ、どのように直したらよいかという点に集中していた。これま
での下線のみの指摘よりも直す方向性が明確であるため、懸命に修正しようとする姿が見
られ、間違えを訂正することが素早くできるようになった。この correction symbols を用
いた feedbackは peer-feedbackの後に行っていることで、すでに何度も直されていること
もあり、生徒の間違いが以前より少ないため、間違いの傾向をつかむまでには現在いたっ
ていない。peer-feedbackとの組み合わせ方や correction symbolsの種類や数については、今
後継続していくことで見直しを図っていきたい。
　この活動を充実させるために、現在は以下のような点に配慮している。

【　配慮している点　】
①　生徒同士の peer feedbackを重視し、3回目以降の draftに使用する。
②　構成や内容のよさは、記述することで feedbackする。
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4.おわりに
　同一校舎で展開されている小学校での英語活動・外国語活動により、本校の生徒はコミュ
ニケーションへの関心・意欲は高く、授業に熱心に取り組んでいる。また、市教委（およ
び本校の活動集）の教育課程には、具体的な活動例も記載されており、Hi, friends!の指導
の具体を明確に把握できるようになった。生徒の積極的な姿や、小学校での活動を生かし
て、生徒が苦手とする書くことに対し、さらに意欲と正確さを高められるように、さらに
研鑽を積んでいきたい。
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中学校英語で目指す生徒の姿と、その達成のための指導例

松井　孝彦
（愛知教育大学附属高等学校）

概要

本稿では、中学卒業時に生徒に達していてもらいたい姿を考察し、その達成に向けて取り
組んだ指導例を報告することを目的とする。平成 25年度に「コミュニケーション能力」
をキーワードとした小中高の英語教育の枠組みが完成する。新学習指導要領では 8年間で
コミュニケーション能力を養うことを目標としているため、全校種における全校が学習指
導要領に則ったコミュニケーション能力を定義し、その能力を養うようなカリキュラムを
作成したり、授業を構成したりしなければならない。その中で、総授業時数の増加に加
え、小学校での外国語活動と高等学校での原則英語で行われる授業の開始にはさまれた形
となる中学校は、英語教育の質的及び量的な変更を余儀なくされている。中学校の段階に
おいて「自分の考えを話す（書く）」ことができ、4技能をバランスよく育成するためには、
基礎的な知識が正確かつ豊富であるばかりでなく、それらの処理が手続き化、自動化され
ている必要がある。この手続き化、自動化に焦点を当て、これを達成させるための具体的
な指導例を見ていく。

キーワード：中学校英語教育、コミュニケーション能力、自動化、指導法

1.はじめに
　平成 25年度における高等学校での新学習指導要領施行により、小中高を通した新学習
指導要領による教育の枠組みが完成される。英語科では、「コミュニケーション能力」をキー
ワードに、その能力を育成することが枠組みの中心として据えられている。高等学校卒業
時に「コミュニケーション能力」が育成されている状態を目指すために、それぞれの校種
が果たすべき役割は大きい。特に中学校では、小学校外国語活動の完全実施と高等学校に
おける原則英語で行われる授業の実施との影響から、入口、出口とも、大きな変化が求め
られている。
　本稿では、中学校卒業時に「コミュニケーション能力の基礎」が養われた段階にまで生
徒を育てる指導法について、いくつかの実践例を示すことを目的とする。その際、筆者が
中高大で指導してきた経験を基に、以下の順に論を進めることで、紹介する指導例の妥当
性を高めていきたいと考える。
　・学習を続けていく学習者自身の視点による、一貫したコミュニケーション能力の定義
について（第 2章）
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　・中学校卒業時における「コミュニケーション能力の基礎」が養われた姿の確認（第 3章）
　・「コミュニケーション能力の基礎」が養われていると見なす状態について（第 3章）
　・上記のような状態になるための指導法の具体例（第 4章）

2.教育現場におけるコミュニケーション能力　―現状と課題―
2.1.評価の観点からみた現状　―中・高・大の違い―
　学校現場では、校種を問わずコミュニケーション能力が評価の対象となる。しかし、コ
ミュニケーション能力の評価の規準・基準は、異校種間及び同校種内において、共通の定
義がなされているとは言えないであろう。
　高等学校の教師の中には、中学校で高評価が与えられているにもかかわらず、入学後の
模擬試験や実力テスト等で得点の高くない生徒がいることに疑問を感じる人がいる。同
様に、大学の講師の中には、高等学校で高評価が与えられているにもかかわらず、TOEIC

の試験で得点が高くなかったり、英語による会話やプレゼンができなかったりする学生が
いることに疑問を感じる人がいる。また、A校で高評価だった生徒や学生よりも B校で
低評価だった生徒や学生のほうが、得点が高かったり英語を積極的に話したりすることも
ある。
　これらは、評価が一定ではないことの具体的な例の一部である。しかし、問題をさらに
複雑にしているのは、同一校内においても、評価の基準が異なることがあるという現実で
ある。それぞれの教師の beliefにより、英語の能力とはこういったものだと考えてしまう
ことが原因の一つであると考えられる。

2.2.学校教育におけるコミュニケーション能力とは　―統一の困難さと喫緊の課題―
　中高の英語教育では、生徒のコミュニケーション能力を評価することが期待されている。
では、このコミュニケーション能力とはいったいどのように定義されるのだろうか。
　コミュニケーション能力は、これまで様々な方法で定義されている。言語学的には、
Hymes（1972）がはじめてCommunicative competenceを定義し、Canal & Swain（1980）によっ
てコミュニケーション能力の 4つの要素が挙げられた。その後何人かの研究者により修正
が加えられ、Backman & Palmer（1996）により Testingによって評価可能となるモデルが提
案された。対して、移民の言語能力を測定する基準としては、欧州言語共通参照枠（The 

Common European Framework of Reference for Languages 通称：CEFR）が定義されており、
現在の日本の英語教育にも応用されつつある。前者は理論的、後者は実践的に、それぞれ
厳密な定義や運用に役立つと考えられる。しかし、どちらも一般的に普及しているという
ところまでは達しておらず、同校種内、異校種間や個人間における統一した評価規準・基
準としては用いづらい。
　現状においては、やはり、学習指導要領と国立教育制作研究所から提示されている 4技
能・4観点による評価規準・基準をコミュニケーション能力として用いることが最も現実
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的であろう。学習指導要領を丁寧にひも解き、4観点に落とし込んでいくと、中高のそれ
ぞれ卒業時における評価基準は一つになるはずである。これを基に A，B，Cの評価をど
のように設定するかが各学校にゆだねられているが、学校の実態がどうあれ、中学校では
おおむね差はなくなる。高等学校においても、同一の教科書を用いる学校同士ならば差は
少なくなる。
　ただし、accuracyのみではなく fluencyの観点からも評価を行うことを確認しておくこ
とは必要となる。中高とも、上級学校の受験が意識され、accuracyに立ち幅を大きく振っ
た評価をすることが多いが、日常の様々な場面において、特に口頭で英語を扱う際には、
普通流暢さが必要とされるからである。
　4技能・4観点の評価規準を丁寧に作成することで、2.1.で述べたような評価のずれは
幾分解決されるであろう。

3.中学校における英語科の指導
3.1.中学校卒業時における、コミュニケーション能力の基礎が養われたと考えられる姿
　中学校で行うべき教育は、評価規準・基準を、教員の共通理解の基、丁寧に作成するこ
とで、学習指導要領の目標を達成させることである。本年度から施行されている新学習指
導要領の解説編には、指導要領の改訂に当たって四つの基本方針が定められている。それ
らをまとめると、これからの中学校における英語科の授業では、従来の指導に加えて、以
下の 3点を意識した指導を行わなければならないことになる。
　・4技能の、総合的にバランスのよい育成
　・文法指導を言語活動と一体的
　・コミュニケーションの内容的な充実
　ここから、英文の文構造を解析しながら和訳をすることが中心となる授業や、文法の練
習問題と答え合わせが中心となる授業ばかりではいけないということが分かる。また、新
出言語材料を用いた口頭によるゲーム活動、例えば「“Can you …?”を用いて友達の特技
を知ろう」といったようなインタビューゲームのみを Speakingの練習として位置づけて
はいけないということも分かる。
　新学習指導要領を受けて、いくつかの教科書会社は、中学 3年の言語活動として「スピー
チ（＋質疑応答）」「ディベート」を設定している。つまり、中学卒業時には、「初歩的な
英語を用いて自分の考えを話す（書く）ことができる」姿、「話して（書き手）の意向な
どを理解できる」姿として、自分の考えをスピーチで発表できること、ディベートで議論
できることが求められているということになる。

3.2. 「コミュニケーション能力の基礎」が養われていると見なす状態について
　中学卒業時に充実したスピーチやディベートを行うためには、3年間にわたり教科書の
各 Lessonの文法・語彙指導と言語活動を充実させることはもちろん大切である。文法や
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語彙は、「自分の考えを話す（書く）」ことができるよう、表現の幅を広げるために必要と
される。これに加えて、英語という言語それ自体のもつルール（語順、音声規則）を習得
させることも重要である。文法や語彙の知識が豊富であっても、それらをどのような順に
配列し、どのように発音すれば英語として理解されるか、また、どのように処理をすれば
英語を正しく理解することができるかは別の問題である。
　また、前者、後者ともに身に付けることが必要であることは議論の余地はないものの、
どのような状態で身に付いているかという点については、あまり議論はなされていないよ
うに思われる。この点については、スピーチやディベートができるためには、それぞれの
知識が手続き化された状態、または自動化された状態でなければならないだろう。ディベー
トのみならず、日常会話の中で言いたいことを言う際、なかなか表現が思い浮かばす「えー
と」となってばかりいては、聞き手も疲れるばかりでなく冒頭に何を話していたか忘れて
しまう。学習者が聞き手になった場合はなおさらで、相手のペースにある程度合わせて理
解していかなければ、会話自体がなかなか成り立たない。
　文法・語彙指導と語順、音声規則の習得練習は、個別に行わなければならないわけでは
なく、授業内の個々の活動を工夫することによって同時に行うことが可能である。また、
日本の英語教育の現場では、自動化のための練習が不足しているという指摘がある（白井 , 

2012）。自動化のための練習を導入するという観点からも、授業内の活動を工夫する必要
はあるだろう。

4.中学校における具体的な指導
　ここでは、筆者が昨年度行った中学校1年生への指導について例を述べていくこととする。

4.1. 「語彙の毎時間の反復練習」と「フォニックスへの意識と反復練習」の組み合わせ例
　各 Lessonに登場する語彙を身に付けるための練習方法にはいくつかの方法がある。こ
こでは、語彙の意味とフォニックス・ルールの自動化をねらいとした実践を紹介する。

教材例：Quick Response Sheet（一部抜粋）
No English EE EJ Japanese JE JE JE JE JE No
29 with a guitar ギターで 29
30 church 教会 30
31 Can we do that? そんなことをしてもいいかな 31
32 dark 暗い 32
33 quiet 静かな 33
34 sky 空 34
35 through... …を通して 35
36 through the window 窓から、窓越しに 36
37 bright 鮮やかな、輝いている 37

Unit 6  The Story of Silent Night
New Horizon English Course 2  Tokyo Shoseki
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　まず、A4用紙一枚に、Lessonに登場する新出語彙や表現のすべてを、教材例のように
並べる。これは Quick Response Sheetと言い、Quick Responseとは通訳者が日頃の語彙練
習に行う方法のことを言う。
　Sheetの左側に英語、右側に日本語を配置し、No.1から順に「発音練習」「英語を見て
日本語の意味を言う練習」「日本語を見て英語を言う練習」のどれかをできるかぎり素早
く行わせる。指定された時間内で素早く処理する練習を行わせるが、思い出せない語彙や
表現についてはチェックマークを付けすぐに確認させる（思い出すまで頑張らせるような
ことはしない）。また、最後の単語を処理してもまだ時間が残っている場合は、再度 No.1

から処理させる。そして、指定された時間内で、何回発音練習ができたか（EEの欄）、何
回英語を見て日本語の意味を言うことができたか（EJの欄）、何回日本語を見てその英語
を言うことができたか（JEの欄）を記入させる。例えば、日本語を見て英語を言う練習
において、1分半で 3巡目の darkまで処理できた場合は、「“dark”－『暗い』」の右側の
JEの欄に「3」と記入させる。
　筆者の場合、新しい Lessonに入る直前の時間に、Quick Response Sheetを用いて発音、
意味及びフォニックス・ルールの確認を行い、2分間で何回発音練習ができるか（EE）挑
戦させた。

フォニックス・ルールの指導例（松井 , 2012）

T:   では、フォニックス・ルールが適用できるところに下線を引きましょう。
T:   どこに線を引きましたか？
S1: darkの ar。
T:   なるほど。arはどうやって読みましたか？
S1: /a:/。
T:   そうでしたね。では、CDの発音を聞いて繰り返し発音してみましょう。
T:   他には、どこに線を引きましたか？
　　（中略）
T:   では、一度通して音読練習をしましょう。Repeat after me.
　　（中略）
T:   OK.  Now, let's practice in pronunciation for 2 minutes.  Let's begin.

　そして、新しい Lessonの第 1時には何回英語を見て日本語の意味を言うことができた
か（EJ）に、第 2時以降は何回日本語を見て英語を言うことができたか（JE）に、それぞ
れ挑戦させた。このように、毎授業時の始めに Quick Responseの練習をさせることで、語
彙や表現の処理の自動化を図った。また、フォニックス・ルールが適用される箇所を毎時
間見させることで、音声処理の自動化を助長しようとした。
　この活動により、語彙処理の速度がどの程度速くかつ安定するようになったかについて
は、実験及び統計処理を施していないため効果を述べることはできない。しかし、生徒は、
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毎時間の挑戦でより多くの語彙を処理できるようになったため、そのことに学習の効果と
達成感を感じているようであった。また、Quick Response Sheetは家庭学習でも使用する
ことができ、意欲の高い生徒は家庭でも練習を行うことで、より学習の効果を実感してい
たようであった。

4.2. 「文法の端的な説明と豊富な練習」と「文構造・語順指導と反復練習」の組み合わせ例
　小学校での外国語活動によって、中学の新 1年生はすでに英文に慣れ親しんでいる。し
かし、文字指導や文法規則等については小学校で指導を受けていない。英文を分析的に扱
い、文法規則に則って英文を整理させるのは、中学校からの活動となる。
　英語は、日本語と異なり語順に支配される言語である。中学入学以降ずっと学習してい
くことになる英語は、すべて語順に支配されているということを中学校での学習の最初か
ら明示的に理解させておくことは重要である。知識の手続き化、処理の自動化は、明示的
知識が練習によって暗示的知識になることによって達成されるためである。中学 1年生の
最初に明示的知識を与えておくと、中学卒業までに語順の処理の自動化ができるように
なっている生徒の数は非常に多くなるであろう。
　中学 1年生の 4～ 5月頃は、教科書の内容を履修させながら、小学校で慣れ親しんでき
た英文が実は語順通りに並んでいるということを確認させた。その際、田地野（2011）に
ある「意味順ボックス」を用いて英文を整理させる活動に取り組ませた。 

意味順ボックス（田地野 , 2011）

だれが する（です） だれ・なに どこ いつ

　このボックスを列記したプリントを配布し、「『私は自転車を持っています』って英語で
どう言ったかな。まず、日本語を順に上の段のボックスの中に書いてみよう。そして、そ
の日本語を表す英語を、日本語の真下の段に書いてみよう」という指示を与えた。すると、
生徒は下の例のようなボックスを完成させ、小学校で耳にしてきた英語が本当に語順通り
に並んでいることに関心を示した。同様に「私は毎日図書館に行きます」についても書か
せてみたところ、やはり語順通りに並んでいることに驚いていた。

使用例 1：「私は自転車を持っています」

だれが する（です） だれ・なに どこ いつ
私は 持っています 自転車

I have a bicycle
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使用例 2：「私は毎日図書館に行きます」

だれが する（です） だれ・なに どこ いつ
私は 行きます 図書館に 毎日

I go to the library every day

　中学 1年の 6月以降は、身に付けなければならない文法項目が毎時間のように登場する。
それらの定着を図りつつ、同時に語順の反復練習を行わせていきたいと考え、学習プリン
トを次のように工夫した。
　まず、文法の説明はできる限り少なくした。説明を詳細に行いすぎると、それらが完全
に定着しない可能性があるからであった。つまり、明示的知識が暗示的知識に移行するた
めに時間がかかりすぎたり、暗示的知識にまでならなかったりするからであった。次に、
例文を多く与え、それらを語順に従って処理させていった。例文を多く与えた理由はいわ
ゆる Input理論に則るためであった。また、常に語順を意識させて英語を処理することで、
語順の手続き化、自動化の促進を意図していた。そして最後に、Outputの活動を用意し、
文法項目と語順を産出する際に用いることができるよう、練習させた。
　この活動の効果についても、効果検証を行っていないが、多くの生徒が、中学 1年の最
後には、生徒は約 10文からなるスピーチ原稿を 10分程度で書き、約 1分間のチャットを
英語で行うことができた。英語を処理する速度はまだ速くなかったが、語順を意識しつつ
語彙や文法項目を適切に用いることができていたと考える。

ハンドアウト例（平成 18年度版 One World English Course 1の指導にて）
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4.3. 『文構造・語順指導と反復練習』と『音声への習熟（シャドーイング）』の連携の例
　本文の内容理解の際、語順指導と音声指導を同時に行うことが大切であると考えた。語
順は本文を正しく理解するために必要であることは論を俟たないが、音声についても「こ
の文は、この点を伝えたいから、こんな読み方になる」ということを理解してほしかった
からであった。
　この観点からすると、内容理解の前に音声指導、特に音読練習をすることは順序が逆に
なると考えた。そこでまず、教師の読む英文を聞き、口頭で訳をさせる練習から内容理解
を始めた。このとき、教師は英文を一文全文通して読むのではなく、意味的にまとまっ
たフレーズごとに区切って読んでいった。生徒には、語順を意識しながら、読まれたフ
レーズを訳させていった（区切り聞き通訳）。次に、下記のようなハンドアウトの【Slash 

Reading】の部分を、教師の範読例に従って読ませながら、区切り聞き通訳で通訳できなかっ
た箇所にアンダーラインを引かせていった。また、教師による文法の説明で重要と思った
部分にメモを書き込ませた。このようにして内容理解のための活動を終えた段階で、生徒
に音読練習を始めさせた。まずは、フレーズごとに教師の判読に従って意味と音声とのつ
ながりを考えつつ音読をさせた後に、右側の日本語を見ながら口頭作文をさせた。語順と
語彙と音声とのつながりを意識しながら口頭英作文を進めていた生徒の様子を見ることが
できた。

ハンドアウト例（平成 18年度版 One World English Course 1の指導にて）



中学校英語で目指す生徒の姿と、その達成のための指導例

－233－

　なお、【Slash Reading】の区切りは、「教科書の文に／を入れた本文」と「フレーズごと
に縦に並べてセンタリングをした本文」と「文の最初のみ左端からはじめ、それ以降のフ
レーズは先頭を 3-5文字分あけた本文」とでは、最後の場合が最も生徒の理解率が高かっ
たという調査（東他 , 1984）から、下記のように作成した。
　フレーズごとの音読練習をさせた後、CDに録音された Nativeのモデルを参考に、英語
らしい発音を意識した音読練習に取り組ませた。この練習ではシャドーイングの手法を
いくつか用いたが、中学 1年では、生徒自身の音読と Nativeのモデルの違いを、視覚の
助けを借りながら実感させるために、Parallel Readingを Shadowingよりも先に設定した。
そして、十分に Nativeの音声に慣れ親しんだと思われる段階で、モデルの補助をなくし、
生徒自身の力のみで Nativeの音声を再現させるための音読練習（1 minute reading：1分間
読み）を行わせた。Parallel Reading や Shadowingは 4-5回までは効果が見られるが、それ
以上は変化が見られなくなる（氏木他 , 2009）ことを目安に、それぞれの練習回数を設定
していった。
　この活動についても効果検証を行っていないが、多くの生徒が、中学 1年の最後に行っ
たスピーチとチャットにおいて、英語らしい発音で英文を話し、意味を考えながら抑揚や
アクセントを付け加えることができていた。

4.4. 『自己表現に関わる創造的な言語使用』の実践例
　3.1.のところでも述べたが、例えば下のようなインタビューゲームでは、意味と言語形
式の結びつきは習得されないということはすでに定説になっている。なぜなら、この活動
における意味の焦点は Can youよりも後ろに置かれているため、“Can you …?”の意味を
理解していなくとも、ただ Can youを繰り返しているだけで活動が成り立ってしまうから
である。さらにこの活動を、時間制限を設けてできる限り多くの生徒と話すことを目的と

インタビューゲームの例（平成 18年度版 One World English Course 1の指導にて）



－234－

すると、多くの情報を得るために“Can you …?”を省略して “ski?” “play the piano?”のみ
を話す生徒を見かけることも多い。回答ももちろん、“Yes” や “No” のみである。
　そこで、この活動は、時間制限を設けず形式に習熟するためだけの活動として行い、「自
分の考えを話す（書く）」活動や「自分にかかわる事実を語る」活動をさらに行う必要が
あると考えた。その活動としては、スピーチやチャットを行わせることが最も一般的であ
るが、手紙や Eメールの交換を意図した活動も考えられる。

　この手紙／メール交換活動についても効果検証は行っていない。しかし、各文法項目の
学習の最後にこの活動を行っていったところ、生徒は語彙や文法項目を正しく用い、まと
まった内容の英文を短い時間で書くことができるようになっていった。また、中学 1年の
2学期当初と 3学期末では、明らかに書く文章の量が多くなっていた。さらに、返事を書
く③の部分の練習が、チャットの場面で相手の話に対して受け答える際に役立ったという
感想を述べた生徒も多くいた。

5.おわりに
　中学校新学習指導要領に書かれている「コミュニケーション能力の基礎」が養われた段
階にまで指導がなされた後、高等学校では、4技能をバランスよく育成することを前提に
「情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力」を養
うための指導を行っていく。つまり、的確に、適切に言語を使用するために、過去完了や
仮定法を用いた言語活動を行い、さらに語彙を増やすべく指導を行っていくことになる。
　もちろん、中学校の段階で教科書を通して学習したすべての文法項目や指導語彙が完全
に習得されている状態が理想的である。しかし、第二言語習得の知見から習得には個人差
があることが分かっているため、中学校ですべてのことを達成できなくともよく、またそ
れが現実的でもある。例えば日本人にとって最も習得が難しいとされる「三単現の s」な
どといった個別的な文法項目については、高等学校での指導により知識の手続き化、自動
化を目指していくことになるであろう。しかし、英語のルールとしてきわめて変化の可能
性の低い語順や音声に関しては、その知識の手続き化、自動化ができる限り達成されてい

手紙／メール交換活動例
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るとよいであろう。
　今後も中高で実践が可能な、より効果的な指導を模索していきたい。
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意欲的に授業に参加できる生徒の育成
～「会話練習ノート」と「振り返りカード」の活用を通して～

森　雅也
三重県津市立教育研究所　研修員（元三重県松阪市立嬉野中学校）

概要

　本研究は、autonomous learner（自律学習者）を育成するという観点から、自己効力感を
高める 4つの取り組みをすることによって英語の学習動機をアップさせると共に、一斉授
業においてはコミュニケーション能力を高める ｢会話練習ノート｣ の使用や、個人のリフ
レクションする力を高めセルフフィードバックできる「振り返りカード」の使用により、
授業内外問わず意欲的に継続的に英語学習に参加できる生徒の育成を目的としたものであ
る。

キーワード：自律学習者、自己効力感、セルフフィードバック、帯活動、social model

1.はじめに
　2004年三重県教育研究集会外国語部会で、「中学校の先生にお願いがあります。どうか
中学校で生徒を英語嫌いにさせないでください。高校へ入学してから英語に出会い直しを
させるのに大変苦労します。」と、ある高校の先生から指摘を受けた。その先生の言葉を
聞いた時、ハッとした。と同時に、英語を学びたいという意欲があるにもかかわらず、置
いてきぼりにしてきた生徒たちの顔が浮かんだ。この時、「生徒の英語力を伸ばすために
どうしたらよいのか？」、「高校入試に対応できるような力を付けるためには授業展開をど
うすればよいのか？」、そう考えてながら、生徒の興味を無視して自分本位の指導法で授
業を進めていたので、英語嫌いをたくさん作ってきたかも知れないという自分の身勝手さ
を感じた。「もっと『全員が参加できて』、『意欲を持って』臨める授業に変革していかな
ければならない」と強く思った。さらに、教師主導型の授業を押しつけるのではなく、「自
律学習者」の育成をしていくことで、授業や家庭学習に積極的に取り組むことができるの
ではないか。

2.自律学習と自己効力感
　自律の定義（Holec,1981）とは、「自分自身の学習について責任を持つ能力」 the “ability 

to take charge of one’s own learning”である。学習を計画管理して、どんな勉強方法が自分
には合うのかを知ることである。また、自己効力感の定義（Bandura,1994）は、「目標を
達成するために、学習者がある行為を行う際に、それをうまくできるかどうかの信念」で
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あり、大野らは“one’s belief capable of performing in a certain manner to attain certain goals”「自
己効力感の高い学習者は、「自律した」学習者である」（Ohno, Nakamura, Sagara, & Sakai, 

2008　他）と唱えている。
　Bandura（1977）は、「自己効力感が高ければ高いほど、動機づけが高まり、困難に直面
した際により頑張れる」と言う。また、Bandura（1986）は、自己効力感を高めるには、4

つの方法があると言う。①Mastery experience（成功体験）　度重なる成功体験は自己効力
感を高める　② Vicarious experience（代理体験）　他者の達成の様子を観察し「自分もでき
る」と予期する。目標にしている人（social model）に価値を置くこと ③Verbal persuasion （言
語的説得） 達成可能性を言語または非言語で繰り返し説得する ④ Psychological state （生理
的情緒的高揚） 不安感を抑える。
　筆者は、上記の 4つの中から主に 2つの方法を使って、自己効力感を高めていこうと考
えた。Vicarious experience（代理体験）での具体的な方法として、帯活動の中でペアワー
クをできるだけ数多くもつことで、 social modelとしてペアへの意識を高めさせる。Verbal 

persuasion（言語的説得）では、「振り返りカード」や「テスト返却時のフィードバック」
で目標への達成可能性を説得する。

3.会話練習ノート（資料 1・資料 2参照）
　帯活動の中で、「会話練習ノート」をペアワークで行うことによりパートナーを social 

modelとして意識させることができる。筆者が定義する「帯活動」とは、「授業とは直接
関係ないが、生徒が意欲を持って参加できる活動である。短時間で、同じ活動をある程度
期間行うことで定着をはかる。生徒の習熟度、発達段階、興味に合わせ活動内容を考える
一方で、英語学習段階において苦手な部分をピックアップし集中的にフォローする活動と
しても取り組むことができる」である。コミュニケーションの能力を高めるために、帯活
動のひとつとして「会話練習ノート」に集中的に取り組んだ。

3.1.「会話練習ノート」（活動）の特徴
　① 授業の warm-upとして、ペアワークで交互に行う
　②「会話練習ノート」には、教科書のキーセンテンスや重要構文の Q&Aや定型表現が
書かれている
　③ A パート（質問をする）と Bパート（答える）に分かれ、3分で役割を交替する。A

パートはノートを見てよいが、Bパートはノートを見てはいけない（※答えられない場合
や間違った場合は Aパートが教える）

3.2.「会話練習ノート」（活動）の効果
　①教科書に登場する重要構文や定型表現を何度も発話するため、コミュニケーションに
必要な表現を内在化することができる
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　②スピードを意識させて行うため、質問されてから答えるまでの「ポーズ」を最小限に
抑えることができる
　③ slow learnersを含め全員が参加することができる
　④発話する際の心理的障壁（間違うことの怖さ、恥ずかしさ）を下げる

4.振り返りカードとフィードバック
　Verbal persuasion（言語的説得）によって自己効力感を高めるために、「振り返りカード」
や「テスト返却時のフィードバック」で目標への達成可能性を説得した。

4.1.テスト返却時のフィードバック
　テスト返却時に生徒の英語学習への取り組みに関して、セルフフィードバックやリフレ
クションを促すことについては、①「テスト返し」の時にテストへの取り組み方やテスト
の結果、今後の方針など面談して話す（1分程度）ことで学習方法や計画を見直させる、
②「テスト返し」は中学生の動機がかなり上下する瞬間と考えられる、③適切で正のフィー
ドバックを与えることが肝要、④努力すれば目標（生徒各自が 4月に立てた目標）に近づ
くことを伝える などの学習の見通しをつけさせることにも役立つ。

4.2.振り返りカード（資料 3）
　「振り返りカード」とは、そのシートに記入させることで生徒の授業の理解度や到達度
を確認するカードのことである。｢振り返りカード｣ の使い方としては、①教員のコメン
トによるフィードバックをする、②生徒は授業終了 2分くらい前に振り返りを記入し教員
に提出、次の授業の前に教員のコメントを見ることで、前時の様子を振り返ることができ
る、③毎時間集めコメントを書き、次の時間の授業前までに英語係が配布する、④負の
フィードバックはなるべく避け正のフィードバックを与える、⑤努力すれば目標に近づく
ことを伝える、⑥生徒のフィードバックを読むことで教員自身の授業のセルフフィード
バックにもなる、などがあげられる。
　山本（2012）は、「3つの点で私はフィードバックが必要だと考えています。生徒を理解
すること、生徒にメッセージを送ること、自分の授業を知ることです」として、振り返り
カードの長所は、生徒理解、フィードバックを送ること、教員自身のセルフフィードバッ
クに効果があると言う。最初は短く内容のないコメントしか書くことができなかった生徒
も、徐々に授業内容、自分の取り組む姿勢、家庭学習での反省などを書けるになり、メタ
認知能力を高めることができる。

5.まとめ
　ペアワークで「会話練習ノート」を授業のウォームアップとして取り組むことによって、
英語で会話することを臆することなく、「会話練習ノート」にある表現を使用して、コミュ
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ニケーション活動を意欲的に行えるようになった。また、ペアへの意識を高めさせたこと
で（Vicarious experience（代理体験））、他のペア活動においても活発に行えるなど、プラ
スの波及効果があった。
　また、テスト返しの時の面談では「これからの学習について」フィードバックを与える
ことにより、目標の修正を含めどうすれば目標に近づけるのか、生徒が自分自身を振り返
ることができた。
　振り返りカードを使用することで、生徒のメタ認知力を高め、英語学習を振り返る力を
つけることができた（Verbal persuasion（言語的説得））
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資料 1　　　　　　　　　会話練習ノートα（TOTAL1より抜粋）
※下線部は自分の立場に置き換える。○○は自分や相手の名前を入れる。
※ Yes / Noで終わらないで、一言付け加える。

Aパート Bパート
1 Hello. 1 Hello.

2 Hi. 2 Hi.

3 Nice to meet you. 3 Nice to meet you, too.

4 How are you? (I’m fine, too. Thank you.) 4 I’m fine, thank you. And you?

5 What’s your name? 5 My name is ○○. 

6 Thank you. 6 You’re welcome.

7 I’m sorry. 7 That’s all right.

8 Good morning, ○○. 8 Good morning, ○○.

9 Good afternoon, ○○. 9 Good afternoon, ○○.

10 Good evening, ○○. 10 Good evening, ○○.

11 Good-bye. 11 See you.

12 Do you play soccer? 12 Yes, I do. / No, I don’t.
13 Do you play baseball, Mr. (Ms.) ○○ ? 13 No, I don’t. But I play basketball?

14 Do you like Japanese food? 14 Yes, I do. I like sushi.

15 Do you eat octopus? 15 No. I don’t like octopus. But I love tuna.

16 Your phone number, please. 16 02-5367-9841

17 Do you have any hobbies? 17 Yes. I like reading very much.

18 What do you read? 18 I read novels. I like Natsume Soseki.

19 How many books do you have? 19 I have about a hundred books.

20 Are you a rock fan? 20 Yes, I am. / No, I am not. 

21 What sports do you like? 21 I like baseball and basketball.

22 Is that a balloon? 22 No, it isn’t. It’s a Japanese lantern.

23 Is that man a rickshaw driver? 23 Yes, he is. / No, he isn’t.
24 What’s that? 24 It’s sembei. It’s a rice cracker.

25 Does your mother like swimming? 25 Yes, she does. She swims very well.

26 Does your father swim, too? 26 No, he doesn’t. But he likes cycling.

27 Who’s this boy? 27 That’s my brother Tom. He is a student.

28 Who’s this girl? 28 That’s my sister Ellen. She is a student, too.

29 What time is it? 29 It’s four thirty.

30 What time do you get up every day? 30 I get up at six.

31 Excuse me. Where’s the library? 31 It’s on the third floor.
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資料 2　　　　　　　　会話練習ノートβ（TOTAL2より抜粋）

Aパート Bパート
1 私は幸せです。 1 I was happy.

2 マヤとタクは疲れていた。 2 Maya and Taku were tired.

3 あなたは眠たいですか？はい・いいえ 3 Were you sleepy? Yes, I was. / No, I wasn’t
4 強そうに見えます。 4 You look strong. 

5 チャンピオンのように見えます。 5 You look like a champion.

6 私は 8時半までテレビを見ていた。 6 I was watching TV at 8:30.

7 8時半までテレビを見ていましたか？ 7 Were you watching TV at 8:30? 

8 はい、見てました・いいえ、見てません 8 Yes, I was. / No, I wasn’t.
9 ジャックが私に電話をした時に私は寝
ていました。

9 When Jack called me, I was sleeping.

10 ジェスチャーがコミュニケーションに
は重要だと私は思います。

10 I think (that) gestures are important for 
communication.

11 机の上に 1本の鉛筆があります。 11 There is a pencil on the desk.

12 壁に 2枚の絵が掛かっています。 12 There are two pictures on the wall.

13 机の上に時計がありますか？ 13 Is there a clock on the desk?

14 はい、あります・いいえ、ありません 14 Yes, there is. / No, there isn’t.
15 私たちは9時50分に到着するでしょう。 15 We will arrive at 9:50.

16 夕食は食べないつもりです。 16 I won’t (will not) have dinner.

17 私たちは 9時 15分に着くでしょうか？ 17 Will we arrive at 9:15? 

18 はい、着きます・いいえ、着きません 18 Yes, we will. / No, we won’t (will not).

19 私は叔母の家に滞在するつもりです。 19 I’m going to stay at my aunt’s house.

20 私はホテルには滞在しないつもりです。 20 I’m not going to stay at a hotel. 

21 ロンドンに滞在するつもりですか？ 21 Are you going to stay in London?

22 はい、そうです・いいえ、ちがいます 22 Yes, I am. / No, I am not.

23 これを説明してくれますか？ 23 Will you explain this, please?

24 もちろん・ごめんなさい、できません 24 Sure. / Sorry, I can’t. 
25 お茶を持ってきましょうか？ 25 Shall I bring tea?

26 お願いします・いいえ、結構です 26 Yes, please. / No, thank you.

27 試着してもいいですか？ 27 May I try it on? 

28 もちろん・すいません、できません 28 Sure. / Sorry, you can’t.
29 今寝なければ行けません。 29 You must go to bed now.

30 銀行を探しています。 30 I’m looking for a bank.

31 歩いて 10分です。 31 It’s a ten-minute walk.
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資料 3
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コミュニケーション英語と「記号付け」による内容理解の取り組みの展望
～新学習指導要領・第二言語習得研究・ラウンド制指導法からの考察～

藤田　賢
（三重県立神戸高等学校）

概要

　本報告は、三重県単独の研究事業である「新学習指導要領に基づく授業実践研究事業」
による実践の理論的考察および実際の授業での取り組みに基づくものである。具体的に
は、新設科目である「コミュニケーション英語」における「記号付け」による内容理解の
試みの可能性について考察した。まず、「記号付け」による内容理解の先行研究を概観した。
次いで、新学習指導要領と「記号付け」による内容理解の整合性を整理した。続いて、第
二言語習得研究から見た「記号付け」による内容理解の位置付けについて考えてみた。さ
らに、コミュニケーション英語の授業モデルとしての「ラウンド制指導法」と「記号付け」
による内容理解について、実際の授業での取り組みを報告した。以上の考察と実践報告か
ら、「記号付け」による内容理解を用いた授業実践の展望を整理することができた。今後
の課題として、実際の授業での追実践によって「記号付け」による内容理解の方法を確立
し、その効果を検証する必要があることが明らかになった。

キーワード：「記号付け」による内容理解、新学習指導要領、第二言語習得研究、ラウン
ド制指導法

1.はじめに
　新しい高等学校学習指導要領外国語編の特徴は、4技能の「総合的」育成・「統合的」
活用を行うこと、「授業は英語で行うことを基本とする」ことなどに焦点化できる（望月 , 

2010）。 新学習指導要領は、高等学校においては、平成 25年度から本格実施を迎えるが、
現行の英語Ⅰなどの科目の指導は、いわゆる「文法訳読法」による授業が主流となってい
るようである。金谷（2011）では、高校英語授業の型は文法訳読法しかないという現状か
ら抜け出し、授業の型を持つことが授業改革の出発点になることを指摘している。
　本校では、三重県単独の「新学習指導要領に対応した授業実践研究事業」を行い、コミュ
ニケーション英語Ⅰを進める授業の型として、ラウンド制指導法をモデルとして実践研究
を重ねてきた（藤田 , 2012; 藤田 , 印刷中）。実践を進めるにあたってとりわけ問題となっ
たのは、難しめの教科書を採択した場合（実際に「進学校」では難しめの教科書を採択す
る傾向がある）、どのようにして内容理解を進めるかという点であった。
　本報告では、難しめの教科書を読んで内容理解を進めるにあたって、テキストに記号を
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付けることによって文構造を可視化する方法、いわゆる「記号付け」による内容理解の取
り組みについて述べる。まず、「記号付け」による内容理解の先行研究として寺島（2000）
などを概観する。次に、高等学校の新学習指導要領外国語編と「記号付け」による内容理
解の整合性について見ていく。とりわけ、「授業は英語で行うことを基本とする」という
点と、日本語を補助とした内容理解について整理しておく。続いて、第二言語習得研究と
「記号付け」による内容理解の関係について検討する。インプット理解における「記号付け」
の役割について整理したい。さらに、コミュニケーション英語の授業モデルとしての「ラ
ウンド制指導法」と「記号付け」による内容理解の組み合わせについて考察する。最後に、
以上の理論的考察および実践報告により「記号付け」による内容理解の取り組みの展望を
明らかにするとともに、今後の課題をまとめておく。

2.「記号づけ」による内容理解の先行研究、寺島記号の理論と実践
　本節では、「記号付け」による内容理解の先行研究として「記号研」方式（寺島 , 1986, 

2000; 寺島 , 1987, 2002; 野澤 , 2002; 岩井 , 2006; 山田 , 2005; 寺島・寺島 , 2004）を概観して
おく。特に、「記号研」方式が考える「記号付け」による内容理解の基本的理念を見てお
くことにする。
　寺島（1986, 2000）によれば、英語の特徴として生徒に教えるべきものは、「固定した語順」
と「よく発達している前置詞の体系」ではないかと指摘している。そして、「固定した語順」
を把握させるためには、動詞こそが文の心臓部になることを押さえながら、動詞を中核に
してその前後の名詞（句）を捉えさせることを提案している。「よく発達している前置詞
の体系」では、「前置詞＋名詞（句）」や「連結詞（接続詞、関係詞、疑問詞の総称）＋節」
の構造に着目させることが必要であるという。
　「記号研」方式というのは、上記のような英語の特徴に記号という具象物を施すことに
よって、文構造という抽象物を把握させる方法である。これにより文構造（形式）と意味（内
容）を容易に短時間に理解し把握させることができるわけである。そして、このような記
号は、それらの必要がなくなるほど自由に無意識に言語をマスターできるようになったと
きその使命を終えるものであり、いわば無くなるべくして一時的に存在するものだという。
このような 1文 1文の記号が必要なくなった時点で、今度は談話レベルの「記号づけ」に
より文間の一貫性や結束性を把握し、文章を批判的に読んだり、共感的に読んだりすると
いう高次レベルの読みが始まるものとして位置づけられている（寺島 , 1986）。
　具体的には、文を左から右へと読みながら、動詞にぶつかったら〇で囲み、前置詞句に
ぶつかったら〔　　〕でくくり、連結詞にぶつかったら□で立ち止りそこまでの意味をと
るなどの方法で語順通りに英文が読めていく。その他の部分には下線をつけておき、セン
〇センのようにしておく。たとえば、

She　bought　the clothes　〔in Tokyo〕　when　she　was　a high school student.
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のように構造をハイライトさせることになる。このことによって、説明がほとんどなされ
なくても、生徒たちは文構造を把握できるようになる。
　実際のプリントの作成方法には、記号がそのまま空欄になっている「穴埋め語順訳」、
センスグループごとに番号づけがなされている「立ち止り訳」、文単位の日本語に直した「日
本語訳」（山田（2005）では「足し算訳」と名付けている）などがあり、その組み合わせによっ
て様々なバリエーションが考えられる（野澤 , 2002; 寺島 , 2002; 岩井 , 2006; 山田 , 2005）。
生徒の英語力と英文の難易度によってプリントの形式は変化するものだと考えられる。一
般に、生徒の英語力に比べてテキストが難しい場合や難しめの教科書を採択した場合には、
「穴埋め語順訳」がふさわしく、テキストが比較的易しい場合には、「立ち止り訳」や「日
本語訳」で十分読めることになる。また、テキストと読み手の関係は、テキストの難度と
読みの目的（精読か、情報検索読みか、概略把握読みか）によっても変化するものであり、
読み手の必要に応じてプリント形式は変えていく必要がある（山田 , 2005）。「立ち止り訳」
がフレーズ・リーディングに広くとって代わられたと見ることも可能であるが、寺島（2002）
では、あくまで「穴埋め語順訳」が必要な生徒には、「立ち止り訳」やフレーズ・リーディ
ングにいきなり進むのは有害無益であることが指摘されている。なぜなら、フレーズ・リー
ディングは読めた結果として可能になるのであって、読みの過程を反映したものではない
からである。以下に、「穴埋め語順訳」「立ち止り訳」「日本語訳」のプリント形式の例を
記載しておく。

「穴埋め語順訳」

　　She　bought　the clothes　〔in Tokyo〕　when　she　was　a high school student.

.

「立ち止り訳」

　　1 2 3
 She　bought　the clothes　〔in Tokyo〕　when　she　was　a high school student.

1 2 3 .

「日本語訳」または「足し算訳」

　　She　bought　the clothes　〔in Tokyo〕　when　she　was　a high school student.

.                                                                        

　寺島（1987）では、1つの教材を何枚かのプリントに分けて作成しておき、自分のペー
スでプリントを完成させながら英文を読んでいく授業実践、いわゆる「リーディングマラ
ソン」の報告がある。石川県の農業高校の生徒たちがこの実践によってまさに「走り出し
た」という。リーディングマラソンの実践は、野澤（2002）、 岩井（2006）、 山田（2005）の
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中で追試されている。また、寺島・寺島（2004）では、記号付けを発信技能のスピーキン
グやライティングに応用できることが解説されており、このことが、自分の現在のアウト
プット力より少し難しいアウトプット、いわゆる「i + 1のアウトプット」を促す基礎に
なるという（寺島 , 2002）。

3.新学習指導要領と「記号付け」による内容理解
　学習指導要領高等学校外国語（英語）編が平成 21年 3月に改訂され、新しい学習指導
要領として平成 25年度より本格実施されることになった。望月（2010）は、今回の新学習
指導要領の特色を、4技能の「総合的」育成・「統合的」活用、科目の再構成・新設、文
法事項等の扱い、語彙数の増加、授業は英語で行うことなどに要約している。「記号付け」
による内容理解との関連事項としては、特に、授業は英語で行うことが重要な観点となっ
てくる。
　新学習指導要領では「生徒が英語に触れる機会を充実するとともに、授業を実際のコミュ
ニケーションの場面とするため、授業は英語で行うことを基本とする。その際、生徒の理
解の程度に応じた英語を用いるよう十分配慮するものとする。」 （文部科学省 , 2009a, p.92）
とされている。解説（文部科学省 , 2009b） での記述の要点のうち「記号付け」による内容
理解にかかわる部分をまとめると以下の通りとなる。

　・教師が英語で授業を行うとともに、生徒も授業の中でできるだけ多くの英語を使用す
ることにより英語による言語活動を行うことを授業の中心にする。生徒が授業の中で、
英語に触れたり英語でコミュニケーションする機会を充実するとともに、英語を英語
のまま理解したり表現したりすることに慣れるような指導の充実を図る。（以下、下
線部はすべて筆者による）

　・英語科の各科目の「特質」は言語に関する技能そのものの習得を目的としている。英
語を使用する機会は、我が国の生徒の日常生活においては非常に限られている。訳読
や和文英訳、文法指導が中心とならないように留意し、生徒が英語に触れるとともに
英語でコミュニケーションする機会を充実することが必要である。

　・簡単な指示のみを英語で行うのではなく、例えば、説明や生徒の理解の手助けを行う
際も、英文の内容を簡単な英文で言い換えるなどすることにより、授業を英語で行う
よう努める。

　・読む活動においては、生徒が、生徒の理解の程度に応じた英語で書かれた文章を多く
読み、訳読によらず、概要や要点をとらえるような言語活動をできるだけ多く取り入
れていく。

　・英語の授業のすべてを必ず英語で行わなければならないということを意味するもので
はない。英語による言語活動を行うことが中心となっていれば、必要に応じて、日本
語を交えて行うことも考えられる。
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以上のようにまとめることができる。とりわけ重要なのは、読む活動においては、生徒の
理解の程度に応じた英語、つまり、生徒の英語力に対して難しすぎない英語で書かれた文
章を訳読によらず英語を使った言語活動によって理解していくように指摘されている点で
ある。読む活動の中心となる教材は、コミュニケーション英語の検定教科書となる。易し
めの教科書の場合には、なるべく日本語を介さずに、読んだ内容を図やチャートにまとめ
たり、英問英答によって内容を確認したり、内容要約タスクなどによって、英語を英語で
読むことで和訳を通すプロセスを省くことができるかもしない（卯城 , 2011）。しかしな
がら、難しい教科書を読む場合には、日本語による補助によって、文構造の説明や内容理
解をすすめることが効果的であろう（吉田・柳瀬 , 2003）。寺島（2009）では、外国語とし
ての英語を教える日本の学校教育においては、母語を使いながら、基礎知識と訓練により
マスターさせる方法がふさわしいという視点から「英語で授業」を厳しく批判している。
このような意見を反映した結果、学習指導要領の解説では、上記の引用のように、必要に
応じて日本語を交えて行うこと自体を否定しているわけではない。もっとも、その場合で
も、訳読が中心とならないように授業を組み立て、あくまで、授業では、生徒が英語に触
れる機会を充実させ、読むことにおいて書き手とのメッセージの交流を中心とした英語を
使った言語活動を中心に据えるべきであるというのが新学習指導要領の主旨であるのは言
うまでもない。
　それでは、難しい教科書の英文の内容理解の場合、どのように日本語による補助を行え
ばいいだろうか。和訳先渡しによって難しい英文の訳を先に提示しておくという実践もあ
るが、これでは、リーディングに関しては「答え」を先に与えたことになり指導を放棄し
ていることになるであろう （卯城 , 2011）。そうであるとすれば、英文そのものを分析的に
理解し、しかも、その説明が授業の中心とならないようなしくみが不可欠となるのではな
いかと考えられる。英語を英語のまま理解するための橋渡しにするための補助が必要とな
る。ここに「記号付け」による内容理解が利用できる素地があるのではないか思われる。
寺島（2000）では、「記号づけプリント」さえあればほとんど文法的説明が必要なくなり、
逆に、「記号付けプリント」で大量に読ませながら質問が出てきたら説明するという帰納
的な文法指導ができることが指摘されている。また、記号そのものは、無くなるべくして
一時的に存在するものであり、直読直解を行うことが可能になっていくという道筋が展望
できるのではないかと考えられる。さらに、直読直解がある程度可能になった時点から、
談話レベルでの文章の一貫性、結束性への着目や、文章を批判的に読んだり、文章を共感
的に読んだり、文章を要約して読んだりという高次レベルの読みが可能になるのである（寺
島 , 1986）。そして、このレベルの読みこそ、まさに、英語を英語のまま理解することに
なるのではないかと考えられる。

4.第二言語習得研究と「記号付け」による内容理解
　本節では、第二言語習得論、とりわけ教室での教授による第二言語習得（instructed SLA）
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と「記号付け」による内容理解の親和性について検討していく。
　白畑・若林・村野井（2010）によれば、教室での指導は、学習者の対象言語のインプッ
ト、インタラクション、アウトプットの量を増減させることにより、学習者の中間言語
システム（inter language system）を変化させ、次第に対象言語のシステムが習得されるよう
に導くものであるという。村野井（2006）では、教科書を用いた内容中心の教授は、提示 

（presentation）、理解（comprehension）、練習（practice）、産出（production）の流れで行うこと、
つまり、PCPPのサイクルで学習を進めることにより、第二言語習得の認知プロセスに沿っ
た指導が可能になることを指摘している。そして、内容理解の活動では、スキミング、スキャ
ニング、スラッシュ・リーディングなどの活動を例示している。村野井（2006）などから、
第二言語習得の認知プロセスと PCPPによる指導の手順や指導例を図 1にまとめておく。
　「記号付け」による内容理解は、このような第二言語の認知プロセスのどこに位置付け
たらいいたろうか。生徒たちは、教科書の英文によってインプットを受ける、テキストに
付けられた記号は、インプットの形式に気づきを促す仕組みとなる。これにより、英文の
意味と形式とを結びつけながら、文脈の中での機能をマッピングさせていくことができる
のである。上記の図で言えば、インプットを「気づかれたインプット」に変え、さらに、「理
解されたインプット」にしていく装置として「記号付け」による内容理解が貢献するもの
と考えられる。寺島（2009）では、このような指導は現場では「良心的な教師なら誰でもやっ
てきたこと」と指摘している。
　野澤（2002）によると、生徒の英語力が比較的高い場合や、教材が生徒の英語力に比べ
易しめの場合には、「穴うめ語順訳」から、センスグループ（チャンク）ごとの意味把握
（「帯山方式」）へとプリント形式を変えてみたことを報告している。寺島（2002）では、さ
らに、白文にセンスグループごとの番号をつける方法まで検討されているが、これはまさ
にスラッシュ・リーディングに他ならない。前に述べたように、生徒の英語力が高まり、
英文が簡単に読めるようになるにつれて、「記号付け」による内容理解は、「穴埋め語順訳」
から「立ち止り訳」と進んでいくことを考えれば、最終的には、村野井（2006）のスラッシュ・
リーディングによる内容理解と何ら変わらない指導になるものと考えられる。
　こうして、「記号付け」による内容理解は、第二言語習得の認知モデルや、PCPPによ
る教科書中心の教授の一部に位置づけることが可能となる。

5.「ラウンド制指導法」と「記号付け」による内容理解
　本節では、三重県単独の事業である「新学習指導要領に対応した授業実践研究事業」に
基づく実践研究から、「ラウンド制指導法」と「記号付け」による内容理解の関係につい
て考察する。さらに、実際の授業での取り組みの報告も合わせて行いたい。
　本校では、新学習指導要領に対応した授業を組み立てるにあたって「ラウンド制指導法」
を授業モデルにした。ラウンド制指導法は、「多様な方法を用いて、いろいろな角度から
1つの教材を学習させる指導法」（鈴木 , 2007）であり、「語彙・文法の内在化と言語処理
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能力の向上により、リーディングとその他の技能を統合して、コミュニケーション能力を
伸ばすとともに、大学入試にも対応できる英語力を養成することをめざしている」（高田 , 

2010）と定義されている。生徒は、基本的に予習をする必要はなく、家庭学習では授業の
復習が中心となる。宿題として、音読練習、筆写、ライティングなどの授業の復習課題を
与えられることがある。授業では、できるだけ取り扱う単元の広い部分を提示しながら、
パラグラフごとにタイトルを選ばせる。次に、やや範囲を絞り 1 パートか 2 パートごとに
概要、要点、細部へと内容理解をすすめる。生徒は、スラッシュで区切られた英文が教師
によって音読されるのを目で追いながら、質問に答える形式で内容理解を深めていく。ま
た、難しい文については構造を分析し和訳させたりする。その後、様々な音読活動（たと
えば、1文ごとに交代して音読する「ペアリーディング」、1人が先行したのを追いかけて
速く読む「追っかけ音読」、同時通訳方式による音読、リードアンドルックアップ、リピー

図 1.第二言語の認知プロセスと PCPPによる指導の流れ （村野井 , 2006などより作成）
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ティング、シャドーイングなどの組み合わせによる練習）を行うことによって、語彙・文
法を内在化させるとともに、処理の自動化が進むように促す（インテイク活動）。レッス
ンの最後には、読んだことについての再話、サマリー作成、ディクトグロスなどの発信活
動を行う。以上の手順を図 2に示しておく。
　実際の授業実践においては、ラウンド制指導法を本校で行いやすいようにカスタマイズ
して各単元の授業を組み立てた。カスタマイズのポイントは、教科書の内容が難しめのも
のであることへの対応、および、授業の進度が遅くなり過ぎないようにすることであった。
それで、レッスン全体を一括して読むことは行わず、1パートずつ内容理解を進めること
にした。また、音読などのインテイク活動は、パート 2までの内容理解とパート 4の内容
理解が終わった時点で行い、すべての文章の音読活動は行わずその一部に絞った。アウト
プットは、主にレッスン後半やパート 4を素材としてサマリーライティング、リプロダク
ション、ディクトグロスなどの活動を行うようにした。
　英文の内容理解では、まず、パートごとに、教師の音読を聞かせて、テキストを黙読さ
せながら、1パラグラフずつタイトル選びによる概要の理解をさせた。次に同じ方法でパ
ラグラフごとに要点を問う質問を与えた上で要点の理解をさせた。その後、「記号付けプ
リント」によって英文の構造に気づかせながら細部の内容理解をさせた。レッスンによっ
ては、ペア・ワークで英文に記号をつけさせる活動を行ったこともあった。内容理解の最
後には、スラッシュごとの意味を記号なしの白文で把握させる活動、いわゆるスラッシュ・

図 2.ラウンド制指導法の概念図（藤田 , 2012にもとづく）
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リーディングを行った。こうして、教師による説明を最小限にとどめながら、何度も繰り
返して英文を読ませることにより内容理解を進めた。実際の「記号付けプリント」を以下
の資料 1に掲載しておく。
　「記号付け」による内容理解のプリントは、寺島 (2000) などで整理されてきたものをア
レンジして使っている。具体的には、
　（1）単語は　　　　（下線）、熟語・コロケーションは　　　　　　　　　（二重線）
　（2）動詞は　○
　（3）「　　　　 ○ 　　　　」の場合は「　　　　は　　　　を○する」という意味
　　　　　（主語が長い時、［　　　　　　　］は、と示す場合がある）
　（4）前置詞句は　〇 　　　　　　
　（5）接続詞（従属）、関係詞は　□　　　　　　　　　　　　　
　（6）不定詞、分詞、動名詞は　　　　　　　　　　　　　　（波線）
　（7）和訳する場合には①、②などをつけて和訳順を示す場合がある。
という主な原則で記号を付けた。その他、修飾関係を矢印で明示したり、同格関係がわか
るように記号をつけた。また、多くの場合は、（5）（6）の前で立ち止まって意味を把握す
るのが効率的であることも指導した。
　訳については、「穴埋め語順訳」は使用せず、「立ち止り訳」や「日本語訳」をいきなり
考えさせた。文によっては和訳そのものを求めなかった部分もある。「進学校」での「帯

資料 1.「記号付け」による内容理解のプリント（一部）
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山方式」（野澤 , 2002）に近い方法を用いることにより、教科書の進度が遅くなりすぎな
いこと、文法訳読一辺倒の授業になってしまわないように工夫したためであった。
　以上のように、実際の授業での取り組みでは、「ラウンド制指導法」の細部を読むラウ
ンドでの読みにおいて「記号付け」による内容理解を組み込んだ。また、「記号付け」に
ついてのペア・ワークによって協同学習への試みも行った（岩井 , 2006）。

6.まとめと今後の課題
　本報告では、難しめの教科書を読んで内容理解を進めるにあたって、テキストに記号を
付けることによって文構造を可視化する方法、いわゆる「記号付け」による内容理解の取
り組みについて様々な角度から考察し、実際の授業での取り組みを紹介した。「記号付け」
による内容理解の先行研究として寺島（2000）などを概観した。次に、高等学校の新学習
指導要領外国語編と「記号付け」による内容理解の整合性について考えた。とりわけ、「授
業は英語で行うことを基本とする」という点と、日本語を補助とした内容理解について整
理した。続いて、第二言語習得研究と「記号付け」による内容理解の関係について考えた。
つまり、インプットを「気づかれたインプット」や「理解されたインプット」へと変えて
いく方法としての「記号付け」による内容理解の可能性を整理した。最後に、コミュニケー
ション英語の授業モデルとしての「ラウンド制指導法」と「記号付け」による内容理解の
組み合わせについて検討し、実際の授業事例を報告した。
　今後の課題についてまとめておく。新学習指導要領と読むことの指導について、卯城
（2011）では、和訳先渡しにしても、部分的な和訳にしても、英語を日本語を使って読む
という点では同じであり、あくまで、英語を英語で読むことを勧めている。そして、英語
を英語で読んでこそ、英語がインプットされ、スピーキングやライティングなどの発信に
つなげやすいと指摘している。一方で、斎藤（2012）のように、新出の文法事項の説明や
複雑な構文の説明には訳を用いることが効果的であることを否定すべきではないという意
見もある。今後は、英文の内容理解において日本語を使ったり訳したりした量と読んだこ
との内容理解度との関係や、日本語を使ったり訳したりした量と読んだことについてのス
ピーキングやライティングの成績の関連について実証的な検証が必要となるであろう。
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